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言例

1 ．本書は、平成7 ･ 9 ･ 10年度に北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設工事用地内において、財

団法人北海道埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した、千歳市キウス4遺跡の埋蔵文化財発掘調

査報告書である。

2．本書には、平成7年度に調査したA・B･C･D．E地区計2,065㎡、平成9年度に調査したう

ちのD･E1 ･E2地区計6,360㎡、そして平成10年度に調査したうちのJ地区4,860㎡についての

調査結果を掲載する。

3．発掘調査および報告書の作成は、第2調査部第1調査課および第3調査課が行った。

4．各章・節・項の執筆担当者は、文末の記名によって示した。遺構の図版作成、執筆等は、原則的

に、現地で遺構を担当した調査員がそれぞれ分担した。また、本文中の「ベンガラ」という記述は

「赤色顔料｣を現地で調査員が主観的に判断したもので、科学的分析の結果ではない。 「赤色顔料」

の科学的分析結果は『キウス4遺跡（8）』に掲載予定である。なお、記名は省略したが、各遺構

出土遺物の記述は遺物整理担当者が分担した。

5．整理作業の担当は下記のとおり。

土器：土肥研晶石器：新家水奈データ管理：佐藤剛・石井淳平写真：中山昭大

自然遺物：高橋和樹自然科学的分析：芝田直人

6．諸科学的な鑑定・分析・同定等については、下記の方々、機関に依頼し、報告や執筆をお願いし

た。ご尽力いただいた関係各位に深く感謝申し上げます（順不同・敬称略)。

人骨鑑定：松村博文（国立科学博物館） ・石田肇（琉球大学） ・大島直行（伊達市教育委員会）

14C年代測定: (株)地球科学研究所

黒曜石原材産地同定・黒曜石水和層測定・石製品原材産地同定：彙科哲夫（京都大学原子炉研究所）

残存脂肪分析： （株)ズコーシャ

漆製品・赤色顔料分析：小林幸雄（北海道開拓記念館）

地形・地質学的分析：廣獺亘・大津直・岡孝雄（北海道立地質研究所）

炭化材樹種同定：佐野雄三（北海道大学） ・平川泰彦（森林総合研究所）

7．石材鑑定は、資料調査課花岡正光の鑑定、指導を得て、新家水奈がとりまとめた。

8．地形や遺構、遺物の出土地点等の測量は、平成7年度は(株)シン技術コンサルに、平成9 ･ 10年

度は(株)アジア航測に委託、協力を得て、各調査員がそれぞれ素図を整理、図面を作成した。

9．付図キウス4遺跡周辺地形図の作成は、 （株)アジア航測へ委託した。図中に加えた周堤墓の表示

には、奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センターおよび千歳市教育委員会が昭和53年5月に実測、

作成した『北海道千歳市キウス環状土雛群地形実測図1 :400』、西村康・大谷敏三編1979 『千

歳市における埋蔵文化財（上)』 （千歳市文化財調査報告書V)、田村俊之編1994 『丸子山遺跡に

おける考古学的調査』 （千歳市文化財調査報告書XⅨ）を利用させていただいたことを明記し、関

係各位に深く感謝申し上げます。

10.現地の写真撮影は各調査員がそれぞれ行ったが、周堤墓の全景や墓曠の撮影などには、資料調査

課菊池慈人の応援を得た。

11．整理作業に携わった方々 （順不同・敬称略)。

土器の接合、復元、拓本：石橋キミ子・近藤美千子・佐藤美恵子・高橋明美・田川幸子・塚崎聖子．
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中倉紀美子・中村杉子・星聖子・森下美智子石器の接合、計測、集計等：阿部豊子遺物分布

図、接合図、集計表等の整理・作成：浅沼友美子・榊原玲子・工藤美和写真台|帳．アルバム整理：

有松芳子遺物の実測・ トレース：大森佐知子・東田久美・三国谷環．岡田千秋．田中ひとみ

遺構図等のトレース：大森佐知子赤色顔料の選別：浅沼友美子

12．発掘作業に携わった方々 （五十音順・敬称略)。

相川美恵子吾妻誠阿部京子荒井俊荒谷ユキ子安藤正敏五十嵐まつえ池田八重子

池端啓子石川恵吏子石川信子伊藤敏稲葉美雪岩崎奈保子岩崎正利岩筋春夫

内山洋子海老原誠子円谷厚子円谷幸及川まゆみ大塚安枝尾崎俊枝尾崎雅人

小澤恭子落合弓子影山浩子笠原絢子柏倉ひとみ片山千恵子勝田スイ子加藤静子

加藤輝章門倉勝子金森三津枝鎌田淳子上村さち子川代タカ河津きくよ河野智代子

川原節子川村治夫菊地リキ北野惠美木村美智子久保美智子熊野惠美子栗山美栄子

黒田明美香西薫香焼美奈小司美津江小西茂小柳トミ子今信子斉藤昭子

佐伯幸雄酒井民代坂本茂子坂本幸子坂本良美佐々木キヨ子佐々木節子佐々木朋美

佐藤香佐藤和子佐藤清子佐藤弘美佐藤ミヨ子椎屋和子潮屋幸子宍戸福子

篠原静枝渋田好美渋谷佳代清水清子白土勉正田治郎鈴木京子鈴木登美枝

鈴木光江鈴木三世子鈴木明子瀬井美津子清野信一曽我進園田俊弘高橋恵子

高橋謙二高橋敏子高橋正子竹本照代竹谷節子田子山喜久子玉木奈々子田村美穂子

丹野誠近間史典千葉アサ子千葉聖子津坂律子辻本繁美坪和子出口晧二

戸田たまみ苫米地紀美子烏澤直恵中島麻美夏目良子西野久代野呂ヨシ橋本和美

橋本美代子林昭代林百合原田憲子福囿幸子福本優子藤田すめ子藤本あい子

藤本孝藤本智子藤本房子藤本美智子藤原則子藤原徳子古村孝子堀口敦子

本田平治巻口公子松野亜希子丸山隆行三浦愛子三浦吉男水内敏子水上辰雄

宮田英子村上純子村上セキ子村田里子桃井佐津枝森明美森利口純子安永アイ子

安田貴子山内孝子山内直美山口修子山崎紀子山中美智子山林美佐子山本たま子

吉田カヨ子吉成洋子吉見直一吉村豊渡部貞雄

13.調査にあたっては、下記の機関および方々の指導ならびに協力を得た（順不|司、敬称略)。

文化庁岡村道雄・岸本直文、奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター、北海道教育委員会木

村尚俊・大沼忠春・種市幸生・千葉英一・田才雅彦・工藤研治・西脇対名夫、北海道考古学会高

橋正勝、北海道開拓の村野村崇、北海道開拓記念館赤松守雄・平川善祥．山田悟郎．小林幸

雄・右代啓視、北海道大学林謙作・菊池俊彦・小杉康・天野哲也・椿坂恭代．小笠原正明、

札幌国際大学吉崎昌一、札幌医科大学乗安整而、琉球大学石田肇、国立科学博物館松村博

文、国立歴史民俗学博物館阿部義平・春成秀爾・西本豊弘・設楽博己・辻誠一郎、札幌大学木

村英明、東京都立大学山田昌久、東京大学宇田川洋・安斎正人・佐藤宏之・熊木俊朗、明治大

学石川日出志・矢島國雄、千歳市埋蔵文化財センター大谷敏三・田村俊之．高橋理．豊田宏良．

松田淳子・久原直利・遠藤昭浩、恵庭市教育委員会上屋真一・松谷純一・森秀之．佐藤幾子．

長町章弘、北広島市教育委員会遠藤龍畝、標津町教育委員会椙田光明、斜里町金盛典夫、斜里

町教育委員会・松田功、芦別市星の降る里百年記念館長谷山隆博、旭川市教育委員会斎藤

傑・瀬川拓郎・友田哲弘、深川市教育委員会葛西智義、小樽市教育委員会石川直章．青木誠、

余市町教育委員会乾芳宏・宮宏明、仁木町教育委員会嶋井康夫、伊達市教育委員会大島直

行・青野友哉・小島朋夏、名寄市教育委員会氏家敏文・鈴木邦輝、札幌市埋蔵文化財センター加
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藤邦雄・上野秀一・羽賀憲二・仙庭伸久・秋山洋司、江別市教育委員会直井孝一・園部真幸・野

中一宏・稲垣和幸、石狩市教育委員会石橋孝夫・工藤義衛、苫小牧市教育委員会佐藤一夫・宮夫

靖夫・工藤肇・赤石慎三、富良野市教育委員会杉浦重信・澤田健、帯広百年記念館北沢

実・山原敏朗、虻田町教育委員会角田隆志・角田弥生、泊村教育委員会小柳太一・小柳リラコ、

平取町教育委員会森岡健治・長田佳宏、八雲町教育委員会三浦孝一・柴田信一、今金町教育委員

会寺崎康史、函館市教育委員会田原良信・佐藤智雄、七飯町教育委員会石本省三・横山英介、

南茅部町教育委員会阿部千春・福田裕二・山口敦・小林貢、松前町教育委員会久保泰、上ノ

国町教育委員会松崎水穂、稚内市教育委員会内山真澄、枝幸町教育委員会佐藤隆広、紋別市教

育委員会佐藤和利、常呂町教育委員会武田修、羅臼町教育委員会涌坂周一、浦幌町教育委員会

後藤秀彦、奥尻町教育委員会木村哲朗、釧路市埋蔵文化財調査センター西幸隆・松田猛・石

’

川朗、青森県立郷土館鈴木克彦、青森県埋蔵文化財調査センター福田友之、東北町教育委員会

古屋敷則雄、八戸市博物館小笠原善範、岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターエ藤利幸・

星雅之、道立アイヌ民族文化研究センター古原敏弘、東北歴史資料館小井川和夫・須田良平、

東北学院大学佐川正敏、東北福祉大学芹澤長介、 ｜司志社大学森浩一、青山学院大学田村晃一、

中村五郎、浦辻栄治、市川考古博物館堀越正行・領塚正浩、 日野市教育委員会藤井和夫、石狩高

校藤井崇之、道都短大鈴木正章、秋田県埋蔵文化財センター五十嵐一治、鹿児島県歴史資料セ

ンター黎明館牛ノ濱修、札幌市石井正之、国学院大学中村大、仙台市富沢遺跡保存館斎野裕

彦、倶知安町小川原脩記念美術館矢吹俊男
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記号等の説明

1 ．遺構の表記には、以下の記号を用いた。土曠、柱穴、焼土、炭化物集中はⅣ層を境として上層の

ものにU(upper)、下層のものにL (lower)を冠した。

X:周堤墓GP :周堤墓内の墓曠P :墓曠・土曠SP :柱穴F :焼土C:炭化物集中

TP :Tピット

2．遺構図中の方位は真北を、 レベルは標高（単位m)を示す。

3．掲載した実測図等の縮尺は、原則的に以下のとおり。

周堤墓 1 : 80 その他の遺構 1 : 40

基本土層断面図 1 : 80遺構配置図 1 : 400

土器実測図復元個体 1 ： 4 土器拓影図 1 ： 3

石器実測図剥片石器・石製品 1 ： 2 礫石器 1 ： 3

4． 同一ページに複数の遺構が載る場合、方位・縮尺が同じであれば1つだけ図示し、残りは省略し

てある。

5．遺構における出土遺物の表示は、遺物の種類別に以下の記号で示した。なお、床・曠底面出土の

ものは白抜き

●：土器■：石器▲：土・石製品▼：炭化物×：ベンガラ※

※例言4参照

6．遺構の規模は、以下のように計測値を表示した。

確認面の長軸長×短軸長／床（曠底）面の長軸長×短軸長／確認面からの最大深さ （単位cm)

7．土層図中、土層の混在状態は、基本土層などを用いて以下のように表す場合がある。

A+B :AとBがほぼ同量混じる

A>B :AにBが少量混じる

A>B:AにBが微量混じる

8．土層の色調は、 『新版標準土色帖』 （小山正忠・竹原秀雄編著農林水産省農林水産技術会議事

務局監修19版1997）を使用した。粒度・土性分析は各調査者の主観による。締り ・粘性は強、

強め、中、弱め、弱の5段階に統一した。

9．土層の記述には、下記の記号・略称を用いた場合がある。

Ta-a :樽前a降下軽石堆積物

Ta-c :樽前c降下軽石堆積物

En-a :恵庭a降下軽石堆積物

軽石・パミス：特に示していない限り恵庭a降下軽石堆積物

’
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図6 X-17墓曠内出土の丸玉の
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275 図7 試料中に残存する脂肪の
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I 調査の概要

I 調査の概要

調査要項

事業名：北海道横断自動車道（千歳～夕張）埋蔵文化財発掘調査

委託者： 日本道路公団北海道支社

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名：キウス4遺跡（北海道教育委員会登載番号A-03-92)

所在地：千歳市中央208-2ほか

調査面積：平成7年度A･B･C･D･E地区2,065㎡(F地区 364㎡は次回に報告予定）

平成9年度D･E1 ･E2地区 6,360㎡(F地区3,620㎡は次回に報告予定）

平成10年度 J地区 4,860㎡(G地区3,690㎡は次回に報告予定）

調査期間：平成7年9月4日～10月25日

(現地調査）平成9年5月6日～10月28日

平成10年5月6日～10月28日

Ｆ
■
■
■
■

2 調査体制（各年次当時）

平成7年度第2調査部

北海道教育庁生涯学習部文化課

第2調査部第1調査課

鬼柳

千葉

藤原

佐藤

彰

一

樹

剛

英

秀

部 長

主 査

文化財保護主事

文化財保護主事

(調査指導現地派遣）

(発掘担当者）

(発掘担当者）

彰

和樹（発掘担当者）

由貴（発掘担当者）

昭大（発掘担当者）

水奈

剛（発掘担当者）

研晶

直人

淳平

鬼柳

高橋

谷島

中山

新家

佐藤

土肥

芝田

石井

部 長

課 長

主 査

文化財保護主事

文化財保護主事

文化財保護主事

文化財保護主事

文化財保護主事

文化財保護主事

平成9年度第2調査部

第2調査部第1調査課

鬼柳 彰

高橋和樹（発掘担当者）

土肥研晶（発掘担当者）

中山昭大（発掘担当者）

新家水奈

芝田直人

石井淳平

和泉田毅（発掘担当者）

部 長

課 長

主 任

文化財保護主事

文化財保護主事

文化財保護主事

文化財保護主事

主 査

平成10年度第2調査部

第2調査部第1調査課

第2調査部第3調査課
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3 調査の経緯

3 調査の経緯

北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設工事に係る埋蔵文化財の保護については、昭和62年10月23

日付で日本道路公団札幌建設局長より北海道教育委員会教育長あてに事前協議害が提出され、国指定

史跡キウス周堤墓群付近に千歳東インターチェンジが計画されていることから、北海道教育庁生涯学

習部文化課により、急ぎインター予定地付近の埋蔵文化財所在確認調査が実施された。これにより、

国指定史跡キウス周堤墓群や周知の埋蔵文化財包蔵地キウス7号周堤蟇は路線にかからないことが確

認された。一方、予定地付近の林地内に4基の新たな周堤墓（現X－a～d)が発見され、 これらに

ついては現状保存する方向で合意が得られた。翌昭和63年4～5月には横断道の全線を対象とする所

在確認調査が実施され、範囲確認調査を必要とする包蔵地が19か所に及ぶことが確認された。この時

点で、千歳東インター予定地付近には、周知の埋蔵文化財包蔵地キウス4遺跡が広く分布しており、
広範囲にわたる範囲確認調査が必要と判断された。

キウス4遺跡の範囲確認調査は、平成3年度から平成8年度まで、地権者の同意を得られた地区か

ら順次行われ、後半は発掘調査に並行して進められた。平成3年度から平成4年度に繰り返し実施さ

れた範囲確認調査によって、 インター予定地には、周堤墓や土曠墓、盛土遺構が広く分布し、台地西
端の低湿地にも遺物の包含を確認した。

範囲確認調査の結果を踏まえ、文化課と道路公団との間で、インターチェンジの配置や路線の線形

の変更等について協議が重ねられたが、道路公団からは工事計画の変更は困難である旨が示された。

しかし、キウス4遺跡に国指定史跡キウス周堤墓群と類似する重要な遺構の発見が予測されること

から、道路公団では新たに発見された4基の周堤墓(X-a～d)について、現状保存を図り、本線

やインターチェンジのランプウェイの盛土部分については、遺構をできるだけ保存するため一部橋梁

にするなど工法を変更し遺跡の保存に協力することとなった。

平成5年度には、文化庁記念物課の指導を得て、遺構や遺物の分布状況を詳細に把握するために、

42,000㎡を対象とする試掘調査が計画され、文化課の指示により、㈱北海道埋蔵文化財センターがト

レンチ調査を主体に3,380㎡を掘開する事前発掘調査を実施した。その結果、遺跡の西方には住居跡

群が、東方には9基の周堤墓(X-1～9)が群在し、中間には住居跡群を挟んで南北に別れた2条

の長大な盛土遣構が存在することが確認された。この事前発掘調査の概報は平成6年3月に、本報告

『キウス4遺跡』 （道埋文センター1997）は平成9年3月に発行されている。

この事前発掘調査結果に基づいて、文化課と道路公団との協議が継続され、管理ヤードをインター

チェンジの外へ稜したり、盛土工事の一部を橋梁に変えるなどの設計変更により、可能な限りこれら

9基の周堤墓の現状保存を図ることが決定された。

なお、この9基の周堤墓のうちには、 『千歳遺跡』 （千歳市教委1967）に示された8 ． 9 ． 10号の

3基の環状土離が含まれている可能性が高いが、掲載の略図から正確な対応関係を見極めることは難

しい。この3基の環状土雛は、その後の耕作によって土離が消滅し、地表面からの観察ではその位置

を特定できなくなり、登載が抹消されたいきさつがある。また、周堤墓と認知された9基のうちX－

8 ． 9の2基は、その後の発掘調査で直線状盛土の一部であることが判明して、欠番となった。これ

らの経緯を含む周堤墓の認識については、Ⅵ章1節で藤原が学史的に詳しく追究している。

横断道建設工事に伴うキウス地区の発掘調査は、平成5年度以降、キウス7遺跡、キウス5遺跡と

主に計画路線の東方から進められてきており、キウス4遺跡の本格的な発掘調査の開始は、平成8年

度以降と見込まれていた。 ところが、 インターの工事進行を急ぐ公団側から、平成7年度途中に、 と

２



I 調査の概要

<に急ぐ本線部分の橋脚・橋台工事地区の調査を先行するよう強い要望が出された。これを受けて9 ．

10月の2か月間、文化課から調査員の派遣を得るとともに、キウス5遺跡の調査を一部変更して、キ

ウス4遺跡の調査に対処することが決まった。

平成7年度の調査では、橋脚・橋台にかかるA･B･C･D･E･Fの6地区計2,429㎡を発掘し

た。D地区からは、予想外の新たな周堤墓(X-10)の西側半分が発見され、直線状盛土や道跡の一

部も確認された。 X-10西半に伴う墓曠は7基で、そのうちのGP-1002やGP-1006が調査区東の

境界線上に位置したため、周堤墓の竪穴内については、調査区の境界を東へ1.5m程拡張した。 この

拡張によって、 さらにGP-1008やGP-1009など周堤墓の中心部を占める墓曠の存在が確認された

が、それらの調査は平成9年度に繰り越された。

D地区周辺は農家の敷地内で、移転が遅れたため最後まで範囲確認調査が未了だった所である。新

旧の住宅や数棟の納屋等が建てられ、サイロや炭窯の跡があり、道路や菜園も造成されるなど、地表

面の改変が著しい地区であり、恐らく遺構は少なく、遺構があっても、攪乱のため殆ど破壊されてい

るものと予想されていた。 ところが、発掘調査に並行して実施された範囲確認調査でも、用地内でさ

らにもう1基の周堤墓(x-11)が検出されるなど、一帯が決して周堤墓の空白地帯ではないことが

明らかとなった。

平成8年度には、第2調査部第3調査課の半分が入って、本線西側インターボックス部分3,930nf

(L地区） を発掘し、旧河道や北側の盛土遺構の一部、住居跡1軒、多数の焼土などを調査、平成9

年度に報告書『キウス4遺跡（2）』 （道埋文センター1998） を刊行した。

平成9年度には、東方のキウス7遺跡、キウス5遺跡の発掘調査がほぼ順調に進むなか、工事面積

の大きなインター建設をかかえるキウス4遺跡には、第2調査部第1調査課と第3調査課の2課が投

入された。第1調査課では、大きくは2か所、平成7年度調査のC地区とD地区との中間6,140r,f

（ここもD地区のうちに含め一括してD地区と呼称する） と、 F地区西の隣接地3,620㎡（ここもF地

区のうちに含め一括してF地区と呼称する）を発掘したほか、 E地区の南北2か所、ランプウェイを

支える橋脚部分（北側をEl、南側をE2地区と呼称する）各110㎡を調査した。調査面積は計9,980

㎡である。

平成9年度調査のD地区では、周堤墓X-10の残る東半分や、 X-11の工事区内にかかる南半部、

直線状盛土や道跡などを調査し、新たにやや小型の周堤墓4基(X-12･ 13･ 14． 15)を検出した。

また、工事の境界線にかかる周堤墓X－5の北端部を地層断面で確認、観察したほか、一部だが、 X－

11の東に隣接する、やや小型の周堤墓X-16の存在を確認した。周堤墓以外にも、単独の墓曠や焼土

が少なからず検出されている。

E2地区からは、D地区から延びる道跡の続きが検出されている。

F地区では、北側の盛土遺構の東半部南寄りを調査、多量の遺物や焼土を検出した。盛土遺構以外

には、 4基の単独の墓曠や3基の大型の貯蔵穴、住居・建物跡を構成する多数の柱穴群などが発見さ

れた。

調査第3課では、平成8年度調査のL地区の西隣り4,750㎡や（担当課相互の調整不足のため、平

成7年度に調査した東端のA地区と重複するが、ここもA地区と呼称する)、 ランプウェイ関連のH

地区640㎡、K地区200㎡、そして管理ヤードのI地区5,400㎡を発掘調査した。

平成9年度調査のA地区は、大部分が低湿部で、縄文後期の水場遺構のほか、縄文早期末から前期

にかけての集落跡が発見されている。H地区とK地区からは、住居・建物跡を構成する多数の柱穴群

などが検出されており、 I地区では南側の盛土遺構の一部や2基の大型の貯蔵穴、 12基の墓曠などが

3



調査の経緯

調査され、旧石器時代の細石刃も得られた。これらの成果は、平成10年度発行の報告書『キウス4遺
跡（3）』 （道埋文センター1999）にまとめられている。

さらに、発掘調査のタイムリミットを迎えた平成10年度には、第2調査部第1調査課と第3調査課、

第4調査課の3課が投入され、残る全ての調査区18,940㎡を発掘した。

第1調査課では、 F地区西隣りのG地区3,690m2や、料金所から国道337号への接続路、調整池、配

水管埋設工事区などからなるJ地区のうち、 J 1 ･ 3～5地区3,520㎡、計7,210㎡の調査を分担した。

G地区では、北側の盛土遺構の東半部北寄りを調査、 F地区から続く多量の遺物や焼土を検出したほ

か、盛土より下位の層位でも多数の焼土や、 8基の単独の墓塘、縄文後期初頭の竪穴状遺構5基など

を検出した。 J地区では、古い用水路に真中を切られた周堤墓が1基(X-17)、道路下に埋もれて

発見された。幸い内部の墓曠は掘り込みが深く、曠底部は破壊を免れていた。この周堤墓についても、

保存が可能か否か、文化課と道路公団の間で協議がもたれたが、すでに計画変更の余地はなく、工事

区を外れる部分も含めて一部調査区を拡張し、周堤墓の全域を発掘調査した。

第3調査課は、 I地区西隣りのR地区4,240㎡と、 J2地区1,340㎡の、計5,580㎡を調査した。R地

区では、南側の盛土遺構の主体部を掘り、多量の遺物や焼土を検出した。盛土には微細な各種の遺物

が含まれるため、全てを袋詰めにした後、水洗選別作業を実施することになるが、量が彪大で、水洗

選別作業の大半は平成11年度に繰越しとなった。盛土遺構の下には低湿部が続き、少なからぬ木製品

が良好に遣存していた。R地区の西には、後述するQ地区に連なる住居・建物跡が検出されている。

J2地区では、縄文早期から擦文時代にいたるまでの遺物が散在し、 80か所に及ぶ焼土が検出され

たほか、近代に属するらしい掘建柱の建物跡があり、付近からは寛永通宝が採集されている。 J2地

区の発掘は第3調査課が担当したが、その調査結果は、 J 1 ･ 3～5地区ともどもJ地区として一括

し、第1調査課が編集する本報告書に掲載することにした。

第4調査課は、 R地区西のQ地区3,920㎡と、 G地区西のA2地区2,230㎡の、計6,150㎡を調査した。

Q地区では、耕作のため表層土の大部分が失われて柱穴のみの確認だが、 30軒以上の住居・建物跡が

検出されたほか、土曠墓8基、大型の貯蔵穴6基、多数の土曠や焼土などが調査されている。

A2地区は、平成9年度調査のA地区と一体の低湿地で、上層の旧河道からはアイヌ文化期の木製

品などが、下層の低位段丘面にはA地区から続く縄文早期末から前期にかけての集落跡があり、木製

品や多量の流木などが見られた。A2地区の成果は、平成10年度発行の報告書『キウス4遺跡(4)』
(道埋文センター1999） として刊行されている。

本報告書には、主に周堤墓の分布域を中心とする地区の調査結果をまとめて掲載する。具体的な対

象地区は、平成7年度に第2調査部第1調査課が文化課千葉主査の調査指導を得て実施した、橋脚・

橋台工事に係るA～Fの6地区のうちA～E地区、平成9年度に第1調査課が調査したD･E1 ･E

2 ･F地区のうちD･E1 ･E2地区、そして平成10年度に第1調査課が調査したG･ Jl･ J3~

5地区のうちJ1･ J3～5地区、 さらに同じく平成10年度に第3調査課が調査したR･ J2地区の

うちのJ2地区である。 （高橋和樹）
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4 遺跡の立地と周辺の遺跡

4 遺跡の立地と周辺の遺跡

(1) 位置と環境

北海道の空の玄関である新千歳空港。ここから北へ12kmほど向かうと、真新しい高速道路に行き当

たる。千歳市から道東方面へ伸びる北海道横断自動車道である。そこは、千歳市と長沼町を結んで南

北に走る国道337号線との交差地点で、インターチェンジが設けられている。キウス4遣跡は、 この

インターチェンジに当たる部分で、国道の西側に南北約300m、東西約400mの範囲で広がる。 「千歳

市中央」の字名をもつが、千歳市街からは約8km離れている。

北海道の中西部には、 日本海と太平洋を結ぶ標高25m以下の低地があり、 「石狩低地帯」あるいは

｢札幌苫小牧低地帯」と呼ばれている。この低地帯の東側には、北海道中部を南北に走る夕張山地が

あり、西側にはその前山として馬追丘陵がある。この丘陵は千歳市、空知地方の長沼町、由仁町、胆

振地方の追分町、早来町の南北にまたがり、標高は150m前後、延長30kmにおよぶ。丘陵の最高点は

馬追山(273m)である。丘陵西側の斜面と扇状地（標高10～50m)には、縄文時代の多くの遺跡が

分布する。丘陵の西斜面を刻む小河川のひとつにキウス川があり、その両岸の段丘には縄文時代早期

から近世アイヌ期にかけての広範な時期のキウス遺跡群が立地する。キウス4遺跡の標高は8～18m、

西へ向かって低くなる緩斜面となっている。

馬追丘陵の西側は、現在では大部分が水田や畑地として利用されている。だが、戦前までは長都沼

(オサツトー)、馬追沼（マオイトー）をはじめとする大小の沼があり、豊富な水量を湛えていた。ま

た、支笏湖を水源とする千歳川、夕張山地から流れ出る夕張川、嶮淵川などは屡々氾濫したため、溢

れ出た水が流入して住民は長い間水害に苦しめられていた。 しかし、昭和26～44年の国営潅概排水事

業により長都沼、馬追沼一帯の埋立て、河川の切り替えにより耕地が造成され現在のような姿に成っ

ている。

(2)松浦武四郎とアイヌ伝承

遺跡名の「キウス」はこの付近一帯の旧地名である。永田方正『北海道蝦夷語地名解』によれば、

｢Kiusi ･キウシ鬼茅多き虎・川の名」との意味であるという。 「キウス」が地名として文献に現れ

るのは、松浦武四郎の安政4 （1857）年の踏査記録『丁巳東西蝦夷山川地理取調日誌』に収められた

｢夕張日誌」が最初である。この中で当該地域について以下の記述がある。

「ユーナイ （清水）近年まで温泉にて土人浴治せし由云伝ふ。其水甚明かなり。恐らくは金玉の気

にて湧出るか少し温也。此辺皆棚柏原也、過てケネブチ（小川谷地）芦原を押分々々二三丁行、ウ

リウカ （川巾五六間）越て雑木林、キュウシ（小川）過てまた萢沼、芦荻欝叢せり、五六丁過てタ

ンネエンルン（岬）沼に差出、惣て此辺平地にて地味肥沃｡」

ユーナイは現在の千歳市泉郷で、現在は松原温泉・信田温泉の2軒が営業している。ケネブチはケネ

フチ川（嶮淵川)、 ウリウカはかつて由仁道路（ゆにどうろ・現在の国道337号）の西側を流れていた

オルイカ川であろう。キュウシは、現在キウス5 ． 7遺跡の境界となっており、以前は本遺跡の南側

を流れてオルイカ川へ注いでいたキウス川（キウシ）である。タンネエンルンは不明であるが、かつ

て長都沼東岸に突き出ていた細長い岬であろうか。このように遺跡付近の旧地名は川の名前に由来す

るものが多い。記述からは、 この付近の大部分が小河川や谷地などの湿地であり、アシやオギが欝蒼

と繁茂していた様子が読み取れる。 「キウス」の地名は自然環境を描写したものと考えられる。

6



I 調査の概要

ところで、 「夕張日誌」中でキウス周堤墓群についての記載は見られない。地名の登場する順番か

ら推測すると、松浦武四郎は泉郷付近でケネフチ川を渡ると南西方向へ進み、オルイカ川を越えて長

都沼を目指したらしい。つまり、 ここで登場するキュウシ（キウス）はキウス4遺跡よりも西側を指

しており、キウス周堤墓群を通過していないと考えられる。

キウス周堤墓群は戦前まで長らくアイヌの「チヤシコツ」と考えられてきた。大正11 （1922）年、

河野常吉はキウスの「チャシ」について3通りの伝承を取材している （文献6）。

「盲目の老「アイヌ」 （今没す）の話に、此「チヤシ」は「コロポックルアイヌ」が居りて、千歳

「アイヌ」とも沙流「アイヌ」とも戦いたる所なり｡」

「｢アイヌ」の話に、何人の作りしものなるや知らず。昔、石狩「アイヌ」寄せ来り、此「チヤシ」

に隠れ居て、千歳を襄ひしが、打破りたり。石狩「アイヌ」はシクバイより逃げたりと。」

「キウスの「チヤシ」は千歳「アイヌ」の作りしものなり。 「アイヌ」が二派に分れ相争ひしが、

「キウス」の方は負けて他に逃れ去れり （樺太へ追遣られし歎)」

これらの伝承は細部が食い違っているが、戦いのための軍事的施設であること、現在は千歳に居住し

ていない部族によって作られたという点は共通している。 3000年余りの歳月は周堤墓が墓所だという

記憶を風化させたが、構築物としての威容は残され、その規模からアイヌの人々にチヤシとの認識を

生じさせたのであろう。ただ、それほど古くに作られたとは思われず、直接系譜がつながらない者た

ちによって作られたという伝承を残したのではなかろうか。

(3) 古地図と航空写真

図1-2 ･ 3はキウス4遺跡周辺の古い地図である。 ともに縮尺は5万分の1である。引用図は複

製を繰り返しているため、表記などに見づらい部分があるが、どうかご容赦願いたい。

図1－2は明治29 （1896）年に陸地測量部が製版した『北海道假製五万分一図』 「長都（おさつ)」

の一部である。これは時間的な制約から「假製」の段階に止まり、湖沼や河川を除くと山地の稜線は

簡略化されており、土地利用の表記も空白部分が多い。地名表記はアイヌ語を片仮名で写したものが

大半である。キウス4遺跡は「キウシ（キウス)」川下流の北側にあたる。遺跡付近は標高30mの簡

単な稜線が引かれている程度で、細かな地形の起伏までは読み取れない。キウス川を横断し、遺跡の

東側を南北に走っているのは、明治24 （1891）年に完成した、千歳と由仁とを結ぶ由仁道路である。

この道路は現在、国道337号線の一部となっている。

図1－3は明治43 (1910)年に部分修正して発行された『北海道假製五万分一図』 「漁（いざり)」

の一部である。この改版では、等高線が密に表現されており、空白部分もほとんど見られず、地形や

土地利用の状況が初版よりも良好に窺える。 「マオイトー」 「オサットー」が「馬追沼」 「長都沼」 と

されるなど、漢字による地名表記が見られるようになる。キウス4遺跡は、 「由仁道路」表記の「路」

の文字の左、道路を挟んだ向い側に相当する。地表の様子は広葉樹林となっている。ここからさらに

西側のオルイカ川へ近づくと、長都沼を擁する広大な沼沢地が表現されている。注意しなければなら

ないのは、 「由仁道路」表記の「仁」と 「道」の間に、 「盛土部」を表すと考えられる特殊な地形が認

められることである。これは国指定史跡キウス周堤墓群を表現しているのであろう。また、 「千歳村」

表記の「村」の右、オルイカ川の東側には丸子山らしき等高線の高まりを確認することができる。

口絵は、昭和63 （1988）年、キウス4遺跡調査直前の航空写真である。調査区内には家屋が3軒ほ

ど存在しており、その周囲は畑地として利用されている。透明フイルムで遺構配置図を投影すると、

７



4 遺跡の立地と周辺の遺跡

図I 2 北海道假製五万分の一図「長都（おさつ)」の一部(1896年発行）
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4 遺跡の立地と周辺の遺跡

~X－1 ． 4や南北の直線状盛土、 F･G地区の北側盛土などの一部がソイルマークとして地表面に表

われているのが見て取れる。盛土部分が褐色土ではなく黒色土として見えるのは、耕作によって表土

が削られ、相対的に高い部分のⅢ層土が現れたためと考えられる。 X-10～12･ 15は家屋の、 X－

5 ． 17は道路の下敷きになっている。また、 X－a～dやキウス7号周堤墓は山林に隠されて見えな

い。西側の黄褐色の部分は、深耕によって地山のロームが露出したものと考えられ、 Q地区で住居跡

が多数検出された部分にあたる。この写真で見る限り、北側直線状盛土は北側盛土とつながっている

ようである。南側直線状盛土とI ･R地区の南側盛土との関係は不明瞭であるが、同様につながって

いる可能性が高い。

’

(4) 周辺の遺跡

図1－4は、北海道教育委員会の埋蔵文化財包蔵地カードと、千歳市教育委員会作成の『千歳市埋

蔵文化財包蔵地分布図』 （1996）をもとにしたキウス4遺跡周辺の遺跡分布図である。これらの遺跡

の時代・時期の特色は、発掘調査等によりその内容が比較的明らかなものをもとに記述すると、次の

ようになる。

＜旧石器時代＞丸子山遺跡で恵庭a降下軽石層(En-a)の上・下から遺物が出土している。下層は

約2万年前と推定できる石器群で、黒曜石製のスクレイパーのほかには定形的なものに乏しい。上層

は細石刃を伴う石器群で、黒曜石と頁岩を素材とする。また、キウス5遺跡C地区・キウス7遺跡で

も細石刃期の石器が出土している。

＜縄文時代早期＞キウス5遺跡A地区から遺物が多量に出土している。前葉のものは、暁式土器、貝

殻条痕文土器である。後葉のものは、東釧路Ⅲ式土器、 コッタロ式土器が多い。住居跡は、暁式期の

ものがキウス川上流の段丘上で、東釧路Ⅲ式期・コッタロ式期のものが下流の段丘上で検出されてい

る。また、キウス7遺跡でもコッタロ式期の住居跡・土曠墓が見つかっている。早期末葉は、キウス

4遺跡で中茶路式期・東釧路Ⅳ式期の遺物が出土しており、A地区（平成9年度） とA2地区では住

居跡が検出されている。

＜縄文時代前期＞キウス5遺跡B地区には、キウス川旧河道沿いの斜面上に綱文式期の集落跡力ざあり、

石鎌・石錐・つまみ付きナイフ・石斧などが副葬された土墳墓も検出された。キウス4遺跡A地区

(平成9年度) ･A2地区でも綱文式期の集落跡が見つかっており、ほかに花積下層式・静内中野式

に相当する時期の土器・木製品も出土している。

＜縄文時代中期＞丸子山遺跡で、天神山式期あるいは萩ケ岡2 ． 3式期の環壕が見つかっている。ま

た、同遺跡では北筒式期の住居跡が検出された。キウス5遺跡では、 B地区に北筒式期の集落、 C地

区に柏木川式期の集落が確認されている。キウス4遺跡・キウス7遣跡でも柏木川式期の住居跡が検

出されている。

＜縄文時代後期＞前葉は余市式・タプコプ式の住居跡や土曠が、キウス4遺跡・キウス5遺跡A地区・

キウス7遺跡・丸子山遺跡で見つかっている。キウス4遺跡Q地区では、入江式とタプコプ式が共伴

して出土する土曠が検出された。中葉の手稲式期・鯆澗式期は、キウス5遺跡A地区やキウス7遺跡

で住居跡・埋甕などが確認されている。キウス4遺跡では、手稲式期の壺形土器が埋納された土曠が

検出された。後葉の堂林式期には周堤墓が多数構築された。国指定史跡キウス周堤墓群をはじめキウ

ス4遺跡、丸子山遺跡などで計32基が検出されている。未確認ではあるが、キウス2遺跡にも周堤墓

が存在する可能性がある。キウス4遺跡では、周堤墓のほか、同時期の住居跡・掘立柱建物跡、南北

の盛土遺構、道跡、水場遺構、低湿地などが確認されており、大量の遺物が出土している（図1 5)。

~

~
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I 調査の概要

また、キウス1遺跡でも、住居跡や盛土と考えられる遺構が検出されており、キウス周堤墓群に対応

する集落の存在が想定される。

＜縄文時代晩期＞

キウス5遺跡A地区・キウス7遺跡で、 タンネトウL式期の土曠墓が多数確認されている。キウス

5遺跡A地区では、石繊が覆土中に撒かれた土曠墓や、多量の炭化材や割られた矢柄研磨器が出土し

た火葬墓、大洞A式相当の壺が置かれた火葬墓など多様な葬制が見られる。

＜続縄文時代＞キウス5遺跡A地区・キウス7遺跡で、大狩部式期の住居跡や後北C,-D式期の土

曠などが検出されている。キウス4遺跡A2地区では、旧河道から恵山式土器と木製品が出土した。

また、丸子山遺跡でも恵山系の土器が少量出土している。

＜擦文時代＞丸子山遺跡では、 8世紀頃と推定される住居跡や建物跡、土曠などが確認された。キウ

ス5遺跡A地区では、曠外から鍬先の出土した墓曠が検出された。キウス5遺跡C地区には、中央部

に炉のある平地住居があり、その南側の山林中には擦文時代の住居跡と考えられる凹みが複数見られ、

土器片が散乱している。

＜アイヌ文化期＞オサットー1遺跡では、内耳鉄鍋、斧、刀子、キセルなどの副葬された墓曠が見つ

かっている。キウス5遺跡A地区には太刀の副葬された墓曠がある。キウス7遺跡では沢づたいの道

跡と柱跡群が検出され、ガラス玉も出土している。キウス4遺跡A2地区では旧河道より多数の木製

品が出土した。 トプシナイl遺跡では釘状の鉄製品が採集されている。ケネフチのチャシは面崖式で

一条の堀を有する。

以上のように時期別に概観した遺跡を、人々の生活範囲という平面でとらえてみる。遺跡の分布は、

①丸子山古砂丘、②キウス川流域、③ケネフチ川流域に大別できる。このうち、最近の発掘調査によ

り遺跡の状況が比較的明らかなのは、①。②の地域であり、③は不明な部分が多い。

旧石器時代は、①にその中心があったようであるが、②の付近まで活動の範囲が及んでいた形跡が

見られる。縄文時代早期は、前半が②のうちキウス川上流に中心があり、後半から末葉にかけて次第

に下流（キウス4遺跡側）へ拡大していくようである。前期前半は、②のキウス川右岸の段丘上に2

か所集落が確認されており、 このころから小規模な集落が何か所かに分かれて存在するようになった

らしい。中期中葉から後葉にかけて、①では環壕が掘られた後に集落が営まれ、②でも同時期の集落

が見られる。

後期前葉から中葉は、②の各地で集落が成立する。後葉になると、①．②の地域で周堤墓が構築さ

れる。特に②では、キウス川下流（キウス4遺跡）から北側のモウシ川の川筋（キウス周堤墓群・キ

ウス1遺跡）へ中心が移動していくようである。晩期前葉から中葉にかけては、キウス付近で人々の

活動の痕跡は未だ確認されていない。晩期後葉には、②のキウス川段丘上に墓域が見られるが、集落

跡などは確認されていない。

続縄文時代は、②で住居跡・墓曠などが確認されており、 この付近が中心であった可能性が高い。

擦文時代には、①で8世紀ごろの集落が確認されたほか、②のキウス川段丘上にも集落が存在してい

たと考えられる。アイヌ文化期になると、ケネフチのチヤシが営まれたように、人々の生活範囲は広

く①．②．③の各地に及ぶようになる。

’

(5) 長沼町幌内神社の周堤墓について

キウスから北北東へ5kmほど離れた長沼町の幌内地区は、縄文時代後期後葉の堂林式土器の標式遺

跡となった幌内堂林遺跡（文献15）や、同晩期後葉のタンネトウL式土器の標式遺跡となったタンネ

"



4 遺跡の立地と周辺の遺跡

図1－4 周辺の遺跡（国土地理院発行2万5千分の1地形図「長都」を使用）
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I 調査の概要

表1－1 周辺の遺跡一覧

文献No~等発掘調査歴等No. | 遣 跡 名 ｜ 種 別
61 | |アンカリ トー’ ｜遺物包吾地~ ~~~ ~~

時

~縄文晩期
期

削平。

縄文前・後・晩期

続縄文､擦文

竪穴住居跡が1軒みられた。

一部削平。

集落跡
Pn

Oj アンカリ トー2

旧石器縄文早～晩期

続縄文､擦文

1990~1993千歳市教委。

消滅。 旧称丸小山。

周堤墓2基、

集落跡,環壕

丸 38子68 山

周堤墓 縄文後期 964大場利夫・石川徹。 1978測量調査。

979国指定史跡。

キウス1号周堤墓 3～5 ‘ 8 ‘ 9／b

965大場利夫・石川徹。 1978測量調査。

979国指定史跡。

キウス2号周堤墓 縄文後期 3～5，8．9

129

周堤墓77

978測量調査。 1979国指定史跡。キウス3号周堤墓 縄文後期 3～5 ，8 ’ 9周堤墓78

縄文後期 l965石川徹外縁部。 1978測量調査。

1979国指定史跡。

キウス4号周堤墓 周堤墓7Q
IJ 1 ，3～5 ，8

9

1978測量調査。 1979国指定史跡。

1978測量調査。 1979国指定史跡。

1950頃河野広道。

キウス5号周堤墓

キウス6号周堤墓

キウス7号周堤墓

周堤墓

周堤墓

周堤墓

縄文後期

縄文後期

縄文後期

ｑ
二
ｑ
〉

８

８

囮

５

５

９

４

４

８

帥
一
別
一
Ｍ

縄文後期キウス8号周堤墓 全壊？1 987道教委試掘確認により1988

登録抹消。キウス4内に存在か？

周堤墓(83） 3‘8

縄文後期 全壊？1 987道教委試掘確認により1988

登録抹消。キウス4のX－6か？

キウス9号周堤墓 周堤墓 3 ，8(84）

キウス10号一周堤墓 縄文後期 全壊？1 987道教委試掘確認により1988

登録抹消。キウス4のX－4か？

周堤墓(85） 3’8

キウス1 1号周堤墓

キウス1 2号周堤墓

キウス13号周堤墓

キ ウ ス 1

キ ウ ス 2

キ ウ ス 3

周堤墓

周堤墓

周堤墓

集落跡

周堤墓5－6基

遺物包含地

縄文後期

縄文後期

縄文後期

縄文後．晩期

縄文後期

縄文後期

1978測量調査。 1979国指定史跡。

1 978測量調査。 1979国指定史跡。

洲
一
脈
一
朋
一
洲
一
川
一
別

哩
一
蝿
一
噸
’
８1964大場利夫・石川徹。

航空写真のソイルマークによる推定。

周堤墓20基‘集

落跡‘盛土ほか

縄文早･前‘後,晩期

擦文､アイヌ

キ ウ ス 4 1993‘ 1995-1999 (財)道埋文センター

(整理中) 。 1995千歳市教委。
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キ ウ ス川

中央 目 黒

ケネフチのチャシ

トプシナイ 1

トプシナイ2

縄文後期

縄文後．晩期

アイヌ

アイヌ

縄文中，後期

別
一
鯛
一
叩
一
叩
一
血

l935原田二郎．近藤義雄。 2， 129

トプシナイ3 遺物包含地 縄文後‘晩期 1922頃河野常吉・福元寅太郎遺物採

集か？ 一部削平。
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遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地
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遺物包含地

集落跡
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４

２
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八
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司
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バ
●
的
Ⅱ
）
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叩
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り

275 1キ ウ ス 8 1遺物包含地 ｜縄文中‘晩期 一部開削。

＊遺跡No.は、北海道教育委員会の埋蔵文化財包蔵地カード登載番号による。

＊遺跡の位置は、千歳市教育委員会1996 「千歳市埋蔵文化財包蔵地分布図』による。
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I 調査の概要
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4 遺跡の立地と周辺の遺跡
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I 調査の概要

トウ遺跡（文献16）など先史時代の遺跡が多数分布している。馬追丘陵の西側裾部において、かつて

のマオイトー・オサツトーヘ注ぐ小河川沿いに展開した遺跡群という点では、キウス4遺跡をはじめ

とするキウス遺跡群と同様の位置を占める。国道337号線を千歳から長沼方面へ進み、幌内地区へ入っ

てまもなく、右手に欝蒼とした林に囲まれた小さな神社がある。幌内地区の鎮守として、建立から百

年以上の歴史を誇る幌内神社である（文献17)。この神社の参道入口より社殿を臨み、境内右手に一

見周堤墓に類似した、 ドーナツ状の盛り上がりが見られる（写真1）。外径23.1m、内径12.1m、土

手の高さは0.5mで、中央部分に最大径6.8mのマ

ウンド状の高まりを有し、外観は周堤墓に酷似し

ている。このような地形が自然のものとは考えに

くく、人工の構築物ではないかと思われる。土手

の東側は社殿基部の土盛りが被さっており、少な

くとも社殿が現在の規模に建て替えられた大正15

(1926）年以前に作られたものであろう。神社の

境内には奉納相撲を催すための土俵が設けられる

ことが多いが、中央が凹んでいるなど形状が著し

く異なっており、記録にもそのような事実は見ら〈異なっており、記録にもそのような事実は見ら 写真1 幌内神社周堤墓状盛り上がり

れない。幌内堂林遺跡から1kmほどしか離れておらず、 この構築物が周堤墓である可能性は高いよう

に思われる。幸いにして神社の境内という立地から早急に破壊されるということはないと思われるが、

近い将来に確認調査が行われて実態が明らかになり、文化財として保存されることを望みたい。

この神社の社殿横には、いわゆる「メンヒル」が陳列されている （写真2）。これらは付近のウレ

ロツチ川沿いの段丘上の畑から出土し、大正2 （1913）年、当時の青年会によって集められたもので

ある。現在、長沼町教委によって傍らに「郷土名所史跡標」が立てられ、以下のように説明している。

写真2 ’幌内神社境内「メンヒル」 一部残存しているのを確認している。遺跡の時期

は後期中葉（手稲式期）である （文献7）。河野常吉が当時の出土状況について記録を残している

(文献6）。それによれば、 メンヒルは明治40 (1907)年に10本ほどが倒れた状態で発見されたという。

うち8本が「角の柱石」で長さが0.9～2.0m、 2本が「円形の細長き石」で長さが0.9mほどであった。

各々が1本ずつ独立して出土し、 「相距る五間、十間、又四五十間離るるもあり」 との記述があり、

9～90m程度の間隔があったらしい。同様の形状の安山岩の柱状節理はキウス7号周堤墓内の墓曠や

キウス4遺跡X－1の中央墓曠XP-1からも出土しており、出土状況もやや間隔をおいて疎らに屹

立していたことから、周堤墓内の墓曠に据えられた墓標の可能性があるのではなかろうか。

プワ
』／



4 遺跡の立地と周辺の遺跡

(6) 地割れについて

平成10年度にJ3地区の表土除去の際Ⅲ層上面でTa-a火山灰が帯状に落ち込んでいるのを確認

した。当初は、遺跡の時期から周堤墓や周溝墓などの遺構、 またはキウス川小支流の旧河道を予想し

た。 ところが、調査の進捗とともに、 これが人為的な掘り込みではないことが明らかになり、断面に

は地割れに起因すると考えられる地層の乱れが認められた。

さらに、 J5地区においても、 この地割れの続きが確認された。また、用水路を挟んだJ4地区の

南側調査区外でも、同様のTa-a火山灰の落ち込みが認められた。平成9年度にD地区の南西隅で確

認され、断層とされていた細い溝も方向が一致することから、同じ地割れの一部であることが判明し

た。これらのことから、キウス4遺跡では、約200mにわたって南東から北西へ地割れが走っており、

調査区外にも続いている可能性が高い。以下、我々がこの地割れについて観察しえた点を述べる。

①地割れの構造を見ると、複数本の細い亀裂が入り、その間が陥没して上部および側面の土が崩落し

ているようである。また、亀裂は分裂・合流を繰り返しており、北西へ進むにつれて浅くなる。

②地割れの崩落土中より遺物はほとんど出土しておらず、V層起源と推測される黒色士よりI群b類

の土器片、フレイクなど数点が得られたのみである。

③Ⅲ～Ⅷ層が切られていることから、Ⅲ層が堆積している間、すなわち続縄文時代～アイヌ文化期の

いずれかの時期に形成されたと考えられる。

④遺跡の主体となる後期後葉よりも後の時代に起きた変動であり、調査区内では遺構との切り合いは

確認されていないが、方向から推測するとX－6の一部が壊されている可能性がある。

8月上旬、北海道立地質研究所、廣獺亘・大津直・岡孝雄の3氏が、発掘現場に立ち寄られた。

そこで、 J5地区に改めてトレンチを掘削し、地割れの断面を実見していただき、形成・時期などに

ついて御指摘を受けることができた（Ⅶ－6参照)。 （芝田直人）
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I 調査の概要
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l 遺跡の立地と周辺の遺跡
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I 調査の概要

5 調査の方法

(1) 調査区の設定（図1-11)

キウス4遺跡の発掘調査区は、平成7年度に、北海道横断自動車道（千歳～夕張）のセンター杭

STA128とSTA129とを結ぶほぼ東一西の直線を基軸に、 4×4mメッシュの区画として設定された。

この基軸をMラインと呼称し、Mラインに平行する4m毎のラインには、北から南へそれぞれ大文字

のアルファベットを付して順に表記した。これと直交する北南の方向には、 STA128を100、 STA

129を125とする4m間隔のラインを設定、西から東へ順にそれぞれアラビア数字を付して表示した。

このアラビア数字で示す直線は、真北に対して19｡ 03' 20″東偏する。

グリッド名は、北西の交点におけるアルファベットとアラビア数字とによって表記し、 さらに4×

4mメッシュを細分して2×2mメッシュに4分割するときは、北西から反時計回りに小文字のアル

ファベットa･b･ c･dを付加して、小グリッドを表示した。

基準杭の平面直角座標系第刈系による座標値は、以下のとおりである。

STA128 (M-100) X=-124,3172305 Y=-43,6590574

STA129 (M-125) X= 124,3466038 Y=-43,5634703

(2) 調査地区の区分（図1-1)

各年次の発掘調査の対象地区は、 3節の経緯でも触れたように、工事の優先順位や投入可能な調査

体制によって、そのつと決定されたため、結果的には図1－1に示すように、大小さまざまな形状に

分割された。分割された各調査地区内でも、 さらに施工順位や工期等によって、部分的に調査を先行

させる地区があったり、 また、工事の設計や施工計画そのものにも細かな変更があって、年次途中で

調査地区に若干の変更や追加があったりもした。このような制約下で、例えば周堤墓X-10の調査が

平成7年度と9年度に半割されたり、今回は報告しないが、北側の盛土遺構は平成8年度には第2調

査部第3調査課が、平成9 ･ 10年度は主に第1調査課が分担、 この間、調査員の交替もあるなど、状

況がやや錯綜し、必ずしも相互の連絡調整や引継ぎがうまくいかなかったところもある。

本報告書では、 3節で触れたように、A～E･ J地区の調査結果をまとめて報告する。

(3)発掘調査の方法

発掘調査は、耕作や様々な攪乱が及んだI層と、 Ⅱ層のTa-aを可能な限り重機で除去したのち、

人力によってⅢ層上面を出し、 Ⅲ層(I黒層）の調査から開始した。Ⅲ層の遺構．遺物の検出終了後、

Ⅳ層を除去、V層の上面を出す。V層（Ⅱ黒層）の調査が終了しだい、Ⅵ層の調査へ移行する。基本

的には、Ⅲ層上面とV層上面、そしてⅥ層を掘り下げた最終面で、それぞれ地形面の測量を実施した。

この測量には、平板CADを利用するケースが多かった。遺構の平面図やエレベーションの多く、必

要に応じて断面図なども、同様に平板CADを利用して、実測図を作成した。周堤墓や直線状盛土な

ど、広域にわたる遺構の実測には､~計測用カメラを利用した。周堤墓内の墓曠や単独の墓曠などのう

ち、遺体の形状が認められたり、ベンガラの散布がみられた場合など、調査の進行状況に従って、順

次、計測用カメラやデジタルカメラによる撮影を行って、繰り返し図化素図を作成したケースもある。

遺物の取上げに際しては、遺構出土遺物はもとより、包含層出土遺物についても、 トータルーステー

シヨン・システムを利用して、可能な限り出土位置を記録し、データを一覧表に整理、遺物台帳を作

成した。これらの測量や撮影、図化、データ編集などは、主に測量調査業務委託先から派遣された常
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5 調査の方法

駐の技術者が従事した。

平成9年度の全景写真や、周堤墓群の全体撮影には、 ラジコンヘリによる空撮を委託した。

また、平成10年度の周堤墓X-17の写真撮影には、高所作業車を使用した。

出土遺物の水洗、注記、一次的な分類作業、遺構土壌のうローテーション、水洗選別作業等は、雨

天日なども活用して、可能な限り現地で、調査に並行して実施した。 （高橋和樹）
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I 調査の概要

6 土層区分

キウス4遺跡の基本土層は以下の通りである。

I層：表土(Ta-a軽石混じりの黒色土) ･耕作土《

層界明瞭。

Ⅱ層：樽前山起源の降下軽石堆積物

(Ta-a)。層界明瞭。

Ⅲ層：黒色(75YR1.7/1)埴壌士。新千歳空港関

連遺跡の「第1黒色土」に相当する。

縄文時代晩期から中世の遺物包含層。

層界明瞭。

Ⅳ層：樽前山起源の降下火砕堆積物(Ta-c)。

本地区において認められるTa-cはTa-clに

相当する。層界明瞭。

V層：黒褐色(10YR2/2)埴壌土。 「第Ⅱ黒色土」

相当。縄文早～晩期の遺物包含層。

層界判然。

v層中に、盛土遺構（周堤も含む）が確

認された。その場合、盛土形成以後（盛土

の上）をVa層、盛土形成以前（盛土の下）

をVb層とした。盛土のないところはVa

･Vb層の区別をしていない。

Ⅵ層：暗褐～褐色(10YR35/4)埴壌土。

漸移層、層界漠然。縄文早期の遺物を含む。

Ⅶ層：黄褐色(10YR5/7)壌土。En-aの風化した

もの。層界明瞭。

Ⅷ層：恵庭岳起源の降下軽石堆積物(En-a)。

Ⅸ層：支笏カルデラ起源の大規模火砕流堆積物

(Spfl)。

（中山昭大）

0 ＝
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Ⅳ
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図1-12 土層模式図
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I 調査の概要

7 遺構・遺物の概要

(1 ) 遺構

検出された遺構には、周堤墓、周堤墓に伴う墓曠、単独の墓曠、土曠、直線状盛土、道跡、焼土、

Tピット、掘建柱建物跡、柱穴、炭窯などがある。

周堤墓は縄文時代後期後葉の所産で、Xを冠して呼称し、 X-10～15, 17の調査区内7基を調査し

た。また、 3節にも触れたように、工事の境界線にかかる周堤墓X－5の北端部を地層断面で確認、

観察したほか、 X-11の東に隣接する、やや小型の周堤墓X-16の一部を発見した。周堤墓に伴う墓

曠はGPと呼称し、墓曠番号はそれぞれの周堤墓番号を冠した4桁で表記した。調査した周堤墓とそ

れぞれの周堤墓に伴う墓曠の名称・数は、下記に示すとおりである。なお、 X-10の南方に並ぶ、 L

P-7 ･ 8 ． 11 ･ 12の4基は、埋め戻しの様子や墓標の痕跡など、周堤墓内の墓曠とほぼ同一で、た

またま最近の耕作や土採りによって削平され、周堤部分が失われた周堤墓と考えられる。この4基の

まとまりは、必要に応じてX－aと仮称する。さらに、その東に並ぶLP-2･ 3の2基についても、

墓曠がいずれも狭長な形態で、周堤墓内の可能性を残すが、埋め戻しの様相が異なり、墓標の痕跡も

みられないことなどから、周堤墓内の墓曠ではないという見解が強まった。

X-10 GP-1001～1014 14基 X-14 GP-1401 1基

X-11 GP-1101 1基 X-15 GP-1501～1503 3基

X-12 GP-1201～1202 2基 X-17 GP-1701～1705 5基

X-13 GP-1301 1基 仮称X－a LP-7･ 8･11 ． 12 4基

後世の削平や攪乱のため、周堤墓の周堤部分の保存状態は概して不良だが、 X-11 ･ 17のように、

西側に出入口と思われる低平部を有する例があり、 これらの周堤墓の竪穴内部中央には低いマウンド

が形成されていた。

周堤墓に伴う墓曠には、伸展葬と考えられる細長い形状のものと、屈葬と思われるずんく、りした楕

円形タイプの両者がみられる。伸展葬のうちには、 2体や4体の合葬例もあり、それらは相応に墓曠

の幅が拡張されている。いずれも掘込みは深く、丁寧に埋め戻されたものが多い。人骨の遣存状態は

一般に不良で、多くは遺体の痕跡を留める程度だが、比較的頭蓋骨の残りが良いケースでは、ほぼ西

頭位で、顔が北を向く傾向が認められるようだ。曠底部などにベンガラが散布された例も少なくない。

墓墳の前後に墓標の木柱の腐植痕が検出されたり、微細なベンガラの垂直的な分布によって、墓標に

赤色塗彩が加えられていたことが判明した例もある。墓曠における副葬品や装着品などの伴出は、 X－

17以外では至って少なく、僅かにX-10の墓曠GP-1006の覆土から朱漆櫛の破片が、 X-15の墓曠

GP-1503の擴底部から、漆器の残片らしい朱漆の塗膜片が検出された程度である。周堤墓の竪穴内

外での遺物の検出も多くはない。

単独の墓擴には、 LP-9 ． 10． 13． 14． 15． 17． 18･ 19･20など、細長い形態のものがあり、掘

込みも深い例が多い。これらは、曠底部の遺体層やベンガラ散布の様相、埋め戻しの状態など、周堤

墓内の墓曠と大きな隔たりがなく、恐らく時期的にも近いものと推定される。長軸方位もほぼ東西を

示すものが多く、周堤墓との関係解明に興味がもたれる。

また、 LP-21 ．22は、やや大きめの円形プランで、掘込みも深く、ほぼ同一タイプの墓曠と思わ

れる。伴出遺物による時期の特定はできないが、形態的にみて縄文後期中葉～後葉ころの構築と推定

される。

周堤墓X-10の内外にみられたLP-4 ･ 16･24．25･26や、 D地区東方にみられたLP-5とE

’
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7 遺構・遺物の概要

地区のLP-6などは、構築意図が不明な土曠である。 LP-4･24は検出状況からみて縄文後期よ

り古いらしく、確証はないが、或いは縄文早期末ころの墓塘の可能性もあるかと思われる。層位や遺

構の検出状況などから、時期的にはLP-16･25．26が縄文後期後葉以降、 LP-5･ 6は縄文早期
末ころかと推測される。

直線状盛土は、周堤墓X-10･ 11 ･ 12の西縁を連結するように、北西一南東方向に延びる盛土遺構

で、周堤墓の構築にやや遅れて造成されたとものと判断された。平成7年度に実施された範囲確認調

査では、西方に10数mの間隔を保って並行する、 もう1条の直線状盛土の存在が確認されている。直

線状盛土は、主にこの間の土地を平らに掘削して東西に積み分けた、 2条一対の意図的な構築物と思

われる。盛土中の遺物の包含はそれほど多くはない。また、 この範囲確認調査によって、事前発掘調

査で認識されたX-8 ･ 9が周堤墓ではなく、 これら2条の直線状盛土の一部と判定されたことは、
既述のとおりである。

道跡は、並行する2条の直線状盛土の真中を貫通する、細く浅い小道で、 D地区北西部で確認され

たほか、 E2地区でもその延長部分が検出されている。道跡と直線状盛土とが、一体の存在であるこ

とは、直線状盛土造成に伴う土地の削平、整地によって用意された空間に、整然と道が配されている

ことからみて、ほぼ確実と思われる。

焼土には、直線状盛土の盛土中やVb層上面に集中するものがあり、 これらは直線状盛土造成との

関わりが注意されている。周堤墓に直接的に関連する焼土は、殆どないようだ。このほか、焼土は、

調査区の全域に広く分布しており、時期や性格は必ずしも同一ではないらしい。 とくに比較的長期の

居住を推測させる状態の焼土は、検出されていない。層位や周辺の土器などからみて、縄文早期末や
後期後葉に属する焼土が多いと思われる。

Tピットは平成7年度調査のE地区に1基見出された。長径2m程度の長楕円形を呈するもので、
墓擴の可能性も残されている。

掘建柱の建物跡や柱穴は、 J2地区で検出された。掘建柱を含むこれらの柱穴には、樽前a火山灰

の入り込んだものが多かった。また、掘建柱建物跡付近から、 1枚だけだが寛永通宝が採集されてお

り、 これらの状況から、建物跡や柱穴は、ほぼ近世のものと推定される。

炭窯は、調査区内では1基、周堤墓X-10の北側を切って築造されたものが検出されている。これ

は立ち退いた農家の敷地下に埋没した、明らかに農家の建築よりは古い段階のものである。何度か改

良を加えて、比較的長く使われたようだ。調査区の北の保存された周堤墓、仮称X-a ･b･dの3

基にも、それぞれ炭窯の重複が観察され、実測図に加えられている。調査例も含めて、 これらの炭窯

では、労力の軽減を図って、周堤墓の周堤や窪みをたくみに利用して造られたことが窺われる。この

ほかにも、キウス地区の林地には、あちこちに炭窯が残されており、 さほど埋まりきらずに、ほぼ四
角な形状を留めているものが多い。

(2) 遺物

出土遺物の層位別・分類別の集計は、表V－4に示すとおりである。

土器では、周堤墓の営まれた縄文後期後葉を代表するⅣ群c類土器が、V層を主体に多数出土して

おり、全体の46％近くを占めている。縄文早期末のI群b 4類土器の出土は、 50%以上とさらに多

く、Ⅵ層を主体に、広範囲にわたる分布がみられた。そのほか、縄文中期のⅢ群土器は、 J3地区の

周堤墓X-17束縁近くでややまとまって出土しており、Ⅲ層を主体とするⅥ群の続縄文土器はD地区

に、Ⅶ群の擦文土器の分布は、やや低地に向かうJ2地区に多い傾向が認められる。
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I 調査の概要

剥片石器・剥片の素材は黒曜石が多く、数量的にはフレイクやチップの類が大半を占めている。器

種的には、石鎌、スクレイパー、つまみ付ナイフの順に多く、若干の石槍や石錐、石核などがみられ

る。周堤墓X-17内の墓曠GP-1704には、石鍼が11点副葬されていた。

礫石器では、石斧や石斧原材、砥石の多さが目につき、次いで、たたき石、すり石の類が多数を占

める。周堤墓X-17内の墓曠GP-1703には、石斧が1点副葬されていた。

礫そのものの出土量はかなり多いが、 とくに配石や炉跡を思わせるような状態で検出された例は余

りない。ただ、周堤墓X-17内の墓曠GP-1704では、曠口部に9点の礫が見出されており、 これに

ついては、墓標的なものを考えるべきかも知れない。

土製品・石製品の出土例は僅かだが、周堤墓X-17内の墓曠GP-1701では2個、 GP-1705では

6個、 ヒスイの玉が検出されている。

このほか、近世の遺物には、上述の寛永通宝が1枚あり、掲載は外したが、主に攪乱層から採集さ

れた蹄鉄や轡などの馬具は、現代の鉄製品である。 （高橋和樹）

~

’

Eﾆｿｰ、
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8 遺物の分類

8 遺物の分類

(1 ) 土器

土器は縄文時代早期に属する資料をI群と

群、V群とした。続縄文時代のものはⅥ群、

類は藤原秀樹が行った。

し、以下順次前期、中期、後期、晩期をⅡ群、Ⅲ群、Ⅳ

擦文時代のものはⅦ群である。なお、平成7年度分の分

I群縄文時代早期に属する土器。

a類 ：貝殼腹縁圧痕文、条痕文が施された土器群。

a 1類：物見台式、暁式に相当するもの。

a－2類：虎杖浜式、沼尻式に相当するもの。

b類縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、等が施された土器群。

b－1類：東釧路Ⅲ式に相当するもの。

b－2類：コッタロ式に相当するもの。

b－3類：中茶路式に相当するもの。

b－4類：東釧路Ⅳ式に相当するもの。

Ⅱ群縄文時代前期に属する土器。

a類 ：胎土に繊維を含み、厚手で縄文の施された丸底、尖底の土器群。

a－1類：綱文式土器に相当するもの。

a－2類：春日町式、静内中野式に相当するもの。

b類 ：円筒土器下層式、植苗式、大麻V式に相当する土器群。

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器。

a類 ：円筒土器上層式、萩ケ岡1 ． 2式に相当するもの。

b類 ：天神山式、柏木川式、北筒式に相当するもの。

b－1類：天神山式に相当するもの。

b－2類：柏木川式に相当するもの。

b－3類：北筒式、 ノダツプⅡ式、煉瓦台式に相当するもの。

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器。

a類 ：余市式、入江式、手稲砂山式に相当するもの。

b類 ：ウサクマイC式、手稲式、鯆澗式に相当するもの。

c類 ：堂林式、御殿山式に相当するもの（口縁部や頸部に亥'|みが怖きオc類 ：堂林式、御殿山式に相当するもの（口縁部や頚部に刻みが施される資料は堂林式の古手と

して扱う）。

V群縄文時代晩期に属する土器。

a類 ：大洞B式、上ノ国式に相当するもの。

b類 ：大洞C1式、大洞C2式に相当するもの。

c類 ：大洞A式、大洞A'式に相当するもの。

Ⅵ群続縄文時代に属する土器。

Ⅶ群擦文時代に属する土器。 （土肥研晶）
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I 調査の概要

(2) 石器

器種別の大分類にとどめ、細分は行っていない。使用している分類の名称および掲載順は以下のと

おりである。なお、平成7年度分の分類については千葉英一が行った。

剥片石器 細石刃

石刃錬

石錬

石槍またはナイフ

石錐

つまみ付きナイフ

スクレイパー

Uフレイク （使用痕のある剥片) ･Rフレイク （加工痕のある剥片）

フレイク・チップ（剥片・細片、黒曜石）

フレイク （剥片、黒曜石以外）

ピエス・エスキーユ（くさび形石器）

石核

原石（黒曜石）

礫石器 石斧

石斧原材

たたき石

すり石

石皿・台石

砥石

石錘

礫

原石（黒曜石以外）

(新家水奈）

(3) ±製品・石製品・その他

土製品にはスタンプ形土製品、耳栓、垂飾品がある。石製品には異形石器、玉類等がある。その他、

寛永通宝もここで扱う。 （土肥研晶・新家水奈）
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Ⅱ V層の調査

Ⅱ V層の調査

1 周堤蟇

本節で扱うのは周堤墓10基及びその墓曠31基。その内訳は、周堤、墓曠ともに調査したX-10～15･

17，周堤のみの確認のX-5 ･ 16、そして、周堤が失われて墓曠のみが残ったと思われるX－a （仮

称）である。時期はいずれも縄文時代後期のものと考えられる。なお、墓曠の構築時期は周堤墓と同

じものなので項目を省略した。

X-5 (図Ⅱ－3、図版3)

概要:D地区南壁面で周堤北端の裾部分を確認。 『キウス4遺跡」 （道埋文センター1997)での推定

より周堤幅は若干広がることになる。

遺物：出土していない。

時期：他の周堤墓との関連から縄文時代後期のものと考えられる。 （中山昭大）
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l 周堤墓

X-10 (図Ⅱ－4～6、図版3, 5, 9～11)

概要：Ⅲ層上面で確認。周堤部の上部は民家、サイロ跡等で削平、攪乱が著しい場所が数か所あった。

竪穴部は風倒木があったほかは攪乱を免れていた。また、南側約1／5はⅦ層まで削平されており、

竪穴部の掘込みのみを確認した。

周堤部をVb層まで掘り下げると外縁部に断面三角形の黒色土の高まりが部分的にみられた（図Ⅱ－

5、A－Bセクション右側など)。南側直線状盛土直下のVb層にも内縁部と外縁部に同様の黒色土

の高まりがみられた。明瞭な整地等の痕跡は確認されなかったが、土留めや区画の役割が考えられる。

周囲の包含層はV層の堆積が薄く、周堤部の外側はⅥ層までなだらかに傾斜しており、周堤墓の周囲

はV層が除去されていた可能性もある。

竪穴部はⅥ層からⅦ層近くまで掘込まれ、壁の立上がりもしっかりしている。竪穴床面は平坦で、

北東から南西になだらかに傾斜している。掘上げ土が周囲に残されていた墓曠もある。北西側は南側

直線状盛土と重複している。この部分の北半は後世の炭窯による攪乱ではっきりしないが、直線状盛

土と周堤をつなぐように土盛がなされており、黒褐色土の堆積がみられない。南側直線状盛土はX－

10の周堤を意識しながら近接した時期に構築されたものと思われる。また南半も北半同様の整形がな

されていた可能性がある。

墓曠は14基確認。墓標の痕跡と考えられる腐植土が墓曠内の両端に確認されたのがGP-1002･10

05． 1007～1009. 1013．腐植土が長軸方向の一端に確認されたものがGP-1012. 1014。なお、GP-

1008. 1009のものは木質が検出されたことから木柱痕である。他のものも同様であろう。また、GP-

1008. 1009･ 1013では墓標跡の覆土とその周辺の墓曠覆土からベンガラが出土したことから墓標（木

柱）にベンガラが塗られていたと思われる。GP-1002･1005. 1007～1009･ 1013では曠底にベンガ

ラが撒かれていた。竪穴内北東隅にⅥ層をマウンド状に掘り残した部分があり、 GP-1011が作られ

ていた。

遺物出土状況：遺物は竪穴内のVa層、周堤、Ⅵ層、竪穴床面、周辺の包含層から出土している。 1

はGP-1005近くの床面から出土した。GP-1005に伴うと考えられる。 2は、Ⅵ層からの出土。 3

は周堤直上からの出土で、周堤上での祭祀（？）に関係している可能性もある。その他の土器片は、

遺構に伴わない。

遺物： （図Ⅱ 5、図版57, 58）

掲載した土器は周堤、墓擴を問わず、すべてⅣ群c類相当である。 1は床面出土の注口土器で、 17,

18は同一個体片。口縁部と底部以外は、ほぼそろっている。注口部にアスファルトによる補修の痕跡

がある。 2の注口土器は周堤部の外側の破片と接合する。 3は周堤の外側で、 まとまって出土した。

ほぼ完品の資料。波状の口唇に5単位の突起を有する。沈線で区画された口頸部は長く、文様に磨消

しが加えられない。器高17.6cm、胴部最大径14.5cm｡ 4～10は口縁に突瘤文が施される深鉢の破片。

9は床面中央付近からまとまって出土した比較的大型の破片。 11は、無文の口縁部。 12は深鉢の頚部

片で、磨消しが施される。 13， 14は突瘤文の無い口縁部片で、沈線による文様が施される。 15， 16は

深鉢の頚部片で、沈線による文様が施される。 19， 20は沈線による文様の施された深鉢の胴部片。 21

は斜行縄文の施される深鉢胴部片。 22は注口土器の口縁部片。

23は周堤部、 24は床面、 25は崩落士より出土した黒曜石製の石鑛。 23， 24は有茎だが、茎部を損失

している。 25は無茎。 26は縦長の剥片の一側縁を使用した黒曜石のUフレイク。27は泥岩製のたたき

石。偏平な楕円形の素材の片面にくぼんだ使用痕がある、 “くぼみ石” と称されるもの。

時期：床面出土の土器などから縄文時代後期後葉、堂林式期の遺構である。 （佐藤剛）
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1 周堤墓

GP-1001 (図Ⅱ－7、図版5)

位置M-109, 110規模 196×91/134×45/105長軸N57｡W

概要：Ⅳ層を除去した際に黒色土(Va層）が若干窪んでおり、竪穴床面まで掘り下げると、パミス

が混在するやや黒みの弱い黒色士がまとまっていた。掘上げ土の流れ込みと考えられる覆土1層はあ

まり堆積しておらず、除去したあとの覆土2層（ローム質土）は、締り強めである。曠底面にはやや

赤味を帯びた黒褐色土が見られたが、人骨は残っていなかった。

遣物出士状況：墓曠の検出面の西で礫の集中が見られた。竪穴床面と覆土上面にあることから、墓擴

の頭部方向に置かれたものが一部流れ込んだ可能性がある。墓石、墓標の意図で据えられたものか。

遺物： （図Ⅱ－7、図版59） （佐藤剛）

1は板状に割れた砂岩の礫18点の内、最も大きな2点が接合したものである。残りの破片は非常に

細かく、それぞれ数点ずつ接合しているが、 この本体に接合したものはなかった。 しかしすべて同一

個体である。砥面はなく、砥石ではない。 2は砂岩の縦長の礫で、厚みがあり、 1とは別個である。

一部に敲打痕がある。

GP-1002 (図Ⅱ－7, 8、図版6)

位置N-110他規模266×91/229×106/152長軸N89｡W

概要：Ⅳ層を除去した際、Va層上面において黒色土の窪みが確認できた。竪穴床面まで掘り下げる

と黒色土とパミスの混じった土が大きくまとまっていた。墓曠内の両端には墓標と思われる直径の太

い木柱痕（？）が確認できた。大型の墓擴でⅧ層を境に床面が袋状に広がっている。床面にはベンガ

ラが厚く撒かれており、特に南側に偏っていた。人骨は2体確認され、内1体はほぼ全身の骨が糊状

になって残っていた。壁に右肩を預けた側臥位の伸展葬で顔は北向きである。全身の骨から推測され

る身長は約150cmで、男性（Ⅶ－5参照)。 もう1体は頭骸骨のみで大きさは一回り小さい。顔は同じ

く北向き。残りの骨の一部や黒色腐植土の分布から同じく伸展葬と思われる。

遺物：出土しなかった。 （藤原秀樹） ’

GP-1003 (図Ⅱ 9、図版7)

位置L-109規模186×106/152×74/103長軸N76｡W

概要：竪穴内の黒色土(Va層）を掘り下げている際にパミスと黒褐色土の混じった土が周囲に広がっ

ているのを確認した。竪穴床面まで掘り下げると他の墓曠とは異なり、少量のパミスと黒色土が混じっ

た土がまとまっていた。掘上げ士の流れ込みと考えられる覆土1層は、他に比べて堆積が著しく、 ま

たパミスの混じりも少ない。

曠底面には黒褐色士と赤褐色土の混じった土が見られたが人骨は残っていなかった。頭部付近と考

えられる西側の部分は赤褐色土が特に多く混じる。

遺物出土状況：副葬品は出土しなかった。遺構には伴わないが、覆土1層からI群b類土器片1点、

Ⅳ群c類土器片3点、覆土4層からⅣ群c類土器片3点が出土した。 （佐藤剛）

遺物： （図Ⅱ－9、図版59）

1 ， 2は深鉢の胴部片。
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Ⅱ V層の調査
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GP-1004 (図Ⅱ－9、図版7)

位置N-109規模169×94/121×44/108長軸N33｡W

概要：竪穴内の黒色土(Va層）を掘り下げている際にパミスと黒褐色土の混じった土が周囲に広がっ

ているのを確認した。竪穴床面まで掘り下げるとパミスと黒色土が混じった土がまとまっていた。掘

上げ土の流れ込みと考えられる覆土1層はあまり堆積していない。覆土2層（ローム質土）は、やや

しまりが強い。曠底面には黒褐色土と赤褐色土が混じった土が見られた。頭部付近と考えられる西側

は赤褐色土が特に多い。

遺物出土状況：副葬品は出土しなかった。遺構には伴わないが、覆土2層からⅣ群c類土器片2点、

覆土4層からⅣ群c類土器片1点が出土した。 （佐藤岡ﾘ）

遺物： （図Ⅱ－9、図版59）

1 ， 2は注口土器の底部片、胴部片。

GP-1005 (図Ⅱ-10、図版7, 8)

位置0-109規模206×98/175×68/139長軸N37｡W

概要：Ⅳ層を除去した際に、Va層上面で黒色士の窪みが確認できた。竪穴床面まで掘り下げると黒

色土とパミスが混じった土がまとまっていた。その黒色土を取り除いた埠十上面は非常に固いローム

質土であり、意図的に固めている可能性がある。墓曠内の両端には墓標と思われる木柱痕（？）が見

られた。頭側に相当する西の方がやや太めである。直径10cm程度でlm程の深さに達しており、抜き

取られた跡はない。床面に人骨は残っておらず、黒色腐植土が一面にあった。

遣物：出土しなかった。 （藤原秀樹）

GP-1006 (図Ⅱ-11、図版8, 9)

位置P-110規模210×88/173×58/124長軸N66｡W

概要:Va層を掘り下げている際にパミスが混じっている部分があった。竪穴床面まで下げると黒色

土とパミスが混じった士がまとまっていた。その黒色土を取り除いた埋土上面は非常に固いローム質

土であり、他の墓曠と同じように意図的に固めている可能性がある。墓曠内の両端には墓標と思われ

る木柱痕（？）があり、頭側に相当する西の方がやや太めである。直径は約10～16cmで、深さは90cm

程度である。床面に人骨は残っておらず、ベンガラと黒色腐植土が一面にあり、特に北側に偏ってい

た。

遺物出土状況：副葬品は覆土4層と5層の間から漆塗りの櫛（4）が出土した。ほぼ、同レベルから

小型鉢の破片が出土している （ 1 ）がX-10床面の破片と接合し、供献など埋葬儀礼に関わるもので

はないかと思われる｡Ⅳ群c類土器片8点出土。また、覆土中からI群b－4類土器片1点が出土した。

遣物： （図Ⅱ-l1、図版8, 59) (藤原秀樹）

1はX-10床面から出土した破片と接合した小型の鉢の口縁部。 2は深鉢胴部片、 3は早期の小片。

4は漆塗りの櫛、漆膜部分のみが残存。
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GP-1007 (図Ⅱ 12、図版9)

位置N-109, 110規模212×98/188×58/134長軸N53｡W

概要：黒色土(Va層）の落ち込みがまったく見られず、確認が遅れた。 1 ･ 2層ともに暗褐色～褐

色土で締りは強め。覆土を掘り進める途中、墓曠内の両端で墓標かと思われる柱状の跡を確認したが、

図上で復元しているのみである。黒褐色土とベンガラが混じった土が曠底面南側に、北側には黒褐色

士がはっきりと確認できた。北側の黒褐色土の下からはベンガラ混じりの黒色土を確認した。頭部付

近と考えられる西側でベンガラが混じる度合いが高かった。

遺物出土状況：副葬品は出土しなかった。遺構には伴わないが、覆土6層からⅣ群c類土器片6点、

排土からⅣ群c類土器片1点出土した。 （佐藤剛）
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1 周堤墓

遺物： （図Ⅱ 12、図版59）

1は沈線文が施される深鉢胴部。 2， 3は同一個体の深鉢胴部片

GP-1008 (図Ⅱ－13, 14、図版11, 12)

位置N-110規模253×119/228×104/134長軸N48｡W

概要: X-10のほぼ中央に位置する墓曠である。Ⅳ層を除去し、Va層を掘り下げる途中で比較的大

きなパミスが多く混じる黒褐色土の高まり （掘上げ土）があった。竪穴床面まで掘り下げると大きく

長楕円形にパミス混じりのVa層の落ち込む部分があった。墓標と思われる少量のパミスとベンガラ

の混じる黒色土が墓曠内の両端に確認できた。 2つとも直径約20cm、深さ約105cmで、先端はほぼ平

坦である。先端近くでは木質が一部残っていたので木柱が立てられていたものと思われる。先端のパ

’

ミスは潰れて粉状になっており、木柱の重さがかなりのものであったことを窺わせる。木柱痕跡外面

とその周囲の墓曠覆土にベンガラがみられた。木柱痕を中心にして分布していることから、木柱に塗

布されたものと思われる。ベンガラは粉状のものとやや粒径の大きな粒状のもの（径1mm程度）があ

る。西端の木柱痕がX-10のほぼ中心にあたる。墓曠の壁は、Ⅷ層付近を境に袋状に広がっている。

底面には頭部を中心にベンガラが撒かれていた。人骨は4体（南側からNo1 、 No2、 No3、 No4)確

認された。 4体の人骨は折り重なった状態で出土しており、覆土にも掘り返された痕跡などがないこ

とから、追葬はなく、 4体同時に埋葬されたも のである。 NO1 ． 2人骨はほぼ全身の骨が糊状に残っ

ていた・残存する骨から推定される身長はNo1 が156cmで、 No2が147cmである。 No1 ． 2人骨の足首

付近は糊状の骨が重なり合っており、足が組まれていたと思われる。 NO3人骨は頭部～膝付近までの

骨が糊状になり残っていた。 No4人骨は頭部と下腿の骨が糊状になり残っていた。残存状況から4体

とも伸展葬で、頭位は西、顔は北向きである。

遺物出土状況：副葬品は出土しなかった。 NO1人骨の腰部付近の北側から直径2cm程度の炭化物が

数点まとまっていた。覆土中にも少量の炭化物があった。覆土中から出土した礫は遺構に伴わない。

(佐藤剛）

GP-1009 (図Ⅱ－15, 16、図版13)

位置N-109規模197×81/179×56/124長軸N60｡W

概要：Ⅳ層を除去すると比較的大きなパミスが多く混じる黒褐色土のまとまり （掘上げ土）があり、

その内側にパミスのあまり混じらないVa層の落ち込みがあった。竪穴床面まで掘り下げるとやや大

きめの長楕円形にパミス混じりのVa層が落ち込んでいた。墓標と思われる少量のパミスとベンガラ

の混じっている黒色土が墓擴内の両端に確認できた。先端近くでは木質がわずかに残っていたので木

柱が立てられていたものと思われる。 2つとも直径約15cmで、先端はほぼ平坦である。西端の柱の深

さ約96cm、東端の柱の深さ約84cmで、木柱痕とその周囲の墓塘覆土にベンガラがみられた。木柱痕を

中心にして分布していることから、木柱に塗布されたものであろう。ベンガラは粉状のものと粒状の

もの（径1mm程度）がある。墓曠の壁はⅧ層付近を境に袋状に広がっている。人骨は1体、頭部～腰

’

椎の骨が糊状に残っていた。残りの骨の一部や

た側臥位の伸展葬と思われ、頭位は西、顔は北

粘性の強い暗褐色腐植土の分布から、壁に右肩を寄せ

向きである。歯の並びからやや上を向いていた可能性

がある。底面には頭部を中心にベンガラが厚く撒かれていた‘

遺物出土状況：副葬品は出土しなかった。覆土中に少量の炭化物が出土したほか、人骨の腰部付近の

北側から直径2cm程度の炭化物が数点まとまっているのが確認された。樹種はコナラ属である （Ⅶ

頁o
Rノ空



Ⅱ V層の調査
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Ⅱ V層の調査
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1 周堤墓

7参照)。遺構には伴わないが、覆土3層からフレイク ・チップ1点、礫1点、覆土4層から礫2点

が出土した。 （佐藤剛）

GP－1010 (図Ⅱ-16、図版14)

位置O,P-110, 111規模105×75/116×64/104長軸N30｡W

概要：Ⅳ層を取り除くとパミス混じりの黒褐色土のまとまり （掘上げ土）があり、その内側にパミス

のあまり混じっていないVa層の落ち込む部分があった。竪穴床面まで掘り下げると小さく卵形にパ

ミス混じりのVa層の落ち込む部分があった。墓曠の壁は、Ⅷ層付近を境に袋状に広がっている。底

面は確認面での形状と異なり幅の広い長楕円形である。人骨は1体確認されたが、ほぼ土と化してお

り、空洞になっていた部分が頭部と考えられる。粘性の強い暗褐色腐植土の分布や、厚い堆積状況か

ら屈葬と思われ、残存状況から頭位は西である。

遺物出土状況：副葬品は出土しなかった。覆土中から多量の炭化物が出土した。樹種はヤナギ属であ

る（Ⅶ－7参照)。光沢があることから火を受けている可能性があり、夜間の埋葬もしくは火を伴う

祭祀が行われた可能性もある。遺構には伴わないが、覆土3 ． 4層からⅣ群c類土器片が各1点出土

した。 （佐藤剛）

GP-1011 (図Ⅱ-17、図版14)

位置M-110, 111 規模 182×64/170×62/76長軸N52｡W

概要：竪穴床面をマウンド状に削り残した部分に作られた墓曠である。Va層を掘り下げる途中でパ

ミス混じりの黒褐色土のまとまり （掘上げ土）がマウンド状に高まっていた。竪穴床面まで掘り下げ

ると、パミス混じりのVa層が長楕円形に落ち込む部分があった。墓曠の壁はほぼ垂直である。人骨

は出土せず、遺体が変化したと思われるやや粘性のある暗褐色腐植土が確認された。その分布から伸

展葬と思われ、残存状況から頭位は西である。

遺物出土状況：副葬品は出土しなかった。暗褐色腐植土から少量の炭化物が出土した。覆土中からも

少量の炭化物が出土した。 （佐藤剛）

GP-1012 (図Ⅱ-18、図版14, 15)

位置O-111規模110×62/100×48/104長軸N68｡W

概要：Ⅳ層を除去するとパミス混じりの黒色土のまとまり （掘上げ土）があり、その内側にパミス混

じりのVa層の落ち込む部分があった。床面で墓標と思われる少量のパミス混じっている黒褐色土

(木柱痕？）が墓曠内の西端に確認できた。直径約14cm、深さ約90cmで、先端はほぼ平坦である。墓

曠の壁は、確認面から約60～70cmを境に袋状に広がっている。人骨は出土せず、遺体が変化したと思

われる粘性の強い暗褐色腐植土が確認された。その分布から屈葬と思われ、残存状況から頭位は西で

ある。

遺物出士状況：副葬品は出土しなかった。暗褐色腐植土から炭化物が出土した。また、覆土中にも炭

化物がみられた。 （佐藤剛）
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Ⅱ V層の調査
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GP-1013 (図Ⅱ-19、図版15)

位置N-110, 111 規模260×115/223×84/116長軸N74｡W

概要:Va層を掘り下げるとパミスが少量混じっている黒褐色土のまとまり （掘上げ土）があった。

さらに、竪穴床面まで掘り下げた際に、パミス混じりのⅥ層（暗褐色土）が大きめの長楕円形に落ち

込む部分があった。黒色土が落ち込んでおらず、覆土1 ． 2層ともにしまりが強く、意図的に固めて

いると思われる。墓標と思われる少量のパミスとベンガラの混じっている黒褐色士（木柱痕？）が墓

曠内の両端に確認できた。西端の柱は直径約20cm、深さ約72cm、東端の柱の直径は約15cm、深さ約64

cmで、先端はほぼ平坦である。墓曠は、壁があまり袋状に広がらず、上部に向かってやや開く。人骨

は1体、頭部～腰椎の骨が糊状に残っていた。残存する骨や遺体が変化したと思われる粘性の強い暗

褐色腐植土の分布から伸展葬と思われ、残存状況から頭位は西、顔は北向きである。底面にはベンガ

ラが撒かれていた。

遣物出土状況：副葬品は出土しなかった。底面に黒褐色土が人骨に沿う形で有機質土がアーチ状にみ

られた。丸子山遺跡の例（千歳市教委1994)などから弓が副葬されていた可能性がある。覆土中か

iﾆした。 （佐藤剛）ら炭化物が出土した。遺構には伴わないが、覆土2 ． 3層から礫が各1点出

GP-1014 (図Ⅱ-20、図版16)

位置N-111 規模 130×64/126×65/107長軸N56｡W

概要:Va層を掘り下げるとパミスが混じっている黒褐色土のまとまり （掘上げ士）があった。竪穴

床面まで掘り下げた際に、パミス混じりのⅥ層（暗褐色土）が細く小さめの長楕円形に落ち込む部分

があった。覆土l層は締りが強く意図的に固めていると思われる。墓標と思われる少量のパミスの混

じっている黒褐色土（木柱痕？）が墓曠内の東端に確認できた。直径約13cm

ほぼ平坦である。墓曠の壁は、確認面から約30～70cmを境に袋状に広がって

ず、遺体が変化したと思われるやや粘性のある暗褐色腐植土が確認された。

われる。

遺物出土状況：副葬品は出土しなかった。覆土中から微量の炭化物が出土。

土2 ． 3層から礫が各1点出土した。

、深さ約67cmで、底面は

いる。人骨は残っておら

その分布から伸展葬と思

遺構には伴わないが、覆

（佐藤剛）

‐
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Ⅱ V層の調査
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Ⅱ V層の調査

X－11 （図Ⅱ-21～24、図版16, 17）

概要：調査区にかかる南側の約2／3を調査した。平成7年度の試掘調査で存在が確認されており、Ⅲ
層上面で周堤部分の盛り上がりを検出した。近代以降の攪乱は少なく、水道管の埋設溝によって掘削
されている程度で、全体的に周堤の残存は良好である。竪穴の中央部は、およそ径6mの範囲で周堤
のすぐ内側よりも5cmほど相対的に高くなっている。これは意識的に掘り残して周囲との高低差をつ
けた、 「中央マウンド」と呼べる構造と考えられる。また、西側の一部で周堤が途切れる部分があり、
いわゆる出入口ではないかと思われる。墓曠は中央マウンド上に1基のみ検出された。

西側でX-12、南側でX-13と重複している。断面観察の結果、 X-11の周堤部の盛土が両周堤墓
に被っており、これらよりも時期が新しいと判断した。東側で接するX-16とは調査区内で重複して
おらず、新旧関係は不明である。また、南側直線状盛土の伸びる方向から予想すると、調査区外で重
複している可能性が高い。

X-16と接する部分では、周堤よりの崩落と考えられる暗褐色土が特に顕著に認められた（図Ⅱ-
21の破線部分)。周囲よりやや周堤が高くなったために、盛土が流れてしまったのであろうか。
遺物出土状況：竪穴床面、周堤上などからⅣ群c類に属する土器片321点が出土した。 このうち床面
西側にややまとまった集中が見られ、接合して鉢2個体となった。一部X-13出土の土器片とも接合
するが、口縁と底部の大部分が出土しており、新旧関係からも本来はX-11に伴うものと判断した。
また、東側周堤部の風倒木痕から深鉢の胴部が一括して出土した。石器は床面から石鑛、たたき石な
どが、周堤上からつまみ付きナイフ、 Rフレイク、砥石などが出土している。

遺物： （図Ⅱ－23， 24、図版60～62)

掲載した土器は、すべてⅣ群c類相当である。 1は床から出土した破片にVa層の破片が接合した
小型の鉢。口唇は波状で、矢羽状の沈線が施される。 2は床から出土した破片が接合したもので、斜
行縄文が施された深鉢｡~ 3は周堤部の風倒木跡から検出された、古手の深鉢。 4～10は口縁や頚部に
刻みが施される古手の深鉢片。 11～13は器面に縄文のみが施される深鉢。 14～22は口縁に突瘤文が施
され、地文は縄文のみの深鉢片。 23～25は口縁部に突瘤文と沈線が施される深鉢の口縁部片。 26～28

は沈線が施される深鉢の胴部片。 29は口縁に沈線が施された鉢の口縁部片。30は大型の台付鉢の底部
片。器面には同心円状に沈線が施される。 31は注口土器の口縁部片。口縁と頚部に刻みが施される古
手の土器。 32， 33は注口土器の胴部片で、磨消しが施される。34～36は搬入品の注口土器片である。
同一個体と考えられ、器面には朱塗の痕跡がある。

37は有茎の黒曜石製の石鎌。38は黒曜石のRフレイク。菱形の剥片の一側縁に刃部が付けられてい

る。39は泥岩製のたたき石(？）の破片。平らな面は擦ってある。平成9， 10年度のF･G地区（盛土
地区）調査で大量に発見された、全面にたたき痕をもつ泥岩製、あるいはカンラン岩製の偏平の製品
と同類と思われる。この製品は盛土地区出土の石器中でも特徴的なものの一つで、周縁は丸みをつけ
て敲打調整され、上下には平らな面が残されている。40は砂岩のたたき石。両面に使用痕がある。41
は砂岩の砥石。 5点の破片が接合したものである。砥面は1面のみ。

時期：竪穴床面からⅣ群c類の土器片が出土していることから、縄文時代後期後葉、堂林期の遺構で
ある。 （芝田直人）
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’1 周堤墓

GP-1101 (図Ⅱ-25、図版18)

位置F-117規模222×72/208×53/132長軸N89｡W

概要：中央マウンド上に位置する、 X-11の中央墓曠である。竪穴床面でパミスが大量に混じった黒
色土の落ち込みを検出した。西半分の上部を水道管の埋設溝によって破壊されている。
覆土は大部分がⅦ．Ⅷ層起源のロームとパミスで埋め戻されている。全体的にしまりが弱く、下位
ほど湿気を含み粘性が強い。上位に黒褐色土のブロックが見られる（覆土3層）が、中央マウンドで
掘り残された部分のV･Ⅵ層が混入したためと考えられる。

付属のピットが擴口外の両端に接して設けられている。東側の大きめのピットは、円形で浅い皿形
を呈する。用途は不明であるが、埋葬に伴う何らかの施設であろう。西側の小さめのピットは、深さ
約60cmの円筒形である。

墓標の痕跡が両端で確認された。垂直方向に細長く腐植土が見られたことから、木質の杭を埋め込
んでいたと推測される。東側の墓標は、壁ぎりぎりの位置で、下端が擴底上約16cmの高さまで達して
いた。西側の墓標は、擴口部の外側で前述の小ピットに差し込まれていた。どちらも先端がやや窄まっ
た様子が観察され、尖った棒状のものであったと推測される。東西の墓標痕を結んだ線を延長すると、
西側にX-11の出入口がある。

擴底部に糊状の骨が確認されたが、体位、顔の向きは不明。また、遺体などが変化したと考えられ
る黒褐色の有機質土も擴底面に見られた。墓塘の形状から伸展葬と推測される。

遺物出土状況：副葬品は出土していない。覆土中よりI群に属する土器片が出土した。埋め戻しによ
る流れ込みと考えられる。 （芝田直人）
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Ⅱ V層の調査

‘…： 1
一
〆

謡
24

ノ ノ

27

錘
蝋

i
l l

31

，

､鐘－－
~．、蝋~
~、．~

~－，へ~29

ﾉ

鱗熱
;』

ﾐ

ノ ノ

32 ′ ′33

I

35

c、

拳簿
－37

戸

畑

岬

減

詔

~

鞠

８

ﾔ ﾔ 沙

〔~~フ
希 ｷ ﾔ

40 41

0 1 ~ ら 5
■ 】 , 筐 ■

c、 0 10cmｲ ロ へ

1 ， ｡

図Ⅱ－24 X-1 1 (4)

69



l 周堤墓

､&
調 査 区 外 1

B 15．20，~Ａ
ｌ

「
~
~
Ⅶ
~
一
~
Ⅷ

１
－
１
鼬

水
道
管
埋
訟

2一一一一
、

~

Ｃ
一一一

懸蕊遺体層 ~l

~rG_,,8~rG_,,7

GP－1 101

1 黒色（7. 5YR 2／1 ) 週休陥没後に堆積した腐植土

軽石多混

2 明黄褐色（10YR 6/8） 埋め戻し土 ローム主体

細~小粒軽石混

3 黄褐色( 1 0YR 5/6) 埋め戻し土 ローム主体

ブロック状に黒褐色土混

4 褐色(10YR 4/6) 埋め戻し土 ローム主体

粘性強 2層より軽石多混埋め戻し士

軽石主体締り弱ﾎロボロ

6 暗褐色(10YR 3／3) 埋め戻し土粘性強

ブロック状に7層混

7 黒褐色( lOYR 2/2〕 軽石多混

湿り気を帯び､ もろい

D 15．20m
C

~~

~~

1 1 1

~

F 15．20mE

にぶい黄褐色（ 1 0YR 5／4） ローム主体軽石少混

黒色（ 1 0YR 2／1 ） 粒子細締り弱脆い

黒色（ 1 0YR 1 ． 7／1 ） 粒子粗締り弱脆い

僻
ｂ

０

’
H 15．20mG

’

｢而一~ ~
~

z 黒色（7． 5YR 2／1 ） 軽石多混

b 灰黄褐色( 1 0YR 4/2) 締り弱ｻﾗｻﾗ

（ 暗褐色（ 1 0YR 3／3） 粒子細締り弱

d 黒褐色（ 1 0YR 2/2） 粒子粗脆い

Ⅷ

一つ

J 15．20m

‐~て~一フ~m-~

付属ピット

1 黒色（7. 5YR 1 . 7／1 ) 粘性強締り強め軽石多混
ｍ
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O
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［ 周堤墓

X-12 (図Ⅱ－26, 27、図版19)

概要：平成5年の確認調査では確認されなかった周堤墓で、今回の調査でその存在が初めて明らかに
なったものである。Ⅳ層を掘り下げた段階でv層が大きく円形に落ち込んでいるのを確認した。竪穴
の掘込みは同規模のX-13， 14に比べるとやや深く、周堤は明瞭に認められた。墓曠はほぼ中央に1
基、南側に1基の計2基を検出した。東側外縁部はX-11と、北西側の周堤部分は南側直線状盛土
と、それぞれ重複している。 X-11との重複部分に攪乱が多いが、 X-11の周堤の崩落土がX-12の

周堤に乗っており、 X-12の方が時期的に古いと判断した。南側直線状盛土との新旧関係は、断面観
察により、南側直線状盛土が、 X-12の周堤に盛り土をして構築されたと認められることから、南側
直線状盛土の方が新しい。

遣物出土状況：土器片116点、石器7点が出土している。土器はすべてⅣ群のものである。特に周堤
内の北東側床面よりⅣ群c類の台付鉢が1個体分まとまって出土した（ 1 ）。また、周堤内に落ち込
んでいたVa層の北側部分で出土した土器片から、同群同類の2個体の土器(2 ･ 3)が復元された。
3個体とも周堤内の北側3分の1の範囲から出ている。その他の土器片の中にも包含層Va、周堤部

のVb、周堤内床面、の各層位間で接合したものがあり、当遺構に伴う遺物とするか、包含層の遣物
かの判断は難しい。

遺物： （図Ⅱ-27、図版62, 63）

掲載した土器は、すべてⅣ群c類相当。 1は台付鉢の口縁部。 2は斜行縄文が施される小型の鉢。

3は口縁に突瘤文が施される小型の深鉢。 4～6は同一個体で、口縁に突瘤文と2列の刻みが施され

る。GP-1201-1 、 2の口縁部片である可能性がある。 7～9は口縁に刻みを有する破片。 10～13

は口縁や頚部に沈線が施される破片である。 14は1列の刻みが施される胴下部の破片。 15， 16は同一

個体片で、斜行縄文が施される胴下部の破片。 17は注口土器の胴部片で、沈線文、貼瘤文が施される。

18, 19は搬入品の注口土器片で、朱塗りの痕跡がある。 X-11の34～36、包含層で掲載した口縁部片
(図V-10-132) と同一個体と考えられる。

時期：出土遺物および周辺の遺構より、縄文時代後期後葉、堂林式期の遺構である。 （新家水奈）

’

GP-1201 (図Ⅱ-28、図版20)

位置 1-114規模205×77/190×38/131 長軸N73｡W

概要: X-12の中央よりやや北に位置する。竪穴部を床面まで下げたところ、Va層が若干落ち込み、

大粒のEn-a軽石と混ざっているのを確認。覆土は全体的に非常にもろく、崩れやすい。壁の中位が

若干すぼまった墓曠である。塘底には遺体が腐植したと思われる黒色土層が検出された。遺体層の西

側の方が厚みがあり、頭部と考えられる。骨、歯、ベンガラ等は見つかっていない。墓曠規模、遺体
層の広がりから、伸展葬と考えられる。

遣物出土状況：副葬品は出土していない。覆土上半分からⅣ群の土器片が4点出ている。 1は13点、

2は4点の破片が接合している。しかし、 ともに覆土4層から取り上げた破片1点と、周堤床面出土

の複数の破片との接合であり、どちらの遺構に伴うのかは不明。 （新家水奈）
遺物： （図Ⅱ-28、図版63）

1は頚部を有する深鉢の頚部片。地文は羽状縄文で、頚部に2列の刻みと磨消し帯を有する古手の

土器である。 2は深鉢の胴部片。器面には羽状縄文が施される。 1と2は同一個体片である可能性が
ある。

〃



Ⅱ V層の調査
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GP－1201

1 黒色( 1 0YR 2／1 ) 大粒軽石混 V

2 褐色(10YR 4/4) VI層に似たﾛｰﾑと径1 0～20mmの軽石混

3 褐色~暗褐色( 1 0YR 3． 5/4) 粒子細締り強 4層とⅥ層

の混ざったような層

4 褐色（ I0YR 4/6) 脆い砂と小粒軽石

5 黄褐色( 1 0YR 5/6) 非常に脆い径40mm程の軽石と黒砂

6 黒褐色（10YR 2／3) 週休層粘性強小粒軽石混
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1 周堤墓

GP-1202 (図Ⅱ-29、図版20)

位置1 113, 114規模 173×101/115×48/104長軸N81｡W

概要: X-12の竪穴内南側に位置する。竪穴部を床面まで下げたところ、Va層の落ち込みに、大粒

のEn-a軽石、Ⅳ層などが混ざりこんだ面を検出。覆土はさほどもろくない。壁はⅦ層とⅧ層の境界

付近ですぼまっている。曠底から20cmほど上部で、遺体が腐植したと思われる黒色の層が検出された。

遺体層の西側の方が厚みがあり、頭部と考えられる。墓擴の規模と遺体層の様相から、 GP-1201と
は異なり、屈葬と考えられる。

遣物：出土していない。 （新家水奈）

I

、

」
Ｃ
ｌ D 15.00m~

~

~~

一

Ｂ
’

Ａ
一

+j騨驚遺体層 114

.I
GP 1202

1 黒色（N 2／0〕 締り強 Va層の落ち込みかⅣ層とⅥ層も入る

2 黒褐色~暗褐色( 1 0VR 2. 5/3) 締り強 Va十VI

3 褐色( 10YR 4／6) 大粒軽石多混

4 褐色（ 1 0YR 4／4) 黒砂と小粒軽石締り弱脆い

5 褐色（ 10YR 4／4) 粒子細締り強Ⅵ

6 褐色( 1 0YR 4／4) 同4層

7 暗褐色( 10YR 3／3) 遺体層? 粒子細粘性強 V?

8 黒褐色（ 1 0YR 2/2) 遺体層粒子細粘性強

9 褐色( 1 0YR 4／6) 大粒軽石混脆い
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Ⅱ V層の調査

X-13 (図Ⅱ－30, 31、図版21)

概要：竪穴の掘込みは浅く、従って周堤も不明瞭で、V層上面まで掘り下げて竪穴部の黒色土の落ち

込みにより確認した。北側の周堤の上にX-11の周堤が被っているのでX-11より構築年代は古い。

墓曠は中央の1基のみ。

遺物出土状況：周堤上面と竪穴床面からフレイク・チップ11点、縄文早期の土器片6点、縄文後期の

土器片7点。また、周堤上面から砥石片1点が出土している。この砥石（6）は被熱して変色してい

るが、周囲に焼土はなく包含層からの混入品と思われる。

遺物： （図Ⅱ 30、図版64)

掲載した土器は、すべてⅣ群c類相当である。 1はVa層から出土した小型の鉢で、 5つの波頂部

をもつと考えられる。 2は口縁に突瘤文を有する深鉢片。 3～5は羽状縄文が施された深鉢胴部片で

ある。

6は砂岩の砥石片。砥面は1面で、一部被熱して黒変している。

時期：縄文早期の土器片は周堤構築時にⅥ層から捲き上げたものであろう。他の周堤墓同様、縄文時

代後期後葉、堂林式期の可能性が高い。 （中山昭大）

GP-1301 (図Ⅱ-32、図版21, 22)

位置H, 1-119規模 (193)×64/188×60/126長軸N71｡W

概要：西半上面を風倒木により乱されているため掘上げ土は確認できず。上面はローム質土であるが、

均一でなく、叩き締めて蓋をしている様子ではない。曠底面には糊状になった遣体層が見られ、西側

から骨粉と化した頭部が出土した。中から大臼歯5本を検出。鑑定により、被葬者は壮年女性である

可能性が指摘された（Ⅶ 5参照)。墓曠規模、遺体層の分布範囲から伸展葬とするのが自然であろ

う。骨、歯の出土位置から頭位は西である。

覆土7層褐色土の!4C年代測定結果は13720±80yBPoこの遺構の考えられる年代とはずいぶんか

け離れている。 7層はEn-a軽石混じりなので、軽石の噴出年代を測定したものと考えられる。

遺物出土状況：遺体層付近の土壌をフローテーシヨンにかけたところ、覆土下位からチップ1点、頭

部付近から石雛片が1点出土した。 しかし、副葬品の確証は持てない。 （中山昭大）

遣物： （図Ⅱ-32、図版64）

1は黒曜石製の石鑛片。基部の破片であり、茎部の有無や全体の器形は不明である。両面に加工が

みられるが、腹面の加工は粗く一次剥離面が残る。

ワワ

イ／



、
／ I Ｉ ）

、

〆

､ミ
~

／

~
､
q
“

、
ぐ

／
／

」 函 誌 削

／
ｊ ａ

Ｊ

Ｐ Ｊ
で

の

’
／

0
1

:
4

1
0
c
、

一
ア
ー
1

一

け
一

ノ
了 鋤

.

２

吋 角 毛 孔 口

承 蕊 亘

ノ
」

（

、
謹 噌 鶴 謬 憾

零
h’

15
､3
0

〈
言 う

？ 』

一 コ

－

－

3

ﾉ
.
ﾗ
.
2
0
一

＝
=一
一
.悪
二
ユ

…
‘
『
ﾘ/
、

:
』
‘
／
~

‘
!／
ノ

ク
／
~
／

～
~～
ノ
ゴ
.J
O

ﾉ

暉
歩

J

4
／

十,
_ィ

Ｎ ｌ

X
－
1
3

墓
曠
長
軸
方
位

y
5

G
P
－
1
3
0
1

W
－

~

1
－
－

一
や
l

（
一
一
二
6

0
1

:
3
5
c
m

U
ロ

1
1

ﾛ
ﾛ

I Ｓ

W/ ／
、

図
Ⅱ
－
3
0
X
-
1
3

(
1
)



周
鵬
範
Ⅲ

ｍ
Ｏ

６
５

Ｂ

-斗
←

Ａ ｌ
門
]
堤
範
囲

~

－
斗

←
lR
さ ~

~

－
~

＝
＝
＝
＝

一
三
二
二

~

一

ニ
デ 1

周
堤
範
囲

問
堤
範
囲

ｋ
ｌ

ｌ
ｖ 〈

ぜ 、

←
-斗

D
1
5
‘
6
0

撹 乱 、 公 ４ ｈ

Ｗ 差 一 話

一 一 一 幸

~

~
~

攪
乱

一 、
一 Ｗ

垂 こ
二 乱 一

雨 一

二 ~ 一 一
V
l

ー
一
一
一
一

~
~

~

卜
I

X
－
1
3

1
崩
落
土
V
b
十
V
I

2
崩
落
土
Ⅵ
層
に
近
し

3
X
－
1
1
盛
土

F
1
5
．
6
0
m

~
４ の
攪 一

、
X
－
1

1

一
一
一

一
b

~
□
U
－

~
~

~
~

旨 く 胴 Ｓ 蟄 鴎

4
m

I
O L
一
F同
一
Fr
r局

1
:
8
0

X
-
1
3
(
2
)

図
Ⅱ
－
3

1
ー
q
Q
C



l 周堤墓
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1 明褐色~褐色(7. 5YR 4, 5/6) 径8~1 0mmの軽石

2 褐色~暗褐色(7. 5YR 3, 5/4) Ⅵ層とⅦ層の中間

3 褐色(7. 5YR 4／3. 5） 2層に似るが粘性強め

4 明褐色~褐色(7. 5YR 4. 5／6) 径10mm程の軽石多混

5 褐色(7. 5YR 4／5） 径10mm程の軽石に腐植土少量混

6 明褐色~褐色(7. 5YR 4. 5/6） 4層に似るが軽石の

径は8～10mm

7 褐色(7． 5YR 4／3． 5) 径5~1 0mmの軽石に粒子の細

かい粘性強い土混締り強め

8 褐色~暗褐色土(7. 5YR 3． 5/4) 径1~2mmの砂粒多し
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Ⅱ V層の調査

X-14 (図Ⅱ－33, 34、図版22, 23)

概要：小規模な周堤墓で、竪穴の掘込みは浅く、残存する周堤はセクション面でも確認が難しい。竪

穴内側へのV層土の落ち込みによってわずかに確認できる。

墓曠は中央に1基。

遺物出土状況：周堤上面からフレイク・チップ2点、縄文早期の土器片1点出土。竪穴床面からは縄

文後期の土器片が2点出土している。

遺物： （図Ⅱ-33、図版64）

掲載した土器は、Ⅳ群c類相当である。 1は床から出土した土器片で、斜行縄文が施される。 2は

Va層出土の鉢形土器口縁部片で、沈線の周りに刻みが施される。 3は包含層との接合資料で、口縁

や頚部に刻みが施される古手の破片。

時期：床面出土の土器から縄文時代後期後葉、堂林式期の遺構と考えられる。 （中山昭大）

GP-1401 (図Ⅱ-34、図版23)

位置H-122規模 (123)×65/107×36/102長軸N80｡W

概要：比較的小規模な墓である。東側上面は攪乱を受けているが中位以下に影響はなかった。V層下

位で掘上げ土を確認（周堤セクションに図示)。覆土はほぼ全面ローム質土。

曠底面西半に黒褐色有機質土が見られた。頭部付近の骨が土と化したものらしい。墓曠の大きさか

ら屈葬と思われる。遺体層の分布から頭位は西向き。

遺物：出土していない。 (中山昭大）
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Ⅱ V層の調査
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1 周堤墓

X-15 (図Ⅱ－35, 36、図版23, 24)

概要:V層上面で黒色土が円形に落ち込んでいるのを確認した。民家による攪乱を受けており、周堤

の残存は良くない。ただし、竪穴の規模が小さく、掘込みも浅いことから、元々周堤はそれほど高く
なかったと考えられる。竪穴床面の中央は、家屋の土台によって大きく削られている。他の周堤墓と
は接せず、単独で存在する。

墓曠は3基並列して検出された。まるではめ込んだかのように竪穴内部ぎりぎりに墓曠が設けられ

ている。キウス4遺跡の他の周堤墓と比較して、竪穴床面に対して墓曠の占める面積の割合は高い。

遺物出土状況：副葬品は出土していない。竪穴床面や周堤からⅣ群c類に属する土器片11点が出土し

た。また、 I群b類に属する土器片も床面から出土しているが、流れ込みによるものであろう。石器

は床面直上から石槍またはナイフが1点、周堤から石斧が2点出土した。これらが周堤墓に伴うもの
かは不明である。

遺物： （図Ⅱ-35、図版64）

1～3はⅣ群c類、 4はI群b－4類である。 1は口縁部片で、口縁上部は地文が磨消される。 2

は頚部片の磨消し帯。 3は斜行縄文が施された胴部片。 4は早期の胴部片。

5は黒曜石製の石槍またはナイフ。全体に粗く調整してあるが、刃部は付けられておらず、未成品

と考えられる。 6は泥岩製の石斧。片側面が平らに擦ってあるが、基端には敲打調整痕が残る。全体

に研磨して仕上げてあるが、片面には原石面が部分的に磨き残されている。

時期：竪穴床面から出土した遺物から、縄文時代後期後葉、堂林期の遺構である。 （芝田直人）

GP-1501 (図Ⅱ-36、図版24, 25)

位置N-117規模188×54/165×47/133長軸N78｡W

概要：竪穴床面でパミスが多量に混在するロームを確認した。南側の一部は遺体陥没後に堆積したと

考えられる黒色土である。上部を水道管によって攪乱されている。

覆土は大部分がⅥ～Ⅷ層起源のロームとパミスで埋め戻されている。東端で埋め戻し土の締りが弱

い、垂直に細長い部分を確認した。 X-10･ 11内の墓擴のように、木質が変化したと考えられる腐植

土は確認されなかったが、墓標の痕跡であろう。

遺体の残存は悪く、骨などは出土しなかった。ただし、遺体が変化したと考えられる黒色の有機質

士が曠底面に見られた。墓曠の形状から伸展葬と推測される。

遺物：出土していない。 （芝田直人）

GP-1502 (図Ⅱ-37、図版24, 25)

位置N-117規模 (200)×65/176×31/129長軸N76｡W

概要：竪穴床面の中央で攪乱の壁に墓曠の断面を確認した。西側の上部を破壊されているが、その他

の部分は残存している。

覆土は大部分がⅥ～Ⅷ層起源のロームとパミスで埋め戻されている。東側の覆土中より墓標の痕跡

は確認されなかった。西側に存在していた可能性はあるが、他の墓曠の例から墓標は壁ぎりぎりに相

当の深さまで埋められることが多く、曠底部近くになっても検出できなかったことから、最初から墓

標はなかったと考えられる。遺体の残りは悪く、骨などは出土しなかった。ただし、遺体が変化した

と考えられる黒色の有機質士が曠底面に見られた。墓塘の形状から伸展葬と推測される。

遺物：出土していない。 （芝田直人）
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Ⅱ V層の調査
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Ⅱ V層の調査
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1 1こふい黄褐色（ 10YR 5/4） 埋め戻し土粘性中締り強め

大粒軽石多混 VI ．Ⅶ層起源のローム主体

2 褐色（ 1 0YR 4／6） 埋め戻し土粘性強め締り中

砿底部の遺体層

①黒褐色( 10YR 3/1) 粘性強め締り弱め頭一背中|こ相当か ﾈｯﾄﾘだが､ ポ

ロポロ 灰色の骨片混、 大粒軽石に付着して分離は困難頭蓋部分の骨片が特に多

い

Ⅵ.Ⅶ層起源のロ ム主体細～小粒軽石多混

3 暗褐色（ 1 0YR 3/4） 埋め戻し土粘性強め締り中

Ⅷ層起源の軽石に黒褐色土混脆く､崩れやすい

4 黄褐色（ 1 0YR 5/6） 埋め戻し土軽石主体ボロボロ

5 暗褐色（ 1 0YR 3／3） 粘性強め締り弱遺体層直上の土

汚れた褐色土が大粒軽石と混

6 黒褐色（ 10YR 2／2） 粘性強締り中遺体が変化したと

考えられる層やや湿り気あり ﾈｯﾄﾘ 平面では①~g

層に分けられる

骨に相当か糊状の骨が特に盛り上が

ベット状につぶれる軽石混､①程

②暗褐色（ 10YR 3／4） 粘性強締り中 大腿

っている部分ﾈｯﾄﾘ 指でつまむとシャ

多くはない

週体履の中で特に真っ黒な部分 脚に当た③黒色(10YR 2／1) 粘性強め締り中

化物などは含まれていない骨片はごると考えられる湿り気あり ﾍﾞ ｯﾄﾘ 炭

<微量混ざる程度

なく、遺体もしくは衣服(繊維か毛皮瓦） 黒褐色（10YR 3／2) 粘性中締り弱骨は

なく、埋め戻しまたは黒色土自体は非常に少かは不明〕が変化したと考えられる

崩落と推測される軽石が多量混

Ⅱ－37 GP-1502、 1 503 (1)図
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l 周堤墓

GP-1503 (図Ⅱ-37, 38、図版24～26)

位置0-117規模222×85/191×42/140長軸N64｡W

概要：竪穴床面でパミスが多量に混在するロームを確認した。他の墓塘で見られるような、遺体腐朽
後に堆積する上部の腐植土は、ほとんど確認されなかった。

覆土は大部分がⅥ～Ⅷ層起源のロームとパミスで埋め戻されている。墓標の痕跡が両端で確認され
た。GP-1501と同様の検出状況である。

曠底部より糊状になった頭骨・背骨・大腿骨が検出された。頭部には少量ながら灰色の骨片も認め
られ、その分布から顔を北へ向けていたと推測される。人骨の状態が悪く、歯なども出土していない

ので、被葬者の性別・年齢などは不明である （Ⅶ－5参照)。また、遺体が変化したと考えられる黒

色の有機質土が曠底面に見られた。墓擴の形状と人骨の出土状況から伸展葬と推測される。

遺物出土状況：曠底部より漆の塗膜片が出土した。一部に木質が残る。出土位置は腰にあたる部分で

ある。 （芝田直人）

X-16 (図Ⅱ-38、図版26)

概要: X-11の東側で、別の周堤墓の縁辺が調査区にわずかにかかっているのを確認した。調査区内

には、周堤部の南西側が最大で約70cm幅で入っているに過ぎない。よって、全体の規模は不明である

が、 メインセクションで確認された部分の周堤の断面などから、 X-13． 14とほぼ同規模の直径10m

程度と推測される。メインセクションではX-11と接しており、調査区外で切り合っていると考えら

れ、新旧関係は判然としない。 X-11と接する部分には、 2つの周堤墓からの崩落と考えられる褐色

土の分布が認められた。周囲よりやや周堤が高くなったために、土が流れてしまったのであろう。

遺物出土状況：周堤から土器の胴部破片が出土している。器形は不明であるが、堂林式よりもやや古

手の土器と推測される。他にⅣ群c類に属する口縁破片が出土している。いずれも、 X-16に伴うも
のかは不明である。

遣物： （図Ⅱ-38、図版65）

1は周堤から出土した破片で、Ⅳ群b類の可能性がある。 2は口縁に突瘤文が施される深鉢口縁部
片。 3は口縁に1列の刻みを有する古手の土器である。

時期：時期を決定付ける遺物を欠くが、他の周堤墓と同様、縄文時代後期後葉、堂林期と考えられる。

（芝田直人）
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Ⅱ V層の調査
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l 周堤墓

’X-17 (図Ⅱ－39, 40、図版27～29)

概要：Ⅲ層上面で地形が窪んでいることから確認された。旧南長沼用水によって中央部を破壊されて

いるが、周堤の残存は良好である。断面観察から竪穴の中央がマウンド状に掘り残されていた可能性

が高い。中央マウンドは、径5mほどの規模で、床面からの高さが最高で20～25cmほどであったと推

測される。また、西側の周堤に若干低い箇所があり、出入口と考えられる。さらに、そこから内部へ

入る部分は竪穴が掘り込まれておらず、舌状の高まりが内側へ突き出したようになっている。出入り
の際にステップとして利用されたのであろうか。

墓擴は5基検出された。 うち4基は長軸方向が出入口へ向かっている。

遺物出土状況：Ⅳ群c類に属する土器片が20点出土した。すべて西側の周堤部で出土している。口縁

～胴部の破片で接合はしないが、文様などから|司一個体と考えられる。また、 I群b類の土器片も7

点出土しているが、 これらは竪穴部分の掘り上げによるもので、遺構には伴わない。他にフレイクが
1点周堤より出土している。

遣物： （図Ⅱ-39、図版65）

1～8は同一個体の破片と考えられる。地文は羽状縄文で、口縁部と頚部に刻みを有する古手の個

体で、いずれも周堤部から出土した。 9は口縁に突瘤文を有する破片で、Va層から出土した。

時期：竪穴床面や墓曠内から時期を決定付ける遺物は出土しなかった。だが、Ⅳ群c類の出土分布は

X-17の内部およびその周辺に集中することから、これらは周堤墓に伴うものと考えられる。よって、

縄文時代後期後葉の堂林式に相当する時期であろう。ただ、堂林式でも古手の要素が見られることか

ら、やや古い時期の周堤墓の可能性がある。 （芝田直人）

GP-1701 (図Ⅱ-41、図版28～30)

位置 i-140規模 (177×79)/159×62/(85) 長軸N112｡W

概要: X-17の中央墓曠である。用水路底面のコンクリートを除去したところ、Ⅷ層中に長楕円形の

う．ランを確認した。旧用水によって上部を削られている。中央マウンド上に設けられていたと推測さ

れ、掘込み面は検出面より30～40cm高かったと考えられる。

覆土はⅥ～Ⅷ層起源のローム・パミスが混在する埋め戻し土である。上部の用水路より水分が浸透

したためか、覆土はやや湿気を帯びていた。形状から伸展葬と考えられる。遺体の残存は悪く、黒褐

色の有機質土が検出されたのみである。よって頭位方向は不明であるが、遺物の出土状況から西南の

可能性が高い。覆土中に少量、擴底面に厚くベンガラが撒かれていた。

遺物出土状況： ヒスイ製の玉2点が曠底西側から出土した。被葬者の着装品と考えられる。

遺物： （図Ⅱ-41、図版66） （芝田直人）

1 ， 2はヒスイ製の玉。 1は透明度が高く、色も形も均一である。今回報告する他のヒスイ製玉

(2、 GP-1705-1～6) と違い、唯一両面穿孔であり、両面の孔の直径がほぼ同じである。全体

によく磨かれ、整形されている。 2は片側穿孔で、玉の厚さは不均一。表面は磨いてあるが、はっき

りした面はできていない。 2点ともに糸魚川産のものと判明した（Ⅶ－3参照)。

GP-1702 (図Ⅱ-41、図版30)

位置 i-140, 141規模 (115)×67/102×52/119長軸N94｡W

概要：用水路側面のコンクリートを除去したところ、墓曠の断面が確認された。旧用水によって東側

上部を削られている。中央マウンドの南縁に位置していたと推測される。
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l 周堤墓

’

覆土はⅥ～Ⅷ層起源のローム・パミスが混在する埋め戻し土である。形状から屈葬と考えられる。

遺体の残存は悪く、西側の曠底部にわずかに黒色の有機質土が認められたのみである。ベンガラが覆

土中と曠底部の上下2層で確認された。上位の覆土中のものは厚さ5～6cmで東側に固まっており、

下位の曠底面のものは縁辺部に疎らに分布する。埋め戻しの際に2回に分けて撒いたのであろうか。
遺物：出土していない。 （芝田直人）

GP-1703 (図Ⅱ 42、図版30)

位置h, i-140規模 (104×66)/104×78/(91) 長軸N126｡W

概要：用水路底面のコンクリートを除去したところ、Ⅷ層中に楕円形のプランを確認した。旧用水に

よって上部を削られている。中央マウンドの北縁に位置していたと推測される。

覆土はⅥ～Ⅷ層起源のローム・パミスが混在する埋め戻し土である。上部の用水路より水分が浸透

したためか、覆土はやや湿気を帯びていた。形状から屈葬と考えられる。検出面でも確認できるほど

腐植土の落ち込みが深かったことから、座葬の可能性もある。覆土中のベンガラは北側に疎らに撒か

れている。曠底部にはベンガラが北側に、有機質土が南側に偏って見られた。

遺物出土状況：緑色泥岩製の石斧が1点、曠底部の西側から出土した。副葬品と考えられる。基部に

破損が見られるが、被葬者が生前使用した際のものか、何らかの埋葬儀礼に伴うものかは不明である。

遺物： （図Ⅱ-42、図版66） （芝田直人）

1は泥岩製の石斧。敲打により整形された後、全体を磨いて仕上げられている。刃部周辺の擦痕が

顕著である。刃部は基部に対して斜めに作られている。基部中央および基端の剥離は着柄あるいは使
用によるものか。

GP-1704 (図Ⅱ－42, 43、図版31)

位置 j-140, 141 規模 124×68/122×63/95長軸N108｡W

概要：竪穴床面でパミスが多量に混ざった黒色土が楕円形に落ち込んでいるのを確認した。中央マウ

ンドの外側に位置する墓擴である。東側に付属の小ピットを有しており、そこから塘口部にかけて砂

岩の礫片が連なっていた。規則的な配列は認められず、本来小ピットにあった礫が破砕し、散乱した

ものと考えられる。覆土は上部を除いてⅥ～Ⅷ層起源のローム。パミスが混在する埋め戻し土である。

塘底部には黒色の有機質土のほか、糊状になった骨が認められた。頭蓋と推測される空洞が西側に確

認され、脚を北側へ向けて折り曲げている様子が窺えた。ベンガラは全体に少なめで、覆土中に微量、

曠底部でも西側に少量撒かれている程度であった。

遺物出土状況：曠口部出土の礫片110点は大部分が接合し、長さ28cmほどの長方形となった。中間部

を欠いており、全体の長さは不明である。本来は墓標として小ピットに据えられていたものであろう。

石鍼が11点、曠底部で弧を描くように並んで出土した。先端の方向は一致しておらず、破損品・未

製品も含まれることから、柄はついていなかったようである。また、他に石錬と考えられる破片8点、

微細なフレイク・チップ17点がフローテーションによって得られた｡かえしの一部と考えられる破片

も2個体分含まれており、石鍍は全部で13個あった可能性がある。以上のことから、副葬する石鍼を

あらかじめ破損させ、破片と一緒に撒くという、一種の葬送儀礼が窺える。 （芝田直人）
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1 周堤墓

遺物： （図Ⅱ-43、図版66）

1～11は黒曜石製の石雛。いずれも有茎。作りは丁寧とはいえず、副葬用に作られたものか。完形

のものは9， 11のみで、欠損品が多い。同墓曠からは掲載したものの他に石錐と思われる破片が8点、
フレイク・チップが17点出土しているが、接合例はなく、掲載の11点以外に少なくとも2点の別個体

の石鍼が副葬されていた可能性がある。なお、石雛に使用された黒曜石の原産地は、赤井川4点、十

勝3点、赤石山2点、置戸1点、不明1点という分析結果が得られた。水和層測定による年代は統一

性が見られず、 5点が約4100～4200年前という結果であり、遺構の年代とは合致しなかった（Ⅶ－2

参照)。 12は砂岩の礫片。出土した破片総数は110点で、 うち大きめの32点が接合し、図のような一つ
の細長い枕状の礫であることがわかった。加工痕、使用痕などは認められない。

GP-1705 (図Ⅱ-43、図版32)

位置 j 140規模77×46/57×32/72長軸N127｡W

概要：竪穴床面でパミスが多量に混ざった黒色土が楕円形に落ち込んでいるのを確認した。中央マウ

ンドの外側に位置する墓曠である。長軸方向はX-17の出入口を向いていない。覆土は上部を除いて

Ⅵ～Ⅷ層起源のローム・パミスが混在する埋め戻し土である。遺体は残存していなかった。ベンガラ
が曠底部一面に撒かれていた。

成人用の墓曠としては規模が小さすぎることから、被葬者は非成人であった可能性がある。

遣物出土状況： ヒスイ製の玉6点が曠底部の東側から出土した。 3点ずつ分かれて並んでおり、 もと

は紐などで繋がれていたものと考えられる。出土状況から推測すると、腕飾りのような着装品であろ

うか。 （芝田直人）
遺物： （図Ⅱ-43、図版66）

1～6はヒスイ製の玉。全て片側穿孔。 1は6個中最も小さい。表面は磨かれているが、素材に透

明感はない。玉の厚みは不均一。 2は4に作りが似ている。ヒスイの質も1や4に似る。すり鉢状に

穿孔され、底に孔のあいた椀のような形である。色は白っぽく、表面は風化して光沢はない。 3は6

個の中で最も透明度が高く、色も均一である。平面形は楕円。 4は1 ． 2に色、質、作りが似る。表

面は風化したように光沢がない。 5は光沢があり、透明度が高い。全体に磨かれ、平らではないが、

両面に一応面ができている。 6は6個中で一番大きい。穿孔は片側が中心からズレている。全体に磨

かれ光沢がある。玉の厚みは不均一。ヒスイの原産地分析の結果は2は不明、それ以外はすべて糸魚

川産のものである （Ⅶ－3参照)。
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1 周堤墓
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Ⅱ V層の調査

仮称X－a （図Ⅱ－1、図版32）

概要: X-10の南側にLP-7 ． 8 ･ 11 ． 12は位置している。周囲はⅦ層まで削平されており、周堤

及び竪穴は確認されなかった。しかし、 LP-7 ． 8 ． 11 ． 12の各墓曠が、他の周堤墓の墓曠と同じ

性質を持っていると考え、仮称X－aを設定した。 LP-7の位置を考えるとX-10と接していた可

能性が高い。

周堤墓の墓曠である要素は6つあげられる。

l .各墓曠が75～125cm程度の間隔で互いに隣接。

2. LP-7以外のLP-8 ･ 11 ． 12は3列に長軸が揃う墓曠配置。

3. LP-8 ･ 11 ･ 12は墓曠埋土にV層（黒褐色土）を含まず、 LP-7もほとんど含まない。

4. LP-11 ･ 12は長軸に墓標と考えられる木柱痕（？）を持つ。

5. LP-12は曠底面のやや粘性のある暗褐色腐植土からベンガラが確認された。

6. LP-11 ･ 12は覆土上面がローム質土で踏み固められていたと思われる。

墓墳の構築順はX-10を参考にすると （Ⅵ－4参照)、墓曠上面がローム質土で踏み固められてい

たと思われるLP-11･12が古い。次いで、両墓曠と長軸がそろい、同様に墓曠覆土にV層（黒褐色

土）を含まないLP-8が近接した時期に、そして墓曠覆土にV層を含むLP-7がやや時間をおい

て構築されたと思われる。 （佐藤剛）

LP-7 (図Ⅱ-44、図版33)

位置R-110規模140×63/120×43/90長軸N91｡W

概要：耕作土を除去するとパミス混じりのV層（黒褐色土）がやや小さめの長楕円形に落ち込む部分

があった。埋土にはV層（黒褐色士）を若干含む。墓曠の壁はⅧ層付近を境に袋状に広がっている。

人骨は1体、ごく一部の骨が糊状に残っていた。人骨と、遺体が変化したと思われる粘性のある暗褐

色腐植土の分布から伸展葬と思われ、残存状況から頭位は西、顔は北向きである。

遺物出土状況：副葬品は出土しなかった。底面から炭化物1点、遺構には伴わないが覆土2層からフ

レイク・チップ2点が出土した。 （佐藤剛）

LP-8 (図Ⅱ-44、図版33)

位置R-110規模198×77/90×50/112長軸N89｡W

概要：耕作土を除去するとパミス混じりのV層（黒褐色土）がやや大きめの長楕円形に落ち込む部分

があった。墓曠の壁は、Ⅷ層付近を境に袋状に広がっている。人骨は出土せず、遺体が変化したと思

われるやや粘性のある暗褐色腐植土が確認できた。その分布から伸展葬と推測される。また、 より粘

性の強い暗褐色腐植土が西側に偏って分布していたことから頭位は西であろう。

遺物出土状況：副葬品は出土しなかった。覆土2 ． 3 ． 4層、曠底の暗褐色腐植土から炭化物が確認

された。光沢があることから火を受けている可能性があり、夜間の埋葬もしくは火を伴う祭祀が行わ

れた可能性がある。遺構には伴わないが、覆土3層からⅣ群c類土器片2点、石槍またはナイフ1点、

(佐藤剛）覆土4層からⅣ群c類土器片2点が出土した。

遣物： （図n 44、図版67)

1 ， 2ともⅣ群c類。 1は口縁に2条の沈線

3は黒曜石製の有茎の石錐。茎部と、基部の

と突瘤文が施される。 2は斜行縄文が施された胴部片

片端を欠失している。
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Ⅱ V層の調査

LP-11 (図Ⅱ-45、図版34)

位置R, S-109規模 (184×53)/173×39/(86) 長軸N100｡W

概要：Ⅶ層を掘り下げていくとパミス混じりの暗褐色土が細い長楕円形にまとまっていた。覆土上面

は踏み固められたように締りが強かった。墓標と思われる少量のパミスの混じる黒褐色土（木柱痕？）

が墓曠の両端に確認できた。西端のものは直径24cm、深さ60cmで、東端のものが直径17cm、深さ66

cm・両方共先端はほぼ平坦である。墓曠の壁は、Ⅷ層付近を境に袋状に広がっている。人骨は出土せ

ず、遺体が変化したと思われるやや粘性のある暗褐色腐植土の分布から伸展葬と考えられる。より粘

性のある暗褐色腐植土が西側に偏って分布していたことから頭位は西であろう。

遺物出士状況：副葬品は出土しなかった。曠底の暗褐色腐植土から礫1点、炭化物1点が出土。遺構

には伴わないが、覆土1層からフレイク・チップ1点、覆土3層から炭化物1点が出土した。

（佐藤剛）

LP-12 (図Ⅱ-45, 46、図版35)

位置S-110規模 (197×52)/174×50/(110) 長軸N85｡W

概要：Ⅶ層を掘り下げていくとパミス混じりの暗褐色土が細い長楕円形にまとまっていた。覆土上面

は踏み固められたように締りが強かった。墓曠の壁は、Ⅷ層付近を境に袋状に広がっている。墓標と

思われる少量のパミスの混じっている黒褐色土（木柱痕？）が墓曠の両端に確認できた。西端のもの

は墓曠内に、東端のものは墓曠の外側に半分かかる形であった。西端のものは直径13cm、深さ30cmで、

東端のものは直径17cm、深さ69cm、先端は共にほぼ平坦である。人骨は一体確認された。確認された

骨は第1頸椎と考えられる。またごく一部の人骨が糊状に残っていた。頸椎の向きと遺体が変化した

と思われるやや粘性のある暗褐色腐植土の分布から伸展葬で、頭位は西、顔は南向きと思われる。擴

底には頭部を中心に少量のベンガラが撒かれていた。ベンガラは他に、覆土4層からも5点出土して

いる。

遺物出土状況：副葬品は出土しなかった。覆土3 ． 4層、曠底の暗褐色腐植土から微量の炭化物が出

土。遺構には伴わないが、覆土1層からフレイク。チップ1点、炭化物3点が出土した。 （佐藤剛）
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l 周堤墓

表Ⅱ－3 周堤墓出土掲載土器一覧

遺構名-遺物恥|図恥 ｜図版恥｜ 分類 ｜肩『遺構名一遺物 原1M)~ 図版恥 分類 層位

’
・点数 文 様 そ の 他

注口部にアスファルト補修の痕跡が見られる。貼瘤は4単位で、沈線文、磨消しが施される
X－lO l 図11- 図版57 Ⅳc X1 0床x43

X－l O 2 図Ⅱ－5 図版57 Ⅳ（ X10床x2､ Vax4､ N l l 3Wx1 4 地文は斜行縄文で、沈線による曲線的な文様が施される。貼瘤の単位は注口を含めて5単位。
X l O－3 図H 5 図版5 IVC M lO鵬l x34、 Zx3、 Vax4､ N－l l 3Wxl 6 斜行縄文、沈線文が施される。貼瘤単位は注口を含めて6単位。 口縁の突起は5崩位．
X-l O-イ 図Ⅱ－5 図版57 Ⅳc Xl O熊2x l 地文は斜行縄文で、 口縁部には1列の刻みと、その下位に突瘤文が施される。

角形の口唇で、羽状縄文と突瘤文が施される。

地文は斜行縄文で、突起を有し、 口縁部に2条の沈線と突瘤文が施される。

角形の口唇で、斜行縄文、沈線文、突瘤文が施される。

切出形の口唇で、斜行縄文、沈線文、突瘤文が施される。

角形口唇で、斜行縄文、 口縁部に3条の沈線文、突瘤文を施す。

深鉢の口縁部片である。切什'形の口唇で、斜行縄文、 4条の沈線文が施される

X－1 0－3 図Ⅱ－5 図版57 Xl O鵬2xlⅣ〔

X－l O－I 図II－5 図版57 X l O熊2x lハ

X－l O 7 図Ⅱ－5 図版51 Ⅳc M I O庶x l

X lO－ 図11- 図版51 Xl O趾綿xlⅣ，

X－l O 9 図11－5 図版57 X IO味x2IⅣ〔

X lO－l l 図|、 5 図版57 Ⅳc X l O趾I趾x

X I O－l l 図Ⅱ 5 図版51 10ﾎxlⅣc

X-l O-l 2 図11 図版57 Xl O鵬xlⅣ，

図Ⅱ－5X－lO l3 図版5 IVC < lOVaXl

X－1 0－l 4 図Ⅱ－5 図版58 Ⅳc I l OVax l ‘鯛x3

X lO－1 5 図11－5 図版58 Ⅳ《 X l OV3x2

X－l O－1 図11 図版58 X l 0庶Xl ‘ X l O剛XIⅣ〔

X－l O－l 7 図11 5 図版5 Ⅳc X l Oポx8

X－l O－1 8 図n 5 図版58 Ⅳc XlO庶x4

X－1 0 l 9 図11－5 図版58 1V（ XlOWX3

X－lO－20 図、－5 図版58 XlO庶x l ,縮xlIVC

X－l O 2 1 図Ⅱ－5 図版5 IVC Xl O雛2x8

X－l O 22 図Ⅱ－5 図版38 Ⅳc 【 1 0床X l

GP 1 003－l 図Ⅱ－9 図版59 服dx lⅣc

GP－l 003－ 図11 9 図版59 Mtl x lⅣ，

図Ⅱ 9GP－1 004－1 図版59 趾2x l ,趾4x2Ⅳc

GP－l OO4－2 図11 9 図版59 Mt2XlⅣc

図Ⅱ－1 1GP l 006－l 図版59 趾4x7､ Xl O庶X9Ⅳ（

GP－l OO6 2 票|Ⅱ 1 1 図版59 服4xlⅣ（

GP lOO6－3 図11－1 1 図版59 Ni‘IxlI b－4

図Ⅱ－1 2GP 1 007－l 図版59 趾6x lIVC

GP l OO7－2 図n－l 2 図版5 職6xlⅣc

GP－lOO7 3 図 n-l2 図版59 趾6x4､排tx IⅣ【
~

切出し形の口唇で、突起は5単位ある。羽状縄文に矢羽状の沈線が施される
X－l l－l 図11-23 図版60 X1 l味x3､ H l l 9V3x2 1Ⅳ〈

X－l l－2 図11-2J 図版60 X I l味xl 6IVC 口唇は角形で、地文に斜行縄文が施される。

切出し形口唇で、 口縁部と頚部に2列の刻みが施される。地文は羽状縄文で、頸部は磨消される。

切出し形｢I唇で、波状の口縁部をもつ。地文は羽状縄文で、 口縁部に2列の刻みが施される。

切出し形口唇で、 口縁部に2列の刻みが施される。

切出し形口唇で、 口縁部に2列の刻みが施される。地文には羽状縄文が施される。

口縁部に沈線と刺突文が施される。地文には斜行縄文が施される。

口縁部に沈線と刺突文が施される。器面は無文で磨かれる。

切出し形口唇で、 口縁部に沈線、刺突、突瘤文が施される。地文には斜行縄文が施される。

深鉢の頚部片で、 2列の刻みが施される。

図Ⅱ‐X－］ 1－3 図版60 Xl l棚x3イⅣ，

X－l l 4 図Ⅲ－23 図版60 X l l周騨IⅣc

X－l l－5 図Ⅱ 23 図版60 Il l鵬》Ⅳc

図Ⅱ－23’ 1－6 図版60 Ⅳ〔 〈 ｜ lV3X l

X－l l－7 図n－23 図版60 IVC Xl l V3X 1

X l l 8 図Ⅱ－23 図版60 1 1醜xlⅣ「

X－l l 9 豚|Ⅱ 2 図版60 ハ I l l熊x l

X－l l lO 図Ⅱ 図版61 Ⅳ〔弓 Xl l鵬x l

図11 23X－l l－1 1 図版60 Ⅳc Xl l鵬xl

X－1 1 l 2 図|Ⅱ 23 図版60 Xl l雛x lⅣ伯

X l l l 図Ⅱ－23 図版60 Ⅳ（ X1 1床xl

X－l l l ,1 図Ⅱ－23 図版6 1 Ⅳc X l lVbXl

図Ⅱ－23X－l ］－1 5 図版61 1V〔 1 1 1床X2

X l l－l 6 図11－23 図版6 1 Ⅳc Xl lVbxl

X－1 1 l 7 図Ⅱ 23 図版6 1 Xl l味x l[Vc

X I l －l 図11-23 図版61 ( 1 1棚xl1V〔

X－l l－l 9 図Ⅱ 23 図版6 1 Ⅳc I I lV3X 1

X l l－20 図Ⅱ－23 図版61 Xl l鴎xlⅣc

X－l l－2 1 図11-23 図版6 1 Ⅳ｛ Xl lVlxl

図版61X 1 1 図' 11-24 Ⅳc M 1 ｜Ⅸx l 7､ V3Xl

X－l l 2 図 Ⅱ 24 図版6 1 Ⅳ（ Xl l俵X l

X－l l 24 図Ⅱ 24 図版6 1 Ⅳ(､ Xl l氏xl

X l l－25 図Ⅱ‐24 図版6 1 Ⅳc Xl l庶xl

X－l 1 26 図Ⅲ 24 図版6 1 Xl l庶xlⅣc

〃6



Ⅱ V層の調査

文 様 そ の 他

深鉢の胴部片で、羽状縄文、沈線文が施される。

深鉢の胴部片で、羽状縄文、沈線文が施される。

鉢形土器の口縁部片と考えられる。羽状縄文、沈線文が施される。

層位 ・ 点数分類図版Ⅲ遺構名 遺物NC 図叱

~【 l味x3図版61図Ⅱ 24 ⅣcX－l l 2

Xl l鯉1図版6 1 IVC図Ⅱ 211X－l l 28

図版61 X l l熊x l図11 24 IVCX－l l 29

大型台付鉢の底部片か。羽状縄文と同心円状に沈線が施されるXl ]熊Xl ,瀧閲VbXl , H-l l 7VbXl , I-l l7VX l ,G 1 1 1Vxl図版6 Ⅳc図Ⅱ－24X－l l－30

注口土器の、縁部片。器面は磨かれ、 口縁部と頚部に、それぞれ2列の刻みが施される。Xl l壁X l ， X l l鯉x2､瀧囎VbXl図版62図Ⅱ－Z4 Ⅳ［X l l－31

注口土器の胴部片。羽状縄文、沈線文、磨消し、貼隆文が施される。

注口土器の胴部片。斜行縄文、沈線文、磨消しが施される。

34～36は|司一個体。搬入品の注口土器片で、包含層132に掲載した破片とも同一個体と考えられる。

外面は丁寧に磨かれ、沈線による文様が施される。内面調整は比較的粗い。

Xl l陳x3図版62図Ⅱ－24 ⅣcX l l－32

1 1熊xl図版62図Ⅱ 24 ⅣcX－l l 33

図版62 搬入品 G－l l 8Wxl図II-24X l l－34

’
Xl l鵬xl搬入冊図版62図Ⅱ 2イX－l l 35

Xl l壁x l ,鵬xl図版62

図版62

搬入品肌

抑

Ｉ

１

１

Ｉ

図

図

X 1 1 36

口径約16． 2cm。台付鉢上部片と考えられる。 口唇は角形で、器面には斜行縄文が施される。

器面に斜行縄文が施される鉢。底部は欠損す-る。 口径平均1 6． 4cm･

羽状縄文、突瘤文が施される深鉢である。 口径約1 8cm，器高約] 3. 4cm。

X－l 2X－l 2 X1 2床X38Ⅳ（l

図版62 Xl 2VaX26Ⅳc図11X l 2 2

図版62 I l 2V8X31図Ⅱ－27 Ⅳ（X l 2－3

4～6は同一個体。 ｜冒|唇は切出し形で、 、縁部には2列の刻みが施される。地文に羽状縄文

口縁部に突瘤文が施される。

Xl 2Vbx3､ N 1 1 9V3x3図版6図Ⅱ－2 ⅣcX－l 2－4

Xl2Vbxl ， N l l9Vax l図版63 Ⅳ（図Ⅱ－27X一］2 5

図版63 Xl 2鯛上xl図n 27 ⅣcX l 2 6

深鉢の口縁部片で、 口縁部に2列の刻みが施される。

切出し形の口唇で、突起を有する。 口縁部には2列の刻みが施される。

切出し形の口唇で、 口縁部に2列の刻みが施される。

切出し形の口唇で、斜行縄文、沈線文、突瘤文が施される。

切出し形の口唇で、斜行縄文、沈線文が施される鉢の口縁部片。

角形の口唇で、羽状縄文、沈線文、突瘤文が施される。

深鉢の頚部片。斜行縄文、沈線文、磨消しが施される。

注口土器の胴部片。器面には斜行縄文、沈線文、磨消し、刻みが施される

1 5， 1 6は同一個体。深鉢の胴部片で、斜行縄文が施される。

図版63 < l 2VbX4図Ⅱ－2 1 Ⅳ（X－l

図版63 X1 2VbX図Ⅱ 27 ⅣcX 1 2－8

Xl2周趾X '図版63 Ⅳc図II‐21X－1 2－9

図版63 Xl 2Vaxl図11‐27 ⅣcX－l 2－lO

睡版63図Ⅱ－27 Ⅳc Xl 2VaX2X－l 2 l l

図版63 X1 2V3Xl図Ⅱ－27 ⅣcX－l 2 l 2

~図版63 Xl 2熊xl図Ⅱ－27 ⅣcX－l 2 1

図版63図Ⅱ 27 Ⅳc I l 2VaX1X－l 2－M

図版63 Xl2Vax図|Ⅱ－21 Ⅳ〔X l 2－1 5

図版6図Ⅱ‐27 Ⅳ（ l 2Vax1X l 2 l 6

注口土器の胴部片。斜行縄文、沈線文、磨消し、貼瘤文が施される。

1 8, 19は同一個体。包含層掲載の132及び、 X1 1の34～36ともI司一片である。注ロ土器の胴部片で

器面は丁寧に磨かれ、沈線による文様が施される。

図版63 ( l 2WX 1図11 27 Ⅳ（X 1 2－l 7

X1 2雛x l図版63 搬入品図II 27X－l 2－l 8

図版63 搬入品 Xl 2Vax2図Ⅱ 21X－l 2－l9

紐x2､ X l 2Ifxl l図版63図Ⅱ－28 1V（GP－l 20 1 1

趾xl , Xl 2庶xl図版63図|Ⅱ－28 ⅣcGP l 201－2

図版64図Ⅱ－30 Ⅳc X 1 3V3x23X l 3 1

Xl 3鵬xl図版64図Ⅱ－30 ⅣcX l 3 2

Xl 3鵬x2図版64図Ⅱ 3(） ⅣcX－l 3－

Xl3周職1図版64図Ⅱ 30 ⅡX l 3－イ

図版別 X1 3熊x3図II-30 ⅣcX－l 3－5

図版M 14味x l1V（図Ⅱ－33X－l 4－l

図版64 I I 4VaX l図11-33 Ⅳ〔X 1 4 2

頚部に磨消しのある深鉢。 口縁部と頚部に2列の刻みを有する。地文は羽状縄文である。図版M X l 4VaX l ， I-l 25WX3、 j l 2 1VX l図Ⅱ－3 ⅣcX l 4

鉢の口縁部片。 口唇は角形で、斜行縄文、沈線文が施される。

深鉢頚部の磨消し部分の破片である。

斜行縄文が施されるl同部片である。

早期の土器で、器面に撚り糸文が施される。

X l 5熊xl図版64 1V（図II 35X 1 5－l

Xl 5庶x図版64図Ⅱ－35 Ⅳ（X－l 5－2

図版別 X1 5床xl図Ⅱ－35 ⅣcX－l 5－3

図版64 1 5雛xl図Ⅱ 35 I b－4X l 5－4

内面は丁寧に磨かれる。斜行縄文、沈線文、磨消しが施される。深鉢の胴部片でXl 6熊x l 5､ F－l l 9Vbx2図版65図Ⅱ－38 Ⅳ（X－l 6 l

深鉢の口縁部片で、羽状縄文、突瘤文が施される。

無文の口縁部片。 口唇に1列の刻みが施される。

図版65 Xl6V3Xl図Ⅱ－38 1V（X－1 6 2

図版6 Ⅳ（ l 6VaXl図11-38X－1 6－

1～8は同一個体。地文は羽状縄文で、 口唇に2列、頚部に1列の刻みが施される。 口縁部内側に

1条の沈線が巡り、突起には棒状工具による深い刺突が施される。頚部は磨消される。

~

Xl 7鯉x2図11－39 図版65 Ⅳ｛X－l 7－l

X1 7鵬x6図版65図Ⅱ 39 【VcX－1 7－2

図版65 < 1 7熊xl図11－39 ⅣcX－l 7 3

（ 1 7醜〉図版65図11-39
T1
LVX－I 7－4

Xl 7熊x3図版6図11-39 IVCX－l 7－5

( 1 7辨x2図版6図Ⅱ－39 IVCK－l 7－6

Xl 7雌x l図Ⅱ－39 図版65 Ⅳc【 1 7－7

X1 7鵬xl図版65図Ⅱ－39 IVCX－l 7－8

切出し形の口唇で、斜行縄文、突瘤文が施される。

切出し形口唇で、 口縁部に2条の沈線が巡る。斜行縄文

斜行縄文が施される胴部片。

図版65 Ⅳc X1 7Vax l図Ⅱ－39X－l 7 9

~突瘤文が施される図版61 LP8趾3X2Ⅳ［図|Ⅱ－4 ‘ILP 8 l

P8W土‘Ix2図版I図Ⅱ 41 IVCI＝P－8－2

〃7



l 周堤墓

表Ⅱ－4 周堤墓出土掲載石器一覧
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Ⅱ V層の調査

表Ⅱ－5 周堤墓出土遺物一覧

焉脹
）他

珂
型

そ

礫

’

８

石砥
鋤

石

器

心

司

婆
電
一
三
‐
’

剥片石器

Ⅳ石鍛騨誇"

7 1

233 I

蕊

たう

まイ
槍ナ

石は

X l O

原石
(黒曜石以
外）

フレイク ・

チップ（黒

曜石）湾’

~｜
~__一T__

盲製品原石（黒
曜石）

フレイク （黒
曜石以外）

Uフレ

イク

Rフレ
イヶ

スクレ
イパー

Ⅱ

郡

２

７

２
’
２
｜
測
一
醐
一
４

騨
一
⑩
｜
照

８

銅０

堂

~
床面直上

床
尽

ＪⅡ

ｌ
４

３

５

２

１

加

屑

層

１

３

土

土

層

落

落

１

崩

崩

１

２

土

層

層

土

計

土

土

土

堤

堤

堤

落

ａ

ｂ

層

上

盛

盛

盛

間

間

周

崩

Ｖ

Ｖ

Ⅵ

堀

合

二~1 1 1

８

８

１

８

６

フ

ー

２
４

牌

５

1５

２ｌ

一

－

１

÷｜
后’

~

j言 ' ’01 01' l0 0

聖，ｒ

２

７

劃

乃

抑

８

９

６

》

即

叫

３０
０

その他礫イ i 器

二目
X l l 土器 剥片石器

床而直上 4 旧， ！
二一房

床間 22 1
撹乱 73

周堤 9 82

壁 7

Vb層 2 6

合計 }6 0 32' | ' 0

計’’31

F－l
:匡二I

5 5

で二二
1

) 5 9

’

一

－

１

’

’

’

２

一

一

’

一

一

一

１

1

~一
一

０

三
隼01 I｝

1

｜
舗
一
ね
一
型
－
３
｜
型
一
四
一

~

圓 他
|土器 剥片

｜ けT二［
23 ｜
2

1 1 1 20
0 0l , ,6 q

石器X 1

床面

目堤

崩落士

Vb層

合計

ワ
』 ~

-~T

’ ~
~’
｜

’

’

０

1

’
I ’

！ ’
’

〔）

｣_2
)’2『祠 里

町
囲 四

禮’
|礫石器

l | N
| | | ! |

ol ol ol o1 ! | 0

7）｜
ヨ
｜
緬
鍛
罰 I

1 u町

I茜 荷存

’
山

？’

再’
’

’

０

41

百「5 H
〕U’ (1

合計
- T~~!－了

弐一一丁
一'－－－

~010 血

’

一

－

０

礫石器

’ ’ ’
’ ’ ’

0 01 01 01 01 01

|土器 剥片石器
2

，
’ ’ （) 2 （) 0

X－1

1I I
’床面

命

ｊ

一

刻

周堤

△ヨー
1コ nI () ’I

一

一

一

一

０

D他礫石

一丁

器
Ｔ
ｌ

号
一
］
【

［

器

ｌ

ｌ

Ｉ肌

土

１

１

X 1 5

床面直上

床面

計
｜ ’

二
言

i ■
■
■
|]
H

’

一

’

１

周堤

壁

合計 () ()’ 2 （）00(）

＋

Ｉ

気

』

ミ

ョ

署
口

１

１

３

１

今
ロ

０

１

１

く００

他

Ⅱ

州「
|礫石器

l l
| (,l ol ol o1 O

｜
誹
一
瞬
舗

|土器 剥片石器

l !､ | －－1
0l JI 15 ol ol o1

’
〔>0I

1重L

1
’ 他

;卜洞
|礫石器

’ ’ ’ ’
,l 01 01 01 0 0

ワ
ｆ

‐
十
Ｉ

１
人

『
三
口

堤

Ｘ

周

合

|土器 ｜剥片 五

’ 71 1 201
1 7 01 201 01

器

’ ’
01 01 01 0 I １

舗

一その他礫石器

石斧 たた す'） 砥

きイィ 石

() 0 0

石器土器 剥片

封！剛Ⅲ ,v

1 l l ［
l i 0 N■回

石

GP－lO I

厩
鋤
州

０

１礫

心
｜
似

石

０

以フレイク （黒原石（黒
曜ｲﾅf以外） 曜石）

槍ま
はナイ

｢20
厘

’ ’
| 0 01 [ L

覆土l層

△ 雪＋
口 ﾛI

1 01 001 0’
０0 0 (）

際
002 土器 剥片石器

I
l l ’
0l 0i 0 ()|-U｢

ｌ

層

層

２

３

計

Ｐ

土

士

Ｇ

覆

覆

合

’

I ！ ll
5rmI

陸
003 土器 ｜剥片石器

， ’ ’ 3 1 1
1 1 ！ ’ ｜

｜ ， ’ 01 41 01 01

椚
一
拙
酔
一
鋪 片I

１
１

’

(〕 0

〃9



1 周堤墓

GP ’004 1土器 ｜剥片石器 ｜礫石器 ｜その他 十~邸４
廷
ｒ

石槍またつまみ付ｽｸﾚRﾌﾟﾚUﾌﾚﾌﾚｲｸ･ ﾌﾚｲｸ （黒原石（黒 たたすり 原石IbmⅣ石雛 ﾁｯﾌ（黒 ベン漆塗はナイフきナイフイパー イク イク 曜石以外） 曜石） 石斧 砥石礫 （黒曜石以石製品炭化物 木の皮鉄曜石) き石石 外） ガラ製品
覆土2層 ’ ’ ’ 2

2

覆土4層 ’ ’ ’ 1｜

合計 ’ 01 01 31 0 01 0 0 0 0 0 0 0 （) 0 0 0 0 01 0 C O， 0 0 ． 3
GP－lOO6 1上 J鼎

曲げ

+萱
ｵー

Ⅲ

at4屑 l 11 1 H

ロ

()

△
口

剥片石器 礫行器 その他

2 21

詞
－
５
’
７
｜
鯉
一
陥
一
山
一
蝿
－
５
｜
理

う

】

う

』

７

』

う

』

今

牟

．

４

．

４

１

３

８

３

２

４

９

１

７

６

１

０

４

１

３

４

５
う

』

０

｣一

綴士

GP lOO9

覆土l屑 ’
’
’
’
’
’
’
０

壬
土
一
言

剥片石器 一
識
－
４
｜
晦
一
画
一
３
’
５
｜
蝿
一
銘

~
~

覆土2層

覆土3屑

覆土4廟

覆土5層
~~

０

砿底面

合計 ()’ 01 0 01 01 01 ロ

’ 券
一
一
一
一
一
０

剥片石器 ｜
飼
一
調
一
師
一
部
－
１
｜
郷
一
一
舗
一
ｌ
ｌ
ｎ
６
ｌ
Ｆ

礫石号

｜

’

’

０

覆土3層

} 恥

桝
覆土4届

概底面

合計
００

４

１

６

８

０
２

０

ｌ

卜

Ｌ

Ｆ

はGP

~覆土3
1 01 1 器 ｜剥片石器 一

再
ロ
ー
』

礫石器 |そ

！
他

’

０

１

Ⅲ

’

６

一

口

覆土4

砿底面

合計
｜ ｜

()1 01 01 "01 （)’ 0 ) ’

GP－l Ol 2 器

一

一

一

０

石片

０

１紫

０

０

晶号

０

ｔ

~
~
~
~
~
~

牛
干
三
両

』
。
‐
丑
寸

そ 他 Ｌ

ｌ

ｎ

Ｍ

９

句

』

尾

Ｊ

ハ

Ｕ

言

』

う

一

言
肘
‐
ｌ
〆
、

ハ
ロ

００００

０

９

３

５

０

５

２
６

~F
屑

層

層

ａ

ｂ

層

層

蝉

趣

狸

狸

型

溌

覆

糧

溌

覆

~
Ｕ

川

口

Ⅲ

~

~

~

｜

~

~

~

｜

~

~

一

ｎ

〉

塘底面

合計
(}(’

~

１

GP l Ol3 土器

覆土l層

覆土2層

澱土3層

讃士4層

塘底部

合計 0 〔

剥片石器 礫石器 その他

’－－1－
二ｺ二

三二~
5I､~ ０

１

９

７

３

０

４

う

』

８

０

‐

迩

句
Ｌ
Ｉ
Ｉ

ｌ

ｌ

－

ｌ

２

1

､－万 (〕 0 0 ） (） 、 (}l （) ｜ （)’ 01 0

0 ' 4 1土器
｜ ’

肯
GP－l

覆土2層

石器 礫石器 計

１

３

２

６

《
ロ

０００
０

その他

]
I

l l l l l 2

1 1 1 1 1 2
()’ 01 （〕 ’ 0 〔}’ 4 掠０(） 0 0 I 0 (） 0

1m
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2 直線状盛土・道跡

2 直線状盛土・道跡

直線状盛土は道跡を挟んで2条並行して存在し、道跡に対し北西側のものを北側直線状盛土、南東
側のものを南側直線状盛土と呼ぶ。航空写真でみると （口絵)、大量の遺物が検出された南北の盛土
遺構と南北の直線状盛土がそれぞれつながっているように観察できる。

道跡はD地区とE2地区で確認された。両地区の道跡は位置．方向ともぴたりとつながるので、同
一遺構と考えられる。

｜

’南側直線状盛土（図Ⅱ－4， 47～52、図版36～38）

概要:D地区北西隅に位置し、北東から南西方向に伸びる。両脇の包含層の広い範囲にわたるV･W

層を削り込み、その土を盛り上げて作られた著しい高まりで、周辺のv層はほとんどなく、Ⅵ層も薄

い。隣接する周堤墓の縁をつなぐかのように構築されており、断面観察により、 X-10， X-12より

も若干新しい時期に構築されたことがわかった。 X-10と接する部分は、その存在を意識してか、若

干西側に曲がって造られている。また、セクション図ではわかりづらいが、K-107, 108グリッド付近

のⅥ層には部分的に削られた結果、傾斜が変っている箇所がみられる（図Ⅱ－5、 C－Dセクション

参照)。大きくみればこの破線の部分までを南側直線状盛土の範囲と見なすことが出来る。なお、他

の場所ではⅥ層は殆ど残っていない。盛土が盛られた単位や方向、順序を明らかにするために長軸方

向にもトレンチを入れたが目的は達し得なかった。

盛土下のVb層中に多くの焼土が検出された。出土状況は盛土の稜線にほぼ沿っており、周辺の包

含層に比べ数も多い。意図的に配列されていると思われる箇所もあるが、その場で焼かれたものか、

焼けた土を他所から持込み廃棄したものかは不明である（Ⅱ－6参照)。 X-12との重複部分周辺は

焼土が検出されていないが、方向的にX-12の出入口部分を意識した結果であろうか。

遣物出土状況：包含層よりも遺物量は多く、 またX-12との重複部分を境に南側に特に多い。土器片

479点、石器87点、石製品4点が出土している。土器片中27点がI群b類で、それ以外はすべてⅣ群

である。

遺物： （図Ⅱ-50～52、図版67～71)

掲載した土器は、すべてⅣ群c類で、平面上で盛土と重なる範囲のVa層、 Vb層の土器も合わせ

て掲載している。なお、詳細は一覧表に記載した。また、南側直線状盛土出土の土器に、西側に100

mほど離れた北盛土の遺物と同一個体片と考えられるものが含まれている。 1は盛土出土の土器で唯

一ほぼ完品に復元できた頚部を有する深鉢である。口径21.8cm、器高17.9cm｡ 2は鉢形土器で、羽状

縄文、沈線文が施される。 3は道跡付近のVa層から出土した注口土器の底部から胴部片。 4～8は

口縁や頸部に刻みを有する古手の深鉢片。 9～13は口縁に突瘤文を有する深鉢の口縁部片。 14～20は

地文のみが施される口縁部片。 21， 22は無文の口縁部片。 23～32は口縁に沈線文と突瘤文が施される

深鉢の口縁部片。 33～35は同一個体で、小波状風の口縁や、幅広の無文帯、頚部には貼瘤文が施され

る比較的新しい資料である。 36～44は口縁に沈線文が施され、突瘤文が無い口縁部片。44には磨消し

も加えられる。45～53は沈線文が施される胴部片。47， 52， 53には磨消しも施される。54は頚部に2

個1組の貼瘤文と、 2列の爪形文が施される新手の深鉢胴部片。 55～61は底部片。56は台付土器の台

部で、器面にベンガラが付着する。 55， 58は上げ底。 59， 60には、沈線文が施される。 63は口縁部の

突起の装飾部片と考えられ、Ⅳ群b類に相当する可能性がある。 64は搬入品の注口土器頚部片で、朱

塗りの痕跡がある。この破片は、 X-11 (34～36)やX-12 (18, 19) 、包含層の132と同一個体片

口
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Ⅱ V層の調査

と考えられる。65は上部に複数の穴が空く香炉形に類似する土器片かもしれない。 66～72は注口土器

片。 66には刻みが施される。 67～70は|司一個体片。

73は黒曜石製の五角形の石雛。非常に薄手で、腹面に一次剥離面が残る。 74～78は黒曜石製の、 79

は頁岩製の有茎の石鑛。 75， 77～79は茎部を欠失している。 75は二次加工が周縁にのみ施されている。

76は茎部の作り出しに伴い、基部に若干の挟りが入っている。 78は背面には原石面を、腹面には一次

剥離面を残す。80は泥岩製の石斧片。刃部側半分は欠失している。敲打調整により全体が整形されて

いる。 81は泥岩製のたたき石。礫の割れ口にも敲打使用痕があるため、素材は使用当時からこの形で

あったと思われる。 82～85は泥岩製の石製品。西側盛土地区で多くみられる製品で（『キウス4遺跡

（2）』道埋文センター1998)、いずれも細長い小石の半ばに、アスファルトによると思われる帯が施

された痕が黒い筋として認められる。アスファルトそのものが残っているものはなかった。用途は不

明である。

時期：断面観察より、 X-10、 X-12より新しい縄文時代後期の遺構と考えられる。 （新家水奈）

北側直線状盛土（図Ⅱ－53， 54、図版37, 38）

概要：北側直線状盛土は、平成7 ． 9年度に一部が調査された。南側直線状盛土や道跡とほぼ平行に、

南西から北東方向に伸びていると考えられる。

平成7年度の調査では、 E地区の南東隅に直線状盛土の一部と考えられる二次堆積のローム質土を

確認した。だが、耕作による攪乱が激しいため遺構内部の調査はできず、調査区外縁のセクシヨンで

盛土の痕跡を確認し、範囲を推定するにとどまった。また、周囲で検出されたLF-97～99は、 この

北側直線状盛土に由来すると考えられる。

平成9年度の調査では、 E2地区の北西隅で同様の痕跡を確認した。やはり深耕による攪乱を受け

ており、内部は北側直線状盛土構築時の盛土とプラウで巻き上げられたⅥ層土の判別が困難な状態で

あった。このため、数か所で断面調査を試みたが、断念せざるを得なかった。

遺物出土状況：遺物は攪乱によって層位的な分別が不可能であり、大部分を攪乱からの出土として取

り上げた。ただ、 E2地区全体の遺物出土地点を見ると、ほぼローム質土が確認された範囲に集中し

ており、大半が本来は直線状盛土に由来していたと考えられる。出土状況は、攪乱のために明確では

ないが、遺物の密集度が非常に高く、南側直線状盛土よりもF･G地区で大量に遺物を出土した北側

感士潰構に近い印象を受けた。 （芝田直人）

道跡（図Ⅱ-47, 48、図版38）

概要:D地区からE2地区にかけて南側直線状盛土から約6m西側のところで、南北の直線状盛土に

並行して伸びる。直線状盛土構築により周辺のV層が薄いため、V層中に浅いが、はっきりとした黒

い筋が現れた。立ち上がりが緩やかで、非常に浅いこと、 また、落ち込んだV層を取り除いても、底

面に黒色土がまだらにしみ込んでいる様子から、掘り込まれたものではなく、時間をかけて踏み固め

られた道の跡と考えられる。

この道跡を北東側にまっすぐ進むと調査区外の林の中には周堤墓X-a･b ・ c･dがあり、更に

その先に進むと大型のキウス7号周堤墓に行き当たる。南北の直線状盛土の狭間を縫って、当時の人々

が居住域と墓域とを往来した名残であろうか。

遺物：出土していない。

時期：直線状盛土との位置関係より、同時期の縄文時代後期の遺構と考えられる。 （新家水奈）
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2 直線状盛土・道跡

表Ⅱ 6 直線状盛土計測値一覧

規模（最大一最小）
、卓

構 名1畠 備時 期 考
幅 層 厚

南側直線状盛土 縄文後期後葉600－460 28－8 X-1 0 ! 1 2より新しい

北側直線状盛土 ' 424 ） 縄文後期後葉3 2-10 盛土幅は6m程か

単位c、 （ ） 内は現存値

表Ⅱ－7 道跡計測値一覧

規模（最大一最小）

時 期 考備

幅 綿師らの畷さ

1 1 6-5 6 縄文時代後期後葉1 4－4 D地区からE2MEへ瞳踊

単位c、

刀4
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2 直線状盛土・道跡

G 15．40m

Ⅲ
Ⅳ

~

~

’

南側直線状盛土（F－G）

1 にぶい黄褐色（ 1 0YR 4／3）土軽石混 VI＋ⅥI

2 褐色( 10YR 4／4)土軽石多混 Ⅵlﾌﾛｯｸ＞VI

3 にぶい黄褐色（ 1 0YR 4／3）土軽石混Ⅵ＋Ⅶ

4 褐色（ 10YR 4／4）土軽石混Ⅷ＞Ⅵ

5 にぶい黄褐色（ 10YR 4／3）土軽石少混 VI十Ⅶ

6 にふい黄褐色（ 1 0YR 4／3）土軽石混 VI＋Ⅵlブロック

7 暗褐色（ 1 0YR 3/3）土軽石少混 V十VI＞Ⅶ

8 暗褐色（ 1 0YR 3/4）土軽石少混 VI＞V＞Ⅶ

9 黒褐色( 1 0YR 3/2)土軽石微混 V＞Vi>Ⅶ

10暗褐色（ 1 0YR 3/4）土軽石少混Ⅵ＞V＞Ⅶ

1 1 黒褐色( 1 0YR 3／2)土軽石混 V＞Ⅵ>Ⅶ

1 2暗褐色（ 1 0YR 3/4)土軽石多混 V+VI>Ⅷ（ﾌﾛｯｸ〉

1 3暗褐色（ 1 0YR 3/3)土軽石少混 V+Ⅵ>Ⅵ1

1 4黒褐色(10YR 3/2)土軽石微混 V＞Ⅵ

1 5暗褐色（ 1 0YR 3／3)土軽石少混 V+VI>Ⅵ1

16黒褐色（ I OYR 2／3)±粒子細粘性強め締り弱め土留めか

17黒褐色( l OYR 2／3)±粒子細粘性強め締り弱め土留めか

1 8にふい黄褐色( I 0YR 4／3）土崩落土Ⅵ+Ⅶ

1 9にぶい黄褐色（ 1 0YR 4/3)± 崩落土Ⅵ+Ⅵ1

20暗褐色( 1 0YR 3／4)土崩落土粒子細Ⅵ>Ⅷ＞V

21 暗褐色( 1 0YR 3/4)土崩落土粒子細Ⅵ＞Ⅶ＞V

Ｈ
一 1440m~

Ⅳ

Vb

南側直線状盛土（H一 ｜ ）

1 褐色（ 1 0YR 4／6）土軽石混

2 にぶい黄褐色（ 1 0YR 4／3）土

3 にぶい黄褐色

4 黒褐色（ 1 0YR

（ 10YR 4／3）士崩落土 v'十V11

2／3）土粒子細粘性強め締り弱め土留めか
締り強め Ⅷ＞VI

軽石少混締り強め Ⅵl＞VI

南側直線状盛土（

1 にぷい黄褐色

2 暗褐色（ l OYR

3 暗褐色（10YR

4 暗褐色（ 1 0YR

5 にぶい黄褐色

6 黒褐色（ 10YR

J一K）

(10YR 4／3）土軽石混 V[＋Ⅵ1

3/4）土軽石混 Vl＋Ⅶ＞V

3/4）土軽石多混 VI +ⅥI＞V

3／3）土軽石混V＋VI＋Ⅶ

( 1 0YR 4/3）土崩落± V1+Ⅶ

2／3）土粒子細粘性強め締り弱め土留めか

K 15．30m~~

二一h
Vb Ⅶ 冊乱

0 4m1 ： 100
I

図Ⅱ－49 南側直線状盛土（3
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2 直線状盛土・道跡
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Ⅱ V層の調査
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2 直線状盛土・道跡

表Ⅱ－8 南側直線状盛土出土掲載土器一覧
遺物NC~ 図恥． 図版N 分類 グリッド ・層位・ 点数

O-l 07Vax52、 P-l 07Vx9

I‘一l O7Vaxl5

F-l l OVaXl 6

H l l 2Vax2、 I－l l 2VaxI

P 1 08Vbxl

文 様 ・ そ の 他

角形の口唇で、斜行縄文、沈線文、突瘤文が施される。 口径約20‘ 8cm、器高1 7, 6cm

角形の口唇で、羽状縄文、沈線文が施される。推定口径1 7cm・

注口土器の底部片で､斜行縄文､沈線文､貼瘤文が施される。

口縁に2列の刻みと突瘤文が施される。地文は羽状縄文。

図II-50 図版6 11 Ⅳc

~
副Ⅱ－50２ 図版67 Ⅳc

図II-50 図版67３ Ⅳc

図Ⅱ 50 図版614 Ⅳc

図11-50５ 図版67 Ⅳc

6 図II 50 図版67 Ⅳc Ｉ

Ｘ

１

２

１

Ｘ

土

士

Ｉ

刷

臘

盛

Ｖ

Ｖ

７

７

１

１

０

０

１ ~~

０

０

１

Ｆ

７ 図Ⅱ－50 図版67 Ⅳ（

８ 図11 50 図版5 1 Ⅳ〔

図Ⅱ-5 1〕9 図版6 1 Ⅳc

図U－50' 0 図版67 Ⅳc

図Ⅱ－501 図版6 1 IVC １

１

Ｘ

ｌ

Ｘ

Ｘ

巾

１

Ｘ

’

０

、

ｂ

Ｉ

工

３

Ｖ

‐

Ｖ

‐

盛

Ｖ

‐

９

７

４

３

０

０

１

１

~
~

Ｉ

Ｐ

Ｆ

６

図Ⅱ－50 図版671 2 IVC

図Ⅱ 50 図版；7’ Ⅳc

図、 50 図版681 4 IVC

5 図Ⅱ－5（ 図版68 Ⅳ〔 l l l OVxl ， j l j l鵬xl ， L－l O9Vbx l 角形の口唇で、羽状縄文が施される

図Ⅱ－511 6 図版68 Ⅳc Ｘ

Ｘ
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盛

１

Ｏ

~~
Ｉ

Ⅱ

角形の口唇で、羽状縄文が施される。

斜行縄文が施される。

角形口唇で、斜行縄文が施される。

角形口唇で、斜行縄文が施される。

切出し形口唇で、羽状縄文が施される。

無文の口縁部片。

口唇は切出し形で無文。

角形の口唇で、 にI縁に3条の沈線と突瘤文が施される。地文は羽状縄文。

角形の口唇で、 口縁に3条の沈線と突瘤文が施される。地文は羽状縄文。

図II 5(｝ 図版68’ I，

図11 50 図版681 8 Ⅳc Ｘ
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図Ⅱ－501 9 図版68 1V，

川 図11-50 図版68 IVC

図11-5｛ 図版682 1 lVc K l l O鵬2x l

図Ⅱ－50ワウ
しし 図版68

~
Ⅳc I I－l l lm趾x2

H－1 1 2WXl

I－l l 2縮x l

図Ⅱ 50 図版6) 1 Ⅳc
~

図11-50
叩Ⅱ

凸 dl 図版68 Ⅳc

図Ⅱ 5［ 図版68
■
０ IVC G－l l 3VaX l

欠番) ハ

図U 50 図版6 Ｘ
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図11－5 1 図版6829 Ⅳc K l o8Vhx l

図Ⅱ－5 1 図版680 ハ l l 0VXl

別 図11－5 1 図版68 八 N-1 08蝿2Xl

図Ⅱ 5 1 図版68
ｲﾘ
』し Ⅳ（ 0－1 07Ⅲx l

図II 5 1 図版6) 3 Wc ll-l O9VaX2、 H-l l OVaX l8

図lU－5 1 図版681 ，1 Ⅳc L－l O7Vbxl

図Ⅱ－51 図版6835 Ⅳc Il 1 1 0VaX2

図11－5 1 図版58 Ⅳc I－l I 2VX1

図II－5 1 図版’ Ⅳ（ F 1 14VaXl) ｡

関|Ⅱ 5 1 図版6838 1V〔 l－ l l l鵬2xl

図Ⅱ－5 図版68{9 Ⅳc L l O8Vbxl

'0 図Ⅱ 5 1 図版69 Ⅳ〔 O－l 08Vx I
~

図Ⅱ－5 1 陳|版694 1 IVC ＸｈⅣｊＬ
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図11－5 1 図版09
An
4凸 Ⅳ（

図U－5 1 図版69イ？
廿 Tp Ⅳc I l l l Vx3

~ 図Ⅱ 5 1 図版6914 IVC Ｘ

ｌ

ｉ

Ｘ

Ｖ

Ｖ

２

２

~
~

図II 5 1 図版6945 IVC

図、－5 ］ 図版6946 K l lO綿xlⅣ（

~ 図Ⅱ－5 1 図版6 IVC ｣ l l 3Vxl

図Ⅱ 5 1 図版6918 Ｘ

Ｘ

ｔ

士

盛

§

２

２

~
Ⅳc

図11－5 1 図版6919 IVC

図II 5 I 図版6950 i-l l 2趾x lIVC

5 図11－5 1 図版69 IVC ' '－1 1 1辮x l

図版69図II－5 1 Ⅳc F l l 4蹴叩x l

図版69図Ⅱ－5 1i 3 IVC l 1 1 1VaX'1 ‘ j-1 1 2V3Xl

図II-52 図版701 Ⅳc H－l l OVaxl 9

図11-526 図版70 Ⅳc L－lO7Vx5

図11 52 図版70
■
４
。 IVC H－1 1 1Vbx3

図II 52 図版705 1 1V， K－I lO熊2x l
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Ⅱ V層の調査

文 様 ・ そ の 他

無文の台付底部片。

大きさから深鉢の底部片と考えられる。器面は無文で、沈線が施される。

底部付近は無文で、その上位に斜行縄文、沈線文が施される。

羽状縄文が施される底部片。

無文の鉢形土器。 口唇は切出し形で、突起を有する。

ソリッド ・層位 ・ 点数分類図版M〕遺物M1 図NO

図版70 }{ l l lVaX2図11－52 Ⅳc８

図版70 I｣ l O9VhXl図11-52 Ⅳc59

~図版7（ K－l lOVbX l図Ⅲ－52 Ⅳc60
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]－l l l V3Xl ， I I l2V3X1図版70 Ⅳc図Ⅱ－5266

園版7（ 0－107Vヌ図II－52 Ⅳc67
uロ

図版70 O－lO7Vx7図11-52 Ⅳc6R

図版70 O－lO7Vx］図Ⅲ－52 Ⅳ（69

図版70 ) l O7Vx3図Ⅱ 52 Ⅳc
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表Ⅱ－9 南側直線状盛土出土掲載石器一覧

石材

黒曜石

黒躍石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

頁岩

泥岩

砂岩

泥岩

泥岩

泥岩

泥岩

長さx幅x厚さ(cm)" (8}
1 , 7 x 0, 9 x 0. 1 0, 2

1 . 8 x l , 2 x O' 4 0, 5

(2' 2) x 1 . 3 x O~ 2 0, 6
2, 2 x 1 , 5 x 0, 4 0｣ 7

(2. 5) x 1 . 3 x 0. 5 0. 8

(2. 6) x 1 . 4 x 0. 3 0~ 8

(2. 8) x 1 . 4 x 0. 4 1 . 1
6, 3 X 1, イ X 3, 1 1 51 . 0

6, 0 X 7. 4 x 4, 2 1 58, 0

l , 7 x 0. 9 x 0, 7 1 , 5

(1 . 8) xl7 x 0. 7 1 . 3
'@ 2 x 0. 9 x O, 6 18
2, 2 x 0. 9 x 0, 7 2' 0

（ ）内は現存値

噸
一
雛
一
難
一
鍼
一
難
一
嫉
一
錐
一
鰄
一
斧
一
鄙
一
蝿
一
識
一
鋤
一
識

位

位

ぅ
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
互
石
一
互
石
一
石

ｂ
ｂ
土
建
土
‐
土
土
土
土
土
上
士

‐

Ｄ

層
Ｖ
Ｖ
盛
鑓
臨
盛
Ｖ
盛
盛
盛
盛
盛
盛

図No. 図版NO
図Ⅱ 52 図版70

図Ⅱ 52 図版70

図Ⅱ 52 図版70
図Ⅱ-52 図版70
図Ⅱ‐52 図版70

図Ⅱ－52 図版70

図Ⅱ－52 図版70

図Ⅱ－52 図版71
図Ⅱ－52 図版7 1
図Ⅱ-52 図版7 1
図Ⅱ-52 図版71

図Ⅱ－52 図版71

図Ⅱ-52 図版7 1

遺物No
73

74

75

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

７

７

７

７

８

８

８

８

８

８

表Ⅱ－10直線状盛土出土遺物一覧
冬弓＋
pplその他礫石器南mll直線状盛土 ｜土器 ｜剥片石器

ﾌﾚｲｸ ･ ﾌﾚｨｸ （黒
チップ（黒

曜石以外）
曜石）

’
原石

(黒曜石以
外）

i黍塗
製品

すり
石

原石（,里
曜石）

ナーナー
J－ダー

シー

･ミイ ･f

ベン

ガラ
つまみ付
弐一トイフ

石槍また
はナイフ

う

み

ｎ
Ｋ
〆

U7l

イク

スクレ

ィパー
木の皮 綴炭化物石製舳礫石斧 砥石石雛Ih Ⅲ Ⅸ

芯

羽

Ｓ

ｗ

ｌ

刀

３

５
０

韓
一
辨
一
啼
一
唖
一
噸
一
詞

將
4３1如

訓

４

６

１

２

２

輻

２

０

５

７

７

》

？

】

|’ l l l I l7

０１

３

２ 4 )’ （D’ 弓’ 3§ (）0 61 訓 （)’ 41 4

長1
他剥片石器 礫石

9 1 1 1
9 01 0 ol ol ol ol ol o 0 J
q

器

汽|羊
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上曠墓

’3 ±擴蟇

本節で扱う遺構はLP-2 ． 3 ． 9 ･ 10･ 13～15． 17～22の14基。土曠の中に遺体が見出されたも

のや、遺体の存在した可能性の高い遺構である。時期はいずれも縄文時代後期と推定される。 LP-

2 ． 3は近接して作られ、長軸を同じくすることから、周堤墓の可能性も探ったが、覆土の状態から
その可能性は低いと考えられる。

LP-2 (図Ⅱ-55、図版39)

位置S-113規模 (206×66)/185×44/(99) 長軸N52｡W

概要: X-10の南西側のⅦ層で確認した。周囲の包含層はⅦ層まで削平され、上部の堆積及び周囲の

状況は不明である。墓擴覆土にはV･Ⅵ層が混じり、墓擴構築時には周囲の包含層は残っていたと思

われ、周堤墓の竪穴内部に構築された墓曠とは異なる。墓墳の壁はほぼ垂直に掘り込まれ、Ⅷ層付近

を境にやや袋状に広がっている。人骨は一体、頭部を確認。また、一部の骨が糊状に残っていた。頭

部の向きと、遺体が変化したと思われるやや粘性のある暗褐色腐植土の分布から伸展葬と考えられ、
頭位は西、顔は北向きである。

遺物：出土していない。

時期：墓曠の形状などから、周堤墓とほぼ同じ、縄文時代後期後葉と考えられる。 （佐藤剛）

LP-3 (図Ⅱ-55、図版39, 40)

位置S 113規模 (203×70)/194×60/(86) 長軸N50｡W

概要: X-10の南西側のⅦ層で確認した。周囲の包含層はⅦ層まで削平され、上部の堆積及び周囲の

状況は不明。パミス混じりの暗褐色土が長楕円形にまとまっていた。墓曠覆土にはV･Ⅵ層が混じっ

ており、 LP-2同様、周堤墓の竪穴内部に構築された墓曠とは異なる。墓曠の壁はほぼ垂直で、Ⅷ

層付近を境にやや袋状に広がっている。人骨は出土せず、遺体が変化したと思われるやや粘性のある

暗褐色腐植土が確認された。その分布から頭位は西、顔は北向きの伸展葬であろう。

遣物出土状況：副葬品は出土しなかった。落ち込んだV層からフレイク・チップが1点出土した。

時期：墓曠の形状などから、周堤墓とほぼ同じ、縄文時代後期後葉と考えられる。 （佐藤剛）

LP-9 (図Ⅱ-56、図版40)

位置M119他規模211×89/215×59/141 長軸N78｡W

概要:V層上面で、掘上げ土と考えられる、パミスが大量に混ざった暗褐色土の分布が認められた。

掘込み面はV層上位と推測される。長楕円の平面形を有し、掘込みが深い。覆土は埋め戻しによるも

ので、主にⅥ～Ⅷ層起源のロームとパミスで充填されている。

形状・規模なと畿から墓と推測されるが、曠底部に遺体が変化したと考えられる暗褐色の有機質土が

認められた程度で、人骨などは出土しなかった。よって、埋葬状況は不明であるが、規模の大きさ、

他の土曠墓との比較などから、頭位を北北西へ向けた伸展葬であったと思われる。曠底部の暗褐色土

に残存する脂肪の分析を依頼したところ、 「ヒトの骨のみを埋葬したことに関わる遺跡の試料やヒト

の骨油と類似する」 という結果が得られた（Ⅶ－4参照)。

遣物：出土していない。

時期：墓擴の形状などから、周堤墓とほぼ同じ、縄文時代後期後葉と考えられる。 （芝田直人）
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Ⅱ V層の調査
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〕 土壌墓

LP-10 (図Ⅱ-56、図版40, 41)

位置L,M-115規模 173×96/128×64/101 長軸N26｡W

概要：Ⅵ層上面で、V層土と軽石粒が混ざり込んだ覆土が確認された。中位が若干すぼまった土曠墓
である。遺体層と思われる黒色土層は、他の墓曠に比べるとあまり粘りはなく、曠底面よりも10cn,ほ
ど浮いている。墓曠の規模、遺体層の様相から屈葬と思われる。黒色土層の一部を脂肪酸分析に出し
た結果、 ヒトを直接埋葬した可能性が指摘された（Ⅶ－4参照)。
遺物：出土していない。

時期：遺構に伴う遺物がないため不明であるが、規模やプランから、周堤墓と同時期の縄文時代後期
の可能性が高い。 （新家水奈）

LP-13 (図Ⅱ-57、図版41)

位置O-122他規模226×96/211×50/118長軸N65｡W

概要：墓曠の上位に分布する掘上げ土の再堆積層の存在によって検出した。これを墓曠内ではl層と
した。平面では、大粒のEn-a軽石と黒色土とがゴマ塩状に混合したように見える特徴的な土層であ

る。 2～6層は、軽石を主体とする土層で、曠口部を意図的に埋め戻し、のちに陥没したものらしい。

13層はいわゆる遺体層だが、遺体の痕跡は全く留めていない。脂肪の分析結果でも、残存する脂肪は

大半が植物腐植土に由来するという （Ⅶ－4参照)。擴底面は平坦で、東端部がやや突き出す。直接
的な証拠は乏しいが、形態や埋め戻しの状況などから墓曠と判断した。
遺物：出土していない。

時期：細長く、深く掘り込まれた形状や、周堤墓内の墓曠にも通じる埋め戻しの様相などから、縄文

時代後期後葉と推定される。 （高橋和樹）

LP-14 (図Ⅱ-57、図版41, 42)

位置K 112他規模185×94/176×62/58長軸N7｡W

概要：上位の汚れた黒色土の存在によって検出された。深さは確認面から58cmと、他に比して浅めで

ある。曠底面はガンガンと堅く、調査終了後に確認のためさらに掘り下げたが、以下は自然層であっ

た。 2～4層が、上部に埋め戻されたEn-aロームを主体とする土層で、のちに大きく陥没したもの

と思われる。 8 ． 9層が曠底面をおおう、やや汚れたⅥ層を主体とする士層で、 とくに有機質に富む

といった部分はみられなかったが、脂肪の分析結果では、残存する脂肪は、 「ヒトの骨のみを埋葬し

たことに関わる遺跡の試料やヒトの骨油と類似している」といわれる （Ⅶ－4参照)。細長い形状を

呈し、土層が埋め戻されていることなどから、墓曠と考えたい。

遺物出土状況： 1層と8層から1点ずつ、後期後葉の土器片が出土したが、埋め土中の混入品である。

時期：掘込みがやや浅い点を除けば、形態や埋め戻しの様相は、他とさほど大きな隔たりはないと思

われ、やはり縄文時代後期後葉と推測される。 （高橋和樹）
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Ⅱ V層の調査
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3 土墳墓
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Ⅱ V層の調査
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2 にぶい褐色(7, 5YR 6/3)汚れた軽石褐色・黒褐色土混締り強め
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崩れやすい

6 1二ぶい楕色(7, 5YR 6/4)土褐色がち軽石混締り弱

7 灰褐色（7. 5YR 4／2)土暗灰褐色がち軽石少混締り弱

8 楕色(7. 5YR 7/6) 4屑とほぼ同褐色土の混合やや多締り弱

9 にぶい褐色(7. 5YR 5/3）土軽石少混締り弱

10褐色(7. 5YR 4／3〕土暗褐色がち軽石少混締り弱

1 1灰褐色（7. 5YR 4／2） 9層とほぼ同より色調が暗い締り弱

1 2黒褐色(7. 5YR 3／1 ) 黒褐色から灰褐色へ不整な変移あり

細粒軽石少混締り弱

フローﾃ ｼｮﾝ試料採取

1 3褐色(7‘ 5YR 4/3) 灰褐色がち細粒軽石少混締り弱

1 4暗褐色(7. 5YR 3/3) 灰褐色がち粘性強め軽石少混
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3 土塘墓

LP-15 (図Ⅱ-58、図版42)

位置M-113規模188×78/168×40/96長軸N39｡W

概要：曠口の北西部は農家の施設がつくられて削平されている。 LP-13と同様に、 2層の上位を主
体とするゴマ塩状の再堆積土の分布によって確認された。 12～14層は曠底直上の有機質に富む土層で、
とくに14層はやや粘性が強く、いわゆる遺体層と認識される。脂肪の分析結果でも、残存する脂肪は
｢ヒト遺体を直接埋葬したことに関わる遺跡の試料やヒトの体脂肪と類似していた」 という （Ⅶ－4
参照)。形態や埋め戻しの状況、脂肪の分析結果などから墓塘と判断される。
遺物：出土していない。

時期：形態や埋め戻しの様相などから、縄文時代後期後葉と思われる。 （高橋和樹）

LP-17 (図Ⅱ-58、図版43)

位置S 129規模209×87/137×60/123長軸N74｡W

概要：墓曠の上位に流れ込んだ黒色土の存在によって検出された。擴口部ではやや長大な楕円形プラ
ンを呈するが、曠底部の長軸長は短めで、長軸の北西側の壁が中段でくびれる。 2 ． 3 ． 4層は、の
ちにやや陥没するが、En-a軽石を主体とする土層で、擴口部を意図的に堅く埋め戻した様子が窺わ
れる。 17層が有機質に富むいわゆる遺体層。この間に、遺体層と相俟って、 15 ･ 16層としたベンガラ

層が、遺体の形状を留めるかのように挟まれる。 15 ･ 16層は、色調の僅かな差などからやや窓意的に

上下に分層したが、ベンガラは本来ほとんど同時に撒布されたものと思われ、 15 ． 16層の境は不明瞭
である。ベンガラは遺体層にも染み込んでいる。

遺物：出土していない。

時期：墓曠の形態や埋め戻し、ベンガラ撒布の様相などから、縄文時代後期後葉と推定される。

（高橋和樹）

LP-18 (図Ⅱ-59、図版43)

位置Q-136他規模202×76/171×48/111長軸N87｡W

概要：Ⅵ層中で、 V層土と軽石粒が混ざり込んだ覆土が確認された。曠底の北側に、炭化物の粒が径

8c,nほどの範囲で確認された。遺体層と思われる黒色土は曠底全体に薄く広がる。曠底面のプランは

細長く、伸展葬と考えられる。黒色土層の一部を脂肪酸分析に出した結果、 ヒトを直接埋葬した可能
性が指摘された（Ⅶ－4参照)。

遺物：出土していない。

時期：時期を特定できる遺物が伴っていないが、規模やプランから、周堤墓と同時期の縄文時代後期
の可能性が高い。 （新家水奈）

LP-19 (図Ⅱ-59、図版44)

位置F,G-129他規模208×84/195×47/167長軸N83｡W

概要:D地区北壁のメインセクション中に掘上げ士のパミスが認められた。遺構のほとんどが調査範

囲外に広がることを予想し、調査区を遺構周辺のみ若干広げた。平面プランはⅥ層上面で確認。比較

的深めの墓擴である。遺体層と思われる黒色土が曠底全体に広がるが、細砂が混じり、粘度は低い。

また曠底西端からは糊状に溶けた骨片、若干のベンガラが検出された。検出位置から頭骨や歯と推測
された骨片は、鑑定を依頼したが、骨粉と 化していたため、部位も形態も不明、従って年齢。性別等
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Ⅱ V層の調査

ヤミ

の、

炭化物

’----一
A B 15．80，

~

三

C

__一一一
一

蕊劉遺体層
1 1

LP 18

1 黒褐色（10YR 2／2）土小粒軽石混締り強

2 黒褐色（10YR 2／3〕土大粒軽石混 3 ． 4層

より締り強

3 黒褐色（ 10YR 2／2）砂質土脆い軽石も非常

に細かい

4 暗褐色（ 10YR 3／3）土締り強大粒軽石混

5 褐色（ 10YR 4／5）砂状の軽石種々な色で構成

される 非常に脆い

6 褐色～暗褐色（ 1 0YR 3． 5／4）土 粗く脆い

黒土が筋状に混一＋7層？

7 黒褐色（ 1 0YR 2／2）土細かくしっとりとした

黒い筋 v？

8 褐色（ 1 0YR 4／6）砂と軽石脆い カサカサⅧ

9 暗褐色（ 1 0YR 3／3）±粒子細湿り気あり

締り弱モソモソ

10暗褐色（ 1 0YR 3／4）土非常に脆いⅧ＞V

1 1 黒色( 1 0YR 2／1)土遺体層粒子細締り強

しっとり

4、
、

1

卜R－ －，37
Ｃ
ｌ D 15．80m

~~ ~

~一

~~~~
~~

炭化物

ノー
一＝

B 15．80mA

』
~

~

Ⅵ

~
歯

Ⅷ

9一一

Ⅷ

骨

C

一一一一

遺体層

ベンガラ■■ ／ 8
骨

LP－19

1 黒色（N 2／O）土V層にⅥ層の軽石が入ったもの

2 褐色（ 1 0VR 4／6）土締りなし Vl＋Ⅶ

3 暗褐色（10YR 3/4）土 2暦より黒い締りなし V~Ⅶ

4 黒褐色~暗褐色（ 1 0YR 1. 5／3)土 3層より黒い締りなし

5 黒色（10YR 2／1 ）土粒子細 8層より遺体層らしい しっとり

6 褐色（ 1 0YR 4/4)土黄色い薄い層脆く ､締りなし

7 黒褐色一s暗褐色( 1 0YR 2, 5／3〕土 3層より黒い締りなし

8 黒褐色（ 10YR 2/2)土Ⅷ層細砂と黒土の混締り､粘りなし

湿り気あり 他のGP, LPの遺体膳とは質が異なる

雲I
D 15．80mＣ

一

~

~~~~

●1

1
J

I

鐘懇
2：‐

0 ~_ 3cm
I J : 2, 1

1
零一 . “…一茶…" "＝

O
I

2
Ⅱ

0 1 : 3 5cm
Ⅱ ， Ⅱ ロ J 1

、| :40

図Ⅱ－59 LP 18， 19

133



3 土墳墓

も不明であった（Ⅶ－5参照)。

遺物出土状況：覆土中位からⅣ群の土器片が1点、擴底部の遺体層から石鍍が1点出土している。
遺物： （図Ⅱ-59、図版71）

1はⅣ群c類の深鉢胴部片で、羽状縄文が施される。

2は黒曜石製の有茎の石鍍。茎部、片側縁を欠失している。また先端は丸みを帯び、実用に使われ
たかは不明。

時期：墓曠の形態から縄文時代後期後葉の遺構と考えられる。 （新家水奈）

LP-20 (図Ⅱ-60、図版44, 45)

位置K 129規模 (183×59)/157×43/(91) 長軸N89｡W

概要：Ⅵ層上面でパミスが大量に混ざった黒色土の落ち込みを確認した。掘込み面は不明であるが、
覆土中に暗褐色土が多く混ざることから、V層上位と推測される。

周堤墓内の墓擴に近似しているが、周堤墓内の墓曠や他の土曠墓と比較すると浅めである。覆土は

埋め戻しによるもので、主にⅥ～Ⅷ層起源のロームとパミスで充填されている。

擴底には遺体が変化したと考えられる黒褐色の有機質土が認められた。また、擴底面の西端で灰褐

色の骨の痕跡が2か所確認された。おそらく、頭骨の一部ではないかと推測され、埋葬状況は頭位を
西へ向けた伸展葬だったと考えられる。

遺物：出土していない。

時期：墓墳の形状などから、周堤墓とほぼ同じ、縄文時代後期後葉の堂林式に相当するものと考えら

れる。 （芝田直人）

LP-21 (旧称DP-1 ) (図Ⅱ-60、図版45)

位置J-110規模130×119/68×72/133長軸N09｡W

概要：南側直線状盛土の裾部分に位置している。窪んでいたⅣ層により確認。南側直線状盛土の崩落

土が覆土上面を覆っており、半裁すると黒色土が大きく落ち込んでいた。覆土中には薄いベンガラが

確認できた。深さは周堤墓内の墓曠と同じ<1mを超える。床面には黒色腐植土と、薄く糊状になっ

た人骨があったがどの部位にあたるか判別できなかった。また、人骨を取り除くと杭を差し込んだと

思われる極暗赤褐色土の小さなまとまりがあった。ベンガラの位置および床面の狭小さに比して深い

こと、杭の位置等から屈葬ではなく鱒葬の可能性がある。また、黒色土が大きく落ち込んでいること

から、途中までしか埋めていない可能性もある。

遺物出土状況：副葬品は出土していない。覆土中からⅣ群c類土器片13点の他石鑛2点が出土した。
遺物： （図Ⅱ-60、図版71）

1～5はすべてⅣ群c類｡ 1は小型の鉢の口縁部で、羽状縄文が施される。 2～4は深鉢の胴部片
の胴部片。 5は底部片。

6， 7は黒曜石製の有茎の石繊である。両者とも茎部の先端を欠失している。また7は先端部を若

干欠失している。 6の腹面には一次剥離面が残る。

時期：検出状況から南側直線状盛土よりは古いものである。覆土の遺物はいずれもこの土曠を途中ま

で埋め戻した後の流れ込みである1層中の出土である。これらのことや、平面プランから縄文時代後

期後葉か、それをあまり遡らない中葉の遺構と考えられる。 （藤原秀樹）
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Ⅱ V層の調査
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3 土擴墓

LP-22 (旧称DP-2) (図Ⅱ-61、図版46)

位置L-108規模140×114/74×43/114長軸N130｡W

概要：周堤の盛土下の黒色土(Vb層）を約10cm程掘り下げた際にパミスの混じった黒色土のま と

まりを確認した。構築時の深さは周堤墓内の墓曠と同じ<1mを超える。しかし、黒色腐植土の下の

埋土8層は掘込みが達しているⅧ層のパミスよりも粒径の大きい非常に固いパミスであり、貼り床
考えられる。人骨は確認できなかったが堆積状況等から土墳墓であろう。

遺物出土状況：副葬品は出土していない。覆土の上部からI群b－4類土器片1点が出土した。
遣物： （図Ⅱ-61、図版71）

1はI群b－4類の胴部片。器面には絡条体が施される。

時期：検出状況から周堤墓よりは古いものである。平面プラン等から縄文時代後期中葉もしくは、

ル
ー

l王1
にU

堤墓より古い後葉の遺構と考えられる。 （藤原秀樹）
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3 土曠墓

表Ⅱ－1 2 土壌墓出土掲載土器一覧

遺構名一遺物N〕 図NC 図版NC 分類 層位 点数 文 様 ・ そ の 他

深鉢の胴部片。羽状縄文が施され、内面は縦に磨かれる。

小型の鉢の口縁部片で、羽状縄文が施される。推定口径9, 5cm・

深鉢の頚部片で、斜行縄文、沈線文、磨消しが施される。

斜行縄文が施される胴部片。

深鉢頚部の磨消し部の破片。

二次焼成を受けた底部片。地文は不明。

器面に撚糸文が施される。

LP－l 9－l 図Ⅱ－59 図版71 I'P | 9Wt3X1Ⅳc

LP－21 1 図Ⅱ－60 図版7 ］ LP2 1mtx4$MxIIVC

図Ⅱ－60 図版7 1LP－2 1－2 LP2 !MtxIIVC

LP－2 1－3 図Ⅱ－60 図版71 LP2IWtx lⅣc

LP－21－4 図Ⅱ－60 図版7 1 LP21WfX1Ⅳc

図Ⅱ－60LP 2 1－5 図版7 1 IVC LP21Mtxl

LP－22 l 図Ⅱ 6 1 図版7 1 LP22砒螂xlI b－4

表Ⅱ－1 3 土墳墓出土掲載石器一覧

遺構名-遺物NoJ図NQ 図版No.
LP 19-2 図Ⅱ 59 1図版71
LP-21-6 図Ⅱ-60 図版7 1
LP-21-7 図Ⅱ-60 図版71
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Ⅱ V層の調査

4 土擴･Tピット

本節で扱う遺構は墓の可能性もあるが明確な根拠を見い出せなかったもの、使用目的の不明なもの

である。 LP-1 ･ 4～6 ． 16･23～26、 TP-1の土壌9基、Tピット1基の合計10基が該当する。

LP-1 (図Ⅱ-62、図版46)

位置H, I-111他規模112×94/72×58/102長軸N86｡W曠底部長軸はN131｡W

概要：南側直線状盛土の西側裾部分に位置する。V層で、西側に軽石混じりの掘上げ土が認められた。

平面プランはⅥ層で確認した。覆土1層にLF-10を含む。流れ込んだものか。遺体層らしい黒色土

はない。

遺物出土状況：覆土上半分より土器片が6点、石器が1点出土しているが、流れ込みの可能性が高い。

遺物： （図Ⅱ-62、図版71）

1はⅣ群c類の鉢の胴部片。斜行縄文と沈線文が施される。

時期：確認層位より、縄文時代後期、堂林式期よ"も古い時期の遺構と考えられる。 （新家水奈）

LP-4 (図Ⅱ-62、図版46, 47)

位置N-111他規模112×92/64×54/(36) 長軸N170｡W

概要: X-10の竪穴内のVa層を取り除くとV層が落ち込んでいた。竪穴床面まで掘り下げると、暗

褐色土がまとまっていた。覆土は自然堆積と思われ、周堤墓の墓曠とは異なる。

遺物：出土していない。

時期: X-10より新しい、縄文時代後期後半～晩期。 （佐藤剛）

LP-5 (図Ⅱ-62、図版47)

位置L-125規模82×76/43×36/22長軸N106｡W

概要：Ⅵ層上面で確認。掘込みは浅いが覆土3層（最下層）が自然堆積とは違う土なので人為的なも

のと判断した。V層土が入り込んでいることから掘込み面もⅥ層に近いと考えられる。

遺物出土状況：本遺構から直接遺物は出土していない。周辺にⅣ群c類の土器片が多数出土したが、

流れ込んできた可能性が高い。

時期：確認層位、覆土より縄文時代早期のものと考えられる。 （中山昭大）

LP-6 (図Ⅱ-63、図版47)

位置T-97規模 (76×74)/63×60/(26) 長軸N85｡W

概要：Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。上部で耕作による攪乱を受けており、掘込み面は不

明である。浅い鍋形を呈する。底面は平坦で、堅くしまっている。覆土は黒褐色土が大部分であり、

埋め戻しのものかは判然としない。

粘性の強い有機質土が底面に見られたことから、墓の可能性も否定できない。

遺物：出土していない。

時期：周囲の包含層出土の遺物などから、縄文時代早期末葉と考えられる。 （芝田直人）
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n V層の調査

LP-16 (図Ⅱ-63、図版47)

位置R-111規模 (61×56)/37×30/(18) 長軸N70｡W

概要: X-10と仮称X－αの間のⅥ層で確認した。円形に暗褐色土がまとまっていた。覆土は埋め戻

しと考えられるが、V・Ⅵ層が混じっており、周堤墓の墓曠とは異なる。底面は丸みがある。

遣物出土状況：覆土1層からⅣ群c類土器片1点、覆土2層からⅣ群c類土器片3点出土した。

遺物： （図Ⅱ-63、図版71）

1 ， 2ともⅣ群c類。 1は鉢形土器の口縁部片で、沈線文が施される。 2は深鉢の頚部片で、沈線

文と摩消しが施される。

時期：覆土の堆積状況から縄文時代後期～晩期のものと考えられる。 （佐藤剛）

LP-23 (図Ⅱ-63、図版47)

位置N-107規模 (116×106)/(88×74)/(58) 長軸不明

概要：Ⅵ層上面で確認した。D地区西壁のセクションで精査したところ、Vb層上面が掘込み面であっ

た。サイロ跡により大半が壊されており、残りは調査区外で詳細は不明である。平面形はほぼ円形で

底面は平らと想定される。やや深く、 しっかりとした掘込みを持つ。

遺物：出土していない。

時期：検出状況から縄文時代後期のX-10以前のものである。 （佐藤剛）

LP-24 (図Ⅱ-64、図版48)

位置J-109規模 (132×122)/(94×88)/(20) 長軸N152｡W

概要: LP-22調査時にⅥ層上面で確認した。底面は浅い皿状である。覆土は黒色土ではなく、やや

しまりがあるため、埋め戻しの可能性もある。

遺物：出土していない。

時期: LP-22以前で、縄文時代後期後葉より古い可能性がある。 （佐藤剛）

LP-25 (旧称P-1001) (図Ⅱ-64、図版48)

位置N-108他規模 (86×68)/54×30/20長軸N54｡W

概要: X-10周堤墓内のVa層の除去時にパミスと黒色士(Va層）の混じった土のまとまりを確認

した。確認面はGPと同じ竪穴床面である。覆土はほぼ均一。木根の攪乱が入り、底面がやや不整な

ため遺構でない可能性もある。

遣物：出土していない。

時期：縄文時代後期後葉あるいはそれ以降の時期と考えられる。 （佐藤剛）

LP-26 (旧称P-1002) (図Ⅱ-64、図版48)

位置M-110規模120×77/60×42/26長軸N24｡W

概要:GP-1001の掘上げ土の下から、パミスと黒色土(Vag)の混じった土のまとまりを確認し

た。確認面はGPと同じ竪穴床面である。覆土1層はGP-1001の掘上げ土が乗ったもの。 2 ･ 3E

は埋め戻しか。木根の攪乱が入り、底面がやや不整なため遺構でない可能性も考えられる。

遺物：出土していない。

時期：縄文時代後期後葉、堂林式期で、GP-1001より以前のものである。 （佐藤剛）
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Ⅱ V層の調査
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4 土壌･Tピット

TP-1 (旧称ETP-1 ) (図Ⅱ-65、図版49)

位置J-98規模218×82/191×48/116長軸N67｡W

概要:V層を約10cm程掘り下げた際に黒色土とパミスが混じった土がまとまっていた。墓曠に類似す

るが、床面の幅が狭くさほど平らではないこと、 また周堤墓の墓曠では床面に粒径の大きなパミスが

見られ固くなっているが、そのような状況が確認できなかったこと、及び覆土が自然堆積と考えられ

たことによりTピットと判断した。

遺物：出土していない。

時期：不明。 （藤原秀樹）
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1 4褐色（7. 5YR 4／4） ｼﾙﾄ質粘土締り弱Ⅶ

1 5暗褐色(7 . 5YR 3/3) ｼﾙﾄ質土軽石混締り弱 V＞Ⅷ

1 6黒褐色（7． 5YR 2/2) シルト質土締り弱 V

D 13.10m
ノー

~V＋I
Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

（
Ｕ
Ｌ

2
1

1 :40 、

図Ⅱ－65 TP-1

表Ⅱ－15 土塘出土掲載土器一覧

’
1

遺構名一遺物N。 図NC 図版N〕 分類 層位・ 点数 文 様 ・ そ の

斜行縄文、沈線文、磨消しが施される胴部片。

鉢口縁部片。斜行縄文、沈線文が施される。

他

LP－1 －l 図11 62 図版7 1 LPIMLxIIVC

図Ⅱ－63LP l6－l 図版7］ LP16WtlxlIVC

LP－1 6－2 図Ⅱ－63 図版71 LPI6Wt4xlIVC 深鉢の頚部片。斜行縄文、沈線文、磨消しが施される。
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4 土曠･Tピット 5 住居

表Ⅱ－1 7 士曠出土遺物一覧

合計その他土器 剥片石器 礫石器LP l

フレイク ・

チップ（黒
曜石）

原石
黒曜石以
外）

漆塗
製品

つまみ付
きナイフ

石棺また
はナイフ

フレイク （黒
曜石以外）

原石（黒
曜石）

た
石

た
き

Kクト

イパー

Rフレ Uフレ
イケ
~ロ／

ベン

ヂブ弓

すり

石
鉄木の皮炭化物礫 石製品石鰄 石斧 砥石

Ⅲ
ハlb

覆I 1

計 0 (） (）0 （） iO1 0 (） 0 (） (） 0 1 』 ０ 〔） 0 0(｝

上器 剥片石器 討
一
’
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３
’
４

６１

層

層

－

１

２

言

Ｐ

ｔ

士

Ｌ

覆
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礫石器 の池

’
ﾔ

↓ ’I

4 (）0 (） (） 0 0 0 <）
h

0 0 0 0 (）〔） (｝ 0［ ） 0 0 I

5 住居

LH-1 (図Ⅱ-66、図版49)

概要: X-10の南側のD地区壁面で確認した。調査区側の包含層内では立上がり等を確認する事がで

きなかった。壁面で確認する限り、掘込みはV層上位～中位で、壁はなだらかに立上がり、床面は平

坦である。

遺物：出土していない。

時期：掘込み面から縄文時代前期～後期、おそらく後期中葉のものと思われる。

JT_,07 い ＋
T－108

I~

蝉
~~I~

~~I ' _1－－且－－－~~、 一一一一一一 、A一－1__一_－－－－－－－－－-一-一一
一I 調査区外

(佐藤剛）

Ａ
一 B13．60m

．』′ － －一4－一一一一一土二・一-一一一-
－－－－土一一一 - ----W一一

I

｜

Ｏ
Ｌ

LH－1

1 暗褐色（ 1 0YR 3／3） V+VI層ﾌﾞﾛｯｸ

2 暗褐色（ 1 0YR 3/4） Ⅵ＞V層

3 黒褐色（ I 0YR 2/3） V＞VI府

4 にぶい黄褐色（ 10YR 4／3） V＋Ⅵ＋Ⅶ層

2m
I

1 :40

図Ⅱ－66 LH-1

表Ⅱ－18 住居計測値一覧

遺構名 調査区 長軸 掘込み面 備 考深さ

イ ツ ワ 7 1
、 凹 凹 o ﾉ V層上一中位 半分は調査区外LH- 1 T-1 0 7 2 1

’ 内は現存値単位c、 （
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Ⅱ V層の調査

6 焼±

1 V層の焼土

(1) C･D．E･E1地区 （図Ⅱ-67～75)

C地区で1か所、 D地区で62か所、 E地区で11か所、 E1地区で4か所の計78か所が検出された。

分布は調査区の北西側に集中しており、周堤墓や直線状盛土などの主要な遺構の分布と一致する。東

～南側は旧南長沼用水や耕作によって大部分のv層が攪乱されており、検出された焼土は少ない。地

形的には東から西への緩斜面上、標高13~0～15.0mに位置するものが多い（図Ⅱ-73)。検出層位は

V層上位、V層下位、Vb層、遺構の覆土中などに分けられる。このうち、 D地区では南側直線状盛

土下のVb層から検出された焼土が半数以上を占める。V層上位および下位の焼土は、周堤墓や直線

状盛土以外の部分で検出されたものであるが、 J地区と比較して数は非常に少ない。

V層上位の焼土は、 C地区でlか所、 E地区で6か所、 E1地区で4か所確認された。これらは不

明瞭で規模が小さく、二次堆積と考えられるものが多い。特に、 E1地区の焼土、 LF-47･61～63

(図Ⅱ 73， 75）は散乱した状態で確認され、根穴などに入り込んだ形跡も窺えた。V層下位の焼土

は、 D地区で3か所、 E地区で5か所検出された。E地区の焼土のうち、南側に位置するLF-97･

99． 100 （図Ⅱ 73， 75）は近接する北側直線状盛土に由来するものと推測される。

南側直線状盛土直下のVb層からは焼土が41か所検出されている(LF-24．25･27～30．40～46

・49～52．54～56．59･60･73～89･91、図Ⅱ 67～72、図版38)。これらについては「2 直線状

盛土・道跡」でも前述しているが、周囲から持ちこまれ廃棄されたものと、検出地点で形成されたも

のの2種類があるようである。盛土の範囲と重なって直線状の配列が見られるが、個々の焼土は不明

瞭なものが多い。また、直線状盛土の外側には焼土が検出されておらず、V層が1～3cmと非常に薄

いことから、周囲のV･Ⅵ層を削平して土を盛る際に一緒に紛れ込んだと考えられる。一方、数は少

ないが、 Vb層との境が漸移的で、その場で焼かれたと判断されるものも見られた(LF-40･44な

ど)。いずれも時期は直線状盛土構築以前である。なお、 X-10が直線状盛土に接する部分の焼土、

LF-60．79･80．82～84．86は、新旧関係からX-10周堤部の盛土に伴って運ばれた可能性もある。

LF-31～34．37～39 (図Ⅱ－74, 75)はX-10、 LF-12 (図Ⅱ-74)はX-12、 LF-36．48

(図Ⅱ－74， 75）はX-15の周堤部のVb層から検出された焼土である。炭化物を伴い、 しっかりと

焼けているものが多く、周堤墓の構築に伴って持ち込まれたとは考えられない。周堤墓外の焼土の分

布を考盧すると、本来V層下位で形成された焼土が削平されずに残った可能性が高い。

遺構の覆土中から検出された焼土は2か所(LF-10･35、図Ⅱ-74)である。いずれも流れ込み

の可能性が高いと判断されている。

以上、検出層位別に概要を述べてきた。総括すると、縄文時代後期後葉に周堤墓や直線状盛土など

が構築されたことにより士層の移動が行われ、 これに伴って焼土も原位置を動かされたものが多いと

考えられる。よって、Vb層中の焼土は、本来そこで形成されたものと他所から運ばれたものの2種

類がある。焼土が形成されたのは、後期後葉以前の様々な時期であろう。焼土の偏在は、意図的なも

のではなく、周堤墓などの占地に伴う規制を受けた結果と言える。 （芝田直人）

遣物: LF-40 (図Ⅱ 68、図版71)

1は黒曜石製の有茎の石鍼である。基部の両縁が若干内湾している。
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6 焼土
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Ⅱ V層の調査
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Ⅱ V層の調査

(2) J 1 ・ J2地区（図Ⅱ-76～79、図版50)

J 1地区で312か所、 J2地区で81か所の計393か所が検出された。分布は調査区の西側に集中して

おり、 J3～J5地区では見られない。また、旧南長沼用水によって攪乱されているため明確ではな

いが、 X－17の周囲にも焼土は存在しない。地形的には南西へ扇形に迫り出す低位の段丘上に密集し

て分布する。しかし、東からの緩やかな斜面およびこれに続く窪地では、やや散漫に分布する（図Ⅱ-

76)。

検出層位は大きくV層の上位と下位に分けられる。灰層は流失しているものが多く、形成面は不明

であるが、ほぼ検出面の1～2cm上部と考えられる。V層上位の焼土は調査区の南側に、下位の焼土

は北側に多い（図Ⅱ-77～79)。

V層上位の焼土は、 169か所(LF-103～180･215･254．269･270．289･347．390．391 ･407~

478．480･481 ．484･486･488･490～495)検出された。径50cm以上、厚さ10cm以上といった規模の

大きいものが見られる。赤褐色～明赤褐色に強く焼けているものが多く、大半はその場で形成された

と考えられる。一部、標高12.7m以下の低地にある小規模の焼土は、流れ込みと推測されるものもあ

る。いずれも骨片、種子、炭化物などは出土しておらず、性格は不明である。

V層下位の焼土は、 224か所(LF-181～214･216～253.255～268.271～288･290～346.348~

389.392～406．479．482．483．485．487．489）検出された。径5～20cmと小規模なものが多く、

厚さも1～5cm程度で、焼土中にV層土が混じる不明瞭なものが大部分である。これらは、その場で

形成されたのではなく、原位置を動いていると推測される。周囲に風倒木痕が多く見られたことから、

焼土が根穴などに入り込む場合もあったと考えられる。人為的に捨てられたものか、 自然に流れてき

たものかは不明である。

V層上位・下位ともに、明らかに遺物を伴う焼土は見られない。よって、時期は判然としないが、

周囲の包含層出土の遺物などから、V層上位は縄文時代後期後葉、下位は同早期末葉の時期に形成さ

れたと考えられる。

V層上位の焼土はX-17から離れており、調査区外のX－1～6ともやや距離がある。周囲の周堤

墓とほぼ同時期とすると、葬送に伴う儀礼的なものではなく、何らかの生活上の作業に伴う焼土では

なかろうか。調査区の南側にはキウス川へ向かう低湿地が広がっていると推測され、平成9年度調査

のA地区で確認された水場遺構（『キウス4遺跡（3）』道埋文センター1999）のように、生活の営

みが存在していたのかもしれない。

V層下位の焼土の多くは、北側の台地上からの流れ込みと考えられる。早期末葉の遺物は、Ⅳ～Ⅵ

層にわたり層位を上下して出土しており、意図的な廃棄かどうか確証は得られなかったが、やはり流

れ込みの様相を示している。出土地点を見ると、標高12.8m以下の低地で帯状に集中しており、焼土

の分布とほぼ一致する。また、同時期の遺物の集中はD地区の南西部でも見られ、D地区とJ 1地区

の間、すなわち平成5年度に詳細試掘調査が行われたX－1～6のある地域が主体部であると予想さ

れる。あくまで推測の域を出ないが、早期末葉の時期の集落はこの地域に存在した可能性がある。後

期後葉の人々が、これらの周堤墓を構築する際に、労力を節減するために住居跡の凹みを利用したの

ではなかろうか。 （芝田直人）

~イノー”
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Ⅱ V層の調査
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6 焼土

表Ⅱ－1 9 V層の焼土一覧(単位cm)

層1厘確認層位

4 V層下位
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Ⅱ V層の調査
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6 焼土

表Ⅱ－20 V層の焼土出土掲載石器一覧

’
遺構名一遺物No
LF-40 l

｜ 図N｡. |図版N｡. |
~~~~~|図Ⅱ 68 1図版71 1 購弓 類 ｜ 量さX幅X厚さ(cm) |"(9l l石材｜

" | 2. 0 x l2 x O. 3 1 0, 4-1黒雇宕1

分
一
石

表Ⅱ－2 1 V層の焼土出土遺物一覧

土器 剥片石器

Ib m Ⅳ石鯛騨誇
0 0 0 0 0

石槍また
はナイフ

T戸

Lr－
礫石器

:辮黒石斧蕊呼 慨石磯

0 () 0 0 0 0

原石（黒
曜石）

〕他 合計

|稚'粥し'”
スクレ

イバー

Rフレ

イク

Uフレ

イク

フレイク ・

ﾁｯﾌ（黒ﾌﾚｲｸ （黒
曜石） 曜石以外）

hベン漆途
〃ガラ製品

二二二
0 （） 0

|“
原石

(黒曜石以
外）

つまみ付
きナイフ 石製品 腱化物 木の皮

1
焼土5層

今言.ト
ロ ﾛI

」
Ｍ

－
１

Ｌ
小 1 州÷01 0

蛸 f
I

1百 ワワ
ー4 宮,

焼土｜層

△郡．
p pl

トム アー 蝿ロ

ノ． I 征I 好苛

J=J f
|その他

’ ’
01 01 0

~
１垂

マ

ロ

ム
ロ

００
０

０

汀
Ｔ
＋
Ⅲ ０Ｏ０

ｒｗ

ハリ1 司
ol ul o o1 0

|*'1 片石器

’ ’ ’ 1 ｜ ’ ’
01 01 ! | ()l ol

２３

層１

計

Ｆ

土

Ｌ

焼

合

|礫石器

｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
{il ol o1 o1 o1 o

~｜多一

丁
｣重

l ,

m~~7

の他

｜ ’
0 0 01 0 0

｜ ｜ ’
01 0 01 0 （, ’ 01

| :1: 器 ｜剥片石群

l l l 1
01 01 01 1 01

面正LF 40

焼土l層

冬言＋
口 回I

礫石器

’ ｜ ’ ｜
o1 ol ol ()| 01 (' 0 01 0l 0l ni 0

礫石器 進
~
１ が

他

0 01 01 1 1

|土器 ｜剥片石器
｜ ｜ ， ｜ ’ ’
’ 0 0 ’ ’ 01 （)’

１４

層

－

１

計

Ｆ

土

Ｌ

焼

合

|礫石器

’ ’ ’ ’ ’
01 01 （)’ 01 （)’ 0

その他

期’
(' ol (' 0 1 1 j－i10 01

土器 剥片石器

5

（） 〔〕 6 （） （） 0 0 （） 0

２４

屑１

層

計

Ｆ

ｔ

ｂ

Ｌ

焼

Ｖ

合

礫石器

’ 21
1 1 1

0 01 01 01 01 21

そ

一

一
~~

~
~

他

： 1Ⅱ

|土器 ｜剥

’ ’ 81
1 01 0 81

LF－43

焼土l層

合計

1.1- 夛凡ロ

ノ･ I 口 行斤

訓二I
|礫石器

｜ ｜ l
ol ol o1 o 馬R閂

1m

Ｏ

１

ｌＯＯＯ 』 1
31

可
｜l
5rm（0

K 砦
剥片６４

層

－

１

計

Ｆ

土

Ｌ

焼

合

石器

’
|礫石器

｜ l l ｜
)| 01 0 0 oI ol

~|合計

洞亨
その他

I I卜川()’ 01 01 01 0 ()’0

Z64



Ⅲ Ⅵ層の調査

ⅢⅥ層の調査

1 焼土（図Ⅲ－1 ， 2）

Ⅵ層の焼土はA地区で1か所、 B地区で1か所、 C地区で2か所、D地区で17か所、 J5地区で3

か所の計24か所が検出された。分布は特に偏りが見られず、疎らである。D地区の北西側ではV層の

発達が弱く、Ⅵ層との境界が不明瞭な部分が多かった。これは周堤墓や直線状盛土が周囲を削平して

土を盛り上げたためと考えられ、Ⅵ層の焼土は盛土下の部分に多く見られる。旧南長沼用水よりも東

側は、耕作による攪乱がⅥ層中にまで及んでおり、確認された焼土の数は少ない。

Jl･ J2地区では、V層中に多数の焼土が確認されたが、Ⅵ層には見られなかった。ただ、V層

下位の焼土の一部には、Ⅵ層まで強く焼けているものもあることから、他地区のⅥ層で検出された焼

土のうち、形成面が不明なものはV層中の焼土であった可能性もある。

規模は小さいが、炭化物を伴い、 しっかり焼けている焼土が多く、大半がその場で形成されたと考

えられる。遺物や骨片を出土したものはなく、性格・時期などは不明であるが、検出層位や周囲の包

含層出土の遺物から、縄文時代早期末葉のものが多いと考えられる。 （芝田直人）

2 炭化物集中（図Ⅲ－1 , 2

Ⅵ層の炭化物集中はB地区で5か所、 C地区で1か所、D地区で1か所の計7か所が検出された。

どれも小規模で人為的なものか疑問が残る。 LC-1は隣接する焼土LF-17と関連する可能性があ

る。いずれも時期は不明である。 （芝田直人）
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Ⅲ Ⅵ層の調査
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l 焼土 2 炭化物集中

表Ⅲ－1 Ⅵ層の焼土・炭化物集中一覧（単位cm)

焼土名 調査区 層厚 確認層位 時 期 備 考

LF 1 VI層上面j-1 1 5 , 1 1 6 9 縄文早期末葉？ 炭化物

LF-4 R-107 炭化物（樹皮？）〃 〃P

LF－貝曹 S， T-108 炭化物〃り 〃

T戸 穴

L晦一b T-108 〃 〃臼

TF－ワ
些坐 ~I VI層P-12 1 りり

と白 炭化物〃

LF-9 N-126 ｿ 〃 1J

LF ll R, S-1 1 6 1 1 土器6点、炭化物

炭化物

〃 〃

LF-13 K-12 1 〃 〃.

N ll9LF-1 4 1 8 〃 〃 〃

炭化物LF－1 6 N-l l4 VI層上面b 〃

LF-17 Q-109 4 LC－1の焼士部か〃 〃

LF-18 K-ll3 Ⅵ層5 1J

LF-19 L l l3 〃 〃

LF-20 4〃 〃 〃

LF-22 1-1 12 l
Ⅱ

〃 〃

LF-23 1-1 20 4 j』 〃

LF-26 1 1 1 2 炭化物〃』 〃

LF-53 －1 1 1 1 〃 〃

Ⅵ層上面LF-67 0-132 炭化物、 V層の焼土？！ 〃

LF-68 M-1 50 , 1 5 1 〃0 〃

LF-69 P-145 1 l46 炭化物
０

■ 〃 〃

LF-70 Q-140 8 〃 〃 〃

LF-7 1 P-1 39 , 1 40 4 〃 〃 〃

LF-90 L-108 〃 〃h

LF-496 Z， a-l40 〃 〃』

LF-497 Y-14 1 I 〃 〃

LF-498 X 140 4 〃 〃

~

LC-1 Q-109 ４ 〃 〃

LC-2 －144 〃 〃

T戸 4，

｣－， L／ □ K-145 〃 『ノ

LC 4 -145 〃 〃

LC-5 L-146 〃 ″

LC 6 R-146 〃 〃
~

Tハ 弓

LLノー／ R 140 〃 〃
~

表Ⅲ－2 Ⅵ層の焼土出土遺物一覧
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() （）
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0 0 0 0 （}

その他

側石製品炭化物鍔購

(） 0 1 0 0

石製品 炭化物

1

合計
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Ⅳ近世以降の遺構

Ⅳ近世以降の遺構

1 掘建柱建物跡（図Ⅳ－1、図版51)

位置r-127～129, s-129・北西から南東へ緩やかに傾斜する、標高12.20～12.50mV層上面付近の

緩斜面上。

規模LSP-1 40×36/30 LSP-2 22×17/12 LSP-3 21×20/24

LSP－4 28×20/35 LSP-5 23×22/16 LSP-6 20×17/30

概要:V層上面付近でTa-aを多量に混入する、ほぼ円形の小ピットを確認。 LSP-2～5を半裁

し、調査を行う。断面、擴底や壁面などから見て、柱穴跡であることが判明。

柱穴跡間は、 LSP-1-LSP-2が約2.30m、 LSP-2-LSP-3が1.80m、 LSP-3

-LSP-4が1.90m、 LSP-4-LSP-5が約3.30m、 LSP-5-LSP-6が2.50mと不

規則であるが、 LSP-2～5の曠底に柱跡と思われる径6～8cm、深さ2～4cmの堅い円形状の窪

みがあることなどから見て（南側が調査区外にあり、全体は不明であるが)、北西一南東に長軸をも

つ掘建柱の建物跡と思われる。

時期：検出面はV層上面付近であるが、Ta-aが深く混入していることなどから見て、Ta-a降下前に

使用されていたものと考えられる。なお、北西約5mほどのところで、攪乱中からではあるが、 「寛

(和泉田毅）永通宝」が出土しており、 この建物跡との関連性も考えられる。

I
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Ⅳ近世以降の遺構

2 炭窯（図Ⅳ－2， 3、図版51, 52）

概要：平成7年度の橋脚・橋台建設に先立つD地区の調査で、周堤墓X-10の北側を切って築造され

た炭窯が1基検出された。これは、 自然に埋没した周堤墓の窪みと周堤部の高みをたくみに利用して

造られたもので、平成7年度の調査区では、炭窯のほぼ西側半分が掛かった。 I章に触れたように、

この年は急邊、 9月に入ってから調査が開始されるという変則的な対応に加えて、予想外の周堤墓の

発見のため、周堤墓や墓曠の調査に追われるという状況で、炭窯については、十分に調査する余裕は

なく、窯底の西側のおおまかな輪郭が捉えられた程度であった。

平成9年度に至って、周堤墓X-10の東の未調査地区とともに、炭窯の残る東側の調査を再開した

が、あくまでも周堤墓の調査が優先であり、炭窯の調査に多くの時間や労力を費やすゆとりは余りな

かった。この炭窯は、最終的には、何度か改良を重ねて、比較的長期にわたって使用されたものと判

断したが、東側でも、それぞれの段階における形態や構造は、必ずしも正確には捉えきれず、あくま

でも推定の域をでない部分が少なくない。廃棄後の炭窯では窯口が壊され、焚口などの石材も運び去

られたようで、後の整地等による攪乱も及んでいた。これに加えて、平成7年度には調査区の拡張に

際して早々に掘り下げられ、平成9年度も重複を予測せずやや不用意な調査を進めるなど、 とくに窯

口付近の形態や構造の把握は、不十分なままに終わった。炭窯の改築は、東西方向の土層断面の観察

結果や、部分的に確認できた窯壁の位置、底面などに残る杭痕の配列などを相互に勘案して、大きく

は4段階の変遷があったと考える。便宜的に新しい順にa～d窯と仮称して、記述を進めたい。

最新のa窯は、東西方向の土層断面に残る東壁や、北壁に据えられた排煙口の位置、そして、不明

瞭ながら辛うじて捉えられた窯口近くの壁のすぼまり具合などから、形態的には、側壁にやや丸みの

ある三角状を呈するものと理解した。焚口そのものや前庭部の構造は失われて不明な部分が多い。底

辺にあたる、ほぼ真っ直ぐな北壁の内径は約2.6m、排煙口と焚口を結ぶ直線距離は3.2m程度と考え

る。窯底は平坦面だが、南北方向では奥下りに北側へ、東西方向では西側へと、やや低く傾斜してい

る。炭化中のガス抜きや、排水効果を考慮した勾配と思われる。側壁は断面図の16層や22層など、粘

土を張って築いた所が多い。炭化室を被覆する、 13層などEn-a主体の焼土は、天井の崩落などに伴

う堆積であろう。

北壁中央の排煙口は、図Ⅳ－2、図版52に示すように、両袖の礫11 ． 13などを枕石とし、その上に

掛石の礫6 ． 7などを土とともに角形に積み、 さらに上部に礫1を配して、全体をしっかりと固定さ

せている。排煙口を構成する礫や土には、内壁側を主体に、 タールや煤が真っ黒に付着していた。礫

の材質はいずれも熔結凝灰岩で、いわゆる軟石である。千歳に近い軟石の産地は島松だが、相当に使

い込んだ、小さく割れた破片も大切に再利用しており、あるいは十分な量の石材の確保が難しかった

のかも知れない。礫11 ･ 13間は18cm程開き、礫6 ･ 7間が示す奥行きは25cm程。半円状にえ<､られた

下底面と礫6との高さは前面で20cm、煙道に連結する内奥の最深部では24cmを測る。この煙道下部の

ふくらみは、上から吹き込む風の勢いをそぐ工夫といわれる。煙道は直径10数cm程の円筒状で、上方

がやや北に傾くが、ほぼ垂直に近く、内壁には厚くタールが鯵み込んでいた。窯底は全体に焼けて赤

変しているが、排煙口付近から煙道にかけての底面では、 とくに火熱による赤変や灰の沈降が著しい。

~
｜

’

32層とした、煙道の底から斜め内側へと深く浸下するタール成分の存在も観察されており、当初はこ

こに竹などの配水管がセットされていた可能性がある。配水管の敷設や床の造成は、最古のd段階の

承されたものと思われる。礫4や12のやや斜め上方の炭混ま後まで継窯における設計が、ほぼそのま

線で示したように、ほぼ南北方向に横たわる径5cm強、長さ26cmのじりの暗褐色土のなかに、図に破

プゲプ
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2 炭窯

炭化した丸木が検出されており、 さらにその約15cm上方にも、同様に径4cm、長さ28cm程の炭化した
丸木が据えられていた。これらは煙道部の作り出しに伴う、壁の補強構造と思われる。

底面などに残された杭痕は、炭化材が残存したり、炭粒と化して形跡を留めるものが多く、焼土や

灰混じり土に置き換えられた例もある。断面図は省略したが、杭先は角錐に何面かに粗く削ぎ落され

ており、大部分がほぼ垂直に打ち込まれている。どれがどの段階の窯に対応するものなのか、必ずし

も断定し難いが、想定されるそれぞれの段階の窯の形態と、杭列のおおよその配列などから所属を判

別した。 a窯に伴う杭痕は、杭l～14と考える。窯壁や窯口などの築造に使われたものや、炭化室内
に立てられたものがある。

b窯は、東西方向の土層断面に残された26層を側壁とする。この東壁からほぼ直角に屈曲して北壁

へと続く若干の張り出しや、杭15や16, 17～19の位置なと辱から、形態を想定復元した。 a窯と異なり、
壁がしっかりと粘土で造られた部分は少なく、確実な手懸かりは乏しいが、炭化室は隅丸の正方形状

を呈し、窯口に向かってややくびれが大きくなる形状と考える。窯口はa窯よりも南に位置するもの

と思われた。杭16は斜めに打ち込まれ、末端が西にそれる。杭21 ． 22はごく細い炭化材の一部が残っ
ていたもので、杭痕は床面には達していない。

c窯は、東西方向の土層断面の29層を窯壁とするもので、窯口に据えられた柱石の痕跡や、杭痕22

～26の配列などから、ほぼ長方形を呈する形態と判断した。炭化室の内径は、東西の長軸方向で4.2

m弱、南北の短軸方向が2.4m弱。北壁の東端部に半円状に浅く挟られた、張出し状の部分がみられ

るが、 とくにここにもう1つ煙道を設けようとした訳でもなさそうで、どの程度意図的なものか不明

である。窯口には、 1m強の間隔を保って、 30×20cm程の矩形の石が抜き取られた、深さ3～4cm程

の痕跡が残されていた。西側のものは調査区の拡張の際に削られ、 2／3が欠失している。これらの痕

跡を残した石は、恐ら<a窯の排煙口に使われたものと同質の軟石だったと推測される。杭痕22～26

は窯壁近くの要所に立てられたもので、黒褐～灰黒色の土と化した層に充填されているが、杭24では

生焼け状態で土化したような茶褐色の部分が残存していた。窯口に近い前庭部には、 2個の丸い穴が

重複しており、 このうち北側の穴は、位置や層位などから、恐らくc窯に付属する施設と思われる。

径90cm、深さ17cm程で、断面がボウル状を呈し、擴底面は堅くしまっている。焚口の密閉や出炭、俵
詰めなどに関連するものであろうか。

最古のd窯は、平成7年度の調査によって、西半分の形状がほぼ捉えられていたもので、平成9年

度には、東西方向の土層断面で東壁の掘り込みを確認したほか、杭27． 28の位置などからも、全体の

形態を想定、補整した。この最初に築造された炭窯は、南北の壁がやや外側に張り出す隅丸の長方形

を呈し、内径で長軸4.7m、短軸2.6m程を測る。短径に比して長径がとくに長いのが特徴的である。

杭27には生焼けの材が腐朽したと思われる暗紫茶褐色の土層がみられ、杭28には僅かに炭化材の破片

が残っていた。窯口にはc窯同様、配石があったと思われるが、その痕跡は確認されていない。或い

はd窯のそれが、殆どそのままにc窯でも使われていたと考えるべきかも知れない。前庭部に重複す

る2個の丸い穴は、切り合いから南の方が古い。位置なども考え合わせて、南側のものは、 d窯の付

属施設とみなしたい。径約80cmの不整円形で、断面はボウル状、深さは20cm程、やはり墳底面は堅く
しまっている。

以上のように炭窯は、 d段階からa段階へと、改良を加えつつ断続的に使用されてきたものと考え

られる。大まかには、横長、幅広だった形から、縦長、幅狭へと変化しており、 これはとくに炭化室

内の火の回りを重視し、未炭化材を減らして収炭率をあげるとともに、炭質の向上や製品の均一性を

求めた結果と思われる。この間、排煙口の位置はほぼ不変で、焚口と結ぶ方向も一定している。この

’
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Ⅳ近世以降の遺構

関係は、周堤墓の窪みを利用したという地形的な選定や、風向きに対する配慮、材料や製品を搬送す

る際の利便などを考えて、維持されたものと推察される。

炭窯の周辺からは、焼けた礫やレンガの破片、太めの針金の断片など、焚口や天井の吊り張りなど

に利用された可能性も考えられる残片が、少量ながら採集されている。

この炭窯の築造年代だが、最初に築かれたd窯や次のc窯は、横長の特徴的な形態のもので、恐ら

く、開拓段階に民間で比較的よく造られた角窯の一種と思われる。角窯は、道央部では明治期後半か

ら大正期にかけて盛んに造られたようだ。角窯は火の回りにむらがあり、卵型の改良窯に取って変わ

られていく。 『増補千歳市史』によれば、千歳村が畑や植林目的で、キウス近傍のオルイカ団地やコ

ムカラ団地といった林地の売払いを受けたのは、大正10年代のことである。この前後あたりから炭焼

きが盛んとなり、 とくに戦時態勢の昭和10年代には、木炭の増産が図られたようだ。築造年代の確定

は難しいが、 これらのことから、ほぼ大正期後半から昭和10年代あたりの幅におさまるものと、理解

しておきたい。 （高橋和樹）

I

’

表IV-1 排煙口に組まれた礫の計測値一覧

備 考重さ 石材厚さ
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幅長さ排煙口

礫番号 kgc、c、
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1 土器

V包含層出土遺物

1 ±器

平成7， 9， 10年度に調査したキウス4遺跡A、 B、 C、D、 E、 J地区からは18027点の土器片

が出土した。その内訳は縄文時代早期に相当するI群が9202点、前期のⅡ群が10点、中期のⅢ群が

242点、後期のⅣ群が8269点、晩期のV群が12点、続縄文時代のⅥ群が252点、擦文時代のⅦ群が26点

である。Ⅳ群において、口唇や頚部に刻みを有する資料がエリモB式（Ⅳb類）に相当という意見も

あるが、特徴的な部位を除くと、堂林式との区別が困難なため、 まとめてⅣ群c類と分類した。

最も多く出土したI群の大半は東釧路Ⅳ式で、 D地区の南東部や、 J地区の中央から南東縁の地形

の低い地域にかけて多量に出土した。貝殻文土器は2個体26点、その他の早期の資料は15点が出土し

た程度である。貝殻文土器の一つは、物見台式の新手に相当する破片で、最北の出土例と考えられる。

Ⅲ群土器は、 2個体がまとまった状態で、 X-17の西側より出土したほかは、散在して出土した。 I

群に次いで多く出土したⅣ群土器は単独で一括出土した個体を除くと、道跡の両側にある祷十遺構か

らその大半が出土し、 さらに、盛土に近接する周堤墓の遺物量も多い。縄文時代晩期の土器は周堤墓

の分布より西側で、ママチ3類の破片が12点出土しただけで、周堤墓から東では、 1点も出土しない。

このことは、縄文時代晩期の人々は、Ta-cの降灰後も周堤墓の存在を強く意識していたことの現れ

かもしれない。続く続縄文時代の遺物では、後北C!式土器が道跡の窪みから一括で出土しており、

人も周堤墓域に入りこむようだが、出土量は少なく、 この他に、後北C2D式土器と考えられる無文

の破片が1点確認されたのみである。Ⅶ群は、調査区の南西側に当該期の遺跡が存在するため、調査

区の南西よりに若干量が出土している。 （土肥研晶）

表V－1 包含層出土掲載土器一覧
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g1 I1－l 53

文 様 ・ そ の 他

内面に横位の貝殻条痕紋、 口唇の縁に貝殻腹縁による刻み、 口縁部に半裁竹管による刺突文。

2～7は同一個体。器面には貝殻腹縁文を施した後、沈線文が施される。内面の一部には貝
殻条痕文が見られる。

組み紐圧痕や短縄文の圧痕が見られる。

LRの地文を施した後、絡縄体圧痕文が施される。

微隆起線文の間に絡縄体圧痕文が施される底部片。

口縁部から底部にかけて、短縄文圧痕、縄線文、 2条並列の撚糸文が施される。 口径約1 1 cm。
口縁部に縄線文、組み紐圧痕が施され、胴部には太さの異なる2種類の撚糸文が施される。
口径約31cm、器高30. 3cm。

図版7212 V－2 I b－4 VI q－l l 7

Ⅲ 0-1 22, '-1 21' 1 22 口縁部に縄線文と組み紐圧痕が施され、胴部は組み紐圧痕の間にRL、 LRの11 3 V－2 図版72 1b－4 V－W

q-119~122 される。器面は縄文を施した後磨かれている。 口径約28cm、器高34. 5cmo

14 V-2 図版73 1 b-4 V~ⅥⅧ-1 19, ,-121 , ! 120 ･ 1 21 1器面には2条並列の撚糸文が交互に施される。 口径約28cm､器高約32cm。

２
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２１
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）
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口縁部に縄線文と組み紐圧痕が施され、胴部は組み紐圧痕の間にRL、 LRの縄図版72V－2 Ib－4 V-W 文が施文

される。器面は縄文を施した後磨かれている。 口径約28cm、器高34. 5cm。
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V包含層出土遺物

文 様 ・ そ の 他

口唇に刻みがあり、器面には組み紐の圧痕の間に撚糸文を交互に施す。
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16, 1 7は同一個体。 口唇に刻みがあり、胴部は組み紐の圧痕と撚糸文が施される。

口唇に刻みがあり、 口縁部上端に縄線が一条施される。内外面に組み紐の圧痕が施される。

器面には側面圧痕、内面上端に縄端圧痕文が施される。

口縁部に縄端圧痕文、内外面に撚糸文が施される。

口唇内側に縄端による刻み、表面には絡縄体圧痕文、撚糸文が施される。

口縁部に縄端圧痕文、そのF位に2条並列の撚糸文が施される。

口唇に縄による刻みが施され、 口縁部には絡縄体圧痕文、縄線文、地文には撚糸文が施される。

口唇と口縁部に絡縄体圧痕が施され、地文は同一原体による撚糸文が施される。

口唇には口縁部と同じ組み紐の原体による圧痕が施される。破片下位に撚糸文が見られる。
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26, 27は同一個体。 口縁部には組み紐の圧痕で、鋸歯状の文様が施される。胴部には撚糸文が

施文される。

28, 29は同一個体。 LI縁部に縦に絡縄体圧痕文が施され、胴部には同じ原体の撚糸文が菱形に

施される。

口縁部と破片下部には縦に絡縄体圧痕文が施され、その間に2条並列する撚糸文が施される

口縁部に3～4条の縄線文が施され、胴部には撚糸文が施される。

32～34は同一個体。 に|唇に縄による刻みがあり、 口縁部に3条の縄線文、胴部にはRL、 LR

の原体による縄文が菱形に施される。

35, 36は同一個体。 口縁部には2条の縄線文が施され、その下位にRLとLRの縄文が鋸歯状

に施される。破片下位には組み紐の圧痕がある。 36には、補修穴が1か所ある。

口唇に縄の刻み。 口縁部から縄線文、撚糸文、棒状工具による刺突文の順に施文される。

口唇は縄で刻まれ、 口縁部に3条の縄線文、その下に撚糸文が施される。

外面には5条の縄線文が施され、内面には撚糸文が施され'る。

口縁部上から2列の刺突列点文、 2条の縄線文、 2列の刺突列点文、撚糸文の順に施文される。

41 , 42は同一個体。後者は胴上部片と考えられる。 口唇は縄により刻まれ、器面は縄線文と縄

端圧痕文による文様が施される。

口唇は縄で刻まれ、 口縁部には組み紐の圧痕が施される。胴部は撚糸文が施される。

口縁部は縄線文、側面圧痕文が施文され、胴部には撚糸文が施される。

45, 46は同一個体。 口縁部に縄線文と縄端圧痕文が施され、胴部には撚糸文が施される。

｢ 1唇は縄で刻まれ、 口縁部には絡縄休圧痕文と異なる撚りの縄線文が施される。

胴部は組み紐の圧痕の間に撚糸文が菱形に施される。
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突起部に粘土の貼付けがある

突起部は内面に粘土を貼付け

口縁部は縄線文と短縄文の圧痕が施される。

その脇に縄の圧痕を施す。 口唇は縄で刻まれる。
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50～55は同一個体。 口唇は絡縄体圧痕で刻まれ

れ、その間に異なる撚りの縄を交互に圧痕した

口縁部と胴部には横走する組み紐圧痕が施さ

弧線状の文様が施される。

内外面とも組み紐圧痕と撚糸文が施される。

'二1唇は縄で刻まれ、器面には羽状縄文が施される。

異なる撚りの撚糸文が、羽状に施されている。

羽状に撚糸文が施される。

羽状に撚糸文が施される。

羽状に撚糸文が施される。

口縁部に異なる原体の撚糸文が施される。

63～65は同一個体。器而には2条並列の撚糸文が羽状に施される

組紐圧痕の間に撚糸文が菱形に施される。

器面には菱形に撚糸文が施される。

68, 69は同一個体。短縄文の圧痕の問に2条並列の撚糸文が鋸歯状に施される｡

0， 71は同一個体。縄端圧痕文列の間に2条並列の撚糸文が施される。

絡縄体圧痕文の間に、撚りの異なる撚糸文を鋸歯状に施す。

器面には、組み紐圧痕文と異なる撚りで2条並列の撚糸文が施される。

器面には、組み紐圧痕文と羽状に縄文が施される。

組み紐圧痕文とRL、 LRの縄文が施される。

縄線文の間に縦に撚糸文が施される。

組み紐庄痕文とRL、 LRの縄文が施される。

78, 79は同一個体。器而には羽状に縄文が施される

平底で

平底で

177

条並列の撚糸文が施される
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調査区 文 様 ･ そ の 他

j-128 平底で、底部の縁に組み紐圧痕文が施され、胴部と底面には撚糸文が施される。

S l I 5 平底で、胴部と底面とも縄線文と組み紐圧痕文が施される。

i , j 1 29 平底で､胴部と底面とも組み紐圧痕文が施される。

i-1 28, q-122 平底で、胴下部と底部には組み紐圧痕文が施され、上部には撚糸文が施される。

m l 23 平底の底面片で、縄端圧痕文による文様が施される。

『 1 20 平底の底面片で、縄線文による文様が施される。

i－l 28 平底で、底部には角が付く。器面と底面に撚糸文が施される。

h-l28 平底で、底部周囲に縄端圧痕文を巡らす。胴部には2条並列の撚糸文が施される。

k-l24 平底で、底面には縄端圧痕文、胴部には縄線文が施される。

i-l 28 尖底で、縄の側面圧痕文が施される。

' 127 尖底と考えられるが、底面に直径約2cmの平坦面あり。その周囲に縄端圧痕文と撚糸文を施す。
9 155 丸底で、底部中央周辺に縄線文、その外側に撚糸文が施される。

M-lO8 尖底と考えられる。器面には撚糸文が施される。

j-127 尖底で器面には、異なる撚りで2条並列の撚糸文が施される。

i-I 28 尖底で器面には、鋸歯状に撚糸文が施される。破片中央には横走する剥離痕が見られる。
n l l 8 尖底と考えられる。器面には撚糸文が菱形に施される。

q-117 尖底で、器面にはLRの縄文が施される。

q-1 22 99～101は同一個体。 Ⅱ群と分類したが、詳細は不明である。いずれも胴下位の破片で、広域

n-1 22 に散らばって出土した。文様には竹管状の工具で下から上への刺突文を施す。
p 122

', 1-1 211-133 1 102, ’03は同一個体｡ 口縁部には竹管による刺突文と、その下位に4条の条痕文、
, 1 30, ｢-133 1馬蹄形圧痕文が施される。地文は結束第1種の羽状縄文である。
i-'33 1地文を施したのち、条痕文による文様が施される。
' 122 1結束第1種の羽状縄文を施した後､粘土紐を貼付け､その表面に撚糸文を施す。
i-1 42, j 142 ' 1 :1 3 106～1 12は同一個体。 口縁部には粘土紐を貼付け、縄で刻む。突起部分には粘土粒を2個

j-142 ' 113 とその下から縦に粘土紐が貼付けられ、それに縄の圧痕を施す。地文には結束第1種の羽

i‐142 ‘ lｲ3 状縄文が施され、内面は丁寧に磨かれる。
i－l il 2

i－M2

i l42 ､ 1 43， j－l 43

i-142, i-1 43

j 113 1 1 3～1 16は同一個体。 口縁部には2条の粘土紐が貼付けられ、突起と共に縄で刻まれる。

i-143 地文には、結束第2種斜行縄文が施され、内面は丁寧に磨かれる。
j-lイ3

j-I43

M l 26 口縁部に突瘤文があり、地文にはRL、 LRの羽状縄文が施される。 口径16. 6cmo

S-l l 5 口縁部に突瘤文があり、地文に無節の縄文が施される． 1ｺ径約l8cmo

h-I 54 , 1 55 口縁部に突瘤文と3条の沈線、底部付近にも沈線文が施される。 口径約25. 5cmo

R-l28 突起は推定6か所、 口縁部に3条の沈線地文にはRLの斜行縄文が施される。 口径約l9cmo

M l l5 ミニチュア土器と考えられる。沈線の文様に一部磨消しが施される。 口径9cm，器高l lcmo

M-l l 6 口唇は角形で、器面に羽状縄文が施される。 口径約l l cmo

K l l5 (IME) 無文の底部。器形から､Ⅳb類の可能性がある。

F-97 口縁部片のみほぼ遺存。 口唇断面は角形で、 3条の沈線が施される。 口径約l4cmo

R-lO7 浅い鉢、突起部分にのみ突瘤文が施される。胴部は羽状縄文に沈線が施される。 口径約l6cmo

R, S-108 浅い鉢で、器面には羽状縄文が施される。 口径約1 7cm。

尖底で器面には、鋸歯状に撚糸文が施される。破片中央には横走する剥離痕が見られる

尖底と考えられる。器面には撚糸文が菱形に施される。

99～101は同一個体。 Ⅱ群と分類したが、詳細は不明である。いずれも胴下位の破片で、広域

に散らばって出土した。文様には竹管状の工具で下から_'二への刺突文を施す。

102, 103は同一個体。 口縁部には竹管による刺突文と、その下位に4条の条痕文

馬蹄形圧痕文が施される。地文は結束第1種の羽状縄文である。

106～1 12は同一個体。 口縁部には粘土紐を貼付け、縄で刻む。突起部分には粘土粒を2個

とその下から縦に粘土紐が貼付けられ、それに縄の圧痕を施す。地文には結束第1種の羽

状縄文が施され、内面は丁寧に磨かれる。

1 1 3～1 16は同一個体。 口縁部には2条の粘土紐が貼付けられ、突起と共に縄で刻まれる。

地文には、結束第2種斜行縄文が施され、内面は丁寧に磨かれる。

６５

６
~ＬⅡ

羽状縄文の地文に磨消しが施される単孔壺。頚部には刻みがあり、 口縁部は欠損する。

胴最大径1 5. 5cm、底径3cm，残存部の器高14. 2cmo

RLの斜行縄文に沈線による曲線的な区画を施し、一部を磨消す。頚部には刻みが施される。

口径約8cm,胴最大径20~ 5cm、底径約6cm。

図版841 21 V－9 IVC 、

図版841 28 V9 Ⅳc V L－l 25・ ’ 26
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P 1 07, Q-107 斜行縄文に沈線と刺突による文様が施される。

K, L-1 12 斜行縄文に沈線による文様を施す。 口縁部は波状。器高1 9cm，胴最大径1 5cm、底径| ~ 7cmo

S-lO8‘ 109 斜行縄文に沈線による文様を施す。器高1 9. 2cm、胴最大径14. 5cm、底径3‘ 8cmo

K-' ' 7, L-1 1 5 ･ 1 16 1朱塗りの痕跡あり。一部アスファルトも付着｡器面は磨かれ､沈線で弧線文が施される。
K-' '6 1斜行縄文に沈線よる区画を施した後に磨消しが施される。注口部にアスファルト付着。
『-1 34 1斜行縄文に沈線と磨消しが施される。
Q-108､ 1 09, R-| 09 1斜行縄文に沈線と磨消しが施される。
D-120, L 1 1 3 羽状縄文で口縁部に3列の刻みが施される。

i , i-1 28 口縁部に2列の刻みと突瘤文が施される。

K－99 口縁部に2列の刻みが施される。

K-l l 3 口縁部に2列の刻みが施される。

1-116 口縁部に2列の刻みが施される。

i-123 口縁部に1列の刻みと突瘤文が施される。

K-l l 5 口縁部に1列の刻みが施される。器面は磨かれる。

N 96 口縁部に1列の刻みが施される。

M-99 口縁部に2列の刻みが施される。

i l35 口縁部に2列の刻みが施される。

K-98 口縁部に2列の刻みが施される。

N-l 21 口縁部には2列の刻みが施され、地文は羽状縄文で磨消しが施される。
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口縁部に2列の刻みが施される。地文は羽状縄文である。

149～151は同一個体。波状口縁で2列の刻みが施される。内外面ともよく磨かれる。

図No． 図版No.

V l l 図版85

V 1 1 図版85

V 1 1 図版85

V－1 1 図版86

V-1 1 図版86

V－1 1 図版86

V-1 1 図版86

V 1 1 図版86

V-1 1 図版86

V‐1 1 図版86

V 1 1 図版86
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1 56
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~

2列の刻みが施される頚部片。

2列の刻みが施される頸部片。

2列の刻みが施される頸部片。地文には羽状縄文が施される。

155, 156は同一個体。 口縁は緩やかな波状で、内外面とも磨かれる。頸部は内面で大きく括
れ、外面の凸帯には棒状工具で刻みが施される。

1 58～1 60は同一個体。斜行縄文に磨消しが施される
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二
突瘤文と斜行縄文が施される。

突瘤文と斜行縄文が施される。

突瘤文と羽状縄文が施される。

突瘤文と羽状縄文が施される。

突瘤文と斜行縄文が施される。比較的浅い器形と考えられる。

突瘤文と羽状縄文が施される。

突起を有する。突瘤文と斜行縄文が施される。

突瘤文が施される。破片は無文である。

突瘤文と斜行縄文が施される。

突瘤文と羽状縄文が施される。

突瘤文と斜行縄文が施される。

突起を有する。突瘤文と斜行縄文、磨消しが施される。

突瘤文と羽状縄文が施される。

突瘤文と斜行縄文が施される。

突瘤文と斜行縄文が施される。

突瘤文が施される。破片は無文である。

突瘤文と羽状縄文が施される。

突瘤文と斜行縄文が施される。

突瘤文と斜行縄文が施される。

突起を有する。突瘤文と羽状縄文が施される。

斜行縄文が施される。

突起を有する。斜行縄文が施される。

羽状縄文が施される。

羽状縄文が施される。

斜行縄文が施される。

斜行縄文が施される。

~

斜行縄文が施される。

斜行縄文が施される。

斜行縄文が施される。

斜行縄文が施される。 ~
羽状縄文が施される。

無文。

口唇は角形で、斜行縄文が施される。

193, 194はI司一個体。 口唇は角形で、斜行縄文が施される。

斜行縄文が施される。 ~
突瘤文、沈線文、羽状縄文が施される。

突瘤文、沈線文、羽状縄文が施される。

突起を有する。突瘤文、沈線文、羽状縄文が施される。

突瘤文、沈線文、斜行縄文が施される。 口縁部には刻みが施される。

突起を有する。突瘤文、沈線文、羽状縄文が施される。

' '0 1突起を有すると考えられる。突瘤文､沈線文､斜行縄文が施される。
突瘤文、沈線文、斜行縄文が施される。

突瘤文、沈線文、斜行縄文が施される。

突瘤文、沈線文、斜行縄文が施される。

突瘤文、沈線文、斜行縄文が施される。

突起を有する。突瘤文、沈線文、斜行縄文が施される。

突起を有する。突瘤文、沈線文、羽状縄文が施される。

突起を有する。突瘤文、沈線文、羽状縄文、磨消しが施される。
艇
一
》
｜
啼

斜行縄文が施される。

斜行縄文、磨消しが施される。

羽状縄文が施される。

》
｜
》
｜
》

突瘤文、沈線文、斜行縄文が施される。

内面のほとんどが剥離している。突瘤文、沈線文、羽状縄文が施される。

突瘤文、沈線文、羽状縄文、磨消しが施される。
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V－l3 図版89

V 1 3 図版89

V－1 3 図版89

V 1 3 図版89

V－1 3 図版89

V－1 3 図版89

V 14 図版89

V－14 図版89

V-M図版90

V－14 図版90

V-14 図版90

V－1 4 図版90

v－l4 図版90

V-1 5 図版91

V-15 図版9i

V-15 図版91

V-1 5 図版91

V-1 5 図版91

V－1 5 図版91

V 1 5 図版91

V 1＄ 図版91

V－1 5 図版9 1

V-1 5 図版91

V 15 図版91

V‐1 5 図版91

V-1 5 図版91

V－1 5 図版91

V－1 5 図版91

V－1 5 図版9 1

V 15 図版91

V-15 図版91

V‐15 図版9 1

V-13 図版91

V－1 5 図版91

V 1 5 図版9 1

V-19 図版91

V-15 図版91

V-1 5 図版91

V－1 5 図版91

V-15 図版91

V 1 5 図版91

V 1 5 図版91

V 1 8 図版91

V-15 図版91

V 16 図版92

V－16 図版92

V 1 6 図版92

V－16 図版92

V－1 6 図版92

V-16 図版92

V－1 6 図版92

V－1 6 図版92

V 16 図版92

V－16 図版92

V－16 図版92

V-16 図版92

V－16 図版92

V－16 図版92

V-1 6 図版92

V 16 図版92

V－16 図版92

V-16 図版92

V 1 6 図版92

V－1 6 図版99

V 1 6 図版92

V-1 6 図版92

V‐16 図版92

V－1 6 図版92
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調査区 文 様 ・ そ の 他
R－97 突瘤文、沈線文、斜行縄文が施される。

N-98 突瘤文、沈線文、斜行縄文が施される。

P 97 突瘤文、沈線文、斜行縄文が施される。

K-l l4 突瘤文、沈線文、斜行縄文が施される。

R 98 突瘤文、沈線文、羽状縄文が施される。

L l l 5 突瘤文、沈線文、斜行縄文が施される。

S-107, 108 6～7単位の突起を有する。 口縁部から、 5条の沈線、磨消し、 1条の沈線カ
h-1 40 口縁部は欠損する。突瘤文、沈線文、羽状縄文、磨消しが施される。
Q, R! S 98 223～227は同--個体。 口唇には2個1組の突起を有する。 口縁部と頸部には
Q, R-98 の間に右からの刺突加えた文様が施され、 口縁部には突瘤文、頚部には2個
Q, R-98 貼付けられる。文様帯の間は磨消され、胴下位には斜行縄文が施される。
Q-98, R－97 ， 98

Q 981 R 97 ． 98

K-1 1 1 斜行縄文で、 口縁部に3条の沈線が施される。

G I l 4 羽状縄文で、 口縁部に2条の沈線が施される。

G-l l 3 斜行縄文と沈線文が施される。

]-125 突起を有す。斜行縄文と口縁部に3条の沈線が施される。胴部には細い沈線で
j-ll7 突起を有する。斜行縄文、沈線文が施される。

F-lO8 羽状縄文、沈線文、磨消しが施される。

0－98 斜行縄文、沈線文、磨消しが施される。

S-lO9 口縁部に2列の刻み。胴部は斜行縄文、沈線文が施される。
G-l21 斜行縄文、沈線文が施される。

M-96 斜行縄文、沈線文が施される。

S-lO8 口縁部に3条の沈線。胴部には斜行縄文と沈線文、磨消しが施される。

K-l l 2 突起を5単位有すると考えられる。斜行縄文、沈線文、磨消しが施される。
S-lO7 波状の口縁で、斜行縄文、沈線文が施される。

R－l l l 頚部を有する深鉢の口縁部片で、斜行縄文、沈線文が施される。
S-lO9 斜行縄文、沈線文が施される。

S-l O8 斜行縄文、沈線文が施される。

N 98 斜行縄文に沈線文、磨消しが施される。

K-l l 2 突起を有する。斜行縄文、沈線文、磨消しが施される。

K－l I2 斜行縄文、沈線文が施される。

K-l l4 羽状縄文、沈線文が施される。

G-l l 9 斜行縄文、沈線文が施される。

L 1 25, 126 斜行縄文、沈線文が施される。

Q lO7 胴下部片で、斜行縄文、沈線文が施される。

F 97 胴下部片で、斜行縄文、沈線文が施される。

P lO7 胴下部片で、斜行縄文、沈線文が施される。

i-1 38 253, 254は同一個体。無文の地に沈線文と刻みが施される。
j‐l38

i－1 1 6 無文の地に、細い沈線と刻みが施される。

F-l23 256～258は同一個体。斜行縄文に爪形文が施される。
F－l 23

F－l23

M l l 6 無文で、台付土器の台部である可能性もある。

N-97 斜行縄文が施される底部片。

R lO8 斜行縄文が施される底部片。

S-l O8 無文の底部片。

0－97 斜行縄文、沈線文が施される。底部は無文。

(E地区） 斜行縄文、沈線文の施される。底部は無文。

M-l l 5 斜行縄文、沈線文の施された底部片。

S lO7 斜行縄文、沈線文の施された底部片。

M-l l6 斜行縄文が施された底部片。

P-l 20 斜行縄文、沈線文の施された台付底部片。

N-l 35 注口土器の口縁部片。 口唇に斜行縄文が施される。

Q-130 注口土器の口縁部片。頸部に1列の刻みが施される。
K-l27 注口土器の口縁部片。無文。

k-l l 9 注口上器の口縁部片。無文。

k-l l9 注口土器の頚部片。羽状縄文に2列の刻みが施される。

R-l27 注'二I土器の胴部片。羽状縄文が施される。

P-96 注口土器の胴部片。斜行縄文、沈線文、貼付文、磨消しが施される。

0 97 注口土器の胴部片。斜行縄文、沈線文、磨消しが施される。

8-15 1 ママチ3類の鉢形土器片。突起部に粘土を貼付し、 3個の貫通穴が空けられる。

1-109 後北C1式土器の胴部で、 2条1組の微隆起線文、三角列点文、帯縄文が施され

I－109 後北C1式土器の底部片である。上げ底で、器面には帯縄文が見られる。

i-l30 後北C2D式土器の無文の破片と考えられる。

H I l 7 内面、外面ともへラ磨きが施される。

K-l 20 蕊の破片で、外面は縦、内面は横にハケメ調整が施される。

文 様 ・ そ の 他

突瘤文、沈線文、斜行縄文が施される。

突瘤文、沈線文、斜行縄文が施される。

突瘤文、沈線文、斜行縄文が施される。

突瘤文、沈線文、斜行縄文が施される。

突瘤文、沈線文、羽状縄文が施される。

突瘤文、沈線文、斜行縄文が施される。

6～7単位の突起を有する。 口縁部から、 5条の沈線、磨消し、 1条の沈線が

223～227は同--個体。 口唇には2個1組の突起を有する。 口縁部と頸部には、

斜行縄文で、 口縁部に3条の沈線が施される。

羽状縄文で、 口縁部に2条の沈線が施される。

斜行縄文と沈線文が施される。

突起を有す。斜行縄文と口縁部に3条の沈線が施される。胴部には細い沈線で

253, 254は同一個体。無文の地に沈線文と刻みが施される。

無文の地に、細い沈線と刻みが施される。

256～258は同一個体。斜行縄文に爪形文が施される。

無文で、台付土器の台部である可能性もある。

無文の底部片。

斜行縄文、沈線文の施される。底部は無文。

些旦土器の口縁部片。頸部に1列の刻みが施される。

注口上器の口縁部片。無文。

注口土器の胴部片。斜行縄文、沈線文、貼付文、磨消しが施される。

注口土器の胴部片。斜行縄文、沈線文、磨消しが施される。

後北C1式土器の胴部で、 2条1組の微隆起線文、三角列点文、帯縄文が施され

後北C2D式土器の無文の破片と考えられる。

内面、外面ともへラ磨きが施される。

施される。
口縁部は欠損する。突瘤文、沈線文、羽状縄文、磨消しが施される。

横走する沈線

の間に右からの刺突加えた文様が施され、 口縁部には突瘤文、頚部には2個1組の粘土粒が
貼付けられる。文様帯の間は磨消され、胴下位には斜行縄文が施される。

文様が施される。
突起を有する。斜行縄文、沈線文が施される。

羽状縄文、沈線文、磨消しが施される。

斜行縄文、沈線文、磨消しが施される。

口縁部匹2列の刻み。胴部は斜行縄文、沈線文が施される。

1

加
一
ｍ
－
ｍ
ｌ
ｍ
ｌ
ｍ
一
加
一
脈
一
ｍ
一
加
一
加
一
柳
一
川
一
血

赤色顔料付着。

る。

180



く 凹 叫 姻 庄 什 睡 書

【

一
畳

9
f

園 函 』
図
V
－
1
-
1

1
群
b
－
4
類
土
器
出
土
分
布
グ
ラ
フ



目 配 、
岸 Ｈ 誰

0

図
V
－
1

2
Ⅳ
群
c
類
土
器
出
土
分
布
グ
ラ
フ



,sl
,6
"|

,8
1"
|10

01!
0,

!021
!"

,041
,0s1

,061
107

,081
,0,

|!,
01,

,!
,!21

,!31
1141

1!sl
1!61

1!71
,18l

1!,|
1201

!2,|
,221
!"

!24
1!2

5!
26|

!27
128

,29
130

!31
,32

133
13
4j
"1
36

'37
138

131
14q

'41
'
"
4
I
'
"
4
8

!4'
"

|
_
L
L
｣
l
i
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l

旧
５

５
４

５
３

５
唾

回

Ｅ ｌ Ｆ ｌ Ｇ ｌ Ｈ ｌ ｌ ｌ Ｊ ｌ Ｋ ｌ Ｌ ｜ Ｍ ｌ Ｎ Ｏ ｌ Ｐ ｌ Ｑ

Ｒ

Ｓ ｌ Ｔ ｜ Ｕ ｌ Ｖ ｌ Ｗ ｌ Ｘ ｌ Ｙ ｌ Ｚ ｌ ａ ｌ ｂ ｌ ｃ ｌ ｄ ｌ ｃ － ｆ ｌ ｇ ｌ ｈ ｌ ｉ

~~~ ~

日 ’ 一 Ｆ 「 Ｇ Ｈ ｌ ｌ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ ｌ Ｎ ｌ Ｏ

~
計

2

５
6

3
4

1
I

I
I

I

F
M

2
6

8
3

4
1
7

う
§

I
6

1
３

I
1

3

｜ ‐
半 訓

1
I

弓
’

】
３ ’ ５

３
可

１ ２
８ １

1
I

I
4

4
4

4

I|
3

I
I

］
句

；
１

1
へ 1

6
1

~

｜ く１
1

L
ウ

－ う

３ － １

I
I

1
6

1
’

１
1

1
7

1
。

ﾉ

同

３

1
１

4
1

9
９ ５

今
1

２
く

1 1

1
4

二
F=
[I11

'
~

↑ 、

』二 半

4
3

ベ

】
４

つ 一
I

I

3
1

~

Ｑ ｌ Ｒ ｌ Ｓ

I
4

3
勺

5
1
0

1
7
~
~
2
7

1
8

4
H

1
’

6
1

8
8

1
句

l
壬

7
6
7
2
2
5

ワ
1
ﾍ
ｰ
ｱ

上
．
』
‘

I
1
2

8
2
6
5
4
8
4

＃
1

1

I
1
9

n
1

’

~~ ~ ~

Ｕ ｌ Ｖ ｌ Ｗ ｌ Ｘ ｌ Ｙ Ｚ ｌ ａ ｌ ｂ ｜ ｃ ｌ ｄ ｌ ｃ ｌ 、 ｔ ｌ ｇ ｌ ｈ ｌ ・ ｌ ｌ ｊ

ｋ

Ｉ ｌ ｍ ｌ ｎ ｌ Ｏ ｌ ｐ ｑ ｌ ｒ

Ｓ Ｉ

~

1－

口

l

I

I

I
1

'｜
’

弓

半
~
~

I
61

1
1

↓
~
~
~

！
可

7
1

↑

弓
1
0
4
1
４ － 鰯

うう

■
■
■
~
~

5
9

1
~ ~

３ ８
8

1
2（

う
4

７
1
2
7
1
3
4

4
0
4

別 四 科 隅

1
1

1
1

1
9

1
1
8

1
6

可
2
5
8

ﾛ
句

l
ﾉ

66
3

1
つ と

戸 ３
9

6
~

Ｉ ｜ っ

4
万

1

ｋ

Ｉ ｌ ｍ ｌ ｎ

Ｏ ｐ ｑ

ｒ ｌ Ｓ ｌ Ｉ

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

4 ４

４
7
2

1
0
6

う
ぐ
1
0

く
2
0

2
2

7
0

~
~

亡
1
7
5
9

1
5

4
2
4
阻 狸

~

1
3

4
1

1
1

芯

｜ ’

16
1

3
1
0

弓
2
0

I

３
I

フ
6

1
2

１
1

｜ ’

I
1

4
1

３
i
5
3

1
8

1
３
列 ｍ

う 一
つ 』

？ －
1
0
0

1
1

1

’
I

4
4

’ ７

4
1
3

8
1
6

1
1

7
8

1
9
9
6
8
8
5
0
7

9
5

21

’
1

3
l
O

8
1

4
巨
句

1
6

l
E
55
2
4
6

！
凹 叫 覗 圧 什 晦 雪

『

I
４ 三

I

鱸'
｡‘
|"|
"|

，｡'
'"|

'‘'
|'"
|'鵬

'1
"'

鱸'
1"'

107|
'"'
1"|

''‘|
''｜

|'順
|'暇

|'畔
|'崎

|'
'‘'

'1，|
''‘'

1''
|"|

'副|
'塗
'雪
|"'

'零|
唾‘
'"
|"

唾'|
'"

1訓|
'型
"|
"|
'調
|"|

'"|
'蕊|
'"
|"
''
4'|
'蝿|

'鴫|
'"

1鏑|
'鱸|

'編|
'"|

'綱
崎‘|

'訓|
'翌|

､霊|
噸釧

|'雪
|崎‘

邑 函 印

図
V
－
1
-
3

1
群
b
－
4
類
土
器
出
土
分
布



95
96

97
98

99
10

0
10
1

10
2
10
3
10

4
10

5
10
61
07

10
8
10

9
11

0
11

1
11

2
11
3

11
4

11
5

11
6

11
7

11
8

11
9
12

01
21

12
2
12

3
12
4

12
5
12

6
12

7
12
8
12

9
13
(

:
"

i志
云
壼
了
爾
-霞
－
－
－
聖
-塗
--
--
!_
-i
_

L－
－
1

ト
3‘

‘，
!，
ﾕ'

39
28

2!
‘‘

’
｡，

§1
，

，
‘

，
’’

1
|7

!!
36
80
E7

18'
!2
4
37

'8
21

33
34

3
2

T
2

5
3

1
H

3
1

ｌ
Ｇ

ｌ
Ｈ

5
8

1（
ヘ
ハ

ノ
J
~
~
4
8

へ
I

皇
1
2
5
?
4

的羽

1
0
4

1
3

3
4
4
5
1
9
2
9
3
9

2
1
8
4

1
4
9
8
1

句

’６１

5
'
0

1

1
1
5
6
8
0

く
う

-
J
グ
1
8
1
1
2
4

『Ｉ

5
8
2
1
3
3
3
4

1
う

5
］

I

'i
'l
g,
""
13
5
13
61
37

!38
1!
"
140

,4,
,42

,43
,"|
,"
~,
47

,48
149
1,
30
,5,
1"

133
,"
1順
3
1s〔

｜
｜

’
－
－
－
一
望
一
.~
~~
T_
V

,
ハ

r
=
~
~
i
－

‐
_一
同

2
l

1
I

l
｣
■

Ⅲ
I

|
2
L

'|
I
H

I
I
1

11
川

'|
I

|
N
1
1
1
i

l
l

|

I

I

~

う
’ I

目 配 心
岸 什 班

E F G H j K L M N O P O R S T U V W X Y Z a b C (｜ e 「 g h k m n O P q 『 S

~~ ~ ~~Ｆ

ｌ ｌ Ｊ ｌ Ｋ ｌ Ｌ ｌ Ｍ ｜ Ｎ Ｏ ｌ Ｐ ｌ Ｑ ｌ Ｒ ｌ Ｓ ｌ Ｔ ｌ Ｕ ｜ Ｖ

ｗ Ｘ

Ｙ ｌ Ｚ ｌ ａ ｌ ｂ

Ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ

ｊ ｌ ｋ

ｌ ｍ

ｎ ｌ Ｏ ｌ ｐ ｌ ｑ

う 』

３ １
2
3

1
5

2
5
1
5
6

1
5
8

刈
弓

手
鼻

州
尽

寸
旦

'
5

3
5

4
8

8
5

う
I

4
9

5
0

I

４ ４ ５ ８ 、

陥
368

4
。 娼 ４

1
6

刺
2
1

5
1
1
5
9
5
6

15
3
8

1
3

1
く
皿
L
r

7
つ

6
３

'
4

~
３

1
う
且
≦

~

18
10
1
43

3
5
2
2

７
1
0

3
9

1
2
8

馴 兜

1
0
7

0
1
~
~

9
３

I
I
O

4
3
2

1
｣
二 l」 |－

1

｜ ’

2
1

4
1

#
7

#I
8
0

1
へ ｊ

つ 一
1
9

1
5

)o
1'
52

!
~ ~

I
句
へ

j
皇

I
1
8
5
1
2
9

三
T

哩

」1
句

』
壬

ド
1
6

1
4

こ
〃
J
器
2
2

５

一 脇

1
1
1
4
1

6
5

6
9

３
'
3

1
3

3
4

4
~ ~

I

1
6

１ ７

７ － ４

S
9

2
4

へ

1
1

8
6

５
８ ４４

8
４

6
3

'
9

1
8

ウ 》 ’ ９

３
1

7

２ １ ’

１ １ ３ ４ １ －

９ １ ７ ４ －

１ １ ｌ ユ

咽 Ｂ ２ ’ 二

５ ４ ５ ７ ３

４

３ ８ ５ さ ７ 一

４ ４ ３ １ ’

３ ３ ３ 旧 刀 一

２ １ ２ ９ ’ ８

４
８ ２ ｜ ’

184
３

41
５

151 1

1
7

３
484
ﾛ
句

1
コ

’I

’1
く

弓
３

1

1
1213
~4
句

尋ノ
】44

1Q
PJ
〆

句守

I
48

4
1

蒟 【

う
1
2
6
1
0
4

1
0

I

印
I

'）

I

~~

7
1

1
8

’
4

9
1

1
2
9

8

;
1
4

弧
7
4

3
3
1

9
6

2
0

I
弓

S1
1

1
1
3
3
1
7
7
1
1
6

1
3
3

司
司

2
5
3
2
3
4

6
7
7

4
ﾜ

●
』

I

]
う
7

里
と
』
、 ’

5
1

丁
ロ

Ｈ ｈ
~ ~

’
ー

「
~

一
J

■
~

－
「

｜ ’

l
'

T 』
=’1

~
ﾄ
ﾄ
峠
F
円

I
う
う
脊
全

I
1 1 1

31
1

つ 』
う

’
I

I
4

9
４

↑
17

31
1

1
7
3

1
ｒ

『 が 肖 一 １ １

1
0

弓
う

5
6

3
1

】 、
1

1
4

b
I

9
、

I
8

四
｜
~

~
~
ノ
､

７ －~
5

2
1

9
2
4

I
３

H
1

1
う
I
~
~

'3
､

I
Ｑ 〆 二 － １

4

I
酩 一 ふ い 十 ハ

1
0
Ⅲ 弓

3
s

1
3

2
3

1
9

3
3

1
9

4
9

8
l

j
6

」

1
今 ３

７ －
↑ゾ

6 V
6
2

リ
ー

３
｝

4
1
川
l
弓

､
’

ゴ
今

1
24

7
く

3
2
4
~
F

1
T
4
と
守

う

弓

１

4

’
州 キ ー １ １

1
2

一 、
１

フ
I

0

~

I
'

I
一
一
一
イ
停
一

’
、

8
1
M

1
I

I,
'

'
1

_
=
-

I，
’

’
1

‐
一
一
弓

6
’

，
2

1
’

2
叩

I
'

2
2

'
2'
g-
－
ｲー

!
3

3
2

1
2'
58

6
5

1
L三
－
--
-2

--
--
--
-

1
’1

3
‐聖

一一
一認
~耐

’1
1

33
フ

21
’

‐
－
－
~~
－
－
－
－
－
上
弐
9一
=

1L
S

II
』
_ノ
ー
ー
テ
一
．

！
I-
r~
‐

蝿
'6
”
'8

99
100
101
!"
!"
!"
!"
'0
6
107

108
109

''0
'11

112
1'3

''4
'15
Ⅲ6
11
71
噸Ⅲ
.!
20
121

'22
'"
12
4"
"'
21
12
8
129
｣30

'3!
132

133
!"
'3
3
13
6W
|"
"!
40
'4
!j
""
!"
'"
j4
6
'47
'48

149
!50

'5'
!32

!調
順』

'弱
'，

’
I

5
8

３

」
1

’

１

6

１

~

I
I

’

う

I
〉

１

I
3

1
21
5
9

6

1
'
1

3
5
6

I
1

1
I

3
3

７

I

'
1

8
I

Ｓ １

図
V
－
l
－
4

Ⅳ
群
c
類
土
器
出
土
分
布



V包含層出土遺物

霧
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｊ
１
Ｉ
Ｉ
４
Ｉ

Ｔ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

院

４蕊
〃

一亭一 ~

簔夢＆
／ 2 ﾐ薯

，
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ

蕊
ノ

皿
釦
飼
い
や
Ｉ

雄窒倒奉､～猟も『' ･‘. ‘ず＃

､.〃冒卦‘i ' 尚
． 典¥i ,抄

!と'. .嘩舞農:
i瀞.､､ 6
熈吻 f
d ,〆凸

縫蕊蕊&
″
川
〃

イ

~

~

’ 1

:灘
凛鐵§！

"~
〃

1／

』!

、翌，
L
l

5 6

＃
u

ﾄ

獣

8
7

ノ

/7心‘－4純

Ｑ

）

１
，
１
１
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
，
，
Ｊ
Ｉ

ｌ
ｒ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
叩

10

0 1 : 3 10cm
1 l l _1_ ,1 1

c、

包含層出十-卜器(1)図V－2

185



上器

~
ﾍ蒸鍵雲

/1
| |
｜ノ
/／

〃
／~
/15

蕪. 左時F

､舎皇豐餐．な”,趣･沁菖蝉誕珍評舎群

Ｊ 雫n万画

§

18

野
ノ

16

瀞蕊
~農

r~了

20 21

19

種弱〈蝿嘩廻鷺麹睡式xj噂“』“廷更正l盈壷群鑑包式茎zgj謹拳鐘〃

〃
″

万

鍵 I
ｔ

ノ

〃
／

／

／

22 ／

3 24｝

'I静ン
簿． /(J

25

●
口
欺

ノ

I

／

26
27 28

Ｗ
″
″

'4錬渉

29

0 1 : 3 10cm
I U I I p I

図V－3 包含層出土土器（2）

Z86



V包含層出土遺物

乳蕊嵐誕雫塞蒋弘謹銅露垂』

I

333231抑

／
Lノ

戸

Ｈ
Ⅸ
川
川
凶
Ｈ
川
川
印
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
ｌ

又＝冠巫諺坤割迩型避窪『錘鍵多事

霧郵
J f

１
１
36

34

鍵
同
胴
川
″
部
１

~

R

〃

|｜
〃
〃 40393837

訓
１
１
１
く
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
１
Ｉ
１
１
ｌ
１
１
９
１
Ｊ
Ｉ

〕蕊
4434241

ノ

、
川
川

箕了夷

ｉ

ｌ

Ｊ１

/

ノ

45

蕊
ノ

／
／

／

／ 47

10cm

､

46
0 司 . 旬

1 ． 0

図V－4 包含層出土土器（3）

187



1 士器

“酷…學錨遥句
一
ｍ
Ｍ
Ｗ
ｗ
川
川
川
岬
川
川
〕
岬
．
〃
寺
ｌ

蕊

B

〃
／／

6／ 瀞
9

）

霧
Ｊ
，
。

１‐
〃
入
り

巽
″
影
．

象
Ｇ
〆

鰯
雫
〆

霊2

ノ

48 50 51

Ｉ
Ｆ
〃
″
１
Ｊ

ノ

ノ ／ 蕊蕊
I ｛

ｊ
ノ

ノ ノ~

52 53 54 5655

…塞醗烹華塞準豊雲､『盛謙まめ胃､躍嶽溢壷鐸』

ハ

1 Ⅲ
ノ

土

ノ ー一ノ

59 60ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

ノ I

／

57 58

〕

河
川
川
川
川
″
リ
ー
ノ
＃

62 63

霧
窪
~~逹聿ッ

61

64

塞識

／

67

／

66 0 1 : 3 10cm
I ! L 1 1 1 1

図V－5 包含層出土土器（4

188



包含層出土遺物

曙蕊跨．

ｌ
『
刈
桐
″
り
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

68
／

人I

I

7170

＃
川
″
＃
〃
Ｉ

、
Ⅱ
″
″
〃

、

私

一

学
ぶ

／ ／
757472 73

”

〃
／ 77I ／

／

76

~~~~

＃
＃
＃

皇

応

囚

ノ ／

／

ノ

78 79

10cm0 1 ： 3

包含層出土土器（5）図V－6

Z89



1 ~I口口

1 ニエ召汗

、蕊 Lこぶ‘、篭蕊〆
81

／

､
[ニーク／~~

鑑 蕊謬 ‘，82

鎮醗霞驚 80

ノq哩可

I

-r弓~一二;,（

６８

／
／
一
口
一

一
~
~
一

Ｆ
１
」 ~~~

蟻”84

綱癖
ご抵

〆

毎斗

/~>’

I

簿到~
90

／

簿曼
91

蕊~
〆

／

、

鐙‘，
89

上二愛
,／

／

蟻鶏”
悪く雲震

92 95

蟻 ／ ﾉ

〃
/／

／
/／

、 ／ I

、 〃
グ
ノ

／

／、

〆

〆

96 97
詞
‐
可
１
１
１
１

／ ／

~~/7

〃
／、

1 1

蝋
／

‐

響

《

拠

戦

劉

卦

判

、

延

汽

浮

霧

難

●

３

９

足

璽
襲
熱
鼠
蝋
逼

富
菌
罷
潔
韓

蕊蕊謝
蝿 ,簿蕊pq4､

／

10199 100

98 10cm0 司 り へ

I 。 □

図V－7 包含層出土土器（6）

Z90



V包含層出土遺物

1 1

譲り蟻〃

105103 104102

I

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
卜
』

~

霧

108

ｍ
Ｗ
Ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

｝

｣

善謹ぎみ

107 109106 I

1 1
｢~一〆1

|｜~~~/、ノ~/~~／~

/／
／／~
/~／~~

111 112110

写

115

4113

10cm0 寸 ・ 句

I 。 ｡

図V－8 包含層出土土器（7）

7Q7
ｴジユ



1 土器

118117

122 123121

蕊
124

125

〆

1

4 1Pcm
I : , , , I 」

図V－9 包含層出土土器（8）

7Q，
ｴqノム



V包含層出土遺物

議識毒
謹

熱
評
一
一

〈
爵鶴 I

113

が両

132

零
134133

i ｡ . , 1 i4Wcm
O

図V-10 包含層出土土器(9)

Z93



l 土器

産

軍

８

”

菖笈胤更.Z"ry爵？／

篭謡う
ノ ノ

136 137 139

窪…蝿’〃〃y〃〃j罰j

〃
鋤7ｶ万'〃刀漉

… 碇･画＝産璽函”戸》

鐘蝿羅
ﾛｰｷ、F号壬

言＝ぜ＝ ､岳

140 142 143141

蕊靭
霧慧蕊

万 〃
‐唖

毒
一
啄

葛
豚
河

吟
〆
〆

溺
叩

馴
鋤

亨
、
ダ

辱
凝
へ
Ｆ
鳥

ご
丘
律
一
｝
鰐
『
気
４
－

JjEり－

Jβ§城

鐙紫F,(卜
W

〃
148

蕊蕊蕊
145144 146

鱗穐鳥鞠層 熱~~

〃 ↓

I

149 1 150

~壺鐙~＝

ド
ノーイ
1

151‐電妾織
鋸I"【I汀個別叩(仏
7町IImxm2iir、

鞭雷電弾、

52 153 54

Ｉ
〃
〃
＃
Ⅱ
Ⅱ
い
Ⅲ

ﾉ

156 157

／

〃

~~~~~~
~/~~ノ

/瘡／
／

160

10cm0 1 ・ Q
B p 写

158 159

図V-1 1 包含層出土土器(10)

194



V包含層出土遺物

／ ／

蕊熱
誕
嘩

４

164163162

161

蕊#！II :淫

168
l、-/I
167166

169

熱も ,

』
／

165

171170

175

灘
〔
Ｈ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｕ
川

砂

176174173172

塗篭篭蕊蕊 I
しプ ~簿~

181180179
3

178177

蕊担翻"W
~

186185184183182

191

ｎ
〃
〃蕊 ↑

辱

き

．

｝

樫

ノ

90188187
詞

－
１

賛

鑑

盆

母

や

Ｙ

図V 12 包含層出土土器(1 1

195



96Z

(ZI)器干干用曼I与国C1-Am

「一r!!-Fn

山OOle:10

8lz

l／

ざ

9卜乙 6尼48 0ZZ

Il

篭

11

〃

蕊鍔鐸3
11

]患」皇勇霊塞
鐸羅一

驚
／

７ ヤ尼 9↓8
11

／ e18乙↓己

~//ｲ,'＊

蟻
〃

蕊＃

90 808408 oIZ60Z
JJ
r毎J

令縛漁遥 Ｉ
戸
川
川
〕
Ⅳ
〔
リ
ハ
」

》
鱗

808 ﾔ08 90乙

・

・

雫

墨

轌

密

》

一

鰯

一
一

鈍
巳

／-7′鰯
~j/､；
且

／

lOZ

識？
層

ツ
ー

堂堂汽煙総遥/7′
／

蕊

由

《

茜

卵

犀

妙

《

銀

．

《

・

ず

（

ｑ

・

伊

歌

牛

込
や
。
一
口
》
や
》
。
●
蟻
郡
。
Ｌ

い

ぼ

一

Ｆ

報

町

‐

蓉

乎

平

・

・

ず

伊

哩

且

議

~

崎

》

~

、

〃
“
鮓
呼
圏

G毎

い
ふ

／

80乙

乳龍

罰､野，&

奄謬
‘を令魂嘘、 －全、

蕊
■～

ず．、

澤-.『－，『Lfン 學牙.1J軸

１
１ ．〃､

～Jご■

。

〃

晏

魚

払

わ

）

66ト96卜 86卜L61 008

ノノ

/7

畠

『

ノノ ノ

灘〃
自蕊更迂≦=壱=鐸鐵,,， ~~~~

》

五

一

蕊
撚

』

ﾉ

》
鋤

蟻譲

器干T



寸因“

~

へ
一と○○一

ｍ囚囚
』３イ

心○足
尋晒Ｈ君嘩佃圃ン

囚図画一一

一
一
一
一
－

7，
－

卜Ｎ“

の即↑
鐵拶認

痔

○

①Ｎ“
、

、

~
～

、

急ご詑判判ヨ幽伽咽寸「ｌン函

鐵
謬

~こ
こ
二
二

の囚因

一

一
一
一

~

一

一
~
~

ご
一
禿

一
~

や学

一Ｎ“
珠fム
孜

i
f

ﾒ

V

仏か

燕零灘灘一織蝿坤池斗蹴《

』



土器

一
一
》
~
》

万
州 謝

簔遵憲、

霧~ ~ ~ 万
／ ／

29228 230 231 232

Ⅳ
4

／

233 234 235 236 237

鴬

ノ

／ ／

238 239 240

1 242 243 244 245

~
嘉
蕊

万

〃

Ⅱ

例

一
剣
一
》
霊
一

［
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｍ
川
川
ｕ
剤
Ｉ i

f－

I
陵"錘←~

蕊ノ

247246 248

250

I
／

鶏~鵜 鍵~〃
/／

252251 253 255254

Ii
LJ
ノ 』

ク57

熟〃蕊
歌畠窮~一

256 258
0 1 : 3 10cm
1 1 1 1 1 1 」

図V 15 包含層出十十器（ 14）

198



V包含層出土遺物

／

、－－にニミフ
／

、－ﾋﾆこク≠
〆

～匡二＞／

蕊
／

縛
259

症
4－－

一
旬

／

J〃
／

鷺
懇

~

263 264 265 266

電鍵
＃

／

ノ

、

蕊 1 1

1

270267 268 269

蟻

．

葱

、

、

271 273 274 275

/鮮

綜
、、~
~~、~

~~~、

I~ 篝／

276 277

／

279 280

職鯵
281

0

282

10cm1 : 4 10cm 1 ． q
l U 写

図V-16 包含層出土土器(15)

199



2 石器

~
~
~

2 石器

剥片・礫ともにそのほとんどがV･Ⅵ層から出土している。周堤墓のあるA～E、 J地区は、西側

の盛土を中心としたF･G地区とは異なり、縄文時代後期だけではなく、早期も主体としていること

が、遺構や土器の出土点数からわかる。そのため、石器の種類や分布にも大きな違いがある。

図V－1のJ地区のI群b－4類の土器分布図を見ると、図Ⅱ-76のJ地区V層焼土分布とほぼ重

なる。同様に各種石器の分布も、石斧、泥岩フレイク以外は早期の土器、焼土の分布状況と重なる。

A～E地区では、いずれの器種も、どちらの時期ともいえない分布状況を示している。

つまみ付きナイフはF･G地区に比べ、長幅比が小さい器種（図V-28-60～68)の割合が高い。

概して黒曜石製のものは丸み、厚みがあり、頁岩、珪質頁岩製のものは薄手で台形、縦長形であるよ

うだ。

包含層出土石器点数表ではフレイクの石材別点数は出ていないが、分布図を見ると、 F･G地区に

比べ、泥岩のフレイクが非常に少ない。泥岩製品自体も少なく、表や図には掲載以外の石斧の素材は

示していないが、出土した石斧には蛇紋岩製が多い。これは西側のF･G地区とは対照的である。石

斧はまたD、 J地区のどちらにおいても、数は少ないが、他の器種とは違って、 V･Ⅵ層で均一に広

がっている。

たたき石としたX-11出土の40、南側直線状盛土出土の81、そして、石製品とした図V 33 7は

西側のF･G地区で大量に出土した泥岩・カンラン岩製品と同類のものと考えられる。A～E、 J地

区ではこの3点のみの出土である。当初石斧の原材を敲打成形したものかと思われたが、 F･G地区

での出土量と、意図的にそろえられたような形は説明つけがたく、あえて石製品と分類し、一般のた

たき石とは区別した。だが、たたき石として角を使用し続け、球状になった最終形とも考えられ、結

局「たたき石｣、 「石製品」の両方の名称を使用している。またこれらの製品は、アスファルトの帯痕

付きの石製品（図Ⅱ-52-82～85)、黒曜石製の異形石器（図V 33 4) とならび、西側のF･G

地区の特徴的な産物である。いずれもD地区の西側から出ている点で、周堤墓地区と盛土地区との関

連をうかがわせる数少ない資料といえる。

周堤墓周辺のD地区はF･G地区と同時期のエリアと考えられるにもかかわらず、 このようなF･

G地区にみられる特徴的な製品はほとんど出ていない。両地区が直線状盛土ではっきりと区画されて

(新家水奈）いたためであろう。

200



V包含層出土遺物

95 100 105 1 10 1 15 120 125 30 135 140 145 150 155
A ｜ ’

’
Ⅲ。Ⅳ層

’F
下
~’~

K

1

－「

I
~

P

坐

’
■■

ー

U

Z

’

ｅ
P一一一

黒2
I

肝
’

升

~

’

q5 100 105

| TT TｱT F＝
V

1 10 1 15 120 125 130 135 140 噸
子

1月､ l貞菖

A
『

｜
･Ⅵ層

’ _1F

’ 1 １
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
１
ｌ

１
ｌ
１
｜
｜
｜
｜

牛
端
栽
乖
垂
酬
二
１
亟

1－

吋

2鄙

■■■ロ

二肚
丁岸

－

1

帥
K

工
1 川

信
ｕ
ｌ
」
Ｉ

1

1 1
Ｐ

1 1 1 1

1

1

’イⅡ －

~ ~1 1

四

1

1

I

1
一

羊卦洋
1

1

aJw+-FR7
1 1ﾛ ﾛ

一一f l l l l l l I

2－卜丁三F声－51 1 12 3 1 1 1 1 1 1

I=LLLL=L~411 1

M~ ¥'

I~=､ ,42｣

,順 ‘ ･ ルルィーi-FmT
1－I_L4｣且一与一宝ｰ--__L | | | | |=

’ 4 －－当tJ--Lﾖｰｰｰｰ

2

1

鮭
1

1 4

I

L l l
一

一
二
〔
竺

1

1
’
１

T「I ~

’

図V 17 石鍼出土分布

201



2 石器
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V包含層出土遺物
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2 石器
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2 石器
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V包含層出土遺物

細石刃（図V-27-1 ･ 2、図版93)

2点出土している。いずれも黒曜石製。縄文時代早期初頭のものか。 1は右側縁に押しつぶされた

ような細かな磨滅痕がある。使用によるものか。 2も右側縁部に刃部が作られている。

石刃鑛（図V-27-3、図版93)

1点出土している。 3は黒曜石製。先端を若干欠いている。腹面の先端部から両側縁部にかけて微

細な加工が施されている。

石鑑（図V-27-4～55、図版93)

212点出土している。 4～7は柳葉形。 6， 7は周縁が波状に刻みが入っているかのように微細に

加工されている。 6は両端を、 7は一先端を若干欠いている。 8～18は五角形。他の形に比べると薄

手のものが多い。 9は周縁のみの加工。 11は先端を若干欠失している。 12は各辺が内湾気味である。

15は下部両脇に挟りが入っている。 17は先端に厚みがあり、丸みを帯びているので、石錐の可能性も

ある。 18は周縁加工。 19～29は二等辺三角形。 19， 25～29は基部の底辺が内湾している。 21， 23， 24

は先端を若干欠失している。 19， 20は両面に一次剥離面を残す。 25はⅥ群の一括土器（図V-26-

278） とともに出土しており、同時代のものと思われる。 27～29は両面の加工が特に微細に施されて

おり、 3， 6， 7と同時期かと思わせる。30～53は有茎。30， 32， 35， 36， 38， 40， 41， 46、 49， 52

は茎部に欠損がある。また45, 52は基部の一部を欠失している。34， 53は先端部に欠損がある。 30は

菱形に近く、茎部作り出しのための挟りはない。46は両面に原石面が残る。 52は基部の両縁が内湾し

ている。53はⅦ層から出土しており、調整の微細さも3， 6， 7， 27～29に似ており、古手のものと

考えられる。 54， 55は器形が他のどれにも属さないものである。 54は有茎ではあるが、茎部が末広が

りになっており、他の有茎石鍍とは趣を異にする。茎部が欠失しているため、その全容は明らかでは

ない。 55は無茎で円形に近い石鎌。両面加工で刃部角が浅いので、スクレイパーではなく、石鍼と判

断した。石材は、 7が頁岩、 17が珪質頁岩、 25が片岩、それ以外は黒曜石製である。

石錐（図V-28-56～58、図版94)

5点出土している。 56， 58は刺突部を作り出したものである。 57はつまみ部にも片面全体に調整が

施されている。先端が若干欠失している。石材は、 57が珪質頁岩、他の2つは黒曜石である。

つまみ付きナイフ（図V-28-59～78、図版94)

65点出土している。 59～61は基部が円形に近い。つまみをとれば、円形のスクレイパーとなりうる

器形である。他の頁岩製のもの（62～75, 77） より厚みがある感がある。 62～68は基部が台形様のも

ので、薄手の作りである。68は台形型のなかでも厚みがあるが、 もともと縦長の製品の刃部を幾度か

再生させた結果と考えられる。 69～77は縦長のもので、比較的薄手。71～73, 75は刃部が斜めに付い

ている。 76は他とは趣を異にし、両側縁が直線的でなく、挟り気味に加工され

縁を加工されており、スクレイパーというよりは、仕上げの調整がされていな

ている。 78は腹面の周

い、粗加工のみ施され

たつまみ付きナイフの未成品とした。石材は59～61, 76は黒曜石製で、 63， 67は珪質頁岩製、 それ以

外は頁岩製である。
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スクレイパー（図V-29 79～111、図版95, 96)

154点出土している。 79～95は円形またはそれに近いもの。96～111は刃部の位置は剥片の形によっ

て様々だが、細長あるいは不定形の素材のもの。 103はつまみ部を欠失したつまみ付きナイフかもし

れない。石材は81, 98, 101, 103, 105が頁岩、 99， 104が珪質頁岩、 102がメノウ、それ以外は黒曜
石製である。

Uフレイク（図V-30-112、図版96)

使用痕の見られる剥片である。 51点出土している。 112は直線的ではない片側縁部に、押しつぶさ

れたような使用痕がみられる。石材は黒曜石である。 ~
ピエス・エスキーユ（図V-30-113 ･ 114、図版96)

2点出土している。 113は上下端がノミ状に平たくなっており、衝撃によってつぶれている。 114は

さほど強くはない衝撃により、上下端がつぶれている。いずれも石材は黒曜石である。

石核（図V-30-115 ･ 116、図版96)

8点出土している。 1 15は剥片剥離を行った残核で、平坦な打面の周囲に連続した作業の痕がみら

れる。 116は平坦な打面をもち、周囲には素材剥片を取った作業痕が残る。いずれも石材は黒曜石で
ある。

石斧（図V-31-117～125、図版96)

83点出土している。個体数は少なくないが、完形品は稀少で、ほとんどが刃部側あるいは基部側の

半分を失った破片である。また接合したものも稀である。 117は打ち欠きによる整形の後、研磨され

ている。刃部は明瞭に磨き出されているが、基部には多く打ち欠き痕が残る。 118は2点が接合し、

唯一ほぼ完形になった石斧である。 2点は約1.8m離れた地点より出土した。片側面が平坦に近いの

で、素材本体を擦り切って取り出した後、全面を丁寧に研磨して整形したものであろう。刃部と基端

が基部に対し斜めに作られている。 119～122は刃部片である。 119は整形技法は不明だが、光沢をも

つほどに全体に丁寧に研磨して仕上げてある。刃部の破損箇所の上からも磨いてあるため、一度再生

したと思われる。 120, 121は打ち欠きによる整形の後、全体を磨いたもの。調整痕の磨き残しがみら

れる。 121は刃部が基部に対して斜めに付けられている。 122は基端の一部を欠失しているが、原形は

留めており、 もとの大きさがわかる。素材の整形技法は不明である。全体に磨きをかけており、はっ

きりとした擦痕が残る。 123, 124は基端側半分の破片。 123は側面が平らで、擦り切りによって素材

を取り、入念な研磨によって整形したと思われる。表面は光沢があり、擦痕が認められない程に非常

に滑らかな仕上がりになっている。基端は基部に対して斜めになっている。 124は敲打調整により全

体の整形をし、研磨によって仕上げてある。片側面のみ磨かれ、平らになっている。 125は粗い打ち

欠きによる整形途中の素材で、石斧の未成品片と思われる。片側縁の加工がより顕著である。片面の

一部には擦痕もみられる。調整途中に欠損を生じ、打ち棄てられたものか。石材は117, 120が片岩製、
119, 122が蛇紋岩製、 124がカンラン岩製、それ以外は泥岩製である。
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石斧原材（図V-31-126～128、図版96)

11点が出土している。 126は表裏両面に擦痕がみられる。 127, 128は片面の一部が研磨されている。

石材は全て蛇紋岩である。

たたき石（図V-31-129～132、図版97)

53点出土している。 129～131は素材の広い方の面が使用面になっており、使用痕がくぼんでいる

“くぼみ石，， と称されるものである。 129, 131は表裏両面に“くぼみ”がある。 130は表面の他、両

側面にも使用痕がある。 132は扁平礫の一辺が使用されたもの。表裏両面は滑らかに擦ってある。石

材は“くぼみ石”である129～131は砂岩、 132はカンラン岩。

すり石（図V-31-133 ･ 134,図V-32-135～146、図版97, 98)

45点出土している。機能別に2種に大別した。 133～136は素材の比較的広い面をすり面とした、

“すり潰す”機能をもっていたと思われるもの。 137～145は素材の側縁部を利用し、線的に溝を作る

ように（例えば擦り切りなど）機能したと思われるものである。そのうち141, 143～145は断面が三

角形のものである。 146はどちらの用途も考えられる。 133は偏平な礫の片面と、長軸上の一端を擦っ

てある。置いて使ったものであれば、砥石の可能性がある。また両面にくぼんだ敲打痕もあり、たた

き石の分類も考えられる。 134はほぼ完全な球形のすり石で、全体を擦っている。 “擦る”ための道

具であったのか、 この素材を球形にするのが目的で擦ったものかはわからない。 135は偏平な円礫の

片面を広く使用している。 136は卵形の礫の広い1面が使用面である。 139は横長の偏平礫の上下両縁

とも使用している。 140はあらかじめ素材の、特に使用する片側を薄く打ち欠いて、すり面の幅を調

整した後、使用している。 142は広い両面も擦ってある。 143, 145は広い1面も擦られている。 146は

横長の楕円礫の上下両端に、縁辺部にしては|幅の広いすり面がある。石材は134が凝灰岩、 135がカン

ラン岩、 136が安山岩、 137が泥岩、 140が片岩、それ以外は砂岩である。

砥石（図V-32-147～150、図版98)

64点出土している。 147は砥面に敲打痕もある。 148は4つの破片が接合したもので、出土地点は最

も遠い2点で約21m離れている。厚手の礫の両面が使用されており、砥面が若干凹形にくぼむ。 149

は不定形な礫の少なくとも4面が砥面として使用され、 くぼんでいる。石材は150が安山岩、それ以

外は砂岩である。

152、図版98）

151は3か所に打ち欠きを持つ。 152は2か所に打ち欠きがある。石材は共に砂

（新家水奈）

石錘（図V 32-151

2点出土しているc

岩である。
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図V-32 包含層出土石器(6)
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n 丁一口ロ

ム ノロ百矛

表V－2 包含層出土掲載石器一覧

遺物NO

1

図NC 図版NC 調査区 層 イオ 類
へ
刀 長×幅×厚 (cm) "(9) 石 材

IXIV-27 図版93 K－ I l 1 Ⅵ 層 rll1 石刃 ２

３

３

２

０

０

Ｏ

０

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

７

２

８

９

０

１

Ｏ

０

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

６

４

１

９

４

１

１

黒曜石0

|XIV-27２

’

３

|叉|版93 V 層i -1 24 細石刃 黒曜布0

図V－27 図版93 Ⅵ 層w－l 4 1 石刃鍬 黒曜石1 ． 8

図V 274 図版93 撹乱R 1 1 0 石 鰄 黒螺石|) ． h

図V 275 図版93 i 1 37 Ⅵ 層 石 鰄 黒曜／石1 ． 4

６ 図V－27 図版93 R－ l 26 Ⅵ 層 石 鰄 ( 5 . 8) x l . 6 x 0 . 5 黒曜石1 ， 1

|叉IV 27７ 図版93 d－l 5 4 VI 層 石 雛 Ｊ
Ｉ

Ｌ
』
二

Ｌ
や
イ

6 ~ 9 ４

２

２

０

Ｏ

０

Ｘ

Ｘ

Ｘ

４

８

１

１

０

０

1 ． 1 貝

|叉IV 278 図版93 q 1 22 Ⅵ層上 雛
アー

'、 黒曜石0 ， 1

図V 279 図版93 V 層

V 層

q－l 石 鍬 l ‘ ‘1 黒 ｜曜石1 1

|叉IV 271 0 図版93 r l l 7 石 雛

２

２

０

０

Ｏ

０

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

９

８

０

９

０

０

１

０

Ｘ

Ｘ

Ｉ

Ｘ

Ｘ

４

４

５

６

１

Ｉ

１

黒曜石11

図V 27 図版93’ k 1 29 Ⅵ 層 石 鍼 黒 ｜|擢石0 ‘ I

図V 271 2 |叉|版93 q-1 20 Ⅵ層’ 石 雛 黒曜石0， 2

Ⅲ

’

図V-27 図版93 S-1 1 5 層
一
層
一
層

Ⅵ
｜
Ｖ
｜
Ⅵ

石 鰈 黒 ll擢石0 ． 2

図V－27 図版93' 4 c l 52 石 鎌 1 . 8 x 1 . 0 x O 黒曜石| ’

1 5 図V－27 図版93 q-1 1 7 石 雛 ２

３

４

３

，

ｎ

Ｍ

Ｕ

八

Ⅱ

ｖ

ｎ

Ｕ

Ｑ

ｎ

Ｖ

ｎ

Ⅱ

ｖ
八
Ｖ
八
Ｖ
八
Ｖ
八
Ｖ
八

．
１
１
ｎ
Ｊ
し
ｎ
ｈ
ｕ
ｎ
ｘ
Ｕ
ｎ
Ⅱ
Ｍ

１

１

１

ｌ

ｉ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

８

４

６

６

３

１

２

２

３

１

黒曜石0 ． 3

図V－27 図版936 r －l 23 V 層 石 鯲 黒 ’1濯石0 ． 6

岬 |XIV-27 図版93 Ⅵ 層1 － 1 28 石 雛 珪質頁岩1 ， 5

図V－271 8 図版93 VI層lfp-1 20 石 鑛 黒曜石2 ． 1

図V 271 9 図版93 i 1 39 Ⅲ 層 石 錨 黒曜石U， 』
~

図V-27 図版9320 F-1 1 5 Ⅳ 層

V 層

石 鍬 | ， 7 X 0 ． 8 X O 黒 11擢石0 ， 3

図V-272 1 図版93 f － l 43 石 錺 ( 2 . 0) X 1 . 1 x O､ 3

23 x 1 . 7 x 0, 4

(2 . 3) x l . 7 x O . 2

黒 ｜雁石|）

図V－27り り
し し 図版93 1 － 1 33 V 層 石 雛 黒 I曜石| ， 0

図V－27りり
ﾑﾘ |叉1版93 1 -1 1 9 W 層 石 雛 黒曜石0 ‘ 9

図V－2 724 図版93 V 層q-1 1 7 石 鰄

３

３

３

４

０

０

０

０

Ｏ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

６

３

１

５

５

１

１

１

１

Ｘｊ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

５

０

１

２

３

２

３

３

３

３

黒曜石0． 9

りに
ﾑJ I叉|V 27 図版93 Ⅲ層上位I l O6 石 鰄 卜I

lL4

石1 ， 2

図V－27
nP

40 図版93 1 -1 1 5 Ⅲ 層 行 鰄 黒曜石1 ． 1

図V－2 7
りワ
ム｛ 図版93 k 1 39 V 層 石 鰄 黒曜石, 2

IFxIV-2788 |叉1版93 1 － 1 20 W層

VI層上

石一 雛 黒曜石l ‘ 3

図V 27 図版932リ 1 1 2 9 石 雛 黒曜石、 0

FIV 27 図版9310 V 層’ － 1 29J 石 嫉 黒 I1認孑10 ． 4

］ ’ |>XIV-27 図版93 T-1 1 ｣l Ⅵ 層 石 錨 黒暇石0 ． 1

' 2 図V-27 図版91 V層中ｲウQ 1 07 石 鰄 ３

３

３

４

４

３

５

０

０

０

０

０

Ｏ

０

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

３

２

３

４

２

６

１

１

１

１

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｉ

Ｘ

‐

１

１

Ｘ

１

６

８

０

０

２

９

１

１

２

２

２

１

１

１

、
ノ
ゴ
ク
ー
１
ｔ

黒曜石0 ~ 6

|叉|V 27q1
01 町 図版93 V層上面

Va層

I l l 2 石 雛 黒曜石0 ． イ

FIV-27] イ |叉1版93 J-l l l 石 搬 黒暇石I）

図V 27qR
JU 図版93 G－1 20 Ⅲ 層

V 層

石 雛 黒曜石0 ． 4

洲 |叉IV-27 図版93 R－97 石 錐 黒曜石|) ． 9

図V 27 |列版933 7 j 1 36 Ⅳ 層 石 鯲 黒 II潔石1 ， ’

図V 2 7' 8 図版93 R 99 V 層 石 雛 黒 ｜|認石0 ~ 9

図V－27 |叉|版93| リ

９

６

０

９

１

~
~

‐

》

Ｇ

V 層

V 層

石 嫉 . '1 x 1 . 2 x 0 , 2

( 2 . 2) X 1 ． 4 X 0 ， イ

黒曜石0． ，1

FIV-27
黒曜石図版9340 石 鐡 1 ， 0

)内は現存{I白
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V包含層出土遺物

石 材"IR)長×幅×厚 (cn' )玲卜 類ノノ層位調査区図版N。遺物NC 図N(）

黒 ’1穏石| 2 . 4 ) x 1 . 3 x O ' 5

1 . 7 x 1 . 3 x 0 , 4

石鎌V層上而図版93 R-98図V 274 1

黒曜石石雛 I ． IV 層図版93 0 97図V－2 71 2

黒曜石1 ． 3石 鏥 2 ~ 7 x 1 ． 5 x 0 ， 5Ⅳ 層図版9 3図V－27 1 1 1 7' 3

黒曜石1 ， イ石 鎌 1 , 7 x OV 層|叉|版93 R 98図V 271 1

黒曜石石雛 ] x ( I ' 3 ) x 0 . 4 、 8Ⅳ 層図版93 k 1 1 9図V－27（R
fU

黒曜石1 ． 2石 雛 O x 1 . 7 x 0 , 4V 層図版93 L－97図V 2 746

石雛 黒曜石l . 0 x 1 . 5 x 0 . 4VI 層図版93 H l O8図V－2 71 7

黒畷石1 ． 8石 雛Ⅵ 層 3 . 1 x I , 4 x 0 , 5図版93図V 2 7 G l O948

黒曜石石 雛 | ， 4Vb層 ６

５

１

６

０

０

Ｏ

０

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

１

５

１

５

８

１

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

１

３

７

３

５

３

３

１

１

１

図版93 O－ l O8|叉IV 27'1 9

黒曜石石雛 1V 層図版9 3 I - 1 09図V-2 750

黒曜石石 錨 ！V 層図版93図V－27 1 1 085 1

黒曜石石 雛 、 6VI 層図版93図V-27 S－9652

裡石黒曜石1 ． 8石 雛 (4 . 4) x 1 . 8 x 0 . 4ⅥI 層図版93図V-27 R－ l 22Rq
JJ

黒I罷石石 鰄Ⅵ層 ｛ 1 ， 5 ） x （ l ‘ 3） X O 0． 『I図版93 1 － 1 2 1|JV-2754

黒暉石石雛 1 . 9 x 2 ｣ 3 x 0. 9 4 ， 6Ⅵ層’二|叉|版93 q 1 23図V－2755

黒 ｜曜石石 釧 1 ． 8V 層

６

２

Ｏ

１

Ｘ

Ｘ

６

３

？

２

Ｘ

Ｋ

１
１

６

冊Ｉ

図版94 q 1 1 9図V－28
F侭

、、

珪質頁岩石 錐 1 ~ 2VI 層|叉|版94|叉IV 28 Z l 34
F 庁

Ol

石 錐 黒曜石{ ~ 8 x 2 ， 6 x 0 ， 2 A R
f o UV 層図版94図V－28 N－l 2658

黒厩石V 層 )ま帥|きナイフ 1 ． 9 x 2 ． 3 x 0， 8 h 1
hP p u図版94 S l O8glV 2859

~

黒曜石l . 0 x 2 . 8 x 0 . 8 I)ま州：ナイフVI 層図版94 R 1 1 5図V 2860

黒曜孑可1 5 ． I〕ま州きナイフ攪乱 5 . 1 X 4 , 0 X 1 , 0図版94図V 28 Q-1 3 I6 1

四
石頁ﾌま州：ナイフ 8 x 2' O x 0. 5 1Ⅵ 層図版94図V 28 S l l 5

P｡

04

珪質頁岩

頁 岩

旬 q

J ． 』Ⅳ 層 〕まみ順ナイフ x 2 . 1 x 0 . 5図版9イ 1図V-28 p-1 2 26 ;1

I〕ま州営ナイフ ) , 7 x 2 . 2 x O , 3V 層図版94図V 28 q-1 1 764

岩頁'まみﾄ|きナイフ
n F

j ‘ 、Ⅵ 層 ] 8 x 2 ｣ 4 x 0. 6図版94 1 1 24|叉IV-2865

岩
LL1

石頁〕まみ||昔ナイフ | ‘ 6Ⅳ 層 4 , 1 x 2 , 2 x O , ノI図版94図V－28 1 － 1 2866

珪質頁岩ま州きナィ 『 x 0 ， 5 1 ． 1Ⅵ 層図版9イ図V－28 o－ l 2 367

座』

布
一
一
罠ぅま州きナイフ 1 , 5 x 4 , 1 x 0. 8 ’ 3 5攪乱図版94 o－l 35図V 2863

ｌ
ｒ

Ｌ
三

Ｌ
刃頁W p

J , UⅥ 層 うまみ|捕ナイフ 1 , 5 X 2 , 0 x 0 , 4図版94 1 -1 2 1図V 2869

l」」

ｲヨ頁V層中位 )ま州きナイフ 4 ‘ 9I , 6 x 2 , 0 x 0, 1図版94 S－ l l 5IXIV-2870

ｕ
一
コ

ト
ー
イ頁３つま州：ナイフ 1 . 0 x 2 ' 8 x 0 , 8V 層図版94図V－28 N l i 47 1

うまみ|棺ナイフ
ｊ
］
１

ｕ
ｆ頁1 ， 6Ⅵ層 6 x O図版94 4図V 28 K－ l 2 772

岩

石山

頁Q り

Ⅵ 層 )湖付きナイフ 5 ． 3 x 2． 8 x 0 ， 6図版9 'I図V 28 p-1 2 1
可､

／』

山
ゴ

ド
ー
イ頁6 ~ 9Ⅵ 層 'まみﾄ|きナイフ図版94 6 ‘ 0 x 1 ， 9 x 0 ． ’’K－l 26図V－2874

ｕ
一
コ

Ｌ
Ｔ
１頁1 0． 41V 層 うま＃順ナイフ 5 X 4 ． 1 X 1 ， 1図版94 S-1 28図V 287R

Iﾘ

黒曜石1 7 ． 1Ⅵ 層 '湖{､|きナイフ 7 ， 3 X 2 ， 3 X l図版9イ G l 22図V－28
牙侭

／り

lユ1

石9 ． 4Ⅵ 層 〕ま州きナイフ 6 x 1 , 8 x 0, 8 貝図版9イ 1 1 20図V 28
【
Ｊ
ｊ
■
Ｉ

内
Ｊ
１

岩頁 岩38． 3ぅま糾|きナイフVI E X 4． 6 X 1 ． 1図版9 /I図V 28 1 1 5378

黒雁石
戸 r

n ． 92, 5 x 2 , 5 X 0, 9Ⅵ 層 ク レイパー図版95図V 29 i l 287 q
I J

図V-29 曜石黒Ⅵ層 ク レイパー 2 . 3 x 2 . 7 x 1 , 0 イ ． 0図版95 h－l 2880

｛ ）内は現存値
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2 石器

遺物No． 長×,幅×厚 (cn, )図NC 図版NC 調査区 層位 分 類 ﾎさ ( R) 材
テー

イ1

|叉IV-29 図版958 1 o－l 23 V 層

V層中位

【 ク レイパー 2 ． 8 X 2 ， 7 X 0 ． 7 頁 岩4 ． 8

卵 図V 29 |叉|版95 J 116 スケレイパー 2 , 9 x 2 , 2 x O 黒 I1浬石1 ． 5

図V-2983 図版9 5 1 － 1 20 V 層 スク レイパー ０

９

１

０

Ｘ

Ｘ

６

７

２

２

Ｘ

Ｘ

８

６

２

２

黒曜石I

84 図V-29 図版95 c－l 5 3 V 層 スク レイパー 黒曜石
に

|叉IV-2985 図版95 S-108 VI 層 スクレイパー 4 X 3 . 0 X 1 , 1 黒曜石5 . ’

86 図V 29 図版95 T－l O9 V 層 ス ク レイパー ９

１

Ｏ

１

Ｘ

Ｘ

Ｏ

６

３

２

Ｘ

Ｘ

８

２

２

３

黒曜石5 ． H

~
87 図V-29 図版95 V 層1 1 26 スク レイパー 黒曜石8 ‘ 0

図V-2988 図版95 L-1 46 V層中位 ス ク レイパー x 2 ． 8 x 1 ． 2 黒曜石６

図V 2989 図版95 o－ l 2 3 Ⅳ層 スク レイパー Ｏ

０

Ｘ

Ｘ

６

８

２

２

Ｘ

Ｘ

４

９

３

２

黒曜石1

|叉IV 2990 図版95 '1 1 1 9 Va層

V 層

V層下付

ス ク レイパー 黒曜石9

|叉IV-299 1 図版95 r － l 22 スク レィ ) ． l x 3 ， l x 0． 7 黒曜石5 ， 0

|叉IV-29 |列版9592 R-1 08 ス ク レイパー ０

４

３

１

Ｉ

１

Ｘ

Ｋ

Ｘ

６

１

６

３

３

３

Ｘ

Ｘ

Ｘ

９

４

１

２

３

１

黒曜石8． 4

図V-29 図版95リ :I 1 -1 1 8 V 層 スク レイパー 黒曜石' 1 ， 5

図V-2994 図版95 G-1 27 V 層 スクレイパー 黒曜石’ 4 ． 4

95 図V 29 図版95 V 層m l l 9 スク レイパー ６

７

５

５

１

０

Ｏ

０

Ｘ

Ｘ

Ｋ

Ｘ

３

５

６

０

４

１

２

２

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

８

３

５

２

３

２

２

３

黒曜石23 ‘ 4

図V 2 9 図版9596 l i 2 1 VI 層 スクレイパー 黒 ll認石
1

T」

卯 図V 29 図版95 1 1 1 9 ⅡI 層 ス ク レイパー 黒曜石り

図V 2 998 図版95 h 1 28 V 層 スク レイパー 頁
l~LI

王『0

図V-2999 図版95 VI 層i －l 28 スク レイパー | ･ 5 x 2 . 9 x I 珪質頁岩9 ． 9

図V 301 00 図版95 d－l 50 W層 ス ク レイパー 3 ． 7 x 2 ． 9 x 0 ． 8 黒曜不i6 ． 5

i O l 図V－30 図版95 V層中位T－l l 5 ス ク レイパー (3 . 5) x ( 2 . 8 ) x I0 . 8)
lLl

モ』9 ． 2 頁

図V-30 図版95' 02 V層上q 1 23 ス ク レイパー

５

３

６

４

Ｏ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

８

５

９

２

３

２

Ｘ

Ｘ

１

Ｘ

Ｆ
ｎ
ｊ

’
川
１

斤
Ｊ
１

．

ｉ

咄

１

１

メ ノ ウ' 8 ， 4

スクレイパー1 03 図V 30 |叉1版95 P－ l 47 VE' |1位
Ｉ
》
１

ｕ
正頁1 ． 5
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V包含層出土遺物

石 材重さ (8)長×幅×厚 (cm)調査区 層 位遺物No． 図版NC 分 類図NC

泥 ラ塔図版96 VI 層 石 斧 ' 75 ． 0図V 3 1 ' 8 ， 8） x 5 ， 6 x 2 ， 21 2 1 M－l l 3

蛇紋岩図版96 Ⅵ層 石 斧 1 20 ， 0図V－3 1 ' 8 ， 3 1 x 6 ‘ O x l ， 6８２
．
１
１
Ｊ1 22

泥岩石 斧V層’三面図版96 (7 . 3) X (4 , 7 ) X I2 . 4)図V 3 1 ’ 1 9 ． 0R－l l 91 23

カンラン淵VI 層 石 斧図版96 (9 . 6) x 5 . 5 x 2 . 8 220 ， 0図V－3 1 0 1 3 21 24

泥 岩V層上面 石斧 388． 0図版96図V-3 1 ( 9 , 0) x 7 , I x 4 ． 8F l l l1 25

蛇紋岩V 層 石斧原材 1 46 ． 0図版96 8 5 x 6， 5 x 2 ‘ 1図V－3 1 r －l l 91 26

‘ロ ”『~ LL『

蛇紋石V 層 石斧原材図版96 9 ， 4 x （ 7 ． 6） x 3 ． 1 23 1 ， 0図|V 3 1 N l 25’ 27

蛇紋岩V層下位 石斧原材図版96 1 1 . 9 x 9 . 4 x 3 . 6 4 77図V－3 1 Q-1 1 0’ 28

砂岩図版97 V 層 たたき石 1 55 ‘ 91 1 ， 8 x 3． 4図V 3 1 n 1 23 Ｉ1 29

たたたた 砂岩V 層 き石 264 ． 0図版97 1 9 ‘ 4 l x 5 ， 2 X 3 ， 5|XIV-3 1 r－ l l 71 30

砂崇V 層 たたき石 ) 27 ‘ 5図版97 1 2 ， 0 x 5 ． 5 x 3 ， 1図V－3 1 9 1 541 3 1

カンラン舟V 層 たたき石 9 7 x ( 1 0 . 2) x 4 @ 4 680． 0図V 3 1 図版9 7 Q-1 1 41 32

砂岩す‐ り 石Ⅵ 層 1 0. 7 X 5 . 9 X 2 . 9 255 ， 0|x1版9 7図V－3 1 r 1 231 33

凝灰岩すり 石Ⅵ 層 1 451 8 x 5 ， 9 x 5 ． 5図V-3 1 図版971 34 k－ l 20

カンラン料すり石Ⅶ 層図版97 1 0 , 4 X 1 0. 2 X 4 693 ‘ 3図V－32 N l 251 35

安山岩V層 '二面 すり 石 957 ． 0図版97図V－32 1 1 ‘ 6 X 8． 11 X 7 ‘ 01 －1 1 11 36

泥岩すり 石V 層図版97 1 2 ． 01 ， 8 x 5 ， 2 x 1 ， イ図V－32 R l 341 37

砂塔す り 布V 層図版97 | ， 4 63 ． 0図V－32 r－l O9 1 ， 91 38

砂 培すり石図版97 VI 層 56 ， 63 , 9 x 7 . 5 X I , 4IZV 321 39 N l l 6

山
石
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ｏ
ｌ

~

Ⅵ 層 すり 石 1 1 6 ‘ 1図版97図V-3 2 6 ， 1 X 1 1 ． 5 X 1 ， 1S－1 1 540
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ロノ ム白 p U6 X 1 5 ． l x 6 ， 1図V 32 P l 271 43

砂岩すり石V層下位 776 ． 0図版98 9 ． l x 1 6 ， 7 x 4 ‘ 9図V－32 Q-1 101 44

’
砂岩V 層 すり石 964 ‘ 4図版98図V－32 7 ， 5 X ’ 8． 9 〉o l 201 5

砂岩すり 石Ⅵ層 ' 2 1 0 ． 4図版98 1 0 ‘ l x l 4 ‘ 9 X 6 ， 5図V－32 j - 1 241 46
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〕 土製品・石製品・その他

3 土製品・石製品・その他

土製品（図V-33-1～3，図版99)

1はスタンプ形土製品である。判面には沈線により動物意匠の可能性もある文様が施される。柄の

部分は欠損する。 2は土製の垂飾品と考えられる。両面に斜行縄文が施され、貫通孔が空けられる。

土偶である可能性もあるが、同時期の土器、土製品の組成において、北海道は土偶が極端に少ない傾

向があるため、本製品は垂飾品と考えた。 3は耳栓である。内部は破損しており、詳細は不明である。

両面とも赤色顔料塗彩の痕跡が残る。 （土肥研晶）

石製品（図Ⅳ－33－4～7，図版99）

4は黒曜石製の異形石器である。西側の盛土地区で多く出土しているが（｢調査年報』 9 道埋文

センター1997、 『キウス4遺跡（2）』道埋文センター1998)、周堤墓地区ではこの1点のみである。

両面を調整してあり、石雛を2つ横に並べたように、先鋭な部分が2か所作られている。どのように

使用されたのか、果たして実用的なものであったかは不明で、図の上下の向きも定かではない。 5は

カンラン岩製の玉である。厚みがあり、穿孔は両側からで、表面全体に粗いキズのような擦痕がみら

れる。両面のそれぞれの剥落面にも擦痕がついている。 6は偏平な泥岩の礫全体が擦ってあり、周縁

部にいくつもの擦痕面ができている。整形途中の玉の未成品の可能性がある。 7は偏平な泥岩の礫の

片面および周縁全体に敲打痕がみられるものである。片面全部を欠失しているが、意図的なものかは

不明である。西側の盛土地区で大量に見つかった、泥岩あるいははカンラン岩製の製品と同類と思わ

れる。周堤墓地区ではこの他にX-11で類似した製品の破片が1点出ている （図Ⅱ 24-39)。用途

不明なため、分類名に「たたき石｣、 「石製品」の両方を使用している。 （新家水奈）

古銭（図V-33-8、図版99)

8はJ-2地区の攪乱層から出土した寛永通宝。近くに掘立柱建物跡が検出されており、 これと関

連する可能性があると推定される。裏面に緑青がみられるが、保存状態はほぼ良好である。銭文はい

くぶん肉太な惜害体で、寛字の12画と13画の頭が離れ、 13画が上にはねる。両者の下縁は方孔に近接

する。通字は．頭通、 4画がはねる。永字は3画のうがやや大きく離れ、なべぶた状の突起がついて

いる。宝字の足はハ貝宝。 18世紀に鋳造された新寛永である。 （高橋和樹）

石斧（図V-33 9、図版99)

9は泉郷断層の露頭調査の際に採取されたものである （Ⅶ－6、第6図参照)。基端側半分を欠失

している。打ち欠きによる整形後磨いて仕上げてある。基部の表裏両面には剥離面及び原石面が、磨

きが行き届かないまま多く残っている。刃部と両側縁は丁寧な磨きが施されている。石質は片岩であ

る。 （新家水奈）
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3 土製品・石製品・その他

表V－3 包含層出土掲載土製品・石製品・その他一覧

遺物No 図版No 調査区図No 層位 分類 "( R) 石 材長さ×1幅×厚さ (cm)

図版99図V-33 V層 スタンプル士洲1 N-1 1 4 7 x 3 . 7 x I0 , 9 ) 8 ， 4

図版99図V-33 V層 上製垂飾2 K-108 ( 5 , 3) X (4 ． 0) x O ! 9 1 5 ， 4

図版99図V-33 VaE 耳栓n
J F-1 14 ( 5 1 , 2 )l X 7 ‘ l X 2 ． 4

図V-33 図版99 Ⅳ層 異形石器 黒曜石4 J 1 1 1 5 x l @ 7 x 0 , 4 0 ． 8

図版99図V 3 3 Ⅳ層５ カンラン消D-13 1 玉 ワR Q
且リ ロ J3 ， l X 3 ‘ l X 1 ． 7

図版99図V 3 3 Ⅳ層 未成品？6 泥岩p-1 22 1 5 ． 13 ， 6 X 4 ， l X O ’ 6

図V-33 図版99 V層7 Q 97 不 明
ｕ
ヨ

ト
不

コ
ヒ

Ⅵ
〃8 . 6 X 7 , 5 x 2 , 8 256 ， 5

図版9 9図V-33 攪乱 寛永通寶8 q 1 26 *2 ． 25 x 6. 3 x 0 ． 1 1 1 2

図版9 9図V-33 棚断層認 ＃ボクtl 石斧 (6 . 81 x (4 . 8 ) x 1 , 5 片 1．L1石'1

Q
レノ

ワハ ､

／0 ， 4

※Ⅶ－6参照 （ ）内は現存値 *銭径×内郭×厚さ (cm)
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V包含層出土遺物

表V－4 層位別出土遺物点数一覧
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1 キウス周堤墓群周辺の研究史と周堤墓の数

Ⅵ考察

1 キウス周堤蟇群周辺の研究史と周堤墓の数

キウス周堤墓群はその規模の大きさと、由仁と千歳を結ぶ開拓道路が明治24年から貫通していたこ

ともあり、早くからその存在は知られていた。大正年間には千歳村の史跡となっている。更に昭和5

年6月には北海道庁の史蹟名勝天然記念物仮指定史蹟となり、 「土語チャシ旧土人ノ城趾」 との標

柱が設置された（文献12)。その後、昭和54年10月に1～6 ． 11 ･ 12号の8基は国指定史跡となり、

｢周堤墓」の名称が与えられた。

近接するキウス4遺跡では平成5～10年に調査が行われ、合計19基（不明確なものも合わせると20

基） もの周堤墓が集中していることが判明した。

なお、呼称であるがキウス周堤墓群としているものは広い範囲にわたっており、 まとめて呼ぶには

不適当なものもあるが取り敢えずキウス周堤蟇群x号もしくは単にx号と表記する。キウス4遺跡の

ものはX－数字と表記する。なお、両者の一部には重複がある。

第1期戦前の調査・研究

1917 （大正6）年5月に阿部正已が1号周堤墓中心部の発掘調査を、北海道庁技師松坂修吾が測量

を行っている（文献55)。この調査の翌年、 『北海道史附録地図』 （文献148）に後の1～5号の平面図・

断面図が掲載された。この前後から、主にその形状から性格について言及されるようになった。

阿部は1918 （大正7）年にこれを満州の土城に類似していると考えた（文献54)。翌年にも詳しく

論述している（文献55)。なお、阿部は1917年に1号中心部を9尺四方、深さ9尺(27m)発掘し、

柱状図を作成した注' ) 。

この後、 1919 (大正13)年に文献148の測量図を引用した鳥居龍蔵は北海道に侵入してきた渤海蛛

錫が避難するための要塞・砦(retranchements) と考えている （文献118原文はフランス語)。

河野は1924 （大正13）年に当該地方の2つの伝説を紹介し、その上で「実なる伝説なしと難も蓋し

『アイヌ』の遺跡ならん」 と述べチヤシとする説を発表した（文献5）。

1935 （昭和10)年8月には原田二郎と千歳神社社司近藤義雄がキウスを調査した（文献129)。この

調査では、測量図・実測図が示され、構造や構築方法についての詳しい観察記録がなされている。更

に、以前から知られていた5基のほかに、後の6号を北側の小渓右岸に僅かに形状がわかる形で発見

している。そして、その形状やこのような穴で熊祭りが行われるという伝承から、土塁中に獲物が入

るのを待ち、矢で仕留めるための施設と考えた。

戦前のこの時期は後の1～5号が測量調査により図示され、その規模から石器時代に潮るものとは

考えられずに土城、チヤシ、ツングースの防御砦、動物を捕獲する施設などと考えられたが、いずれ

も形状からの推測にとどまっていた。なお、 6号は原田の調査の後忘れられ、昭和42年に再発見され

ることとなる。

なお、昭和24年（1949）に長見義三により 1号中央部の試掘調査が行われたが何等資料は得られな

かったらしい（文献8 p.65註23)。
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Ⅵ考察

第Ⅱ期戦後～昭和40年代集団墓地の確認と 「環状土簾」の命名

1948～1949 (昭和23～24)年に河野広道により画期的な調査が斜里町朱円で行われ、 この遺構を墳
墓群とした。 1954 （昭和29）年の報告では、キウスも同じ墳墓群であり、 「環状土雛」 と称すべきも
のと述べた。環状土離の語の初出であり、キウスもその構造から墳墓群と考えた点で卓見であった
（文献77） 注2) 。

なお、 ここでキウスについて触れているのは、朱円の調査後でこの発表以前の1950 (昭和25)年に
河野がキウス7号を調査し土塁中央から石柱と墳墓1基を発見していたためであろう （文献78， 8
P36)") 。

この後、 1964 （昭和39）年に大場利夫・石川徹らが1号土離を、続く1965 （昭和40)年には2号土

難を調査している。その結果は1967 （昭和42）年3月に『千歳遺跡』 としてまとめられた（文献8）。
これら調査により、従来から知られていた5基（ 1～5号）の他に、更に5基（6～10号）を発見し、
キウス環状±難「第1～10号」という番号が付与された。

このうちの2基は原田等が確認したもの（6号） と、昭和25年に河野が調査したもの（7号）を再

発見したものである。更に、 1～5号の南西約600mに3基(8～10号）が近接して位置しているこ

とを確認している。これは後にその位置が不明となり、後述のごとく、現在ではキウス4遺跡内に確
認された周堤墓に相当するのではないかと考えられている。

なお、実際に発掘調査が行われた1号では5基の墓曠が、 2号では偏平な礫8個が周囲に配置され
た墓曠1基が確認されている （Ⅵ－3参照)。

これらの調査を行った大場は斜里の環状土離との類似を指摘し「広義では、 これらと同様に環状土

雛の類例と考えられる」 （文献8p.44) と結論付けた。その性格については「本遺構はあるいは本地

域の部族の共同の墓地であったようにも思われる｡」 （文献8 p.46) とし、構築の背景として「共同

体を単位とした生活圏が確立していたための所産」 （文献8p.113) と考えた。

また、大場．石川が2号を調査した昭和40年に道路拡張工事が行われ、その際に4号土離北側外縁

部に墓が発見され、石川がこれを調査報告した（文献1 ）。墓曠は黒色土中から掘り込まれ、曠底に

はベンガラが撒布してあり、石棒が検出された。規模や石棒の出土状況から西頭位の屈葬と推測して

いる。この墓曠は位置的にも周堤墓の竪穴内の墓ではなく、掘り込みの状態や規模・深さからも同じ

時期に周堤外に作られたものと考えられる。キウス周堤墓群においてもキウス4遺跡と同様に周堤墓

に入らない墓曠が存在していることが確認できる。また、石棒はキウス4遺跡や丸子山遣跡、末広遺

跡などを含めても周辺では出土していない。

この時期には、河野の斜里町の調査により、 このような遺構を集団墓地と確認し「環状土雛」と名

付けた。大場はキウスにおいて発掘調査を実施し、河野の指摘のとおりこれを集団墓地である環状土

離と裏付けた。 しかし一部の調査であり、その性格や構築の背景については見通しが語られたにすぎ
ない。

なお、斜里町朱円、千歳市キウスの他に河野は1954 （昭和29）年に芦別市野花南において周堤墓を

調査し（『芦別市史』 1974)、大場は1963 (昭和38)年に標津町伊茶仁ふ化場1遺跡において周堤墓を

確認している（『標津の竪穴』 Ⅱ 1979)。

第Ⅲ期昭和50年代周堤墓の全面発掘調査と研究の深化

この後、恵庭市柏木B遺跡や美沢川流域の千歳市美々5遺跡・苫小牧市美沢1遺跡などで周堤墓の

全面発掘調査が進み、その立地や構造、社会の復元などの研究が進むようになった。
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l キウス周堤墓群周辺の研究史と周堤墓の数

このようななかで、 1978 (昭和53)年に千歳市教委と奈良国立文化財研究所によってキウス周堤墓
群の国指定史跡に向けた測量調査が実施され、詳しい報告と考察が大谷によってなされた（文献3）。
この測量調査により1～5号に隣接して、従来見落され図化されていなかった11 ． 12号と、 2.5～3

knl離れた地点の13号、丸子山遺跡内の1基の合計4基を新たに確認している。 「すべてが墓趾かどう
かについては、…検討の余地がまったくなくはないが、…」と保留しているが、従来から知られてい

た10基（文献8)に4基を加えた合計14基の周堤墓を確認し、 さらにこの時点で知られている周堤墓

の集成を行った。この中には、 8～10号も含まれている。この8～10号はこの時点で位置などを比定

したものと思われる注4' 。その後、 この周堤墓の14基という数と規模が流布し現在に至っている注5) 。

この測量調査から構築順序が想定され土難の規模の拡大が想定されている。そして魚類、鳥類が豊

富で、鹿の通り道にもあたる狩猟漁携にたぐいまれな環境であったことが周堤墓を構築する背景となっ

たと考えた。

1979 （昭和54）年に千歳市内の遺跡一覧表がまとめられた（文献9）。それにはキウス1～13号・

丸子山遺跡の所在地・土地所有者などが記載されている。また、 この他にもK基地2遺跡、キウス2

遣跡に周堤墓が存在する可能性ありとしているが、これについては現在まで確認されていない。

この時期はキウス周堤墓群周辺において、従来考えられていたよりも多くの周堤墓が集中している

ことが明らかにされた。しかし、他の周堤墓が全面発掘され調査される中で、一部のみ調査されたキ

ウスについての言及は少なく、おもに規模の大きさと集合する数の多さから他の周堤墓．周堤墓群と

は異なった存在として扱われている。例えば、林は周堤墓の数から世帯共同体が数次にわたり接近し

た場所に墓域を営んだ場所とし（文献123)、春成は周堤墓の墓曠を2分して考えるなかでキウスは2

つ以上に分かれ数個の居住集団による共同の墓地と考えている （文献133)。

第Ⅳ期昭和60年以降キウス4遺跡の発掘調査開始

1987 （昭和62）年に道教委により、文献8で8～10号が位置すると考えられた地区において土地改

良工事にともなう範囲確認調査が実施された。その結果、文献8で考えられていた位置にこの3基が

存在しないことが明らかとなり、 3基ともキウス4遺跡内に存在するもの考えた。 8～10号の登載抹

消に係る内容変更手続きは昭和63年1月に行われた（千歳市教委田村氏の御教示による)。

現在では、 この8～10号のうち9 ･ 10号はキウス4遺跡のX－6 ． 4に相当することがわかってい

るが、 8号はキウス4遺跡に所在することが推測されるのみでいまだ再発見されていない（道教委大

沼氏の御教示による注6) ）。

この後1987 （昭和62）年から1992 （平成4）年にかけてキウス4遺跡において北海道横断自動車道

建設にかかる埋蔵文化財の調査が行われた。昭和62年には7号周堤墓の南にある山林内に4基(X-

a～d)が現在でもわかる状態で確認された。また、道路用地内については続々と周堤墓が確認され

たが、全体像は1993 （平成5）年の詳細試掘調査によって把握された。

1993 （平成5）年に道埋文センターによりキウス4遺跡の詳細試掘調査が行われ、山林内の4基の

他に周堤墓9基(X-1～9)を確認したほか、南北に長く伸びる盛土遺構、住居跡、土曠、焼土が

検出されている（文献18 ． 20 ． 29)。 9基の周堤墓の規模が一覧表で示され、特にX-1 ･ 4 ． 6の

3基の周堤墓について詳しい記述がある。マウンドのある周堤墓3基や、立石(13m)や偏平礫の

配置された墓曠が確認された。 トレンチによる調査ではあるが、キウス4遺跡において大規模に周堤

墓が配置されており、住居跡や2列の盛土遺構が確認された点で周堤墓単独の分析から脱皮する可能

性を示した。なお、キウス4遺跡と国指定史跡の周堤墓力ご地形的に同じ面にあり、大きな一群を形成 ’
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Ⅵ考察

しているとする（文献29)。

この後、平成7年度からキウス4遺跡の本格的な発掘調査が開始された。 1995 （平成7）年には
1993年に調査できなかった区域から新たに2基の周堤墓が確認された（文献23)。なお、詳細試掘調
査で周堤墓としたX-8 ･ 9は、 この調査で確認された直線状盛土の誤認の可能性があり不明確なも
のとした。これは、後の調査で存在が否定されている。

1997 （平成9）年の発掘調査では新たに5基の周堤墓(X-12～16)が確認された（文献30)。 ま
た上部が削平されているが、 さらに1基(X－α）の周堤墓の存在が推測された。そして、不明確で
あったX-8 ･ 9の2基は存在しないことが明らかになった。また、平成10年に新たに1基(X-17)
が確認された（以上、本報告書)。

これらの調査により、 X－1～17からX－8 ． 9を除き、山林内の4基を加えた19基がキウス4遺
跡内に存在することが明らかになった。上部が削平されているが存在が推測されるものも1基含める
と、キウス4遺跡内には20基の周堤墓があることになる。

なお、この間の1990～1993 (平成2～5)年に調査された丸子山遺跡では以前から知られていた1
基（ 1号）の他に、 もう1基（2号）の周堤墓が確認された（文献38)。

この時点で、国指定キウス周堤墓群に8基（ 1～6 ． 11 ． 12号)、やや離れて1基（7号）があり、
3kmほど離れて3基（丸子山遣跡2基13号）があり、キウス周辺には32基の周堤墓が存在すること

となる。 （藤原秀樹）

’

注1 ） この発掘の結果なにも出土しなかったとある。昭和39年の発掘で確認された1号墓曠を切った

攪乱は『千歳遺跡』では後述のごとく昭和24年（1949）に長見義三の試掘調査によるものと考えてい
るが、その規模からこの時の調査による攪乱の可能性もある。

注2）なお、 この後に発掘調査が行われるまで、士城に類似しているとする説（新岡武彦「日本北国
の士城に就いて」 『北海道考古学』第1輯1964）などがあった。

注3）発掘調査直後に発表された報告（｢朱円ストーンサークル」 『北海道郷土研究会会報』第一号
1950)では「朱円ストーンサークル群」 と記され『環状土離』の語は用いられず、 またキウスについ

ても触れていない。また、文献78ではキウス周堤墓群の内、 1基を調査したことが記載されているが、
具体的にどの周堤墓に当たるかの記述はない。

注4） この調査前である、 1976 （昭和51）年刊行の『埋蔵文化財包蔵地一覧』および、 1979（昭和54）
年刊行の『全国遺跡地図』北海道Ⅱにおいては1～7号のみが記載され、 8～10号についての記述は
ない。

注5）例えば「環状土雛」 『縄文時代研究事典』 （1994）など。

注6）土地所有者に着目して8～10号を比定してみたのが図Ⅵ－1である。最初に発見した『千歳遺
跡』では8号がA氏、 9 ． 10号がB氏の土地に所在となっている（図Ⅵ－1－1）。その後の『千歳

市における埋蔵文化財（上)』では3基とも土地所有者A氏となっている（図Ⅵ－1-2)一方で、
昭和62年の調査では逆に3基ともキウス4遺跡内でB氏の土地に所在と考えており （図Ⅵ－1－3）、
いずれも 『千歳遺跡』の記述と矛盾している。当初の『千歳遺跡』の記載のとおり8号がA氏、 9 ．

10号がB氏の土地とすると、いずれもキウス4遺跡に所在することとなり、 さらに位置関係からB氏

の土地に所在するX-6 ･ 4が9 ･ 10号に比定できる。 8号はキウス4遺跡内で、今回の調査区域外

に存在している可能性がある （図Ⅵ－1－4）。これは、キウス周堤墓群( 1～5号）から約600m離
れて8～10号が存在するとする『千歳遺跡』の記述とも合致する。

231

’



キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
周
辺
の
周
堤
墓
発
見
史

T調
査
者
･憩
鬘
囿
容
［

週
_童
対
_皇
－
1

表
Ⅵ
－
1

｢調
舂
琵

備
考

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

キ
ウ
ス
に
つ
い
て
の
見
解
・

調
査
概
要

表 一
文
献

発
~

言 牡 Ｊ メ 函 諦 綱 紫 亜 値 ｓ 舅 淵 紐 氏 函 誌 綱 ｓ 簿

阿
部
土
城

ツ
ン
グ
ー
ス
砦

チ
ャ
シ

19
18
，
1
9
1
9

1
9
1
9
鳥
居

1
9
2
4
河
野

2,
7
m
四
方
2
･
7
m
掘
下
げ

な
に
も
出
土
せ
ず

1
～
5
号
の
測
量
図
作
成

1
9
1
8
『
北
海
道
史
附
録
地
図
』

平
面
図
、
横
断
図
2

1
9
1
9
「
北
海
道
の
土
城
」

平
面
略
図
、
発
掘
区
土
層
図

1
9
3
7
「
城
餅
鮒
0チ
ヤ
シ
鰍
て

」
平
面
略
図
、
断
面
図

1
9
6
7
『
千
歳
遺
跡
』

1
9
6
7
『
千
歳
遺
跡
』
墓
墳
1
石
柱
1

ベ
ン
ガ
ラ
散
布

1
9
6
7
『
千
歳
遺
跡
』
墓
壌
5

平
面
図
、
遺
構
図

1
9
6
7
『
千
歳
遺
跡
』
墓
塘
1

平
面
図
、
遺
構
図

1
号
中
央
部

1
～
5
号

○ ○ ○

心 ｃ ｃ
阿
部
発
掘
調
査

道
庁
技
師
松
阪
測
量

1
9
1
7

~1
9
3
7
原
田
動
物
捕
獲
施
設

土
堤
の
土
層
図
作
成

1
～
6
号

原
田
近
藤
調
査

1
9
3
5

未
発
表
、
資
料
出
土
せ
ず

1
号
中
央
部

1
9
4
9

｜
長
見
発
掘
調
査

1
9
5
4
河
野
墳
墓
群
、

「
環
状
土
雛
」

斜
里
調
査
後
、
発
表
以
前

1
9
6
7
大
場

「
環
状
土
離
」

未
発
表
、
7
号
中
央
に
石
柱

石
柱
近
く
に
基
壊
l

立
石
の
あ
る
墓
塘
1

石
鱸
副
葬
の
墓
壊
1

周
囲
に
偏
平
礫
配
置
墓
填
1

樗 再

河
野
発
掘
調
査

大
場
石
川
発
掘
調
査

1
9
5
0
頃

1
9
6
4

1
9
6
7
大
場

「
環
状
土
離
」

2
号

大
場
石
川
発
掘
調
査

大
場
石
川
分
布
調
査

1
9
6
5

8
～
1
0
号
は
後
に
位
置
不
明

→
1
9
7
9
,
1
9
8
7
と
位
置
移
動

置
の
略
図
作
成

’
7
号
は
再
発
見

棒
副
葬
の
墓
塘
1

底
に
ベ
ン
ガ
ラ

～
1
3
号
、
丸
子
山
遺
跡
の

堤
墓
の
確
認

堤
墓
の
所
在
地
、
土
地

有
者
を
掲
載

位
置
の
略
図

6
，
7
号
は

石
棒
副
葬
の

壊
底
に
ベ
ン

1
1
～
1
3
号
、

周
堤
墓
の
確

周
堤
墓
の
所

所
有
者
を
褐

号 縁

加 北

一 号

６ ４

５
６

４ ９
６ １

蝸 一

周
堤
墓
外
の
墓
、
北
西
頭
位
の
屈
葬

鯛
鰹
に
つ
い
て
」

石
川
発
掘
調
査

1
9
6
5

1
1
号
の
東
側

1
～
1
3
号

丸
子
山

市
教
委
・
奈
文
研

測
量
調
査

1
9
7
8

→
1
9
8
7
に
位
置
移
動

1
-
1
3
号
・
丸
子
山

キ
ウ
ス
2
遺
跡

K
基
地
2
遺
跡

市
教
委
分
布
調
査

1
9
7
8
～

い
て
は
存
在
の
可
能
性
を
指
摘

8
～
1
0
号
の
位
置
移
動

→
現
在
の
キ
ウ
ス
4
遺
跡
内

山
林
内
に
4
基
確
認

キ
ウ
ス
4
遺
跡
の
試
掘
調
査

8
～
1
0
号

(キ
ウ
ス
4X
-2
'4
'6
)

道
教
委
試
掘
調
査

1
9
8
7

ｷ
ｳ
ｽ
4
X
-
a
～
d

ｷｳ
ｽ4
X-
い
ず
h力
！

道
教
委
B
調
査

1
9
8
7

～
1
9
9
2

周
堤

遺
跡
を
除
く
周
辺
で
の

1
2
基
（
周
堤
墓
群
含
む

の
あ
る
周
堤
墓
3
基

る
墓
墳
1
、
石
配
置
墓墓

キ
ウ
ス
4

1
9
7
8
に

丸
子
山
1

．
2
号

市
教
委
発
掘
調
査

1
9
9
0

～
1
9
9
3

う
墓
の
合
計
1
2

墓

1
3
基
を
|
マ
ウ
ン
ド
の

キ
ウ
ス
4
X
-
1
～
9

ト
レ
ン
チ
調
査

X
－
1
墓
壊
調
査

道
埋
文
セ
ン
タ
ー

詳
細
試
掘
調
査

1
9
9
4

壌
1

認
｜
立
石
の
あ

に
盛
土
遺
構
、
住
居
跡
＃

に
X
二
1
1
確
認

｜
墓
墳
6
基
調
査

~~~
~

~

蛆
へ

０ ２

１ １

~ ~
Ｘ Ｘ

４ ４

Ｘ ス

ウ ウ

キ キ

道
埋
文
セ
ン
タ
ー

発
掘
調
査

道
埋
文
セ
ン
タ
ー

発
掘
調
査

1
9
9
6

~
－
8

．
9
存
在
疑
問

に
存
在
の
可
能
性
の
あ
る

堤
墓
2
基

－
8

．
9
存
在
否
定

1
9
9
7

’

基 基
０ ２

２ １
計 計

キ
ウ
ス
4
遺
跡
周
堤
墓

周
辺
の
周
堤
墓

一
キ
ウ
ス
4
X
-
1
7

道
埋
文
セ
ン
タ
ー

発
掘
調
査

1
9
9
8

’

合
計
3
2
基

~



VI 考察

2 北海道における周堤蟇の分布

1 周堤墓の分布

北海道では存在が不確定なものもふくめて現在13遺跡で66基十αの周堤墓が確認されている（表Ⅵ－

2、図Ⅵ－2 ． 3参照)。

①美沢川流域の遺跡群（図Ⅵ－4）

昭和53年道教委調査（美沢1遺跡・美々5遺跡）で7基、昭和55年北海道埋蔵文化財センター発掘

調査（美々4遺跡）で3基、昭和58年道埋文センター調査（美々4遣跡）で5基、昭和60年道埋文セ

ンター調査（美々4遺跡）で1基を発掘調査。この結果美沢l遺跡で6基、美々4遺跡で9基、美々

5遺跡で1基の合計16基が確認された。美々川支流の美沢川左岸台地上に美々4 ． 5遺跡、右岸台地

上に美沢1遺跡が位置する。標高は約23～25m程で、川との比高差は現在では約20m弱である。

周堤墓はいずれも美沢川に面した台地縁そばの平坦部で確認されており、 2基が隣接するもの（美

沢1遺跡)、複数がまとまるもの（美々4遺跡)、離れて単独で確認されたもの（美々5遺跡、美々4

遺跡）がある。規模の大きいものから小さいもの、中央のマウンドが顕著なものまで様々な周堤墓が

ある。

②千歳市末広遺跡

昭和38年から市文化財調査委員会が分布調査を実施し、昭和42年刊行『千歳遺跡』では「根志越遺

跡」 として紹介され、周堤墓の存在が記載された。昭和54～56年、市教委調査。 1号は全体、 2号は

周堤の一部を除いて、 3号は3分の1程度が調査された。更に平成4年にも市教委が2号の周堤部と

3号の中心部を発掘調査した。遺跡は千歳川左岸の低位段丘上に位置し標高は約13.5m、千歳川との

比高差は約3mである。

1号は中央部にマウンドがある。墓曠は2号の周堤上を含めて21基が確認され、副葬品は2号の3

基にあった。ベンガラは11基の床面で検出され、このうち2号の3基は更に曠口部にも散布されてい

る。

③千歳市キウス周堤墓群・キウス4遺跡

馬追丘陵の西斜面裾部に位置し、標高はキウス4遺跡で約10～17m、キウス周堤墓群で17～20mで

ある。周堤墓は存在が推測されるものlを含めて合計で32基もあり、 この内確実なもの7基を調査し

た（Ⅵ－1参照)。

④千歳市丸子山遺跡

昭和53年、市教委が踏査し1基（後の1号）を発見。平成2～5年、市教委発掘調査でさらにもう

1基（2号）を発見し、 この2基を調査した。遺跡は馬追丘陵西裾段丘部から離れたオルイカ川左岸

にある独立丘陵上に位置し標高は約21m、低地との比高差は約12mである。

1号は中央部にマウンドがあり墓曠は弓が副葬されたものl基のみであった。 2号は墓曠4基で内

2基にはそれぞれ弓、ひすいの玉が副葬されていた。また1号→2号の構築順序が明らかにされた

(Ⅵ－1参照)。

⑤恵庭市柏木B遺跡

大正15年、国産振興博覧会に島松のメンヒル（立石）が陳列展示される。昭和52～55年、市教委発

掘調査。舌状台地上で茂漁川左岸の丘陵先端付近に位置し、標高は約60m、茂漁川との比高差は約20

mである。
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2 北海道における周堤墓の分布

周堤墓は明らかに存在する1～3号のほかに、 2基（4 ． 5号）の存在が推測されている。また、

1→2号の構築順が推定されている。この遺跡の周堤墓は墓標（地上標識)、ベンガラ散布方法など

が多様で副葬品も豊富であり、多くの分析・研究の対象となっている。竪穴内の墓曠に積石が多く行

われていること、竪穴内だけでなく周堤上・周堤外にも墓曠が構築されていることなども特徴である。

また、時期的には三シ谷式に相当し （鷹野1981 ･ 1989)、新しい段階の周堤墓と考えられる。

⑥芦別市野花南環状土雛

昭和28年、芦別郷土史研究会発見・調査。昭和29年、河野広道調査・復元。昭和42年測量調査。空

知川左岸段丘に位置し、標高は約120mで、空知川との比高差は約16mである。昭和37年に市指定史

跡となった。

外径21m、内径17mで周堤墓中央部を2㎡ほど調査したところ人頭大、それ以上の河原石20個が敷

き詰められていたという。また、 この北に隣接して中心部に配石のある直径11m程の円形の窪みが確

認された（道埋文センター1999)。

⑦斜里町朱円環状土離

昭和23年、河野広道調査。オクシベツ川とアッカンベツ川にはさまれた丘陵裾に位置し、標高は15

~16mである。昭和32年に出土遺物とともに道指定史跡となった。

A号･B号とされた周堤頂部での径が28m･ 32mの周堤墓が、わずかの距離をおいて2個ならんで

いる。A号には20基以上の、 B号には中央部に1基のストーンサークルが確認された。この内、 7基？

が調査され土器、石棒、石斧などの豊富な副葬品が出土した。このなかには3体以上の合葬墓やアツ

シ様織物が出土した火葬墓がある。

周堤の中に積石墓があること、副葬品、なかでも土器が多いことが特徴である。また、構築された

のは御殿山式（栗沢式）の時期であり、現在ある周堤墓のなかでは最も新しい。周堤墓から静内町御

殿山墳墓群などに見られる積石墓へ移行している様子が伺える。

⑧標津町伊茶仁ふ化場第1遺跡

昭和38年、大場利夫踏査・発見。昭和53年、町教委試掘調査。伊茶仁川の支流間にはさまれた細長

い段丘上に位置し、標高は約14m、川との比高差は3mである。

一部分の試掘調査で墓曠2基が検出された。いずれもベンガラが床面に散布されており、副葬品は

なかった。内1基には動物の皮が敷かれていたという。周堤墓周辺から同時期の遺物は出土しなかっ

たが、約60m東に遺物の分布が見られ生活跡と推測されている。

⑨標津町伊茶仁チシネ第3竪穴群遺跡

昭和59年、町教委分布調査。平成9年、町教委発掘調査。伊茶仁川と忠類川の間を流れる小河川右

岸で比高差2m程の低い段丘上に位置し、標高は約9mである。

川に沿って周堤墓5基が並んでいる。平成9年には4号の一部を発掘、墓擴3基を確認し、内1基

を調査した。墓曠内には墓標があり、ベンガラ・副葬品は確認されなかった（道教委文化課編1998、

椙田1999予定)。

⑩標津町伊茶仁カリカリウス遺跡

平成6年、町教委測量調査。無名川第二地点で周堤墓1基、カリカリウス川第一地点で可能性のあ

るくぼみ2か所が発見された。カリカリウス遺跡は根釧原野東部に広がる海成段丘上に位置する。

無名川第二地点ボー川支流の無名川の右岸段丘先端の緩斜面にあり標高は9～12mで川との比高

差は6mほどである。標高9～10m付近に周堤墓1基がある。周辺には竪穴群が存在するが、周堤墓

との関係は不明である。
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カリカリウス川第一地点ボー川上流にある支流のカリカリウス川の右岸段丘上にある。標高15へ

16m付近に直径10m程の円形竪穴が2か所あり、周堤墓の可能性も推定している。川との比高差は約

10mほどである。

以上のように、現在確認されている周堤墓の分布は道央部の苫小牧市6基、千歳市45基、恵庭市5

基で、内陸部の芦別市に1～2基、オホーツク海沿岸の斜里町に2基、標津町に7基となっている。

この合計66基の周堤墓の内、苫小牧市・千歳市・恵庭市の石狩低地帯で56基が存在し、全体の約85

％を占めている。なかでも馬追丘陵西側を含めたキウス周辺に全体の約半数の32基が集中している

(図Ⅵ－2 ． 3参照)。

これは開発事業に伴う発掘調査が石狩低地帯周辺に集中していることにも起因するが、周堤墓を多

く構築した時期に作られた堂林式土器を伴う遺跡の分布や土器の出土量、周堤墓が複数まとまる傾向

などから、いまだに未発見のものを含めても今後とも石狩低地帯に集中する傾向は変わらないと思わ

れる。

2 周堤墓と後期後葉の遺跡の分布

このように周堤墓の分布は偏りを見せ、今のところ道北地方、道東部太平洋側の十勝・釧路地方、

後志地方も含む道南部では発見されていない。これは、周堤墓が構築された後期後葉の遺跡、なかで

も主体となる堂林式土器を伴う遺跡の分布の濃淡と符号する。

道北部では後期中葉には大規模な遺跡が分布し（旭川市神居古潭7遺跡、礼文町船泊遺跡など)、

同じ時期の配石を伴う墓も深川市音江環状列石（駒井1959)、旭川市神居古潭ストーンサークル（河

野ほか1952、旭川市教委1990)などで確認されている。 ところが後期後葉になると堂林式土器が富

良野市烏沼遺跡などで破片、芦別市野花南熊の沢遺跡でまとまって出土し、御殿山式に相当する土器

が美深町ピウカ2遺跡で出土する（美深町教委1999）程度で後期後葉の遺跡は少ない（杉浦1991)。

道東部では、藤本によると中期末から後期前葉にかけての気候寒冷化が壊滅的な影響を与えたらし

く、後期前葉には全くと言ってよいほど遺跡が見られなくなる （藤本1979)。後期中葉では常呂町ト

コロチヤシ南尾根、鶴居村下雪裡第2 ． 4竪穴群などの遺跡が見られるものの今のところ小規模な遺

跡が多く、後葉に至って堂林式～御殿山式土器が道東一円に広がる （沢1978)。

そのような中で、釧路地方の後期後葉の遺跡は弟子屈町下鐺別遺跡など釧路湿原西縁台地、阿寒川・

釧路川流域で確認されているが、仮小屋的性格の遺跡などの小規模なものが多い（沢1987)。十勝地

方でも鹿追町上然別1遺跡（十勝川流域史研究会ほか1976)、十勝太若月遺跡や音更町（以上帯広市

教委1985)、芽室町（道埋文センター1993）などで堂林式土器が確認されているが、多くは破片資

料であり遺跡は少ない。次の御殿山式に相当する時期や晩期初頭では大規模な遺跡群も確認され再び

定住性が回復すると考えられている （石橋・後藤・菅・佐藤1980)｡

なお、端野町一区4遺跡（北川遺跡） （加藤1972)、根室市初田牛20遺跡（根室市教委1989)、足

寄町上利別20遺跡（足寄町教委1990)では後期末葉から晩期初頭にかけての墓が確認されている。

道南では後期後葉の遺跡は各所に分布する。堂林式もしくはそれに相当する土器は青森県まで及ん

でいる。しかし、当該地域におけるこの時期の土器は突瘤文が顕著に認められず（新道4遺跡C地区

Ⅳ群c類土器など道埋文センター1987)、むしろ東北地方の十腰内V式に相当し（戸井町釜谷2遺

跡など戸井町教委1988)、 これに道央部の堂林式の影響が及んだと考えられる。この結果、堂林式

の末から三シ谷式に相当する時期に道南部へ突瘤文が広がり、青森県へも分布するようになると考え
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2 北海道における周堤墓の分布

られている（以上、大沼氏の御教示による)。むつ市大湊近川遺跡では北海道的な土器が出土し、三シ

谷式の時期に北海道からの集団的移住も考えられている（青森県教委1987)。このように、堂林式土

器が全道的に分布を広げるなかでも、道南部は東北地方とのつながりが大きい地域であった。特に函

館市石倉貝塚（函館市教委1999)、八雲町浜松5遺跡（八雲町教委1995）など後期前半の大規模な

配石遺構に見られるように、墓制もまた東北地方の影響が及んでいると考えられるのである。

今の所これらの地域に周堤墓の分布が見られないのはこのような状況を反映していると考えられる。

但し、堂林式の末から三シ谷式にかけての時期に堂林式の系譜を引く土器が青森まで分布を広げる状

況から、今後道南部において周堤墓が発見される可能性は否定できない。

なお図Ⅵ－2に図示したように、後期中葉の特徴的な墓制である環状列石を初めとする配石遺構の

分布は道南部、 日本海沿岸の後志地方や道北部、石狩川流域の北部などに見られ、周堤墓の分布とは

重複しない傾向がある。

3 周堤墓の立地と生業

周堤墓の立地は、河川に面した段丘上（美沢川流域の遺跡群・末広遺跡・柏木B遺跡・野花南環状

土離・標津町周堤墓群)、低地や低地にある湖沼などに面した丘陵裾（キウス周堤墓群・キウス4遺

跡・朱円環状土難？）や独立丘陵上（丸子山遺跡）に分類できる。河岸段丘上としたものも多くは丘

陵先端部に位置する。標高はほとんどが20m以下で、川との比高差は20m以下である。また、河川の

大きさは様々である。

後期中葉の環状列石などの墓は眺望の開けた小高い場所が一般的で（大谷1975)、見上げるような

小山や尾根上に位置するものが多い。このような立地は周堤墓とは大きく異なる。一方で美沢川流域

の遺跡群や末広遺跡では周堤墓とほぼ同じ場所に、大量の遺物を伴って中葉の墓擴が多数分布してい

る（図Ⅵ－4 美々4遺跡第1～6群など)。後期中葉では地域により墓曠の構造、墓域の立地が異

なるようである。

周堤墓は後者と同じ立地だけではなく、更に低地にも分布する。このことから、後者と関連を有し

つつも若干異なる墓域観念を持っていたと考えられる。

一般に、 このような遺跡の立地はサケ・マスやシカなどの豊富な食料と関連付けて説明されること

が多い。例えば、 このような高い山の裾野に展開された段丘の平坦地を切り開いた川は伏流水も多く、

サケ．マスの産卵湖上に好適な条件のととのった所と考えられている（沢1987)。美沢川流域やキウ

ス周辺も往時のサケ・マスの湖上、シカの通り道であることや捕獲施設の存在、鳥類生息の沼地に近

いことなどが指摘されている（高橋・越田1984、大谷1978,大泰司1997など)。内陸部に位置する

野花南も空知川を登りつめた狭除部であって河川漁業を中心とした生業の場として重要な地点であっ

たと考えられている （芦別市教委1987)。

このような地域での狩猟・漁携は一時期に大量に捕獲するものが多く、捕獲施設の構築から捕獲・

分配．加工にいたるまで統率された集団労働を必要とすると考えられる。このようななかでの協業や

定住などが集団墓地を構築する背景となったことは既に多くの研究者により指摘されている （大塚

1964など)。

また、沢は伊茶仁ふ化場1遺跡の周堤墓について触れる中で交通の便の良い場所でもあるとも指摘

している（沢1987)。後述のように、キウス周辺も同じような傾向を有していると考えられるのであ

る。

~
’
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Ⅵ考察

4 周堤墓の単位について

これまで、周堤墓の単位については複数(多くは2基)が1単位としてまとまるとする説（林1979、

木村英1981、木村尚1984） と、複数がまとまっているものでも同時並行ではないとする説（春成

1983、矢吹1983．84）があった。

表Ⅵ－2によると周堤墓はほとんどが複数で隣接して確認されている。また、隣接していないもの

でも、美々5遺跡BX-1 、美々4遺跡X－9、キウス周堤墓群6 ･ 7 ･ 13号、伊茶仁カリカリウス

遺跡無名川第二地点では同一遺跡内かやや離れた地点に周堤墓が存在している。さらに、現在1基の

み存在する野花南環状土雛はもう1基が隣接している可能性がある （矢野1998、道埋文センター

1999)。これを除くと、今の所1基のみ単独で存在すると考えられるのは伊茶仁ふ化場1遺跡だけで

ある。

キウス4遺跡では構築時期にあまり差がないと考えられる、同じような規模・形態の周堤墓（Ⅵ－

3参照）が近くに作られており、複数の周堤墓が同時存在していると推測される。特に、規模が小さ

く墓曠数が少ない周堤墓の段階では2基以上がまとまる傾向がある。

このことから、若干の時間差を有しつつも基本的には複数基がl単位となり隣接もしくは互いの墓

域が眺められる程近接して作られ、ある一時期には同時存在して墓域として機能したと言える。

5 集落との関係

これまで周堤墓を作った人々の集落は必ずしも明確ではなかった。キウス4遺跡で見られたように

周堤墓からやや離れた場所に、出入口があり、掘り込みが無いか浅い円形の住居を作っていたと考え

られる。集落が判然としなかったのはこのような住居の形態に因るのであろう。美沢川流域の遺跡で

も周堤墓の開口部の下で川に近い所に遺物集中域があり生活施設があったと考えられている （矢吹

1983･ 1984)。

この時期は後期中葉とは異なり、集落と墓域はより近接して作られており、周堤墓の特質の一つと

して挙げられよう。

6 まとめ－キウス4遺跡の特色

以上、周堤墓の分布・立地・構築単位などについて概観してきた。

周堤墓は石狩低地帯に多く、 また丘陵裾で川や沼に面した所に位置しサケ・マスやシカ、烏類など

の食料に恵まれた地域であった。川との比高差があまりないことからも、特に河川漁携との強いつな

がりが想定できる。これを裏付けるようにキウス4遺跡盛土遺構では大量のサケ科魚類の動物遺体が

出土している。やや上流に位置するキウス5遺跡ではサケ科魚類の遺体は全く検出されず好対照をな

している（高橋1998 『キウス4遺跡(2)l)。

また、交通の便との関連も指摘されている。石狩低地帯は北海道南部と道北部の境界に位置するこ

とから、大場は千歳一帯が交易の場であったことを推測している （千歳市教委1967)。また、美沢1

遺跡では道南部、道東北部それぞれの特徴を有する縄文人が同じ周堤墓に葬られていた（百々・山口

1981)。

キウス4遺跡では道東部の黒曜石の原石や、東北地方で作られた土器が礁十潰構から出土している。

また、キウス川に沿って濃密に遺跡が分布しており、湖沼に面していることからも交通・交易の一つ

の拠点であった可能性がある。

また、美沢川流域の遺跡群の一つである美々8遺跡は、時代は下るが18世紀に「ユーフツ越」 「シ
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2 北海道における周堤墓の分布

コツ越」と呼ばれた日本海と太平洋を結ぶ交通の中継点であったし、内陸部にある野花南環状土離も

近接する滝里遺跡群の豊富な遺物量から、空知川を通じた内陸交通の拠点であったと考えられる。

このように、サケ・マスが湖上する河川に面した交通の要衝に多くの周堤墓が分布している。それ

はまた、そこを通過する他者に威信を見せる視覚的効果（春成1983） も有していたのだろう。なか

でもキウス4遺跡周辺は住居跡が近接した地点でまとまって検出され、 また長期間に渡って人々が住

む生産力に富んだ地域であり、縄文時代後期には突出した特別な位置を占めていたと考えられるので

ある。

なお、環状列石をはじめとする配石遺構は周堤墓と分布・立地が一致せず、住居跡との位置関係な

どからも周堤墓とは直接的に結びつかないと思われ、その系譜関係はより慎重に考える必要がある。

立地が一致せず、住居跡との位置関係な

譜関係はより慎重に考える必要がある。

（藤原秀樹）
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VI 考察

3 キウス4遺跡・キウス周堤墓群における周堤墓の分類と新旧関係

1 周堤墓の分類

周堤墓を主にその規模を中心として分類してみる。

キウス4遺跡および国指定史跡キウス周堤墓群の周堤墓の規模をあらわしたものが図Ⅳ－5である。

規模から大きく5群（小さくは7群）に分かれる。それぞれの群には4～5基の周堤墓がまとまる。

’ 第1群キウス4遺跡X-12． 13･ 14･ 15･ 16

外径は10m前後で内径は6～7m、掘り込みは10m前後と浅く周堤は見られないか、かなり不明瞭

であるもの。したがって、出入口も確認できない。マウンドはなく、竪穴内遺物もほとんどない。

墓曠数は1～3基である。平面形は長軸長が200cm近い長いものと100cmほどの短いもの注! )が混在

しており、いずれも幅が狭い（図Ⅵ-10)のが特徴である。墓標はX-15でのみ確認された。墓曠に

ベンガラは無く、副葬品もほとんど無い。墓曠の長軸方向はN64～81｡Wで、他の同一周堤墓内より

もまとまりが良い。

墓標・副葬品の有無によりa･b類に細分できる。

1群a類墓標・副葬品のないもの X-12． 13･ 14

墓曠数は1～2基である。

1群b類墓標・副葬品のあるもの X－15

墓擴数は3基で、墓標と思われる木柱痕は墓曠内にある。副葬品は1基から漆器が検出された。ま

た埋土は上部がローム、下部がパミス主体で明瞭に分離しており、壁面に見られる基本層序と深さに

対応している。

第2群キウス4遺跡X-3 ･ 5 ･ 7 ． 11 ･ 17． c

外径は20m前後で内径は約10～14m、竪穴の深さは30cm･盛土厚は20cmほどであるもの。周堤は高

まりが感じられる程度であるが、出入口は確認できる。マウンドがあるものもある。竪穴内の遺物は

少ないが、小型鉢が出土した例もある。

墓曠数は全掘したX-17から5基程度であると推測される。長軸は全て出入口に向かっており、そ

のため長軸方向のブレが生じている。

本群は墓曠の形状、墓標の有無、ベンガラ・副葬品の有無などは周堤墓により若干様相が異なる。

X-17の墓曠は丸みが強く、長軸長が短い。ベンガラは擴底と埋土中の2回散布され、副葬品も多

く、石錐・石斧・ひすい玉がある。

一方のX-11の墓曠は細長く、墓標は長軸両端に木柱痕がある。また、埋土上部を突き固めている

可能性がある。竪穴から小型鉢の土器片が出土し、復元できた。

なお、 X－aは墓曠数が4基で、墓曠の規模、配列、墓標の在り方などから本群に分類されると思

われる。

第3群キウス4遣跡X-1 ･ 2 ． 6 ･ 10･ a ． b ・ d、キウス周堤蟇群1号･ 12号

内径が16～19mで、竪穴はしっかりと掘り込まれ、周堤も明瞭で、出入口も確認できるもの。外径

は23～37mとばらつきがあり、他の群と比べてグラフ上で散在するが、内径のまとまりから一群とし

思われる。また、竪穴内からは、小型鉢の他に注口土器も出土し、一部には石器も見て把握できると
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3 キウス4遺跡・キウス周堤墓群における周堤墓の分類と新旧関係

られる。また、マウンドがあるものもある。

墓曠数はその規模から10基以上になると思われる。墓曠は長いものと短いものが混在するが、合葬

墓を除くと幅が広くなり、長軸長も若干短くなり、丸みを帯びる傾向がある（図Ⅵ-10)。床面にベ

ンガラが確認される墓曠は約半数と多く、副葬品は少ない。木柱の墓標は長い墓曠だけではなく、丸

い墓曠にもみられるようになる。また、曠口内に石柱がある例もある。

外径や石柱の墓標の存在、竪穴内遺物から2小群に分けることができる。

3群a類外径が30m以下で、墓標が木柱のもの

キウス4遺跡X－6 ． 10･ a ･d、キウス周堤蟇群12号

X-10の竪穴内からは墓曠の曠口部を中心に注口土器・小型鉢形土器が出土し、 X－6でも深鉢形

土器が2個体確認された。墓標は長軸両端もしくは一端にあるもの9基と多く、ベンガラも半数以上

の墓曠にみられた。また、擴口部を粘土で突き固めている墓擴があった。長軸方向は北西を中心にば

らつく傾向がある。

3群b類外径30m以上で、墓標に石柱が使われる墓曠があるもの

X－1 ． 2 ･ b、キウス周堤墓群1号

キウス1号では竪穴内から土器のほかに石鍼も出土した。墓曠は長軸長が短くなり、更に丸みを帯

びる。墓標には立石も使用され、 X－1 ．キウス1号では墓曠内にあった。また、砂岩の偏平礫が曠

口部に置かれていた例もある。 X－1マウンド上の墓曠は床面にベンガラが撒かれており、副葬品は

なく、埋め土上部はa類と同様に固くなっていた。

第4群キウス4遣跡X－4、キウス周堤墓群3 ． 5 ． 6 ． 7 ． 11号

外径41～50m、内径25～30mで竪穴と周堤上部との比高差は1mほどもあり周堤がかなり顕在化す

るもの。そのため出入口はより明瞭となっている。竪穴内の遺物は少ないが3群b類同様石器も出土

し、 X－4でスクレイパーが確認された。マウンドはX－4で複数あった。

墓曠数はトレンチ調査のX－4で8基程が確認されており、その密度から10基以上で20基ほどの存

在が想定される。規模は最も長軸長が大きいものでも1.5m程と短くなっている。墓標にはX－4，

7号のように立石も見られるが、その位置は3群とは異なり墓曠外にもみられるようになる。また、

墓標に関係するかと思われる小土曠が同じ<X-4の墓曠外にあった。副葬品は不明である。

第5群キウス周堤墓群2 ． 4号

外径75m、内径32～45m以上と巨大なもの。 2号の床面から周堤頂部までの比高差は5.4mもある。

2基ともに出入口がある。竪穴内からは2号で土偶・石雛・ベンガラの付着した石皿が出土しており、

最もバラエティに富んでいる。

墓曠は2号で1基が確認された。平面形は円形に近く、墓塘の周辺に偏平礫8個が配置されていた。

ベンガラが床面にあり、石雛が副葬されていた。

ー

2 キウス4遺跡における周堤墓の編年

①重複関係

本報告に記載されているように、平成9年度の調査において周堤墓が重複して発見された。このう

ち、新旧関係が明らかなのは、 X-12→X-11、 X-13→X-11、 X-12→直線状盛土、 X-10→直

線状盛土である。また直線状盛土はX-10構築直後に作られたと考えられることから、 X-10のほう
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VI 考察

がX-12よりは新しいと推測される。以上を示すと次のようになる。

X-12．X-13→X-11 ･X-10→直線状盛土
…へ一…ー～シ－－－戸一戸一一ヅーーーーーー

この段階ではX-12と13、 X-10と11の新旧関係ははっきりとはしないが、規模の小さい周堤墓が

相対的に古い傾向を指摘できる。

②土器編年

次に出土遺物から構築順番を考えてみる。 （図Ⅵ－6～8参照）

X－12では台付浅鉢（ 1 ）が床面から出土した。小型の鉢（2 ． 3）は出土層位や位置からX-11

から流れ込んだものと考えられる。 1は厚手で口縁の断面が角形であり、後期中葉の土器に近い。ま

た、 GP-1201と床面出土の土器が接合した4は厚手で羽状縄文が施されている。ほぼ同じ時期と考

えられる5には大きめの突起がある。これらことから1 ． 4 ． 5は堂林式の中でも最も古く位置付け

られるものであろう。

X-13出土の小型鉢(6)は2 ． 3と同様にX-11から流れ込んだものと考えられる。

X-14･ 15からは小破片が竪穴内・周堤上から出土したのみである。この内、比較的特徴が明確な

口縁部破片を図示した。 7は口縁断面が切り出し形で刻み列があり、羽状縄文が施されたもの、 8は

口縁断面が角形のものである。いずれも、 X-12と同様に古手に位置付けられると考えられる。

X-17では周堤上から破片が出土している。中央に大きな攪乱があることや離れて存在し、周辺に

遺物が見られないことから、それらが周堤墓に伴う可能性は高いと考えられる。 11は深鉢と思われる

破片で、平縁から飛び出す大きめの突起がある。やや粗雑な羽状縄文や太めの刻み列、大きめの突起

はやや古い要素と考えられる。一方で、器壁が薄手で新しい要素もある。はっきりとは決め難いが、

古手に位置付けられ、 X-12出土土器よりはやや新しい段階と推測している。

X-11では出土遺物は多いが、多くは風倒木攪乱中の出土である。確実に伴うと思われるのは床面

出土の13． 14の小型鉢で、特に13は典型的な堂林式土器である。また、 X-11から流れ込んだと考え

られるX-12･ 13竪穴内出土の小型鉢(2 ． 3 ･ 6) もほぼ同じような時期のものであろう。

X-10では墓曠の擴口部に置かれた注口土器(19)の他に、注口土器2点、小型鉢1点が復元でき

た。小型鉢（18）はGP-1006内と竪穴床面出土の破片が接合したもので、太めの沈線で菱形文が描

かれている。 19は磨消し縄文と曲線文からなり、 20は床面出土で粗雑な弧線文が施される。 21は破片

の多くが周堤上から出土したもので、弧線文・貼瘤が施され、口縁部の立上がりの形状から他の注口

土器よりは新しく、三シ谷式に近いものである。小型鉢はX-11の小型鉢に近いが、注口土器はより

新しい時期のものであろう。土器の文様からある程度の期間にわたり使用されていることがわかる

(以上、出土土器の分類については大沼氏の御教示を得た)。

X－6では胴部に無文帯があり平行沈線文、平行沈線文と直線による山形？の沈線文が施された深

鉢形土器がまとまって出土している。またX－a (LP-8)墓曠出土の土器片は2本の平行沈線が

施されている。いずれも、 X-11や10出土の小型鉢に近いものであろう。

また、 X－1の竪穴内からは貼瘤と微隆起線の施された精製の注口土器口縁部破片（29）などが出

土している。X-10よりも新しく位置づけられるものであろう。

以上から、 X-17については位置付けが難しいが、竪穴内出土の土器編年からみるとX-12･ 14･

15→X－17？→X-11 ( ・a？）→X－10 （ ・ 6 ．a？）→X－1の構築順が想定できる。

残る、 X-13はX-12． 14と構造が似ており、 X-11と13の重複関係からも基本的にはX-12･ 14

と同じ時期のものであろうと考えられる。

可
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3 キウス4遺跡・キウス周堤墓群における周堤墓の分類と新旧関係

③キウス4遺跡における周堤墓の編年

①周堤墓の重複関係と②土器編年からみた構築順は矛盾せず、時間とともに次第に規模が大きくな

り、 X-12～15 (1群）→X-17 (2群）→X-11 (2群）→X-10 (3群a類）→X-1 (3群b

類）への変遷がとらえられる（図Ⅵ－6～8）。

この変遷によりベンガラ・墓標などが次第に顕在化し、竪穴内遺物が増え、墓曠は幅が狭いものか

ら次第に広くなり、次いで長軸長が短くなり、大局として丸みを帯びるようになる傾向が見られる。

ただし、基本的な傾向としての規模拡大は想定できるが、必ずしも単純に変遷するものではなく、

漸移的に変遷していったと考えられる。

例えば、 X-15は副葬品・墓標があることなどは2群のX-11 ･αに近い要素である。また、 2群

の内、 X-17の出土土器から伺える構築時期は同じ2群のX-11よりは1群に近いと思われる。これ

らことから、 1群2群は時間的に一部重複して並存していた可能性がある。

3 キウス周堤墓群との関係と編年

キウス周堤墓群では1 ． 2 ． 7号の一部が調査されている。このうち、 1 ． 2号出土の遺物は「千

歳遺跡』 （千歳市1967）に示されている （図Ⅵ－9）。

1号では口縁部につまみ上げたような刻み列があり、曲線が多用され三叉状の文様が施された深鉢

が出土している （3号墓擴－1 ）。 2号では土器は破片のみが出土し、 このなかには爪形文や沈線で

三叉状文が施され、貼瘤のある破片がある（2号土譲－1 ）。いずれも貼瘤や曲線文、なかでも三叉

状の文様からキウス4遺跡X-10～17出土の土器よりは新しいと考えられる。

また、キウス4遺跡内の周堤墓と盛土遺構に対応するように、キウス周堤墓群にもキウス遺物包含

地がある。その下層（第5～7包含層）からは三叉文や、沈線での弧線文・入組文、つまみ上げた爪

形文が施された深鉢、注口土器、壺形土器などが出土している。三シ谷式から御殿山式に相当すると

考えられる。

これに対して、キウス4遺跡の盛土遺構では貼瘤や三叉文、つまみ上げた爪形文が施された土器は

少量である。

これらのことから、全体的にキウス4遺跡が古く、キウス周堤墓群が新しいと言える。また、キウ

ス周堤墓群内の個々の周堤墓について大谷は規模が次第に拡大する傾向を指摘し、 11→4→1→3号、

12→5→2号の構築順を推定している（大谷1978)。

12→5→2号の変遷は周堤墓分類の3群→4群→5群と対応する。 11→4→1→3号は4群→5群

→3群→4群となり、必ずしも分類とは一致しない。しかし1号の形状から伺えるように、同じ場所

に隣接して構築されたため規模が制約されたと推測されるのである。 1号の掘り込みの深さは5群に

相当し（図Ⅵ－5）、 また次の段階では規模が拡大していることから、例外はあるものの、基本的に

は規模が拡大する傾向を有しているのであろう。

以上から、キウス4遺跡からキウス周堤墓群への変遷、キウス周堤墓群のなかでは基本的には3群

→4群→5群と規模が大きくなる傾向が指摘できる。

」

4 キウス4遺跡、キウス周堤墓群における周堤墓の分類と諸要素の変遷

2 ． 3から基本的には1群→5群、キウス4遺跡→キウス周堤墓群へ変遷し、規模が拡大し、掘り

込みが深くなり、周堤が明瞭になってゆく傾向が指摘できた。この変遷に伴い、墓曠の形状などの諸

要素にも変化が見られる。これらをまとめたものが表Ⅵ－3である。
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竪穴内の遺物は無いかあってもほとんどまれ→鉢→鉢・注口土器・壺形土器→土器十剥片石器→土

器十剥片石器十礫石器十土偶、 と次第に多量化・多様化する。つまり、埋葬後の儀礼に関わる供献土

器（乾1981）が次第に多くなる傾向が指摘できる。

墓擴数は規模に応じて1～2→5→10程度→20程度と増加すると思われる。しかし、竪穴全域に墓

曠を作ることなく廃絶されたものもあり必ずしも明確ではない。

墓曠の形状は当初かなり幅が狭く、長いものと短いものとが混在するものと (X-12～15．X-11)

と後期中葉の墓曠に近い丸みが強いもの(X-17)があり→幅が広くなる→次いで長軸も短くなる、

と変遷する （図Ⅵ－10･ 11)。幅／長がまとまり同一周堤墓内・同一群内の墓曠間の差がしだいにな

くなり、次いで幅／長の数値が大きくなり （図Ⅵ－13． 14)、全体として丸みを帯びるようになる。

これは、林の見解（林1993 . 1998） とおおよそ一致する。ただし、その変遷は必ずしも一方向的な

ものではなく、特に最初のころは周堤墓間・各墓曠間の差が大きい。被葬者の何らかの区分や系譜の

違いを反映しているとも考えられそうである。

墓標は、無い→細長い墓墳内の長軸1端もしくは2端に木柱→丸い墓曠の墓曠内へも木柱→立石が

あるものも現れる、 と変遷し、墓標のある墓曠数も増える傾向にある◎墓標の位置は墓曠内→墓曠外

への漸移的な変遷がとらえられ、美沢川流域の遺跡群における乾の分析（乾1981） と一致する。な

お、礫（多くは破砕されている）が曠口部に置かれるものは2群から5群にかけて見受けられるが、

柏木B遺跡のように積石となるものはない。

ベンガラは、無い→床面・埋土中の2回散布あり→床面散布となる。 4 ． 5群の様相は不明である。

林の指摘したベンガラが減ってゆく傾向（林1993. 1998）はキウス周辺では必ずしも明瞭ではない。

副葬品は全く無いものから→漆製品→漆製品と弓→石鑛となり、古い段階には少ないと言える。し

かしX-17が例外的に多く、キウス周辺では全般的に少ない傾向があり、規模拡大に伴う副葬遺物の

顕在化（大谷1978）はとらえがたい。むしろ、遺跡間・周堤墓間の格差がありそうである。

墓墳の埋め方は、なんら規制無く黒色土が途中に混じる→下方は未風化のパミス主体、上方はロー

ム主体の基本層序に対応した埋め方→更に埋土上部のロームが堅くつき固める→一部墓曠では上部に

黒色土をつき固める、 と変遷する。これは竪穴の掘り込みの深さと関連し、竪穴が深くなるほど墓曠

上面をロームで充填し、墓標のみが目立つ状況が推測できる。また、マウンド上の墓曠で黒色土を充

填するものは、他の墓曠と比べて床面との色彩のコントラストが際立つこととなる。

墓曠の長軸方向は、周堤墓が異なっても揃う→出入口を向くようになりブレが生じる→更に大きく

ぱらける、 となる。これは、当初は明確な出入口がないこと、及び周堤墓の規模が拡大し墓曠数が多

くなり、特に竪穴内の縁付近に配置された墓曠でのブレが大きくなったためである。

なお、マウンドについてはないもの→あるもの→複数あるものへと変遷する。ただし、マウンドは

古い段階から現れ、矢吹の指摘（矢吹1982 ･ 1985) とは異なり必ずしも変遷の新しい段階にのみ固

有のものではなさそうである。

これらのことから、規模が拡大し新しくなるにつれ、葬送に関わる規制は強化される場合が多い

(竪穴内遺物、副葬品、墓標埋め方など） と言える。一方で頭位方向など規制が弛緩する要素もあ

る。また、墓曠の形状は極端に長く狭い墓曠が初期にあり墓曠間の差もあるが、次第に旧来の風習が

強まり丸くなり、相対的に画一的になってゆく。
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5 他遺跡との比較

以上の分類と編年は今回のキウス4遺跡の成果と、キウス周堤墓群の測量成果から導き出したもの

である。他の遺跡の周堤墓との比較を試みたい。

美沢川流域の遺跡群では、大沼によって主に土器編年から環状土雛類似遺構(BX-1 、 JX-1 ･

2、 KX-2)→環状土簾(JX-3 ． 4、 KX-1)への変遷が指摘されている（大沼1979)。これ

を発展させた乾は更に、 JX-1 ． 2→KX-1→JX-3 ． 4への変遷を示し（乾1981)、木村も規

模拡大を肯定している（木村尚1984)。

このような規模が拡大する美沢1遺跡と同様の変遷がキウス4遺跡でも確認できる。 しかし、美沢

1遺跡では出土遺物がキウス4遺跡よりも若干新しい、規模が小さい、墓曠数（密度）が多いなど、

その様相は若干異なる。

一方で、発掘数の増加により重複関係が明らかになってくると、竪穴規模・墓曠数は構築順とは関

係ないとの説（矢吹・野中1985） も出てきた。 しかしこれはキウス周堤墓群と同様に、複数がまと

まり近接して構築されたため既存の周堤墓との関係で規模が制約され、規模拡大の傾向を示さない例

と考えられるのである。

6 キウス4遺跡の特徴

キウス4遺跡では大沼・乾の見解と一致し、規模が拡大する傾向を有している。そして若干の前後

はあっても、基本的には周堤墓の規模拡大とともに竪穴内遺物の顕在化、墓曠平面形の円形化、墓標

のある墓曠の増加と石柱の出現、墓標位置の移動などの傾向が指摘できる。

一方で、出土遺物から美沢1遺跡JX-3 ． 4、柏木B遺跡1号はほぼ同じ時期であり、キウス周

堤墓群4群もしくは5群の時期に対応すると思われるが様相は各遺跡間で非常に異なる。

キウス周辺では他の遺跡と比べても規模拡大の傾向が顕著であり、墓標に立石を使うことが少ない、

副葬品は後の段階になっても少ないなどの特徴がある。

これに対して、柏木B遺跡1号では積石が特徴的で、墓墳の平面形は丸い傾向が強く、竪穴内遺物・

副葬品も多い。美沢川流域では中央マウンドの高まりが顕著で、溝をめく,らせた単独墓もあり、立石

も多い。

このように、周堤墓規模拡大などの基本的傾向は一致するものの、それぞれの地域において相違点

もあり、同じ周堤墓を構築していてもなお集団（部族？）による地域差としてとらえることができる

と思われる。 （藤原秀樹）

注1）美沢1遺跡では伸展葬と屈葬がわかる14例から、床面長軸長1.5m以上を大型墓曠（伸展葬）

1.5m以下を小型墓曠（屈葬） とした（道教委1979のほか、乾1981、矢吹1982)。 また、瀬川は墓

曠の幅／長さ比から0.5以上を屈葬、 O~4以上を伸展葬、 O~4～0~5を不明とした（瀬川1980)。林は墳

口部の長さ1.9m以上・幅／長さ比0.4以下を伸展葬、長さ1.6m以下・幅／長さ比0.4以上を屈葬とし

た（林1993)。

本遺跡では遺体の残存状況が不良で判断し難いが、美沢1遺跡と同様に1.5mを境に分布が分かれ

そうである （図Ⅵ-10)。そのため、以下の本文では取り敢えず1.5m以上を長い墓曠、 1.5m以下を

丸い墓曠と記述する。これは埋葬体位と不可分のものと考えている。
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3 キウス4遺跡・キウス周堤墓群における周堤墓の分類と新旧関係
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3 キウス4遺跡・キウス周堤墓群における周堤墓の分類と新旧関係

幅／長さ比
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図Ⅵ－14 キウス4遺跡・キウス周堤墓群分類別幅／長さ比（確認面）
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Ⅵ考察

4 X-10における墓擴の構築順について

X-10の墓曠の一部は掘上げ土の重複具合から前後関係を明らかにし得たものがあった。また、調

査の結果、墓曠確認状況に違いがあり、それは各墓擴の構築順を示していると考えられる。本節では

そうした観点から墓塘の構築順について考察する。

まず、各墓曠の掘上げ土の重複関係から構築順を想定してみる （図Ⅱ－6参照)。平成7年度に調

査したGP-1001～1007は掘上げ土があまり明瞭ではなかったが、古い順に、

1 ． GP-1001→GP-1002

2 . GP-1008→GP-1002

の2つの構築順が確認できた。

平成9年度も同様に

1 . GP-1008→GP-1012-→GP-1010－･GP-1006→GP-1009

2. GP-1013→GP-1011→GP-1002

3. GP-1013→GP-1014→GP-1012

の3つの構築順が確認できた。

次に、墓擴の確認状況は大きく4つに分けられる。すなわち、

(A)Ⅳ層を取り除いた時点でVa層（黒褐色土）の落ち込みを確認。

GP-1002・ 1005． 1009． 1010． 1012

(B)Va層を掘り下げる途中でパミスの混じった黒褐色土のまとまりを確認。

GP-1003･1004･1006･1008． 1011

(C)竪穴床面まで掘り下げた際に輪郭がはっきりしないやや明るめの黒褐色土を確認。

GP-1001

(D)竪穴床面まで掘り下げた段階で、パミスの混じった暗褐色土のまとまりを確認。

GP-1007･ 1013･ 1014

である。

X-10構築時の竪穴床面の状況はⅥ～Ⅶ層面が出ている状態である。そして、時間の経過により床

面にV層が堆積する。この事実に即して考えると、墓曠の覆土にV層（黒褐色士）を含まないものが

古いことになる。それは遺構の確認が遅い（難しい） ものほど古い、 と言い換えることも可能であろ

う。そうすると墓墳の構築は古い方から順にD→C→B→Aと考えられる。

前述の掘上げ土の確認状況と合わせると構築順は

D C I B A

GP-1007 →GP-1001→GP-1003. 1004→GP-1002･1005

GP-1013→GP－10141 GP-1008･ 10111 GP－1012→GP-1010→GP-1006→GP-1009

と考えられる。GP-1006は確認状況ではBだが、調査時にVa層の落込みを確認できなかった可能

性もあることから、 ここでは掘上げ土の重複関係を重視し、Aに含めた。

墓曠の確認状況の違いA･B・C･Dは、中央墓曠であるGP-1008の西柱付近を通るラインによっ

てほぼ二分されると考えられる（図Ⅵ-15)。

各墓擴の時期区分は、先述のA･B･C･Dと掘上げ土の重複関係から想定される構築順に中央墓

"GP-1008を加えたI期～V期と、配置の対応関係が見当らないGP-1005を入れた6段階を想定

した｡

’

L
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4 X-10における墓曠の構築順について

I期 ｜Ⅱ期 ｜Ⅲ期 Ⅳ期 |v期 ｜Ⅵ期

GP-1008→|A区) aまたはb)GP-1007→GP-1001→alまたはa2)GP-1003･1004→b) 1006→|GP-1002→GP-1005
B区)a)GP-1013→b) 1014→GP-1011→|al)GP-1012→a2) 1010 →GP-1009

GP-1008をI期にした理由として次のことが挙げられる。竪穴のほぼ中央に位置するその配置と、

最大の墓墳（4体合葬）であること。また、先述のとおりGP-1008を境に各墓曠の配置が2分でき

る。これらのことから、たとえ埋葬時期が他の墓曠より後であったとしても「最初の墓曠」 という意

識があったと思われる。墓曠確認状況で一番古いと考えられるDのGP-1007･1013･1014がGP-

1008と掘上げ土の直接の重複関係がないこともそれを暗示しているのではないだろうか。

GP-1013とGP-1014、 GP-1012とGP-1010の掘上げ土の前後関係からさらに段階区分する

ことも可能であるが、墓曠の確認状況の違いA･B･C･Dを重視し、各時期の細別（Ⅱa期GP-

1013、 Ⅱb期GP-1014、Ⅳa1期GP-1012、Ⅳa2期GP-1010) とした。 Ⅱ期の細別は、前述

の掘上げ土の前後関係による。Ⅳ期のA区、 GP-1003. 1004. 1006に掘上げ土の前後関係はない。

しかし、 (GP-1003･1004:墓曠の平面形が細めの屈葬墓)、 (GP-1010． 1012 :墓曠の平面形が

円形に近い屈葬墓） というまとまり （図Ⅵ-16）を考慮し、 GP-1003. 1004をⅣa期、 GP-1006

をⅣb期とした。また、掘上げ土の前後関係からⅣa期をさらにⅣal期GP-1012、Ⅳa2期GP-

1010に細分した。

以上の時期区分では最後に作られたと考えられ、配置の対応関係がないGP-1005以外は、A区。

B区で各期の墓曠がラインを挟んで向かい合う。またⅢ期のGP-1001とGP-1011以外は、 GP-

1008をほぼ挟んで向かい合う。墓塘の確認状況の違いA･B・C･D、掘上げ土の堆積状況、そして

墓曠の配置から得られたこのⅥ期の時期区分から、A区･B区で各時期の墓擴がラインを挟んで向か

い合うという原則が明らかになった。 しかし、各時期の細別段階では必ずしもA区･B区で対応する

墓曠があるわけではない。 (佐藤剛）
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Ⅶ 自然科学的分析

Ⅶ自然科学的分析

1 放射性炭素年代測定結果

(株）地球科学研究所

’ 放射性炭素年代測定の依頼を受けました試料について、別表の結果を得ましたのでご報告申し上げ

ます。

(1) 報告内容の説明

"C (zge (3ﾉBP) '4C年代測定値

試料の"C/'2C比から、単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計

算した年代。半減期として5568年を用いた。

補正'4C年代値

試料の炭素安定同位体比('3C/'2C) を測定して試料の炭素の同位体分別を

知り14C/'2Cの測定値に補正値を加えた上で、算出した年代。

補正j℃age

(yBP)

試料の測定'4C/I2C比を補正するための13C/'2C比。

この安定同位体比は、下式のように標準物質(PDB)の同位体比からの千分

偏差(%0)で表現する。

6"c (%｡)= ("g/"Cl[試料]-('3C/'2C) [標準］ ×1000

('3C/'2C) [標準］

613C (permil)

ここで、 13C/'2C [標準]=0.0112372である。

過去の宇宙線強度の変動による大気中'4C濃度の変動に対する補正により、暦

年代を算出する。具体的には年代既知の樹木年輪の'4Cの詳細な測定値により、

補正曲線を作成し、暦年代を算出する。 (Stuiveretal,1993;Vogel etal,

1993, ;TalmaandVogel,1993)

ただし、 この補正は約10,000yBPより古い試料には適用できない。

暦年代

測定方法などに関するデータ

測定方法AMS :加速器質量分析

Radiometric :液体シンチレーシヨンカウンタによるβ一線計数法

試料の前処理、調製などの情報処理・調製・その他

前処理 acid-alkali-acid :酸一アルカリー酸洗浄

acidwashes :酸洗浄

acidetch :酸によるエッチング
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1 放射性炭素年代測定結果

調製、その他

Bulk-LowCarbonMaterial :低濃度有機物処理

BoneCollagenExtraction:骨、歯などのコラーケン抽出

CelluloseExtraction:木材のセルローズ抽出

ExtendedCounting:Radiometricによる測定の際、測定時間を延長する

graphite :AMS測定の際最終的に試料を石墨に調製する

benzene :Radiometricによる測定の際、最終的に試料をベンゼンに調製する

分析機関 :BETAANALYTIC INC.

4985SW74Court,Miami,F1.33155,U.S.A.

(2) 測定結果

測定番号 試料名試料種 ’℃age 8'℃ 補正'4C暦年代
（yBP） （pG『”ﾉ） （yBP）

採取地点GP-1008床

Beta-113927 KS4B5 charredmaterial 3540士50 -26.9 3510±50交点BC1870,1830,1780

2SIGMABC1945～1690
95％probabi l ity

ISIGMABC1895～1750
68%probability

整理番号7318測定方法AMS 処理・調製・その他 acid-alkali-acid

graphite

採取地点 GP-1008床

Beta-113928KS4B6 charredmateria1 3320±50 -28.9 3260±50交点BC1515

2SIGMABC1645～1420
95％probabi l ity

ISIGM4BC1590～1580BC1540～1450
68％probabi l ity

整理番号7319測定方法AMS 処理・調製・その他 acid-alkali-acid

graphite

採取地点GP-1009床

Beta-113930KS4B8 charredmaterial 3230=t40 -27.1 3190r40交点BC1435

2SIGMABC1520～1395
95％probabi l ity

ISIGMABC1500～1415
68％probabi l itv

処理・調製・その他整理番号7321 測定方法AMS acid-alkali-acid

graphite

~

採取地点GP-1010床

Beta-113932 KS4B10 charredmaterial 3310=t40 -26.9 3280±40交点BC1525

2SIGMABC1645～1440
95％probabi l ity

ISIGMABC1605～1505
68％probabi l ity

整理番号7323測定方法AMS 処理・調製・そ~の他 acid-alkali-acid

graphite
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Ⅶ 自然科学的分析

測定番号 試料名試料種 補正"C暦年代
(vBF）

6'3C
ﾛ7，

1per､、〃ノ

1℃age
（VBP）

採取地点GP-1010 4層南側20cm

Beta-113933 KS4B11 charredmaterial 3130±40 -25.5 3120士40交点BC1400

2SIGMABC1440～1285
95％probabi l ity

ISIGMIBC1420～1380BC1335～1330
68％probabi ity

整理番号7324測定方法AMS 処理・調製・その他 acid-alkali-acid

graphite

採取地点GP-1011 床

Beta-113934 KS4B12 charredmaterial 3170±40 -25.9 3150士40交点BC1415

2SIGMABC1500～1315
95％probabi ity

ISIGMABC1435～1395
68％probabi 1ity

整理番号7325測定方法AMS 処理・調製・その他 acid-alkali-acid

graphite

採取地点GP-1012床

Beta-113935 KS4B13 charredmaterial 31910=t210 -22.1 31950±210交点******

2SIGMA
95％probabi l ity

ISIGMA
68％probabi l ity

整理番号7326測定方法AMS 処理・調製・その他 acid-alkali-acid

graphite

採取地点GP-1013 3層

Beta-113936 KS4B14 charredmaterial 3260=t50 -23.3 3280zt50交点BC1525

2SIGMABC1670～1430
95％probabi l ity

ISIGMABC1615～1500
68％probabi l ity

~

整理番号7327測定方法AMS 処理・調製・その他 acid-alkali-acid

graphite

採取地点GP-1014 3層

Beta-113937 KS4B15 charredmaterial 4120±40 -26.8 4090±40交点BC2595

2SIGMABC2865~2805 BC2750~2720

95%pr｡babl ' 'tyBC2705～2490

ISIGMABC2850~2820BC2630～2575
68％probabi l ity

処理・調整・その他整理番号7328測定方法AMS acid-alkali-acid

graphite

採取地点GP-1101 5層（下）中央部深さ110cm以下

Beta-113938 KS4B16 charredmaterial 5320=t40 -24.8 5320±40交点BC4210,4200,4150

2SIGMABC4250～4015
95％probabi l ity

ISIGMABC4230～4070
68％probabi l ity

処理・調整・その他嬢理番号7329測定方法AK acid-alkali-acid

graphite

【S
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l 放射性炭素年代測定結果

測定番号 試料名試料種 補正1℃暦年代
（vBP）

ｅ（
ぢ
月

α

Ｂ

（
し
的

４

61℃
/ ･↑,

IpeFm“ノ

採取地点GP-1301 7層

Beta-113939KS4B17 charredmaterial l3710=t80 -24.5 13720±80 交点*******

2SIGMA
95％probabi l ity

ISIGMA
68％probabi 1jty

整理番号7330測定方法AMS 処理・調整・その他 acid-alkali-acid

graphite
’

採取地点GP-1501 5層（上）

Beta-113940 KS4B18 charredmaterial 6720=t50 -25.7 6710±50交点BC5590

BC5650～54952SIGMA
95％probabi l ity

ISIGMA
68％probabi I ity

BC5605～5570

整理番号7331 測定方法AMS 処理・調整・その他 acid-alkali-acid

graphite

採取地点GP-1502 4層（下) 110cm

Beta-113941 KS4B19 charredmaterial l2030±60 -26.5 12010±60 交点*******

2S1GMA
95％probabi l ity

ISIGMA
68％probabi l ity

整理薪号7332測定方法AMS 処理・調整・そ~の他 acid-alkali-acid

graphite

採取地点GP-1503 4層80cm

Beta-113942 KS4B20 charredmaterial l2630=t80 -26.1 12610±80 交点*******

2SIGA仏4
95％probabi l ity

181GMA
68％Drobabi i itv

懸理番号7333測定方法AMS 処理・調整・その他 acid-alkali-acid

graphite

採取地点 LP-8 4層

Beta-113944 KS4B22 charredmaterial 3260=t40 -27.2 3220±40交点BC1490

2SIGMA
95％probabi l ity

BC1535～1410

ISIGMA
68％probabi l ity

BC1515～1430

整理番号7335測定方法AMS 処理・調整・その他
、~1 111。 ・1

ac1q－alKall－ac1q

graphite

’
*14Cの半減期は5568年を用いた。誤差は士1sigma

註試料名KSB7･ 9 ． 21 ･ 23は、周堤墓内の墓擴に遣存した人骨頭部の骨を採取したものだが、

"notanalyzed: damagedsample" ということで、測定値は得られなかった。
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Ⅶ 自然科学的分析

2 GP-1704出土の黒曜石製石鍼の原材産地分析

および非破壊分析による水和層の測定

彙科哲男 （京都大学原子炉実験所）

はじめに

私は自然科学的な手法を用いて石器石材の産地を客観的、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探るという目的で、蛍光X線分析法によるサヌカイトおよび黒曜石製遺物の

石材産地推定を行なっている! ，”) 。

黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、 これ

を産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産

地ごとに数十個の原石を分析して、求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと、遺物の

それを対比して産地を推定する。この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求め

て産地を同定する。

蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができ、かつ、試料調整が単純、測定の操作も簡

単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性格が分からな

いという場合にはことさら有利な分析法である。

~
~

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X線分

析装置によって元素分析を行なう。分析した主な元素はK、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、 Sr、Y、 Zr、

Nbの各元素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、産

地を特定する指標とした。黒曜石には、Ca/K、Ti/K、Mn/Zr、Fe/Zr、Rb/Zr、 Sr/Zr、Y

/Zr、Nb/Zrの比量をそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、

伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰九州の各地に分布する。調査を終えた原産地を図1に示す。黒

曜石原産地のほとんどすべてがつくされている。元素組成によってこれら原石を分類し表1に示す。

この原石群に原石産地は不明の遺物で作った遺物群を加えると163個の原石群になる。以下、北海道

地域および一部の東北地域の産地について記述する。

白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2k,nの採石場の赤石山の露頭、鹿砦

東方約2kmの幌加沢地点、 また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大

産地の黒曜石は色に関係無く赤石山群（旧白滝第1群）にまとまる。また、あじさいの滝の露頭から

は赤石山と肉眼観察では区別できない原石が採取でき、あじさい滝群を作った（旧白滝第2群)。 ま

た、八号沢の黒曜石原石と白土沢の転礫は梨肌の黒曜石で、組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別

できる。幌加沢よりの転礫の中で70%は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別でき

ず、残りの30%は赤石山群に一致する。

置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取され、 この原石の元素組成は置戸群に

まとまる。この原産地は、常呂川に通じる流域にあり、 この常呂川流域で黒曜石の円礫が採取される

が現在まだ調査していない。
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十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採

取され、 この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。この十勝三股産原石は十三の沢から音更川さ

らに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝三股産の原石の

組成と相互に近似している。また、上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十

勝三股産原石の組成と相互に近似している。これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、遺物

石材の産地分析でたとえ、 この遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、これら十勝三股、

音更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えなければならない。しかし、 この複数の産地を

まとめて、十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。

また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から2個の美蔓原石群

が作られた。この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。

名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。

これらを組成で分類すると88％は名寄第一群に、 また12％は名寄第二群にそれぞれなる。

旭川市の近文台、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、 20%が近文

台第一群、 69％が近文台第二群、 11％が近文台第三群にそれぞれ分類された。また、滝川市江別乙で

採集される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類すると約79％が滝川群にまとまり、 21％が近文台第二、

三群に組成が一致する。

滝川群に一致する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に開

析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況とか礫状は

滝川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川第二群に一致しさ

らに近文台第二群にも一致する。

赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。小

球果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえない原石で赤井川第1群を、 また、球果の

非常に少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第2群を作った。これら第1、 2群の元素組成

は非常に似ていて、 遺物を分析したときしばしば、 赤井川両群に同定される。

豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第1 ， 2群の2群に区別され、豊泉第2群の原

石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝

播している。

出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、 こ

の出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鰺ケ沢地区に流入する中村川の上流で1

点採取され、 また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ぱみ地区より採取されている。

青森県西津軽郡深浦町の海岸と同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で

六角沢群を、 また、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。

深浦の両群と相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸

門第一群、成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原石の第1， 2

群と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少な

〈、希に石錐が作れる大きさがみられる程度であるが、麿森群は麿森山麓の成田地区産出の黒曜石で

中には5cm大のものもみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作っ

た。
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結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ

とんど見られない。Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行った場合、 また除かずに産

地分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定

することができないので、得られた確率の数値にはやや不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を

誤るようなことはない。

今回分析したGP-1704の黒曜石製石雛の分析結果を表2に示した。石器の分析結果から石材産地

を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするためRb/Zr

の一変量だけを考えると、表2の試料番号58447番の遺物ではRb/Zrの値は0.935で、赤井川第1群

の［平均値］士［標準偏差値］は、 0.969=tO.060である。遺物と原石群の差を標準偏差値（ぴ） を基

準にして考えると遺物は原石群から0.6ぴ離れている。 ところで赤井川第1群原産地から100個の原石

を採ってきて分析すると、平均値から士0.6ぴのずれより大きいものが54個ある。すなわち、 この遺

物が、赤井川第1群の原石から作られていたと仮定しても、 0.6ぴ以上離れる確率は54%であると言

える。だから、赤井川第1群の平均値から0.6ぴしか離れていないときには、 この遺物が赤井川第1

群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。 ところがこの遺物を赤石山群（旧白滝第

1群）に比較すると、赤石山群の平均値からの隔たりは、約7ぴである。これを確率の言葉で表現す

ると、 「赤石山群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から6ぴ以上離れている確率は、千万分

の一である」と言える。このように、千万個に一個しかないような原石をたまたま採取して、この遺

物が作られたとは考えられないから、 この遺物は、赤石山滝群の原石から作られたものではないと断

定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、 「この遺物は赤井川第1群に54％の確率で帰属さ

れ、信頼限界の0.1%を満たしていることから赤井川産原石が使用されていると同定され、 さらに赤

石山群に十万分の一％の低い確率で帰属され、信頼限界の0.1%に満たないことから赤石山産原石で

ないと同定される｣。遺物が一か所の産地（赤井川産地） と一致したからと言って、例えば、赤井川

第1群と赤石山群の原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、 さらに分

析誤差が大きくなる不定形（非破壊分析）であることから、他の産地に一致しないとは言えない。同

種岩石の中での分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ち、ある産地（赤井

川）に一致したと言っても一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表1の

163個すべての原石群について行ない、低い確率で帰属された原石群を消していくことにより、はじ

めて赤井川産地の石材のみが使用されていると判定される。実際はRb/Zrといった唯1個の変量だ

けでなく、前述した8個の変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならない。例えばA原

産地のA群で、Ca元素とRb元素との間に相関があり、Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分

かるようなときは、A群の石材で作られた遺物であれば、A群と比較したとき、Ca量が一致すれば

当然Rb量も一致するはずである。 したがって、 もしRb量だけが少しずれている場合には、 この試料

はA群に属していないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関

を考盧した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのT2検定である。

これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定する‘ ， ‘) 。産地の同定結果は1個

~
~
~
~

〕た遺物の今回産地分析を行乞の遺物に対して、黒曜石製では157個の推定確率結果が得られている。今回

産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の者B合上記入を省略している

~、ﾜｨ）

‘／。



2 GP-1704出土の黒曜石製石錐の原材産地分析および非破壊分析による水和層の測定

が、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでい

る、すなわち、赤井川産原石と判定された遺物について、カムチヤッカ産原石とかロシア、北朝鮮の

遺跡で使用されている原石および信州和田峠産の原石の可能性を考える必要がない。高い確率で同定

された産地のみの結果を表3に記入した。原石群を作った原石試料は直径3cm以上であるが、多数の

試料を処理するために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測

定を打ち切る。このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、 ときには原石群の

元素組成のバラツキの範囲を越えて大きくなる。 したがって、小さな遺物の産地推定を行なったとき

に、判定の信頼限界としている0~1％に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。 この場合に

は、原石産地（確率）の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D'の値を記した。この遺物につ

いては、記入されたD2の値が原石群の中で最も小さなD2値で、 この値が小さい程、遺物の元素組

成はその原石群の組成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほぼ間

違いない。赤井川および十勝産原石を使用した遺物の判定は複雑である。これは青森市戸門、鷹森山

地区、浪岡町大釈迦より産出する黒曜石で作られた戸門第一、薦森山、大釈迦の各群の組成が赤井川

第1、 2群、十勝三股群に比較的似ているために、遺物の産地を同定したときに、戸門原産地と赤井

川または十勝産地、 またこれら3か所の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。戸門産

地の原石が使用されたか否かは、一遺跡で多数の遺物を分析し戸門第1群と第2群に同定される頻度

を求め、 これを戸門産地における第1群(50%) と第2群(50%)の産出頻度と比較し戸門産地の原

石である可能性を推定する。今回分析した遺物のなかに全く戸門第2群に帰属される遺物が見られな

いことから戸門産地からの原石は使用されなかったと推測できる。また浪岡町大釈迦産原石は非常に

小さく、分析した遺物よりも小さい原石で本遣跡で使用された可能性は低いと推測された。鷹森山産

地の原石、赤井川産原石と十勝産原石を使用した遺物の産地分析では、 これら産地に同定された遺物

の帰属確率の差が十分の一～百分の一がほとんどで、遺物の中には、赤井川、十勝、薦森山の各群の

帰属確率の差がほとんどない遺物があり原石産地の特定に苦慮するが、 この場合は、客観的な産地分

析法により赤井川産、十勝産、鷹森山産と限定したうえで、肉眼観察により遺物と似た原石が赤井川

産地、十勝産地、鷹森山産地のいずれに多かを考慮して原石産地を判定した遺物も一部ある。今回分

析を行なったGP-1704の黒曜石遺物の中で赤石山産地に同定された遺物は2個、赤井川産は4個、

十勝産が3個と置戸産は1個で、産地不明であるが北見市北進遺跡、青森市三内丸山遺跡などで使用

されているHS2群の組成の原石が1個使用されていることが明らかになった。

非破壊分析による黒曜石製遺物の水和層測定

この分析は黒曜石の表面に顕微鏡を通して光を照射したときに、黒曜石の表面で反射する光と、水

和層で反射する光りで生じるの干渉波の波長から水和層の厚さを求める方法である。光りの反射を利

用するため、遺物の表面にできた使用痕および埋土中にできた摩耗傷などが水和層測定の障害になり

測定できない場合が多々ある。また、水和層と新鮮面との境界面での反射光が非常に弱いため、境界

面が明確に発達した部分を探して測定しなければならない。従って、傷のない場所を顕微鏡下で探し

て分析を行うため、試料によっては1個に三時間以上かかることもある。今回、分析1試料について

3か所以上を分析し、分析値の最大、中間、最小値を選んで表4に記した。

水和層厚さを経過年代に換算するには、水和層を分析した黒曜石の経過年代を炭素-14法、 フイッ

ショントラック法で求めた絶対年代から、水和速度を求めて行う。この水和速度は黒曜石の埋土中に

受ける温度によって異なるため、黒曜石が環境から受けた温度を正確に求めなければ、正確な年代の

2惣
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換算はできない。従って、遺物が経過した年代の間に受けた温度を約9℃（平均効果温度） として水

和速度6)を推定したとき、赤石山産原石は1.76 (,u'/1000年)、赤井川産原石は203 ("'/1000年)、

十勝産原石は1.86 ("'/1000年)、置戸産原石の1.6 ("'/1000年)、 HS2群原石については水和

速度は不明であるが、置戸産原石の値を用いて下記の式により水和層厚さを経過年代に換算した。

測定水和層厚いm) ×測定水和層厚("m)
推定換算年代（千年）＝

水和速度("'/1000年）

今回非破壊分析で水和層が測定できた遺物の経過年代の結果を表4に示した。

水和層厚を経過年代に換算するときの重要な係数である水和速度を決める重要な要因は、黒曜石の

化学組成と温度である。自然科学者の実験室では水和実験によって水和速度を決定できるが、国内産

黒曜石に関して研究はそこまで進んでいないのが現状である。現在は水和速度の決定については考古

学者の協力なしでは決定できない。実験室での水和層生成が困難である限り、水和速度の決定の舞台

は遺跡になる。炭素-14年代などで年代の分かる層から出土する黒曜石の水和層から水和速度を決定

するため、発掘が重要な鍵を握ることは言うまでもない。石器の組成（原産地） さえ分かれば、考古

学者が炭素14年代と水和層のデーターを集積し整理するだけで、正確な水和層年代が得られるよう

になる。これら考古学的作業により求められた水和速度は、 自然科学的に各産地の黒曜石の水和機構

(理論）が証明されていないが、考古学的には問題ないと推測できる。 したがって、水和層年代は考

古学者が企画するだけで実用的な年代が得られるため、将来、水和層年代が石器における土器編年の

ように身近な存在になると推測できる。
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表1－1 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値（1）
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表1－2 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値（2）
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Ⅶ 自然科学的分析

表1－3 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値（3）
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表1－4 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値（4）
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表1－5 各黒曜石の原産地における黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値
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０

０
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３

０

１

３

０
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分析
個数

原 産 地
原石群名

~
北海道 HSl遺物群

HS2遺物群
FR1遺物群
FR2遺物群
FR3遺物群
FR4遺物群
F1.11遺物群
KTl遺物群
KT2遺物群

７
０
１
９
７
４
２
６
３

６
６
５
５
３
４
３
妄
①
３

~

秋田県 KN遺物群 I（

AI 1遺物群
AI2遺物群
AI 3遺物群
AI4遺物群
AI 5遺物群

１
１
１
２
２

１
６
６
２
２

１

１

NK遺物群長野県 ５

珂
青森県 HY遺物群

SN1遺物群
SN2遺物群

１
３
９

３

１

Ｊ

KI遺物群
UT遺物群

鹿児島県 ０
６

４
４

±0.858 0.293±0．0”27． 963±2 608 0.055±0. 017 2. 716±0 162 0. 163士0‘ 019 0.036±0.030 0, 173士0,029 1.674±0. 240

±0． 005 0‘076±0.01 1 3,759±0. 111 0.993±0.036 1 . 331±0．046 0，妬I±0．027 0． 105±0.017 0. 028±0.002 0.342±0．004

I IS遺物群:北進遺跡HY遺物群: 日和山遺跡、 SN遺物群:三内丸山遺跡出土､ KN遺物群:此掛沢遺跡
IT遺物群:内屋敷遺跡､AI遺物群:相ﾉ沢遺跡､ FR遺物群:東瞳郷1, 2遺跡､
跡、KT遺物群：北区1遺跡出土などの産地不明の原石群
｡nofdataon theGJSgeochemical refer⑥ncesamplesJG l granodiorite

:中ｼ原遺跡､H
：桐木遺跡、 UT
：東H9線8遺跡
l974compilation

ガラス質安山岩 NK遺物群
KI遺物群
FH遺物群

Ohmo1｡i ､ ．｢. ＆Takeda.E、 （1974) .

平均値±標準偏差値､ *

a） ： Ando.A､ 、 KuI･asawa,Ⅱ．

andJB l b鱈alt･ Geochemi〔lal Joumal Vo1.8, 1
R－1n~ ~~

Oワワ
色イノ



2 GP 1704出土の黒曜石製石雛の原材産地分析および非破壊分析による水和層の測定

表2 GP-1 704出土の石雛の元素比分析結果
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1G 1 0， 784 0． 214 0. 063 3. 802 0, 972 1. 322 0. 237 0.055 0. 027 0. 312

JG 1 :標準試料-AI1(Io,A. , Kurasawa,H. ｣011111ori,T.&Takeda,E. 1974 compilatioll of

data oll the GJS geocllemical l･eferellce samples JG l granodiorite alld

JB－l basalt． Geocルe〃ZcaJJ．o"r"a1， Vo1．8 175－192 （1974）

表3 GP-1704出土の石鍼の原材産地推定結果

析

号

遺物

番号

璋
垣
区

~

一

一

４

Ｊ

ｕ

ｕ

Ｌ

－

物 東石産地（確率） ﾄ|」 定 遺物品名

(備考）

7T
ﾉ、

番 層

10,GP-1704,曠底部12. 95 赤井川第2群(85%),赤井ﾉ|第1群(63%）

11｣GP-1704,壌底部12. 95 十勝三股(21%),戸門第1群(2%）

12､GP 1704,壌底部12.96 赤石山（31%）

13,GP-1704､猫底部12.95 HS2群(53%）

14,GP 1704,猿底部12． 95 赤井川第1群(3%) ,赤井川第2群（1%）

15,GP 1704,猫底部12. 95 十勝三股(77%),戸門第1群(4%）

16,GP-1704,塘底部12.95 十勝三股(3%) ,戸門第1群（1%）

17,GP 1704,塘底部12．95 赤井川第1群(20%) ,赤井ﾉ|第2群(25%) ,大釈迦(3%）

18,GP 1704,壌底部12.96 赤井川第2群(42%),赤井川第1群(6%) .大釈迦(4%）

19,GP-1704,橘底部12.95 置戸(81%）

20.GP-1704,塘底部12. 94 赤石山（7%）
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近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が暖昧にも関わらず結果のみを報告される場合があます。

本報告では日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の異なる

研究方法（土器様式の基準も研究方法で異なるように）にも関わらず、似た産地名のために同じ結果のように

思われるが、全く関係（相互チェックなし）ありません。本研究結果に連続させるには本研究法で再分析が必要です

本報告の分析結果を考古学資料とする場合には常に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを考察をする
必要があります。

注意

表4 GP-1704出土の石錐の水和層測定結果

卜分析
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’
3 GP-1701、 1705出土のヒスイ製玉類の産地分析

藁科哲男 （京都大学原子炉実験所）

はじめに

一般的に、玉類の鑑定は肉眼観察で岩石の種類を決定する。そして、それが真実であると思われて

いるのが実態である。 しかし、非破壊で命名定義を求めるには限界があり、命名の主定義の結晶構造、

屈折率などを正確には求められない。そこで若干の傷を覚悟して硬度、光沢感、比重、結晶性、主成

分組成などを求めることになる。石製玉類の原材料としては、硬玉、滑石、軟玉（角閃石)、蛇紋岩、

結晶片岩、碧玉などが推測される。それぞれの岩石の命名定義に従って岩石名を決定するが、原石名

が決定されたのみでは考古学の資料としては不完全で、どこの産地の原石が使用されているかの産地

分析が行われて初めて、考古学に寄与できる資料となる。遺跡から出土する勾玉、管玉など玉類の産

地分析というのは、玉類が何処の玉造遺跡で加工されたかを調査するのではなく、何か所かあるヒス

イ （硬玉、軟玉）や碧玉の原産地うち、どこの原産地の原石を使用しているかを明らかにするもので

ある。

日本の玉類の原産地は、糸魚川市でヒスイが発見されるまで、中国、雲南、ビルマ説が主で、発見

後は、専ら国内説である。岩石学的方法｜ )および蛍光X線分析で行う元素比法2 ~ 3． ‘)による分析が

報告されている。また、碧玉製管玉の産地分析を系統的に行った研究としては蛍光X線分析法と電子

スピン共鳴法を併用し、産地分析をより正確に行った例5)が報告されている。

玉類の原石の産地を明らかにすることは考古学上重要な意味をもっている。石鍼などの石器と玉類

などの石製品はそれぞれ使用目的が異なるため、それぞれの産地分析で得られた結果の意味も異なる。

（1）石器は生活必需品であるため、石器の原材産地推定で明らかになる、遺跡から石材原産地まで

の移動、活動範囲は、生活上必要な生活圏と考えられる。 （2）玉類は古代人が生きるために必ずし

もいるものではない。勾玉、管玉は権力の象徴、お祭、御守り、占いの道具、アクセサリーとして、

精神的な面に重要な作用を与えると考えられる。従って、玉類の産地分析で明らかになるヒスイ製玉

類の原石の分布範囲は、権力の象徴としての玉類であれば、権力圏を表しているかもしれない。お祭、

御守り、占いの道具であれば、同じような習慣を持つ文化圏が考えられる。このように、玉類の原産

地分析から、石器の原材産地分析で得られない貴重な結果を考古学の分野に提供することができる。

今回分析を行った玉類は千歳市キウス4遺跡出土の玉類で、表1に調査区、層位、玉の種類を示す。

非破壊での産地分析の方法と手段

原産地推定の第一歩は、原産地間を区別する、人間で言えば指紋のような、その原産地だけにしか

ないという指標を見つけることである。その指紋は鉱物組成の組合わせ、比重の違い、原石に含有さ

れている元素組成の違いなどにより、原産地同士を区別できるものでなければならない。原産地同士

が指紋でもって区別できたならば、次に遺跡から出土する遺物の指紋と原産地の指紋を比較して、一

致する原産地の原石が使用されていると判定する。

ヒスイ、碧玉製勾玉、大珠、玉などは、国宝、重要文化財級のものが多く、非破壊で産地分析が行

なえる方法でなければ発展しない。そこで石器の原材産地分析で成功している‘)蛍光X線法を用い

て玉類に含有されている元素を分析する。この方法では遺跡から出土した大珠、勾玉、管玉などを水

洗いして、試料ホルダーに置くだけの、完全な非破壊で産地分析を行う。
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ヒスイ製玉類は蛍光X線分析法で元素の種類と含有量を求めた後、試料の形や大きさの違いの影響

を打ち消すために、分析された元素同士で含有量の比をとり、 この元素比の値を原産地を区別する指

紋とする。碧玉製玉類はESR法を併用する。これは試料を全く破壊することなく、碧玉に含有され

ている常磁性種を分析し、その信号から碧玉産地間を区別する指標を見つけて、産地分析に利用する

方法である5) 。

ヒスイの原産地

分析したヒスイ原石は、 日本国内産では(1)新潟県糸魚川市と、それに隣接する同県西頚城郡青海町

から産出する糸魚川産、 (2)軟玉ヒスイと言われる北海道沙流郡日高町千栄の日高産6) 、 (3)烏取県八

頭郡若桜町角谷の若桜産、 (4)岡山県阿哲郡大佐町の大佐産、 (5)長崎県長崎市三重町の長崎産であり、

さらに(6)西黒田ヒスイと呼ばれている静岡県引佐郡引佐町の引佐産の原石、 (7)兵庫県養父郡大屋町か

らの原石、 (8)北海道旭川市神居町の神居コタン産、 (9)岐阜県大野郡丹生川村の飛騨産原石。また、肉

眼的にヒスイに類似した原石で玉類等の原材になったのではないかと考えられる(10)長崎県西彼杵郡大

瀬戸町雪浦からの原石である。国内産のヒスイ原産地は、 これでほぼつくされていると思われる。こ

れら原石の原産地を図1に示す。これに加えて外国産として、 ミャンマー産の硬玉と台湾産軟玉およ

び韓国、春川産軟玉などのヒスイの分析も行われている。
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図1 ヒスイ原産地およびヒスイ製玉類の原材使用分布圏

280



Ⅶ 自然科学的分析

ヒスイ試料の蛍光X線分析

ヒスイの主成分元素はナトリウム(Na)、アルミニウム(Al)、珪素(Si)などの軽元素7)で、次いで

比較的含有量の多いのはカルシウム(Ca)、鉄(Fe)、ストロンチウム(Sr)である。また、 ヒスイに微

量含有されている、カリウム(K)、チタニウム(Ti)、クロム(Cr)、マンガン(Mn)、ルビジウム(Rb)、

イットリウム(Y)、ジルコニウム(Zr)、ニオビウム(Nb)、バリウム(Ba)、 ランタニウム(La)、セリ

ウム(Ce)の各元素も分析した。主成分の珪素など軽元素の分析を行わないときには、励起線源のX

線が試料によって散乱されたピークを観測する。そのピークの大きさは主に試料の分析面積に比例す

るので、含有元素と|司じく産地分析の指標として利用できる。ナトリウム元素はヒスイ岩を構成する

ヒスイ輝石に含有される重要な元素で、出土した遺物が硬玉か否かを判定するには直接ヒスイ輝石を

観測すればよい。しかし、 ヒスイ輝石を非破壊で検出できる方法が確立されるまでは、蛍光X線分析

でNa元素を分析し間接的にヒスイ輝石の存在を推測する方法にたよる他ないのではなかろうか。

各原産地の原石のなかで、確実にNa元素の含有が確認されるヒスイ産地は糸魚川、大屋、若桜、

大佐、神居コタン、長崎の各原産地の原石で、 これらは硬玉に属すると思われる。Na元素の含有量

が分析誤差範囲の産地は日高、引佐、飛騨の各産地の原石である。糸魚川産原石のうち緑色系の硬玉

に肉眼的に最も似た原石を産出する産地は、他の硬玉産地よりも後述する日高、飛騨、引佐の原石に

見られる。

各原産地の原石の他の特徴を以下に記述する。若桜産のヒスイ原石はSrのピ クがFeのピークに

比べて相当大きく、 またZrの隣に非常に小さなNbのピークが見られ、Baのピ クも大きい。糸魚川

産では見られないLa、Ceのピークも観測されている。このCeのピークは大佐産と長崎産ヒスイ原石

のスペクトルにも見られ、 これらCeを含有する原石の産地は、糸魚川の産地と区別するときに有効

な判定基準になる。長崎産ヒスイは、Tiの含有量が多く、Yのピ クが見られるのが特徴的である。

日高産､引佐産､飛騨産ヒスイ原石は､Caﾋｰｸに比べてTiとK､ またFeﾋｰｸに比べてSrなどの

ピークが小さいのが特徴で、糸魚川産のものと区別するときの判断基準になる。

春川軟玉原石は、優白色の工芸加工性に優れた原石で、軟玉であるが、古代では勾玉などの原材料

となった可能性も考えられることから分析を行った。この原石には、 Sr、 Zrのピークが全く見られ

ないため、糸魚川産などのSr、Zrを含有する原石と容易に区別できる。 また、長崎県雪浦のヒスイ

類似岩もヒスイの代替品として勾玉、大珠などの原材料に使用している可能性が考えられるため、分

析を行った。この岩石は比重が2.91と小さく、比重でもって他の産地のものと区別できる。砒素(A

s)のピークが見られる個体が多いのも特徴である。

これら各原産地の原石は同じ産地の原石であっても、原石ごとに元素の含有量には異同がある。し

たがって、一つの原産地について多数の原石を分析し、各元素の含有量の変動の範囲を求めて、その

産地の原石の特徴としなければならない。

糸魚川産のヒスイは、白色系が多いが、緑色系の半透明の良質のもの、青色系、 コバルト系、およ

びこれらの色が白地に縞となって入っているものなど様々である。分析した糸魚川産原石の比重を調

べると、硬玉の3.2～3.4の範囲のものと、 3.2に達しない軟玉に分類される原石がある。若桜産、大佐

産の分析した原石には、半透明の緑色のものはないが、全体が淡青緑かかった乳白色のような原石、

また大屋産は乳白色が多い。このうち大佐産、大屋産の原石では比重が3.20に達したものはなく、 こ

れらの原石は比重からは軟玉に分類される。 しかし、 ヒスイ輝石の含有量が少ない硬玉とも考えられ

る。長崎産のヒスイ原石は3個しか分析できなかったが良質である。このうち1個は濃い緑色で、他

の2個は淡い緑色で、少しガラス質である。 日高産ヒスイの原石は肉眼観察では比較的糸魚川産の上
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スイに似ている。 ミャンマー産のヒスイ原石は、質、種類とも糸魚川産のヒスイ原石と同じものが見

られ、肉眼で両産地の原石を区別することは不可能と考えられる。分析した台湾産のヒスイは軟玉に

属するもので、暗緑色のガラス質の原石である。これら各原産地の原石の分析結果から各産地を区別

する判断基準を引き出し産地分析の指標とする。

ヒスイ原産地の判別基準

原石産地の判定を行なうときの判断基準を原石の分析データーから引き出すが、分析個数が少ない

ため、必ずしもその原産地の特徴を十分に反映したと言えない産地もある。表2－1， 2に各原産地

ごとの原石の比重と元素比量をまとめた。元素比量の数値は、その原産地の分析した原石の中での最

小値と最大値の範囲を示し、判定基準(1)とした。ヒスイで比重が3.19未満の軽い原石は、硬玉ヒスイ

ではない可能性があるが、糸魚川産の原石で比重が3.19未満のものも分析を行った。大佐産のヒスイ

は比重が3.17未満であった。 したがって、遺物の比重が3.3以上を示す場合は判定基準(1)により大佐

産のヒスイでないと言える。 日高産、引佐産の両ヒスイではSr/Feの比の値が小さくて、糸魚川産

と区別する判定基準(1)になる。表2の判定基準(2)はCr、Mn、Rb、Y、Nb、 Ba、 La、 Ceの各元素

の蛍光X線ピークが観測できた個体数を％で示した表である。例えば遺物を分析してBaのピークが

観測されなかったとき、その遺物は、若桜、大佐、長崎産のヒスイでないといえる。

図2はヒスイ原石のSr/Feの比の値とZr/Srの比の値の分布を各原産地ごとにまとめて分布範囲

を示したものである。●は糸魚川産のヒスイで、分布の範囲を実線で囲み、 この枠内に遺物の測定点

が入れば糸魚川産の原石である可能性が高いと判断する。□はミャンマー産のヒスイの分布で、その

範囲を短い破線で囲む。糸魚川の実線の範囲とミャンマーの破線の範囲の大部分は重なり両者は区別

できないが、 ミャンマーと糸魚川が区別される部分がSr/Feの値（横軸)25以上の範囲で見られる。

この範囲の中に、遺物の測定点が入ればミャンマー産と考えるより、糸魚川産である可能性の方が高

いと考えられる。▲は大佐産、△は若桜産、▽は大屋産のヒスイの分布を示している。

糸魚川と大佐、若桜、大屋のヒスイが重なる部分に遺物の測定点が入った場合、 これら複数の原産

地を考えなければならない。 しかし、 この遺物にBaの蛍光X線スペクトルのピ クが見られなかっ

た場合、表2－2の判定基準(2)に従えば糸魚川産または大屋産のヒスイであると判定でき、その遺物

の比重が32以上あれば大屋産でなく、糸魚川産と推定される。■は長崎産ヒスイの分布で、独立し

た分布の範囲を持っていて他の産地のヒスイと容易に区別できる。台湾産の軟玉はグラフの左下に外

れる。★印の日高産および＊印の引佐産ヒスイの分布の一部分が、糸魚川産と重なり区別されない範

囲がみられる。しかし、Ca/Si比とSr/Fe比を指標とすることにより （図3)、糸魚川産ヒスイは日

高産および引佐産の両ヒスイと区別することができる。各原産地の原石についてNa/Si比とMg/Si

比の分布を示すことにより （図4）、遺物がどこの原産地の分布内に帰属するか、硬玉か軟玉かの判

別の手段の一つになると考えられる。

キウス4遺跡出土の丸玉の分析結果

これら丸玉の比重は3~0以上（アルキメデス法）で硬玉の可能性の範囲に入り、分析番号58440以外

の丸玉の蛍光X線スペクトル（図8～9， 11～15)には硬玉の主成分の一つのNa元素が観測される

ことから、 これら玉類を硬玉と推測しても矛盾しない。分析番号58440の丸玉に含有されるNa元素の

量は他の丸玉に比べて少ない。これら玉類の原石産地を明らかにするために、K/Ca、Ti/Ca、 Sr

/Fe、Zr/Sr、Ca/Si、Na/Si、Mg/Siなどの各比値を求め表3に示した。 これら分析値を各原
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産地の原石の元素比量Sr/Fe対Zr/Srの分布範囲と比較すると、全ての丸玉は糸魚川産の範囲に入

り、遺物番号1 (NO58438)は日高産に、遺物番号5， 6， 8 (No58442, 58443, 58445)は大屋、

大佐産の原石の範囲にも入る。さらに遺物番号6， 8 (N058443, 58445)は若桜産の原石の重なる範

囲にも入り、これらの範囲に入った原石産地のヒスイの可能性を示す（図5）。 また、 Sr/Fe対Ca

/Siでは遺物番号3 (NO58440)はどこの原石範囲にも入らないが、他の丸玉は糸魚川産の範囲に入

り、遺物番号5， 6， 8 (NQ58442、 58443, 58445)は大佐、若桜産の原石の重なる範囲にも入って

いる（図6）。またNa/Si対Mg/Siでも遺物番号3 (NQ58440)はどこの原石範囲にも入らないが、

他の丸玉は糸魚川産および他の原石範囲に入っている（図7）。この丸玉の蛍光X線スペクトルでは

Ba元素が観測される丸玉は遺物番号1 (NO58438)のみで（図8)、Ba元素が観測されない他の丸玉

は若桜、大佐、長崎産の原石の可能性を考える必要はない。また、比重などヒスイ製遺物の判定基準

(1)、 (2)を参考に丸玉の原石産地を推測すると、判定の全ての条件を満たす原石産地は、原石産地が

特定できなかった遺物番号3 (NQ58440)を除く、他の丸玉では糸魚川原産地のみであることから、

これら丸玉には糸魚川地域産硬玉が使用されていると推測した（表4）。

結論

今回分析したキウス4遺跡出土の縄文時代後期の丸玉8個の中で、遺物番号1 ， 2， 4， 5， 6，

7， 8の7個には糸魚川産ヒスイの使用が確認された。また、産地が特定できなかった遺物番号3の

丸玉の蛍光X線スペクトル（図10)はNa元素の含有量は少ないが他の丸玉の蛍光X線スペクトルと

似ていることから、硬玉に随伴する不純物鉱物が他の丸玉より多く含有するために、糸魚川産硬玉原

石の分析値の範囲から外れた可能性も推測される。

糸魚川産ヒスイが縄文時代後期に使用されている遺跡は、本遺跡以外に抜粋して示すと北海道千歳

市美々遺跡から青森県大石平遺跡、岩手県大日Ⅱ遺跡、山梨県石堂遺跡、岐阜県西田遺跡、愛知県白

石遺跡、三重県森添遺跡、大分県二反田遺跡、熊本県ワクド石遺跡、宮崎県学頭遺跡まで日本全国に

および、 これらの遺跡では糸魚川産ヒスイが尊重される共通の基盤を持っていたと思われ、糸魚川産

地から遠くなるにしたがって、希少価値が増すと推測され、本遺跡がヒスイの玉類を入手できる力

(経済力）が大きかったことが考えられる（図1)。
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表1 X－17墓曠内出土の玉類の出土位置、時代

時期 (推定）遺構名 澗査区 胴位分析

番号

遺物

番号

レベル

‘ 丸玉 @P-!'"1-｣,,~床面｣0Ⅷ3/3崎褐色土,職底部 ‘2~8， 縄文時代後蟻58438

縄文時代後期GP l7()1 ． 1 14() ,床面， I0YR3/3暗褐色土．職底部 ］2．872一丸玉58439

縄文時代後期GP l7()5． j-1 ,10.床面. lOYR3/4暗褐色土,壌底部13-25玉

玉

し

し

よ

す

３

１

58‘141

P l705, j 140,床面， lOYR3/4賭褐色士.壊底部 13.25 縄58，MI

縄文時代後期fP l705, j-140,床面， l()YR3/4暗褐色土， i贋底部 13.25丸玉8‘1 41

縄文時代後掬(;I> 1705. i l4〔) ,床面， l0YR3/’1暗褐色土,壌底部 13． 2358443 6一丸王

縄文時代後期(} | ) 17()5, 1 140.床面， l ()YR3/4暗褐色士．壊底部 137一丸王58444

周一丸王 "|"鼠舵!"床面'""'媚褐色土峨庭鬮‘ '"， 縄文時代後脚58445
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表2－1 ヒスイ製遺物の原石産地の判定基準（ 1 ）
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表2－2 ヒスイ製遺物の原石産地の判定基準（2）

蛍光X線法による分析元素
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表3－1 X-17墓曠内出土の玉類の 表3-2 X-17墓曠内出土の玉類の

元素分析値の比量 元素分析値の比量と比重

元素分析値の比量
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分析
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表4 X-1 7墓曠内出土の玉類および玉材の原石産地分析結果

！
分析
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Ⅶ 自然科学的分析

4 キウス4遺跡の土塘に残存する脂肪の分析

中野益男（帯広畜産大学生物資源科学科）

中野寛子・星山賢一（(株）ズコーシャ総合科学研究所）

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、核酸、糖質（炭水化物）および脂質（脂肪・

油脂）がある。これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの物理的作用を受

けて崩壊してゆくだけでなく、土の中に棲んでいる微生物による生物的作用によっても分解してゆく。

これまで生体成分を構成している有機質が完全な状態で遣存するのは、地下水位の高い低地遺跡、泥

炭遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと考えられてきた。

最近、 ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたこと( ' 1，古代遺跡から出土した約2千年

前のトウモロコシ種子121、約5千年前のハーゼルナツツ種子13'に残存する脂肪の脂肪酸は安定した状

態に保持されていることがわかった。このように脂肪は微量ながら比較的安定した状態で千年・万年

という長い年月を経過しても変化しないで遣存することが判明したI4l･

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによって誘

導脂質、単純脂質および複合脂質に大別される。これらの脂質を構成している主要なクラス（種）が

脂肪酸であり、その種類、含量ともに脂質中では最も多い。その脂肪酸には炭素の鎖がまっすぐ、に延

びた飽和型と鎖の途中に二重結合をもつ不飽和型がある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物

は不飽和型の脂肪酸を多く持つというように、動植物は種ごとに固有の脂肪酸を持っている。ステロー

ルについても、動物性のものはコレステロール、植物性のものはシトステロール、微生物はエルゴス

テロールというように動植物に固有の特徴がある。従って、出土遺物の脂質の種類およびそれらを構

成している脂肪酸組成と現生動植物のそれとを比較することによって、 目に見える形では遣存しない

原始古代の動植物を判定することが可能となる。

このような出土遺構・遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」という。この「残

存脂肪分析法」を用いてキウス4遺跡から出土した土壌の性格を解明しようとした。

1 ．土壌試料

北海道千歳市に所在するキウス4遺跡は縄文時代後期後葉の時期を主体とするものと推定されてい

る。この遺跡から出土した周堤墓内の土曠内外の土壌試料を分析した。遺跡内周堤墓周辺での土曠の

配置状況および土曠内外での試料採取位置を図1～3に示す。試料NO. 1 , NO2をGP-1008、 NQ3,NO

4をGP-1009、 NO5をGP-1010、 No.6, NQ7をGP-1011、 No8をGP-1012、 NO9をGP-1013、 NQ10を

GP-1014、 NO11, NQ12をLP-2， NQ13～NO.15をLP-3， No.16をLP-7， N017～NQ19をLP-8、 NQ20～22

をLP-11, N023をLP-12、 NQ24～27をLP-9， NO.28をLP-10、 No.29をLP-18、 No.30をP-801, NO.31をP-

844, NQ32, N033をLP-13, N034, N0.35をLP-14、 No36, N037をLP-15から、それぞれ採取した。 この

うち試料N0.2, N07, NO.12, N015, N019, NQ22, N026, NQ27, NQ33, N035, N037は土曠外から採取した

対照試料である。

2 ．残存脂肪の抽出

土壌試料16～4779に3倍量のクロロホルムーメタノール(2 : 1)混液を加え、超音波浴槽中で30

分間処理し残存脂肪を抽出 した。処理液を濾過後、残置に再度クロロホルムーメタノール混液を加え、
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4 キウス4遺跡の土塘に残存する脂肪の分析

再び30分間超音波処理をする。この操作をさらに2回繰り返して残存脂肪を抽出した。得られた全抽

出溶媒に1％塩化バリウムを全抽出溶媒の4分の1容量加え、 クロロホルム層と水層に分配し、下層

のクロロホルム層を濃縮して残存脂肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を表1に示す。抽出率は0.0004%～0.0657%、平均0.0182%であった。この値は

全国各地の遺跡から出土した土壌、石器、土器等の試料の平均抽出率0.0010～0.0100%よりもやや高

いものであった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマトグラフィーで分析した結果、脂肪は単純脂質で構成されていた。こ

のうち遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセロールと脂肪酸の結合したトリアシルグリセロール（ト

リグリセリド)、ステロールエステル、ステロールの順に多く、微量の長鎖炭化水素も存在していた。

3．残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪の遊離脂肪酸とトリアシルグリセロールに5％メタノール性塩酸を加え、 125℃

封管中で2時間分解し、 メタノール分解によって生成した脂肪酸メチルエステルを含む画分をクロロ

ホルムで分離し、 さらにジアゾメタンで遊離脂肪酸を完全にメチルエステル化してから、ヘキサンー

エチルエーテルー酢酸(80:30: 1) またはヘキサンーエーテル(85:15) を展開溶媒とするケイ酸薄

層クロマトグラフィーで精製後、ガスクロマトグラフィーで分析した'5'・

残存脂肪の脂肪酸組成を図4に示す。残存脂肪から12種類の脂肪酸を検出した。このうちパルミチ

ン酸(C16: 0)、ステアリン酸(C18:0)、オレイン酸(C18: 1)、 リノール酸(C18: 2)、 アラキジ

ン酸(C20: 0)、エイコサモノエン酸(C20: 1)、ベヘン酸(C22:0)、エルシン酸(C22: 1)、 リグ

ノセリン酸(C24:0)、ネルポン酸(C24: 1)の10種類の脂肪酸をガスクロマトグラフィー－質量分

析により同定した。

各試料中での炭素数18までの中級脂肪酸の分布割合を見ると、試料NO. 1～NQ4、 No.6～NO11、NQ13、

No.14, N0.17～NQ19、 NO.22， NQ23, N026～NQ29、 No.31、 NO33、 NQ34、 NQ36、 NO.37では主要な脂肪酸がパ

ルミチン酸で、次いでオレイン酸、ステアリン酸の順かステアリン酸、オレイン酸の順に多く、試料

No.5、 NO.12、 NO15、 NQ16、 NQ20、 No.21、 N024， NQ32, NO.35では主要な脂肪酸がオレイン酸で、次いで

パルミチン酸、ステアリン酸の順に多く、試料NQ25、 NO.30では主要な脂肪酸がパルミチン酸とオレイ

ン酸の両方でほぼ同程度分布していた。一般に考古遺物にはパルミチン酸が多く含まれている。これ

は長い年月の間にオレイン酸、 リノール酸といった不飽和脂肪酸の一部が分解し、パルミチン酸を生

成するためで、主として植物遺体の土壌化に伴う腐植物から来ていると推定される。オレイン酸の分

布割合の高いものとしては、動物性脂肪と植物性脂肪の両方が考えられ、植物性脂肪は特に根、茎、

種子に多く分布するが、動物性脂肪の方が分布割合は高い。ステアリン酸は動物体脂肪や植物の根に

比較的多く分布している。 リノール酸は主として植物種子・葉に多く分布する。

一方、高等動物、特に臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられる炭素数20以上のアラキ

ジン酸、ベヘン酸、 リグノセリン酸などの高級脂肪酸はそれら3つの合計含有率が試料N01， NQ2、

NQ6、 NQ7、 NQ13、 NQ17、 NO.19で約21～31%、 NQ4、 No.5、 NQ9～NO12、 N014， N020～NO.22、 NO24~

No26、 No28～NO31、 NO34、 No.36で約11～19%、 NQ3、 NQ8、 NO15、 N016， N018， N0.23， N027， N032、

NQ33、 NQ35、 No.37で約4～9%であった。通常の遺跡出土土壌中でのアラキジン酸、ベヘン酸、 リグ

ノセリン酸の高級脂肪酸3つの合計含有率は約4～10%であるから、試料NQ3、 NQ8、 NQ15、 NO.16、

NQ18、 NQ23、 No.27、 No.32、 NQ33、 NO35、 NQ37の高級脂肪酸含有量は通常の遺跡出土土壌中の植物腐植

土並みで、試料NQ4、 NQ5、 NO.9～NQ12、 NQ14、 NQ20～NQ22、 NQ24～NO26、 NQ28～No.31、 NQ34、 NQ36 ~
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のそれはやや多く、試料NO. 1、 NO.2、 NQ6、 NQ7、 N013， N017、 NOl9のそれはかなり多かった。高級

脂肪酸含有量が多い場合としては、試料中に高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等の特殊な部分が

含まれている場合と、植物の種子。葉などの表面を覆うワックスの構成分が含まれている場合とがあ

る。高級脂肪酸が動物、植物のどちらに由来するかはコレステロールの分布割合によって決めること

ができる。概して、動物に由来する場合はコレステロール含有量が多く、植物に由来する場合はコレ

ステロール含有量が少ない。

以上、キウス4遺跡の試料中では3分の2以上の試料中で主要な脂肪酸がパルミチン酸で約4分の

1の試料中で主要な脂肪酸がオレイン酸であることがわかった。高級脂肪酸はアラキジン酸、ベヘン

酸、 リグノセリン酸の合計含有率が20％以上である試料もあったが、全般的にはさほど多くはなかっ

た。主要な脂肪酸が何であるかということや、高級脂肪酸が多めに含まれていることには、土壌ごと

の違いや土曠内外による試料採取地点の違いなどはなかった。

4．残存脂肪のステロール組成

残存脂肪のステロールをヘキサンーエチルエーテルー酢酸(80:30: 1)を展開溶媒とするケイ酸薄

層クロマトグラフィーで分離・精製後、ピリジンー無水酢酸（1 ： 1）を窒素気流下で反応させてア

セテート誘導体にする。得られた誘導体をもう一度同じ展開溶媒で精製してから、ガスクロマトグラ

フィーにより分析した。残存脂肪の主なステロール組成を図5に示す。残存脂肪から10～26種類のス

テロールを検出した。このうち．プロスタノール、 コレステロール、エルゴステロール、カンペステ

ロール、スチグマステロール、シトステロールなど8種類のステロールをガスクロマトグラフィー－

質量分析により同定した。

試料中のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールはすべての試料中に約’～7％分布

していた。通常一般的な植物腐植土中にはコレステロールは2～6％分布している。従って、 コレス

テロール含有量はすべての試料中で通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みであった。

植物由来のシトステロールはすべての試料中に約18～51%分布していた。通常の遺跡出土土壌中に

はシトステロールは30～40%、 もしくはそれ以上に分布している。従って、すべての試料中でのシト

ステロール含有量はほぼ通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みであった。

クリ、 クルミ等の堅果植物由来のカンペステロール、スチグマステロールは、すべての試料中にカ

ンペステロールが約3～9％、スチグマステロールが約2～10%分布していた。通常の遺跡出土土壌

中にはカンペステロール、スチグマステロールは1～10%分布している。従って、試料中に含まれて

いるカンペステロール、スチグマステロール含有量は通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みであっ

た。

微生物由来のエルゴステロールは検出されないか、検出されても痕跡程度しか分布していない試料

もあったが、検出される試料中には約0.3～2.0%分布していた。この程度の量は土壌微生物の存在に

よる結果と考えられる。

哺乳動物の腸および糞便中に特異的に分布するコプロスタノールは、試料No.10に痕跡程度、 NO.27に

約21％、 No23に約8%、他のすべての試料中に約1～5%分布していた。コプロスタノールは通常の

植物腐植土壌中には分布していないが、 1％程度の量は検出されることがある。また、コプロスタノー

ルの分布により試料中での哺乳動物の存在を確認することができる他に、コプロスタノールが10%以

上含まれていると、 コプロスタノールとコレステロールの分布比から試料中に残存している脂肪の動

物種や性別、 また遺体の配置状況などが特定できる場合があるI‘)。今回は含まれていても5%以下の
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’量であるため、それらの判定はできなかった。 しかし、すべての試料中にコプロスタノールが含まれ

ているということは、試料中に哺乳動物の脂肪が残存している可能性を示唆している。試料NO23には

コフ．ロスタノールが約8％分布しているが、 この試料採取地点に哺乳動物の腸もしくは糞便由来の脂

肪が残存していた可能性が考えられる。試料NO27にはコプロスタノールがさらに多く含まれていた。

No27採取地点は土曠外ではあるが哺乳動物の遺体が存在していたか、 または土曠周辺で後世に人糞等

の施肥が行われたり、土壌の攪乱があった可能性も考えられる。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロールとシトステロールの分布比の指標値は土墳で0.6

以上I"、土器・石器・石製品で0.8～23.5をとる’ 8‘ 9) 。試料中のコレステロールとシトステロールの

分布比を表2に示す。表からわかるように、分布比はすべての試料が0.6以下であった。従って、分

布比から見る限りでは試料中に動物遺体または動物由来の脂肪がほとんど残存していないと考えられ

る。

以上、キウス4遺跡の試料中に含まれている各種ステロール類は、哺乳動物の腸もしくは糞便由来

のコプロスタノールがすべての試料中に若干多い以外は、すべてほぼ通常の遺跡出土土壌中の植物腐

植土並みであることがわかった。コレステロールとシトステロールの分布比はすべての試料が0.6以

下で、分布比から見る限りでは試料中に動物遺体または動物由来の脂肪が残存している可能性があま

りないこともわかった。ステロール分析の結果のみを考えると、脂肪酸分析で非常に多めに含まれて

いた高級脂肪酸は植物体の表面を覆うワックスの構成分由来のものと推察される。また、コレステロー

ル含有量はあまり多くはなく、コレステロールとシトステロールの分布比も0.6以下で試料中に動物

遺体が残存している可能性が少ないことと、コプロスタノールが若干分布していて、哺乳動物に類す

る動物遺体が残存していることとは一致しない。また、土壌内外でステロール含有量に違いがあると

いうこともなかった。

5．脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料間の相関係数を求め、 この相関係

数を基礎にしてクラスター分析を行って各試料の類似度を調べた。同時に|司じ北海道内のもので、出

土土曠にヒト遺体を直接埋葬した場合と類似の脂肪が残存していると判定した美沢3遣跡‘'1、納内3

遺跡⑪、滝里38遺跡⑫、出土土曠を土墳墓と判定した兵庫県寺田遺跡⑬、出土土器を幼児埋葬用甕棺と

判定した静岡県原川遺跡⑭、 ヒトの体脂肪、検出土曠や出土土器にヒトの骨のみを埋納した場合と類

似の脂肪が残存していると判定した北海道栄町5遺跡，，、検出土曠を再葬墓と判定した宮城県摺萩遺

跡‘，、 ヒトの骨油試料など、各種遺跡試料や現生動物試料の脂肪酸との類似度も比較した。予めデー

タベースの脂肪酸組成と試料中のそれとでクラスター分析を行い、その中から類似度の高い試料を選

び出し、再びクラスター分析によりパターン間距離にして表したのが図6である。

図からわかるように、キウス4遺跡の試料No. 1～NO4、 NO6、 NO7、 NO10、 N011， N013、 NQ14、 No.

17、 NO.19、 NQ28、 No.36、 NO37は原川遺跡の試料と共に相関行列距離0.05以内でA群を形成し、非常に

よく類似していた。キウス4遺跡の試料NO8、 NQ9、 N018， N022、 NQ23、 NO26、 N027， N029、 NO31、

No.33は滝里38遺跡の試料と共に相関行列距離0.05以内でC群を形成し、非常によく類似していた。キ

ウス4遺跡の試料No.5、 NQ25、 No.30, N034はそれらのみで相関行列距離0.05以内でE群、キウス4遺

跡の試料NO.12、 NQ15、 NO.16、 NO.20、 No21, N024， NO.32, NO.35もそれらのみで相関行列距離0.05以内で

F群を形成し、非常によく類似していた。他の対照試料はB、 D、 G群を形成した。これらの群のう

ちA～C群は相関行列距離0.1以内の所にあり、互いによく類似しており、 D群とも相関行列距離0.2

~
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以内で類似していた。また、 E～G群は相関行列距離0.1以内の所にあり、互いによく類似していた。

以上、キウス4遺跡の同一土曠内試料はほぼ同一傾向を示す群内に属し、GP-1008、 GP-1009、 G

P-1011、 GP-1012、GP-1013、GP-1014、 LP-2、 LP-3、 LP-8， LP-10、 LP-12、 LP-15、 LP-18，

P-844内から採取した試料中に残存する脂肪はヒト遺体を直接埋葬したことに関わる遺跡の試料やヒ

トの体脂肪と類似していた。GP-1010、 LP-7、 LP-9、 LP-11、 LP-13、 LP-14、 P-801内の試料の

脂肪はヒトの骨のみを埋葬したことに関わる遺跡の試料やヒトの骨油と類似していることがわかった。

土壌外の対照土壌試料は土壌内試料と同一傾向を示した。

6．脂肪酸組成による種特異性相関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸（炭素数16のパルミチン酸から炭素数

18のステアリン酸、オレイン酸、 リノール酸、 リノレン酸まで） と高級脂肪酸（炭素数20のアラキジ

ン酸以上） との比をX軸に、飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種特異性相関を求めた。

この比例配分により第1象限の原点から離れた位置に高等動物の血液、脳、神経組織臓器等に由来

する脂肪、第1象限から第2象限の原点から離れた位置にヒト胎盤、第2象限の原点から離れた位置

に高等動物の体脂肪、骨油に由来する脂肪がそれぞれ分布する。第2象限から第3象限にかけての原

点付近に植物と微生物、原点から離れた位置に植物腐植、第3象限から第4象限にかけての原点から

離れた位置に海産動物に由来する脂肪が分布する。

土壌試料の残存脂肪から求めた相関図を図7に示す。図からわかるように、キウス4遺跡の試料No

12、 NQ15、 NO16、 NQ20、 NO.21、 No24、 NQ32、 NQ35はNo.24を除き第3象限内に分布してF群を形成した

が、他の試料は試料No.7とNQ19を除きすべて第2象限内に広く分布してA、 C、 E群を形成した。A、

C、 E群の分布位置は試料中に残存する脂肪が高等動物の体脂肪や骨油に由来し、 F群のそれは大半

が植物腐植士に由来することを示唆している。

以上、キウス4遺跡のLP-7、 LP-9の一部、 LP-11、 LP-13の試料中に残存する脂肪は大半が植

物腐植土に由来し、他のすべての土曠試料のそれは高等動物の体脂肪や骨油に由来することがわかっ

た。

7．総括

キウス4遺跡から出土した土曠の性格を判定するために、土曠内外の土壌試料の残存脂肪分析を行っ

た。残存する脂肪の脂肪酸分析、ステロール分析、脂肪酸組成の分布に基づく数理解析の結果、動物

由来のコレステロール含有量が少なく、動物遺体または動物由来の脂肪の残存を示すコレステロール

とシトステロールの分布比も低くはあるが、すべての土曠に残存する脂肪は大半が植物腐植土である

中にヒトの骨のみの部分も含めたヒト遺体全般の脂肪が残存している場合と類似していることがわかっ

た。従って、植物腐植土の影響が強いために、土曠外対照土壌試料と土曠内試料にはきわ立った差異

が見られなかった。概して周堤墓内土曠に残存している脂肪はヒト遺体全般の脂肪と類似しており、

周堤墓外土曠のそれはヒトの骨部分の脂肪と類似している傾向があった。LP-12試料No.23採取地点は

遺体の頭部と推定されているが、 NO.23に他の試料よりもかなり多くコプロスタノールが分布していた

ことから推察すると、 NQ23採取地点には遺体の腹部も位置していた可能性が考えられる。 LP-9の試

料NQ27採取地点にはコプロスタノールが非常に多く分布していたが、 NQ27採取地点が土曠外で、かつ

土曠内の最下層よりも上層であることを考えると、土曠内の内容物の影響を受けたというよりは、土

曠周辺で後世に人糞等の施肥が行われたり、土壌の攪乱があった可能性が考えられる。

293



4 キウス4遺跡の土曠に残存する脂肪の分析

参考文献

(1) Rottldnder,R.C.A. andSchlichtherle,H. 1979 !Foodidentificationofsamplesfrom

archaeological sites'A配ﾉzQGoP/zys晩auo"0p. 260

(2) Priestley,DA. ,Galinat,W.C. andLeopold,AC. 1981 |Preservationofpolyunsaturated

fattyacidinancientAnasazimaizeseed' jV"z〃､g uo/.292p. 146

(3) Rottldnder,RC.A.andSchlichtherle,H. 1983{AnalysefrlihgeschichtlicherGef且βinhalte'

Ⅳ“邸戸uﾉZsse"sc/zqfte"IJoZ.70 p. 33

(4) 中野益男1984 「残存脂肪分析の現状」 『歴史公論』第10巻(6)p. 124

(5) Nakano,M. andFischer,W. 1977 (TheGlycolipidsofLactobacilluscaseiDSM20021'

Hoppe-Seyle『'sZ.P/zysZoJ. C7zem. 358 p. 1439

(6) 中野益男1995 「残留脂肪酸による古代復元」 『新しい研究法は考古学になにをもたらしたか』

クバプロ p. 148

(7) 中野益男、伊賀啓、根岸孝、安本教傅、畑宏明、矢吹俊男、佐原眞、田中琢1984

「古代遺跡に残存する脂質の分析」 『脂質生化学研究』第26巻p. 40

(8) 中野益男1986 「真脇遺跡出土土器に残存する動物油脂」 『真脇遺跡一農村基盤総合整備事業

能都東地区真脇工区に係わる発掘調査報告書』能都町教育委員会・真脇遺跡発掘調査団p. 401
(9) 中野益男、根岸孝、長田正宏、福島道広、中野寛子1987 「ヘロカルウス遺跡の石器製品に残

存する脂肪の分析」 『ヘロカルウス遺跡』北海道文化財研究所調査報告書第3集p. 191

00) 中野益男、福島道広、中野寛子、長田正宏1988 「美沢3遺跡の土壌に残存する脂肪の分析」

『美沢川流域の遺跡群Ⅲ一新千歳空港建設用地内埋蔵文化財発掘調査報告書』

（財）北海道埋蔵文化財センター調査報告第58集p. 237

(19 中野益男、福島道広、中野寛子、長田正宏1988 「納内3遺跡の遺構群に残存する脂肪の分析」

『納内3遺跡』 （財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第60集p. 141

⑫中野寛子、明瀬雅子、長田正宏、中野益男1990, 1991 「滝里38遺跡の土曠に残存する脂肪の分

析」 『滝里遺跡群Ⅱ』 （財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第74集p. 93

⑬中野益男、中野寛子、福島道広、長田正宏「寺田遺跡土墳墓状遺構に残存する脂肪の分析」
未刊行兵庫県芦屋市教育委員会

(14中野益男、幅口剛、福島道広、中野寛子、長田正宏1988 「原川遺跡の土器棺に残存する脂肪

の分析」 『原川遺跡1－昭和62年度袋井バイパス（掛川地区）埋蔵文化財発掘調査報告書』

第17集 （財）静岡県埋蔵文化財調査研究所p. 79

(13 中野寛子、明瀬雅子、長田正宏、中野益男、福島道広1991 「栄町5遺跡の土曠に残存する脂肪

の分析」 『余市町フゴツペ貝塚』 （財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第66集p. 578

⑯中野益男、福島道広、中野寛子、長田正宏「摺萩遺跡の遺構に残存する脂肪の分析」 未刊行
宮城県教育委員会

~
註) P-801, 844は平成9年度調査のF地区で検出された墓曠である。この墓擴についての報告は
『キウス4遺跡(8)』で行う予定である。
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Ⅶ 自然科学的分析

5 キウス4遺跡から出土した縄文人骨

松村博文（国立科学博物館）

石田肇（琉球大学）

大島直行（伊達市教育委員会）

千歳市の北海道横断道路予定地となっているキウス4遺跡の縄文時代後期の周堤墓より、埋葬人骨

が検出された。以下にその保存状態と人類学的所見を記す。

GP-1002南側人骨

頭部については、左側頭骨の大部分（写真1 ) と左頭頂骨の鱗状縫合に沿った部分、その他頭蓋冠

の小断片数点が残存する。乳様突起は中程度の大きさであり、側頭下稜も明瞭である。従って全体的

な形態は男性的である。外耳孔は円形を呈する。鼓室骨は中程度の厚さであり、プシュケ孔が認めら

れる。他に歯の微小なエナメル破片が数点検出されている。胴部は、椎骨の小さな破片がわずかに残

るのみである。

GP-1002北側人骨

保存状態は極めて不良であり、残存するのは頭蓋冠の破片、下顎骨の一部、ならびに歯のみである。

頭蓋冠は数ミリ四方の破片が数点、下顎骨は左下顎体の第1大臼歯の後半から下顎枝が残る（写真2)。

歯は歯冠の微小破片7点が残るが、歯種を同定することは不可能である。従って、形態学的な所見が

得られるのは下顎骨のみである。下顎体はかなり低く、華著である。従って、性別は女性と推定され

る。下顎枝は低く、下顎切痕までの高さは42mmである。それに対して下顎枝の幅35mmと広い。この傾

向は北海道の縄文人にみられる一般的傾向である。

GP-1008人骨

左上顎第1大臼歯の歯冠の破片が残存。咬耗は1度ほど。従って年齢は壮年と推定される。頭蓋、

椎骨、左右大腿骨と脛骨の微小な骨片も検出されている。

GP-1009人骨

4～5cm四方大の頭蓋冠の骨片が数点。腐食が著しい。胴部と推定される微小骨片も検出されてい

るが部位や形態は観察不可能。性別・年齢は不明。

GP-1013人骨

大腿骨のあたりが検出されているが骨粉と化しており、部位も形態も不明。従って、年齢・性別も

不明。

3〃



5 キウス4遺跡から出土した縄文人骨

GP-1301人骨

頭部は骨粉と化している。左上顎第1大臼歯、左右の上顎第2大臼歯、左上顎第3大臼歯、右下顎

第2大臼歯の歯冠が残存する。咬耗は1度ないし2度弱である。従って年齢は壮年と推定される。下

顎第2大臼歯の咬合面はプラス4型を呈する。上顎第1大臼歯の歯冠近遠心径は9.2mmと小さく、後

晩期の縄文人女性平均9.9mmと比較してもなお小さい。従って、被葬者の性別は女性の可能性が高い。

カリエスおよび歯石はない。

GP-1503人骨

頭蓋と椎骨が検出されているが、骨粉と化している。大腿骨の微小骨片も残存するが形態は不明。

従って、年齢・性別も不明。

LP-2人骨

ほとんど微小骨片と化しており、完形をとどめるのは2点の歯のみである。

歯は、左上顎第2大臼歯と左下顎第2大臼歯の歯冠が残存する。咬耗は1度である。従って年齢は壮

年と推定される。下顎第2大臼歯の咬合面はプラス4型を呈する。カリエスおよび歯石はない。

LP-12人骨

頭部が検出されているが、骨粉と化しており、部位も形態も不明。従って、年齢．性別も不明。

LP-19人骨

骨粉と化しており、部位も形態も不明。従って、年齢．性別も不明《

P-805人骨

骨粉ならびに歯のエナメルを含む微小な破片が検出されたが、部位も形態も不明。従って、年齢．

性別も不明。

註) P-805は平成9年度調査のF地区で検出された遺構で、詳細は平成12年度刊行の『キウス4遺

跡(8)』に掲載予定である。
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Ⅶ 自然科学的分析

6 北海道馬追丘陵西翼、千歳市キウス4遺跡の地割れについて

廣獺亘・大津直・岡孝雄（北海道立地質研究所）

1 ． はじめに

馬追丘陵の西翼部、千歳市の縄文時代早期～アイヌ文化期の遺跡であるキウス4遺跡において、遺

跡発掘作業に伴い多数の地割れ跡が発見された。本遺跡周辺ではこれまでにも、東南東約lkmにある

キウス7遺跡において更新世最末期のローム層を最大80cm変位させている小断層が発見されている

(西田ほか1996)。本遺跡の東方約2kmには、明瞭な断層変位地形を有し第四紀後半においても活動

的であったと考えられる泉郷断層、嶮淵断層、馬追断層からなる断層帯（図1）が存在する（活断層

研究会1991)。我々は、 1998年8月10日午後、現地において掘削されたピットにおいて地割れ断面の

観察ならびに試料採取を行う機会を得た。以下、断面・試料観察の結果を報告するとともに、 この地

割れの意義について述べる。

2． キウス4遺跡の表層地質

キウス4遺跡は、馬追丘陵西翼の緩斜面と沖積平野の境界部、標高10～15m前後のほぼ平坦な面に

位置する（図2）。キウス4遺跡の表層地質は、下位から、Ⅷ層（恵庭a降下軽石堆積物。以下、En-

a)、Ⅶ層(En-aの二次堆積物)、Ⅵ層（暗褐～黄褐色土層)、V層（黒色～褐色腐植土層)、Ⅳ層（樽

前-cl降下軽石。以下、Ta-cl)、Ⅲ層（黒色腐植土層)、 Ⅱ層（樽前-a降下軽石堆積物。以下、Ta-

a)、 I層（黒褐～灰褐色の表土層）が累重する。

Ⅷ層は、本遺跡より36k,n西南西に位置する恵庭岳火山のプリニー式噴火による降下軽石堆積物（恵

庭aテフラ。以下、En-a)である。平均粒径数cmに及ぶ粗粒な黄褐色～黄色の単斜輝石斜方輝石安

山岩質～デイサイト質降下軽石からなる。層厚は150cm以上である。En-aは15-17ka (最終氷期末期

～晩氷期）に噴出したと考えられている（町田・新井1992、加藤1994)。Ⅶ層は、En-a由来のやや

円摩され最大径数cm程度の粗粒な黄色軽石を含み、赤褐色～黄褐色の風化火山灰を基質とする、ロー

ム質の堆積物である。Ⅵ層は、暗褐色～黄褐色の土層で、V層とⅦ層の漸移層である。V層は、黒色

の腐植土からなる。En-a由来の直径数mm～2cm前後の黄色軽石をしばしば含む。Ⅳ層は、本遺跡の

南西341<mに位置する樽前火山のプリニー式噴火に由来する降下軽石堆積物（樽前cテフラ。以下、

Ta-c)である。Ta-cは分布および岩相から下位よりTa-cl、Ta-c2に細分され（曽屋・佐藤1980)、

本地区において認められるのはTa-clに相当する。赤褐色～茶褐色、直径数mmの、著しく発泡の悪

い岩片様の斜方輝石単斜輝石安山岩質軽石からなる。層厚は5～10cmである。噴出年代は、 '4C年代

および遺跡との関係から2.5～3kaと考えられている（町田・新井1992)。Ⅲ層は、軽石の目立たな

い黒色の腐植土である。Ⅲ層は地割れ内において中部にEn-aの再堆積物を來在し、それを境に上部

をⅢa、下部をⅢbに区分される。Ⅲa･mbは、ほぼ同様の岩相からなる。 Ⅱ層は、Ⅳ層と同じく、

樽前火山のプリニー式噴火に由来する降下軽石堆積物（樽前aテフラ。以下、Ta-a)である。白色

で輝石斑晶の目立つ、比較的発泡の良い軽石で構成される。層厚は、 20cm以上である。噴出年代は、

1739年（元文4年） とされる（曽屋・佐藤1980)｡ I層は、黒褐～灰褐色の表土層である。
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3．地割れ断面の記載

キウス4遺跡の地割れ跡は、長さ200m以上、幅10～20m以上、延長方向N50｡Wの帯状の範囲に分

布する。我々が観察を行った地割れは、キウス4遺跡の南東部、地割れ群分布域の中央からやや東よ

りに位置する。

地割れ断面観察のため掘削されたピットは深さ約25mである。地割れは、深さは2m以上で下限

は不明、幅はピット基底部で1m、上部では1.2m前後である （図3， 4)。地割れ壁面の走向は、N

65｡Wである。

地割れ両側では、Ⅷ層より上位の地層が、水平～緩く南に傾斜しつつほぼ整合一連に堆積している。

ただし、地割れ北側では、Ⅲ層およびⅡ層は削剥されている。地割れの両側では顕著な変位は認めら

れず、変位があったとしても20～30cm以下である。

地割れの内部は、ブロック化～破断化したⅦ～Ⅲb層と、軽石混じりの黒色土、地割れ壁面を構成

する地層の崩壊堆積物、およびそれらを覆い非変形のⅢa～Ⅱ層で構成される。ピット基底から80cm

まではⅦ層(En-aの再堆積物）が小断層で切られながらブロック状（直径40～60cm) を呈し、それ

らの間を軽石混じり黒色土が充填している。軽石混じり黒色土には、En-aの黄色軽石およびTa-cl

の赤褐色～黄褐色角礫状軽石が大量に含まれる。それより上位は、V層(En-a軽石混じり黒色土)、

Ⅳ層、 Ⅲb層からなる。Ⅳ層(Ta-cl)は破断化しているものの、初生的な層位関係は比較的良く保

存されている。その上位では、 Ⅲb層を、軽石・軽石混じりローム・黒色土から構成される堆積物が

覆う。この堆積物は、それぞれの母材となった地層から、ほぼⅦ層のみを母材とするローム質のもの、

V～Ⅶ層を母材とするローム及び黒色土の混合したもの、V～Ⅵ層を母材とする黒色土質で軽石．ロー

ムを伴うものの3種に分けられる。これらはそれぞれ、地割れ壁面外側のⅦ～V層から連続的かつ漸

移的に岩相が変化すること、壁面付近では近接する母材由来の構成物質が卓越するが、壁面から離れ

るにしたがって周辺の堆積物との混合が進むこと、 しだいに各ユニットの層厚が減じていくこと、 と

いった傾向が認められる。以上から、 これらの堆積物は地割れによって露出したⅦ～v層が崩壊しつ

つ埋積することにより形成された、崩壊堆積物であると考えられる。これらの崩壊堆積物をⅢa層の

黒色土およびⅡ層(Ta-a)が覆う。 Ⅱ層には下に凸のチャネル構造が認められるが、内部では多数

のフオールユニツ卜が認められ、地割れおよび原地形面の双方をなめらかにマントルベッデイングで

覆っている。Ⅲa、 Ⅱ層は地割れの外側から内側までを連続的に覆う。 Ⅱ層にはフォールユニットな

どの、降灰時の初生的な堆積構造が非常によく保存され、 Ⅲb以下の地層が受けているブロック～破

断化、再堆積などの2次的な変形をほとんど受けていない。

4．地割れの形成過程・形成時期

地割れ断面の観察から、 Ⅲ層を境に地割れの内部と外側で大きく構造が異なることが分かる。すな

わち、 Ⅱ層およびⅢa層は地割れの内側～外側を連続的に覆い、初生的な堆積構造をそのまま維持し

ているのに対し、Ⅲb層以下は地割れの内側と外側は非常にシヤープな境界を持って接し、地割れ内

部ではしばしばブロック～破断化している （図3）。Ⅲa層とⅢb層の間には、地割れ壁面の崩壊に

伴う堆積物が爽在される（図3）。地割れ下部では、地割れ壁面外側（Ⅷ～Ⅶ層） と地割れ内部のブ

ロック （Ⅶ層）の間を充填する軽石混じり黒色土に、それらより上位の堆積物であるTa-clの軽石

が巻き込まれている。以上から、 この地割れの形成プロセスは、以下のように考えられる。

Ⅲ層の堆積中に、正断層亀裂～地割れが形成される。地割れの内側の地層は、一部はブロック化し

ながらも、著しいじょう乱を受けること無く陥没する。地割れ壁面付近では、比較的軟質だった黒色
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士とTa-cl、En-aテフラ由来の軽石が混じり合いつつ裂かを充填した。地割れの内部と外側との間に

形成された段差は、地割れ壁面外側を構成するEn-a、Ta-clを含む降下軽石層とその再堆積物および

黒色土（ⅧベⅢb層） の侵食および崩壊に伴い埋積される。地割れの段差がならされた後に、 Ⅲa

層、 Ⅱ層(Ta-a)、 I層が堆積した。すなわち、この地割れを形成したイベントの発生時期はⅢb～

Ⅲaの間に限定されるが、年代資料の無い現在、テフラからTa-cl降下(25～3ka)以降、 Ta-a降

下(AD1739年）以前であると考えられる。また、地割れ壁面外側の地層由来の崩壊堆積物は地割れ

内のⅢb層を覆う一枚のみであることから、地割れを形成したイベントは1回であったと考えられる。

5．考察

本遺跡の地割れの成因および規模について若干考察する。

遺跡の位置する地形は全体に、わずかに南西に傾斜する微高地にあり、地割れの位置はその等高線

に沿った、N50｡W方向の細く溝状に分布する。また、記載した露頭より南に2mほどのところにも

小規模な地割れ（幅30cm程度）があり、走向も同様である。すなわち、最大傾斜方向にほぼ直交した

方向に、開放割れ目が形成されていることになる。

付近のボーリング資料(Bb2-104)によれば、En-aテフラの下位には、N値が1～2と非常に軟

弱な火山灰質シルト層が分布する（図5）。また、孔内水位は、火山灰質シルト層より約1mほど低

い下位の砂質火山灰(Spfa-1の再堆積物と考えられる）中にある。

この軟弱な火山灰質シルト層は地震動によって塑性変形を起こしやすいと考えられる。したがって、

このシルト層に沿ったすべり面が形成され、南側の地層が斜面下方にずり下がったために、開放割れ

目群、すなわち地割れが形成されたと考えられる （図5）。この様な様式の地すべりは、側方伸長jこ

り (lateral spreads) として知られる。

Keefer (1984)は、地震により引き起こされる地すべりがマグニチュード(M)が4.0～6.5の範囲

にあり、特にsoil lateral spreadsタイプの地すべりを引き起こすための最小マグニチュードはM5

としている。 したがって、少なくともこの付近が強震動にみまわれた可能性が高い。

本報告およびその周辺の遺跡・断層露頭に認められるイベントを表1に整理した。

キウス7遺跡のイベントは、En-a～Ta-c間にある （西田ほか1996)。泉郷断層の断層露頭は、現

在3つの地点で確認される。活断層研究会(1991)は、嶮淵川上流で、 En-aを切る正断層を確認し

ている。一方、 日下・岩見沢団体研究グループ（1996）は、 コムカラ峠（図2）において逆断層露頭

を記載している。それによれば、最新イベントは、En-a～Ta-d間である。筆者らも、いずみ学園裏

で断層露頭を確認した（図2， 6）。正断層を覆うクロボク層の最下部から4710=t70y.B.Pの'4C年

代（図6）が得られたことから、最新イベントはEn-a～4710±70y.B.P間である。馬追断層のイベ

ントは、En-a～Ta-d間とTa-d～Ta-c間にある（山岸1986)。また、嶮淵断層の南方延長部の露頭

と新千歳空港の南側、苫小牧市美沢の「美沢11遺跡」において、Ta-c～Ta-b間にイベントが確認さ

れている （卯田ほか1979、苫小牧市教育委員会ほか1993)。

表1から、キウス4遺跡に見られたイベントは、キウス7遺跡のイベントとは時期が明らかに異な

る。むしろ、キウス7遺跡のイベントは、泉郷断層および馬追断層の活動に対比される可能性が高い。

キウス4遺跡と同様なイベントを示すものに、嶮淵断層の南方延長部の小断層露頭(卯田ほか1979）

と苫小牧市美沢11遺跡（苫小牧市教育委員会ほか1993)がある。これらは、Ta-c～Ta-b間にイベン

トがある。本報告の地すべりも、Ta-aよりは古いⅢa層以前にイベントが見られることから、 Ta-c

~Ta-b間のイベントに対比される可能性が高い。なお、 この他の遺跡調査（静川16遺跡、厚真13遣
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跡など）において、おびただしい地割れ跡が報告されている。ただし、残念なことに被覆層を全て剥

いでしまった後に地割れが確認されたため「En-aを切断する地割れ」 としかわかっておらずイベン

トの時期が不明となっている。

もし、 3つの地点のイベントが同一の地震によるものとするならば、各地点が10数km以上も離れて

いることから、かなり広範な範囲で震度5クラス以上の地震を経験した可能性がある。

それでは、この地震をもたらした地震断層または震源をどこに求めるべきであろうか？残念ながら、

現状のデータでは答えることが出来ない。今後の調査において、地震動による地すべりの事例を増や

し、分布状況を把握することが必要であろう。その際、 イベントを正確に認定するために、年代測定

を行なうことが重要と考える。今回の場合、ⅢaとⅢb層との間に、崩壊堆積物が挟まっていること

から、両層の14C年代測定を実施すれば、イベントの時期がより限定された範囲で求まる可能性があ

る。

6． まとめ

1 ．千歳市、キウス4遺跡においてN50｡W方向の帯状の地割れ群が確認された。

2．地割れの形態は、正性断層亀裂を伴う陥没構造と小規模地割れからなる。

3．地盤ボーリング資料によれば、En-aテフラの下位に軟弱なシルト層が分布する。

4．地割れ群の形成は、軟弱シルト層相当層が地震動により、塑性変形を起こし、被覆層が斜面下方

に側方伸長ラニリを引き起こしたと考えられる。

5．地割れの形成時期は、テフラ層序から少なくとも2,500年～3,000年前以降AD1739年以前の間に

納まる。

6． このイベントは、嶮淵断層南方延長部や苫小牧市美沢11遺跡のイベントに対比される可能性が高

く、千歳市・苫小牧市・早来町を含む広範囲に及ぶ地域が震度5以上の地震を経験した可能性があ

る。

7．終わりに

過去の地震動による断層・地割れ・液状化跡は、多くの場合地下に埋もれてしまっている。したがっ

て、道路工事や遺跡発掘調査など人為的な露出がなければ観察する機会は少ない。特に、遺跡発掘調

査は、活断層のトレンチ調査と比較して、広範囲・高精度に地層を解剖する作業を伴うことから、ハ

イレゾリューシヨン・ トレンチ調査としての側面が注目される。

今後、年代測定などのデータが増えれば、 イベントの時期に関してより詳細な議論を展開すること

が可能であることから、今後の調査の進展に期待したい。

’

’
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図1 調査地周辺の活断層および遺跡位置

(×：露頭位置①卯田ほか（1979）の露頭②美沢11遺跡）
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Ⅶ 自然科学的分析

図2 調査地および近傍の遺跡・活断層および露頭・ボーリング位置
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Ⅶ 自然科学的分析
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表1 遺跡および周辺の活断層に見られる地震イベント
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か． 1996）
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6 北海道馬追丘陵西翼、千歳市キウス4遺跡の地割れについて

石器採取位置（図V－33－9参照）~
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Ⅶ 自然科学的分析

7 炭化材樹種同定

佐野雄三（北海道大学農学部）

平川泰彦（森林総合研究所）

1 ． はじめに

キウス4遺跡出土炭化材6点について樹種同定を行ったうち、D地区の2点について以下に報告す

る。走査電子顕微鏡(SEM)観察により各出土炭化材の解剖学的特徴を明らかにし、 この観察結果

と木材組織の細胞構成や配列｣-8)あるいは木材の細胞壁微細構造， ､ '0)についての既往の樹種別記載

を比較・検討することにより、種～属レベルで同定を行っている。

2 ．観察方法

60℃のオーブン中で48時間にわたり試料を乾燥させた後、 1辺が5～10mmの直方～立方形のブロッ

クに小分割した。各ブロックの木口面、まさ目面、 または板目面に沿って片刃カミソリで割断し、断

面直径が1cmの円筒形のアルミニウム製SEM試料台に導電性接着剤で接着した。これを再びオーブ

ン中に入れ、カーボンペーストが充分に固化するまでの間（3～10時間)、 60～85℃で加熱した。試

料の観察面に付着した細かい破片をブロアーで入念に吹き払った後、真空蒸着により試料に金をコー

ティングし、 SEMにより加速電圧10～15kVで観察および写真撮影を行った。

3．結果と考察

同定できた出土材は、試料観察面を最終的に仕上げるための割断の際に基本3断面（木口・まさ目・

板目面）をうまく露出させることができ、同定に必要な解剖学的特徴についての情報を得ることがで

きた。しかし、なかには試料の変形が大きく、材組織の本来の細胞配列が著しく乱れている試料もあっ

た。このような試料では、 とくにまさ目面の試料で放射組織の放射縦断面を観察することが困難であっ

た。また、木口面試料のSEM観察の際には、 とくに細胞壁が薄い試料や道管の占有率が高い試料

(ヤナギ属の試料）でいわゆるチヤージアップ（試料の局部または全体で帯電が起こり、その部分の

観察像の輝度が著しく高くなる現象）が頻発し、明瞭なSEM写真を得ることができないという問題

があった。

同定結果を表1にまとめた。同定できた2点の出土材は広葉樹材であり、 2科2属が同定された。

同定を行った出土材はこの地域の現植生にも含まれる落葉性広葉樹であり、針葉樹の出土材は全く認

められなかった。遺跡一帯には落葉性広葉樹が数多く生育していたことが強く示唆される。キウス4

遺跡の出土材の大多数はコナラ属であった註。

以下に、本調査で同定された植物種ごとに、同定結果を概説する。分類、学名、記載順序について

は大井u)に従った。

1 ）ヤナギ属 (Salix) (写真1， 2)

散孔材であり、道管は斜線状に配列する傾向があった。道管要素はすべて単せん孔を有し、 らせん

肥厚は全く認められなかった。放射組織はすべて単列、異性であった。道管要素と放射組織の直立細

胞との間には、ふるい状の壁孔が認められた。 1点の資料がこの属に同定された。

~、~丁／一
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7 炭化材樹種同定

2） コナラ属 (Quercus) (写真3)

環孔材であり、孔圏外の小道管は放射状～火焔状に配列していた。孔圏道管にはチロースが認めら

れた。周囲仮道管および短接線状柔組織が存在した。放射組織には、 1～2列のものと広放射組織が

あり、その中間的な多列放射組織は認められなかった。年輪幅が著しく狭く （ぬか目）、孔圏外の小

道管の配列については不明瞭であった。
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表1 ：キウス4遺跡D地区出土炭化材

資料番号

1

2

占

い

９

０

地

岨

岨

取

Ｐ

Ｅ

採

Ｇ

Ｇ

資料名

NO148炭化物

炭化物

採取層位

床面

4層南側20cm

同定植物名（学名）

コナラ属(Quercus)

ヤナギ属(Salix)

備 考

ブナ科(FAGACEAE)

ヤナギ科(SALICACEAE)

註本報告は『ユカンボシE10遺跡』 （道埋文センター1998)掲載の「ユカンボシE10遺跡炭化材樹

種同定について」に記載されたキウス4遺跡出土炭化材のうちD地区のもの再掲載したものである。
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Ⅶ 自然科学的分析

写真説明

写真1 ：ヤナギ属。資料番号2

写真2 ：ヤナギ属。資料番号2

写真3 ：コナラ属。資料番号1

まさ目面。310倍。

板目面。 190倍。

木口面｡90倍。
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縄文後期後葉の

周堤墓群

土曠墓群

直線状盛土

道跡

縄文土器早期末葉

中期
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続縄文土器

擦文土器

石器石雛
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つまみ付きナイフ

スクレイパー

石錐

石斧

砥石

たたき石

すり石

土製品

スタンプ形士製品

耳栓

石製品ヒスイ玉

漆器朱漆櫛片

寛永通宝

周堤墓

土曠墓・土曠

直線状盛土

道跡

焼土
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葬
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編集後記

平成8年の調査から数えて5年、 ようやく調査結果を報告

することができました。発掘現場では、見学にいらっしゃる

研究者の方々の多さに驚き、 また、 「こういう遺跡はもう二

度と掘れないぞ」 との言葉に本遺跡の重要性をあらためて感

じたものでした。それにもかかわらず、一般向けの現地説明

会を開けなかったことは文化財保護主事という職名を持つ者

として職務怠‘|曼の誇りを免れ得ないかもしれません。

本報告書は「図・表に語らせる報告書より客観的で簡潔

な事実記載表現を一」を目指して編集作業を進めてきました。

しかし、出来上がったものをみると、図・表の情報量は当初

の目標を達成できたかどうか…。写真はカラー図版を増やし、

情報量アップを多少なりとも果たせましたが。Ⅵ章で和泉田

が示した、平面図と断面図で縮尺を変える方法を周堤盛土の

細かい土層表記にも活用したらよりわかりやすい図になった

かもしれません。各遺構の土層注記も土壌学等の分野で使わ

れる、統一された客観的な表記法を採れば、第3者にもより

わかりやすくなったでしょうか。事実記載に関しては、図・

表にあることは極力排していく方針で臨みましたがかえって

説明不足になった箇所もあるかもしれません。

キウス4遺跡は細切れの発掘調査の結果、細切れの報告に

なってしまいました。その内実はI章の3節に詳しいですが、

当事者以外には理解しがたい調査、報告になり、遺跡全体の

性格の把握に大いに支障を来しているのは事実です。残りの

報告書刊行作業は鋭意進行中ですが、その膨大な遺物点数か

らしてまだ多くの時間が必要です。 「キウス遺跡群」の全容

を明らかにするにはあと数年はかかりそうです。

ともかく、発掘調査、報告書作製に関わった皆様ご苦労様

でした。 （中山昭大）
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